















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日。北東大陸首都上空へ、突とつ如じよとして巨きよ大だいな幻像ビジヨンが浮かび上がった。

『ごきげんよう人類ムシケラ諸君。苦く悶もんしているかね？　苦く悩のうしているかね？　明あ日すをも知れぬ絶望に朽くち果はてようとしているかね？』

　見よ、あの真しん紅くなる巨きよ体たい、骨の外装、禍まが々まがしく捻ねじれた二本の螺ら旋せん角かくを。

　奴やつこそは大だい魔ま王おうヴェラヴィアディスドルファ。創造神ファンタズが創つくりし世界プロミステラを手中に納めんとする暗黒の侵しん略りやく者しやが、邪じや悪あくなる嘲ちよう笑しようを大空で浮かべている。

『実に結構だ。では、震ふるえながら決めるがよい。これより程なく訪れる、秩ちつ序じよ崩ほう壊かい後ごの生き方を。その回答が聞ける日を、心待ちにしている』

　月げつ光こう暦れき一四一四年、今や魔ま族ぞくに蹂じゆう躙りんされていない地は北東大陸の一部を残すのみとなっていた。抗あらがいの気力も枯かれ、誰だれの目にも深い諦てい念ねんが浮かんでいる。

『余よは勿もち論ろん、プロミステラ各地を落とせし、一万の魔王がな』

　人類の状じよう況きようは、劣れつ勢せいにすぎた。大魔王が彼方かなたから門を越こえて最初に訪れ、続いて現れた配下──強大な力を操る一万の魔王と魔族たちは、現在でもなお増加していた。

　初はつ遭そう遇ぐうからわずか十四年、人類は魔王軍の侵しん攻こうに成なす術すべなき敗北を重ねている。

『本日は軽い挨あい拶さつで失礼。まもなく北東大陸侵攻作戦の軍議があるのでね』

　高笑いを残し、首都上空の幻像は消えた。だが、首都の人ひと々びと、数知れぬ魔王たちに蹂躙された地から逃にげ延のびてきた人々の心に安心などない。嘆なげきの声が城下に満ち、応戦を謳うたう騎き士し団だんの檄げきも虚むなしく、蹲うずくまる人々の耳の右から左にすぎるのみ。

　プロミステラはこのまま大魔王の軍勢に敗北し、精せい霊れいの住む美しき地は暗黒と絶望に穢けがされ尽つくしてしまうのか。

　──否いな。

　大魔王ヴェラヴィアディスドルファ、人類最後の砦とりでへの宣戦布告と同時刻。

　世界の片かた隅すみでは、ある出で逢あいが起こっていた。
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「────あのなあ、童わつぱ」

　緑色のローブを纏まとった老人の溜ため息いきが、街道に流れる。

「どこまでついてくるつもりだ？　命を助けられた礼とかならば、別にいらんぞ」

　振ふり向むかぬままで言葉が向けられた後方には、ぼろぼろで傷だらけ、薄うす汚よごれてみすぼらしい服を着た、眼まな差ざしだけはギラついた少年の姿があった。

「それとも、呪のろいの方か。そりゃあ儂わしが悪かったさ。噂うわさを聞いた出で不ぶ精しようがのこのこやってくれば全部が終わった後だったなど、文句もつけねば収まるまい。ほれ、恨うらみ節ぶしならとっとと吐はけ。襲おそって来てもかまわん。好きなだけ殴なぐって、経験値でも稼かせぐがええ」

「……なんかする気があんのなら。俺おれを強くしろ、クソ賢けん者じや」

「うは、それは無理。諦あきらめよ。おぬしはな、どれだけ鍛きたえたところで成長の上限は悲しいくらいに低いし、優ゆう秀しゆうなスキルが目覚める見み込こみも泣きたくなるほど」

「ああ、そうかいッ！」

　少年が言葉の途と中ちゆうで襲いかかった。木の棒で背後から殴りつけてきた相手に対し、老人が「ちょい」と放った適当な杖つえの一振りから魔ま力りよくの弾たまが放たれる。それは繊せん細さいな制せい御ぎよで武器だけを弾はじき飛とばし、その後──遠くの地面に落ちると、凄すさまじい音と共に地面が大きく抉えぐりとられた。少年は唖あ然ぜんとし、息を飲む。

「言っとくが、魔王はこんなものではないぞ。一万体の、一番下したっ端ぱな奴ですらな」

「……っ！」

「連中が強いのは、おぬしが考えているような単純な差のせいでない。普ふ通つうの修行で倒たおせるのであれば、既すでに五大陸の英えい雄ゆうがどうにかしている。童よ、一度救われた未来を粗そ末まつにするな。──たとえ今のプロミステラに、光きぼうより、闇ぜつぼうこそが濃こかろうと」

　その足で戻もどり、自分に出来ることを考えよ、と賢者は言った。

「このままでは、プロミステラは異界の軍勢に、大魔王ヴェラヴィアディスドルファには敵かなわぬ。よってこれより、儂は最さい果はての彼方にて、とある秘策を──」

「ンな道理、もっともらしい理り屈くつ、知ったことか。そんなの全部、どうでもいい」

　その言葉に思わず振り向いて、老人は射い貫ぬかれた。

「知ってるよ。連中が、プロミステラの常識じゃありえねえイカサマしてるのは」

　馬ば鹿かの目だ。阿あ呆ほうの目だ。その目は、ただ、納得をしていない目だ。

「そういうのがムカつくから、やってられねえっつってんじゃねえか」

　握にぎり締しめた拳こぶしは、手の皮が裂さけている。ぎりぎりと、歯を食い縛しばっている。

「俺がいつ、ありがたいゴタクが聞きてえって頼たのんだ？　わかんねえならもう一回言ってやる。テメエが本当に、世界一の大賢者だってんなら──実験台にでも何でもなってやるから。才能のカケラも無ねえクソガキ一人で、調子に乗った連中を片かたっ端ぱしからブッ飛ばして、世界を救う魔ま法ほうでも使ってみせろや、クソジジイ」

「…………ホホ、そうかい」

　魂こん胆たんの見みえ透すいた口説き文句ちようはつが、どうしようもなく火をつけた。

　誰も彼もが、諦めを正当化し、与あたえられる救いを待ち望む世界の中で灯ともした、絶たやすことを良しとしなかった少年の小さな種火が──今、老賢者を刺し激げきした。

「今確かに、何でもやるとほざいたな？　そういうことなら、仕立てる案が無いではない。ただし覚かく悟ごせよ、一度ぬかしたからには途中でやめますなどきかんからな」

「は、安心しろよ、ビビんのはそっちのほうだ！　世界中支配した気でいる、数ばっか多い魔王共を一匹ぴき残らずブッ飛ばして──俺が伝説の勇者にでもなってやんよ！」

　それぞれの思おも惑わくを秘めた笑いと共に、二つの手が重なる。

　前代未聞の侵しん略りやくに抗い、形無き未来を目指す探究の旅がここに始まったのだった。
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　──だがしかし。

　この出逢い、この始まりは、今この時の、この時代の本題にあらず。

　それはそう、もう一方の場所でこそ──
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「あるいは、私は正義ではない」

　荘そう厳ごんなる雰ふん囲い気きに満ちる石造りの祭さい壇だんに、五人の男女が集つどっていた。

　それぞれが高価にして希少な装備で身を包んだ大だい魔ま法ほう使つかいであり、その中心、長おさたる人物が戴いただきし冠かんむりが示すのは、彼女こそが、北東大陸中央首都──プロミステラ最大の国を治める精霊女王に他ならぬことである。

　精霊族の血を引く浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼう、世界中の敬愛を受けてやまない、麗うるわしの君。

　誇ほこり高たかき名を、エリザベート・アン・イ・クッコロイヤル。

　輝かがやかしい金きん紗しやの髪かみをなびかせ、王家伝統の純白礼装フオーマルドレスに身を包んだ女王が、一振りのナイフを持って魔ま法ほう陣じんの上に立つ。

「不確定要素は多く、影えい響きようのほどが予期できぬと訴うつたえた賢者もいた。されど、一万の魔王の侵攻を食い止めるには、プロミステラの総力を結しようと足りぬは事実。ならばそうだ──後はもう、賭かけるしかない。人道にもとる非道さえも是ぜとした我が独断は必ずや、世が平和を取り戻した後、英断であったと証明されるであろう」

　床ゆかに描えがかれた魔法陣は、魔ま界かいと人間界を繋つなぐ転移の術式を、クッコロイヤル家擁ようする私設魔法使い部隊が独自に研究、改造したものだ。

　彼女らは、魔王たちが人類を蹴け散ちらす埒らち外がいの能力を秘める原因を突つき止とめた。

　鍵かぎは次元移動そのもの。異ことなる世界へ移る時、世界と世界の狭はざ間まの通路に満ちる力を吸収することで、魔王は独自の異能を身に着け、侵略の武器としていたのである。

　ならば、人類がそんな反則チートに反はん撃げきする方法とは。

「異次元からの侵略者には、異世界からの救世主を。プロミステラの勢力争いに無む縁えんである、魔界より更さらに遠くの彼方から、より長く通路を渡り、より強い力を身に着けた、人類に友好的な協力者を召しよう喚かんする」

　その為ための純白礼装。その為に女王は、自らを献けん上じよう品ひんとした。

　エリザベートは、祭壇に現れし者、世界を救う勇者に、己おのれを捧ささげる覚悟だった。

　ギリギリで完成させた術式は〝どのような人物が呼ばれるか〟を選べない。魔王を倒す力は召喚そのものによって与えられるが、その意思は別だ。

　対策は講じたものの、応じられる確証はない。……現れた者にはどんなことをしてでも、使命を受け入れ、冒ぼう険けんの旅に出てもらわねばならない。

「やるぞ、皆みなの者！　これより救世の悲願、《異世界勇者召喚》の儀ぎを執とり行おこなう！」

　人差し指の先をナイフで切り、血の雫しずくを魔法陣の中央へと滴したたらせる。

　精霊と人のハーフたるクッコロイヤルの血には濃のう厚こうな魔力が秘められており、そのエネルギーを用もちい起動した魔法陣が、眩まばゆき光の粒りゆう子しを溢あふれさせ、本来なら決して交わることなき此方こなたと彼方、異い邦ほうと異邦を繋げる道を通す。

「来たれ救世主！　願わくば、プロミステラを愛する、清き心の善人を……！」

　祈いのりと願いを込こめた叫さけびは天に、運命を司つかさどる神に、果ての世界に届いたのか。

　祭壇の間を埋うめ尽つくす発光が収まった後、そこにいたのは──

「──はれ？」

　奇き妙みような模様の碗わんを抱かかえ、麺めんをスープにつけて食っている、黒髪黒目の少年であった。

　その上、下穿き一丁パンイチだった。

「……ちょい。ちょいちょいちょい、え、待て待て待って、なにこれ、新手のドッキリ？　おれ、今、ご覧の通り、晩メシの途中なんだけど」

「突とつ然ぜんの御ご無ぶ礼れい、お許しください」

　呆ぼう然ぜんとしている少年の前に傅かしずき、精霊女王が謙けん譲じようの意を示す。

「妾わらわはエリザベート・アン・イ・クッコロイヤル。貴方あなたを人と精霊の住まいし大地、プロミステラに召喚した者です。その理由はただひとつ──世界を侵略せんと野望を巡めぐらす、大魔王ヴェラヴィアディスドルファへ、共に立ち向かって頂きたい」

　最も重要な初対面第一声、女王として社交の場を渡り歩いた技能の全てを生かす。

　跪ひざまずいた体勢を最大に生かし、さりげなく色気を主張する角度で胸元を強調する。こちらは顔を伏ふせていることから遠えん慮りよなく覗のぞき見みられる配はい慮りよは完かん璧ぺきで、十分な間を置いた後で顔を上げ、愁うれいを帯びた、熱の籠こもった瞳ひとみで、少年を真正面から見つめた。

「その為になら喜んで、あらゆる願いを聞きき遂とげましょう。妾の愛しき、勇者様」

　これで落とすと攻め込んだ渾こん身しんのアピールは、しかし、見事に空振った。

「────ね、」

「……ね？」

「念願の異世界勇者召喚チートハーレム生活キタ────ッ！　垣かき根ね渡わたるの冴さえない人生本日これにて大逆転、勝ち組ロード大決定────────！」

　そうして。

　異世界・チキュウに於おいて平凡な人間だった彼は、号泣と共に拳を突き上げ、勢いで碗をひっくり返し、「ウワッチャァ────ッ！」と奇き声せいを上げた。
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　奇くしくも、同じ日、同じ目的を目指して始まった、二つの道。

　その終点へ先に辿たどり着ついたのは、異世界より来たり、精霊女王に《伝説の勇者》の称しよう号ごうを与えられし勇者ワタルだった。三人の美女を引き連れた魔王討とう伐ばつの旅の果て──ついに、膨ふくれ上あがった欲望まみれの一念が、悪あしき侵略者の喉のど元もとへ届く。

「さあ、今です！」

「往いけ、ワタルッ！」

「この世界を──プロミステラをお救いください、妾の勇者様────！」

「うおおおおおおおおおおっ!!!!　くらえ、大魔王ヴェラヴィなんとかッ！　これがおれの────全力の下心だああああああああぁっっっっ！」

「グオオアアアァアァッ!?　まさかこの余が……大魔王がぁぁあああぁぁッ！」

　こうして、プロミステラは救われた。

　世界中が諸もろ手てを上げて、歓かん喜きと喝かつ采さいに沸わき上あがり──

　──世界中の何ど処こにも、同じ日に同じものを目指していたもう一人の少年のことを、知っている人などいませんでしたとさ。

　めでたし、めでたし。
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　────────────────────────────さて。

　この物語の本当の始まりは、〝めでたし、めでたし〟の、その後から。

《勇者》という存在が何を示すのか、新しい認識がプロミステラ中に知れ渡った──そんな時代に、幕を開ける。
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　輝かがやく水みな面もに翼つばさの生えた鮫さめが跳はね、砂すな浜はまを走はしり込こんでいた少年が「お」と止まる。

「なんだなんだ。今日はやたら元気だな、あいつ」

　背が、ぐんと伸のびている。髪かみも、腰こしに届くほどに伸びている。

　眼まな差ざしは凜り々りしく、年季の入った稽けい古こ着ぎの上から見て取れるくらい身体からだつきは立派になり、声は落ち着きのあるものになっている。

　多くの経験に鍛きたえられたのだと、それがわかる変化がそこにはあった。

「おぉぉぉーい！　……つっても、向こうはこっちを見えも聞こえもしねえんだけど。あのジジイ、一体いつになったら俺おれに皆かい伝でんよこすんだか──」

　翼つばさ鮫ざめに手を振ふった後、ぼりぼりと頭をかいたその時だ。

　彼かれの目の前で、海と空が溶けた。

「……あ？」

　空間が、湯をかけられた氷のように、滲にじみ、消える。だが、その下から現れたのも先と変わらない風景で、しかし、そこには不可逆の変化がある。

　今、結界が破られたのだ。外と内とを隔かく離りし、この《修行場》を隠いん蔽ぺいしていた、目に見えない幕が失われた。

「──へぇ、え」

　異常を察知した翼鮫が消えている。少年は砂浜に沿って駆かけ出だした。

　すると、程なく見つかった。沖おきには中型魔力船マナシツプが停てい泊はくしており、そこから出てきたらしいボートを漕こいで砂浜へと降りている、軽けい甲かつ冑ちゆうを身に着けた金きん髪ぱつの女と、炎えん天てん下かに暑苦しい、頭部全体を深く隠かくすフードの付いたローブを着き込こんだ陰いん気きな奴やつがいた。

　怪あやしげな侵しん入にゆう者しやを見つけながら、少年からこぼれたのは、むしろ爽そう快かいな笑いだった。

「ぎゃっはははははははははっ！」

　飛びかかり、蹴けりを放った。

　牽あい制さつ代わりの一発は、軽甲冑が手てつ甲こうで受けた。受けさせるよう調整した。弾はじかれるだけですんだのがどれだけ幸運か、相手はわかっていないだろう。

「な、何者だ、おまえは！」

　金髪女が警けい戒かいと怒いかりをむき出しに吠ほえるが、不ぶ躾しつけな侵入者に答えてやる義理もない。何せ、こっちはもう、同じ疑問に答えが出ている。

「マジ受ける。姿は人間っぽいけど、さっきの結界破り、アレ、マトモな術式じゃねえよな？　どこのマヌケな魔ま王おう軍ぐんが、どうしてこんな最果てまで征せい服ふくしにきたのかわかんねーけどよ」

　彼の視線は二人から背後へ、魔力船へと至り、幸運に歓かん喜きが溢あふれる。

「オタクらが封ふう印いん解いてくれたおかげで、ようやく冒ぼう険けん始まっちゃうぜっ！　くっくっく、まさか足まで用意してくれるとはな！　俺の知ってる限りじゃよ、モンスターはシバき倒たおしてアイテムもらっても、なぁんの問題もないはずだよなぁぁぁぁっ！」

　彼は猛もう然ぜんと二人の侵入者に迫せまり、軽甲冑は剣けんを抜ぬき、ローブの人物が戸と惑まどいながらも何やら呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始めた、その時だ。

『やぁめんかこの馬ば鹿か弟子がぁああああぁぁぁっ！』

　雷かみなりのような怒ど号ごうが天より響ひびき、彼が『[image: ]っ!?』と上空を見上げた。

『脱だつ走そう・反逆・言語道断～……御お師し匠しよう様は、およそなんでもお見通し～……』

「ク、ク、クソジジイッ、今日は腰よう痛つう治す温泉に行くんじゃなかったのかよ!?」

　数秒前の威い勢せいも掻かき消きえ、周囲を慌あわてて探る。油断なく構え、襲しゆう撃げきに備える彼のその背後に、透とう明めい化かの術を解いてすぅっと現れた人物が、攻こう撃げきを放つ。

「ほい」

「きゃぴゃっしゅ!?」

　長い杖つえに股こ間かんを打たれ、会心の一いち撃げきを受けた少年は、悶もん絶ぜつ後ごに気絶した。





　　　　[image: ]






　起こりかけた戦せん闘とうを収めた人物が「やれやれ、図ずう体たいばかりでかくなっても、心がちっともなっとらん。相も変わらず、しようのない童わつぱめが」と溜ため息いきを吐ついた。

「のんびり風ふ呂ろにも入らせんとは、ほんにたわけた不孝もんよ。いやすまんの、馬鹿弟子が迷めい惑わくをかけた。まったく、自分が殴なぐろうとしておる相手の貴き賤せんも見み抜ぬけずして、なぁにが勇者であるものか──であろ、姫ひめ殿でん下か殿どの」

　軽甲冑の女が姿勢を正し、遅おくれて慌ててフードの人物も背筋を伸ばす。

「……隠し立てはできませんか。その慧けい眼がん、貴方あなた様さまこそ隠いん遁とんの大だい賢けん者じや──ファイハンタ様とお見受けします」

「ほ。いかにも儂わしがティエ・スモチド・ファイハンタであるが、そのように呼ばれるのは久しい。外界と関わらぬ生活が長かったうえ、唯ゆい一いつの弟子がこの通りの有様じゃて」

　気を失っている少年の頭が杖でぐりぐりやられ、「うう」と呻うめき声ごえが漏もれた。

　気の毒な様子に気き遣づかうような目をやりかけるが、目の前の相手への対応を優先させる。

「御目通りが叶かない光栄です。私は、マリー・ラフラ・クッコロイヤル。世界を救う手伝いをして頂きたく、お願いに参りました」

　ふいに吹ふき抜ぬけた海風が金きん紗しやの髪をなびかせた。宝石のような水色の瞳ひとみ、甲冑に覆おおわれぬ部分の体たい軀くは、その身体が鍛えられて引ひき締しまり、美しさと逞たくましさを兼かね備そなえている事実をあらわにしている。大賢者ファイハンタは、その姿をじっくりと観察する。

「ふむ。まあ、来なさい。久ひさ々びさの来客じゃ、茶ぐらい出そう。儂が身を潜ひそめておった間、そちらでは何が起こったのかも、まずは聞かせてもらわねば」

　つい、と大賢者が杖を振れば、険しい森の木々が左右へ退しりぞいて進路ができた。色とりどりの花が咲さき乱みだれ作る歓かん迎げいの道の美しさと、軽かる々がるとこれほどの魔ま法ほうを使ってみせた手際にこそ、二人の来客は息を飲む。

「おお、そうそう。ぬしらがやったアレ、楽園結界の解かい呪じゆ」

「……その節、遅ればせながら謝罪いたします。大賢者の聖域に土足で踏ふみ込こむ真似をした無礼、改めて償つぐないを」

「ああ違う違う！　儂が言いたいのはむしろ礼よ、老骨が引きこもっておる間に、魔ま界かい式しきの術研究があそこまで進んでおるとは！　大気中の魔力反応を感知して結着、同様のものに変質させ溶け合うことで剝はく離りさせるとは、美しい術を見せてもらった！」

「寛かん大だいな御心、感謝致いたします。……だそうだ、ベラ」

「はっ、はいっ！　申し訳ありがとうございましゅっ！」

　ベラと呼ばれた陰気フード──どうやら女であったらしい人物が思いっきり嚙かむ。

「……あと、その、申し訳ついでに、と言っては何なのですが」

「何じゃ？」

「大賢者ファイハンタ様は、老ろう齢れいの男性であると伺うかがっていたのですが……」

　そう。あまりに当然のように進む話だが、その点だけは放っておけない。

　姫ひめ騎き士しが敬うやまい、弟子である少年がクソジジイと恐おそれていた相手は──巨きよ大だいな浮ふ遊ゆう水すい晶しよう玉だまにあぐらをかく姿勢で乗った、全ぜん裸らの赤毛幼女であったからだ。

　当たり前の疑問に、赤毛幼女ではなく姫騎士のほうが、気まずそうに解説を入れる。

「あー……それはな、ベラ」

「は、はい」

「大賢者ファイハンタには、〝そういう趣しゆ味み〟があらせられる。これはかつての王国では、実に有名な伝承だった」

　隠遁の大賢者ファイハンタ──別名を、《自在幻想ノーボーダーファイハンタ》。

　崇すう敬けい半分、ドン引き半分で語られる異名の由来、推して知るべし。

「かかかかか！　おかしいと思わんか、人が生まれた時点で根幹となる要素を縛しばり付つけられるなど！　年ねん齢れいとか外見とか、何度変えたかわからんし最近では元もと々もとどうだったかも忘れてしもうたわ！　やートシは取りたくないのーホントー！」

　装備は杖と大水晶、恥はじらいも慎つつしみも脱ぬぎ捨すて笑う──弟子をぞんざいに杖で持ち上げた、お湯もしたたる大賢者（性別・年齢・正体不ふ肖しよう）。

　そのあまりにも奔ほん放ぽうで自由な生き方に対し、ベラは大おお真ま面じ目めに感動して頷うなずいた。

「人間って、フシギだ！」
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　深い森の奥おくには、こぢんまりとした小屋が建っていた。

　大賢者が住むには粗そ末まつなような、と思えたのは戸が開くまで。内部は高度な魔法によって拡張され、様さま々ざまな機能を備える神秘の拠きよ点てんであった。

「といっても娯ご楽らく・道楽、趣味が八で実用性二の造りじゃな。今はもっぱら、術式の研究より、馬鹿弟子の──もとい馬鹿弟子での遊び場に使っとる」

　中を覗のぞいてみれば、恐ろしい罠わなが牙きばを剝むくダンジョンが如ごとき一室だったり、どこまでも広がる砂さ漠ばくがあったり、水で満たされた空間に巨大な生き物の眼めが覗いたり……今いま更さらながら、脱走を企くわだてた少年の気分がわかってくる。

　そうして案内されたのは、ごく一いつ般ぱん的てきな安酒場のような内装の部屋だった。幼大賢者はカウンターの奥に屈かがみ「なに飲むー？」と聞いてくる。

「錬れん金きん学がくも研究の分野でな。いろいろとあるぞ。長ちよう寿じゆの秘薬、活力の霊れい薬やく、オススメなら、お手軽臨死体験用・生せい還かん率りつ百パーの毒薬とかも！」
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　二人の来訪者は顔を見合わせて頷く。

「水をください」

「水でいいです」

「おまえがいちばん飲ませたくないヤツ寄よ越こせジジイ！」

　がたたーん、とひっくり返る来客二人。先程自分たちに襲おそい掛かかってきた〝馬鹿弟子〟が目を覚まし、同じテーブルに座っているではないか。

「き、君」

「パット」

「え」

「パットだ。それ以外にねえし、よけいなものは何ひとつつかねえし、いらねえ」

「ンモー馬鹿弟子はすぐそういうこと言うー。そんなに嫌いやなん、儂があげた姓せい？　パット・ナッカノ・ファイハンタを名乗れば、色んなとこでオトクじゃぞー？」

「イ・ヤ・に・決まってんだろよ！　各種特典と引ひき換かえに『ワタシは性悪ジジイのオモチャです』って自分で喧けん伝でんしてまわるのなんざゴメンなんだよこのクソ外道！」

　どがんどがん机が叩たたかれ、大賢者はかかかと笑う。

「ほい、おっまたせー」

　ファイハンタはいつのまにか、大衆酒場の女給仕めいた服に着き替がえていた。早はや業わざに驚おどろく二人にウィンクで返し、裾すそを翻ひるがえしつつトレイにグラスを載のせて運んでくる。

「姫さんにはこれ。プロミステラいち清らかなマナを含ふくむレナーキ大おお滝たき──を再現した水じゃろ。んでフードの嬢じようちゃんには、人により毒にも聖水にもなるゾイバヤ沼ぬまの濾ろ過か水──の味を想像したやつじゃろ。そしてパットよ」

　少年に差し出されたのは、黒い湯気と奇き妙みような泡あわの弾けるカップだった

「〝火か竜りゆうの血液マグマカクテル～マンドラゴラのじっくり抽ちゆう出しゆつ悲鳴入り～〟。かわいい弟子の期待に応こたえて、お師匠様、愛情込めて練つ成くっちゃった！」

「──いや、は、はははは、流石さすがは大賢者様、ユーモアのセンスも一級のようで」

「おっす、カンパイ」

　呪じゆ詛そ成分をふんだんに配合された致ち死しの薬品を、一息に飲む。ベラが悲鳴をあげる。

「はえ─────────っ!?」

「……ぶぇっ。まっず。おいジジイ、これとんだ粗そ悪あく品ひんじゃねえか。特にマンドラゴラ！　濁にごりのある呪のろいなんざ、隠し味どころかタダのアクだろ」

「アホタレ、普ふ段だんならまだしも御客人のいるところで本物の呪いなんぞ封ふうを解けるか」

　マリーもベラも、言葉が出ない。ただ、この二人の平然さから、こうしたやり取りが日常的な経験であることは察している。

「あのさ。客間に招かれたってことはそれなりに信用出来る相手なんだろうけど」

「あ、ああ」

「やめとけやめとけ。見ての通り、こいつ、人格も倫りん理りも、タチ悪く魔法の腕うで前まえまで倒とう錯さくしまくったド変態だから。断言すっけど、絶対ロクなことになんねーよ？」

「俺を見ろ俺を」と悲しい実物を主張してくる。

「──忠告はありがたい。けれど、私たちは」

「あんたら」

　マリーが口を挟はさんだ瞬しゆん間かん、切り込むように指が向けられた。

「こんな辺境まで、引きこもらせとくのが世のため人のためなクソに会いにきたのは──それと引き換えにしてでもどうにかしなきゃいけねえことがある以外にねえよなあ」

　マリーと視線を合わせ、身を乗り出して少年は言う。

「ズバリ、魔王だろ。このご時世、一大事なんて大体がそれに絡からむ。だったら、こんなのよりか、俺を連れてけ。何を隠そう、俺がクソジジイのシゴキに耐たえてきたのは──大魔王をブッ倒せるようになる為ためだったんだからな！」

　この日に備えていたのか、パットの売り文句を並び立てる様は実に手慣れている。

「昔っから言うだろ、魔王討とう伐ばつに必要なのは、勇気、情熱、諦あきらめない正義感だって！　その点俺は証明済み。でなきゃ誰だれがあのイカれた修行に耐えられるかって！　なんてったって三年だぜ三年、何度アタマがどうにかなりそうになったことか」

　本人としては、何気ない口上であったのかもしれない。

　だが、その言葉を聞いた瞬間、マリーの表情に、明確な疑問が浮ういた。

「……ちょっと待て。君、パット」

「あん？」

「三年。三年の修行、と言ったか？」

「おうよ、三年！　来る日も来る日も繰くり返かえすえげつねえ特訓メニューのしんどさっつったら、本当、まったくいい経験でしょうがなかったぜ！　これは当然皮肉だが！」

「あの──」

　おずおずとベラも口を挟む。……心なしか気の毒なふうに、フードの奥からパットを見あげる。

「これは、わたしの思い違いではないと思うのですが」

「ん？　なになになに？　ところで君さ、ずっとそれかぶりっぱだよな、これから一いつ緒しよに旅するんだしちょっとそれとって顔合わせでも」

　軽けい薄はくな態度も浮かれた言葉も、次の瞬間、ベラの言葉で吹っ飛んだ。




「だ、大賢者が世せ俗ぞくを離はなれ隠れ島に籠こもったのは──三百年前だと言われていますっ！」




「…………………………………………へ？」

「今年で、月げつ光こう暦れきは一七一五年。──その、あなたがこの島に入ってから経過したのは……三年ではなく、三百年、かと」

　少年の首が、錆さび付ついたネジを回すようにぎこちなく動く。

　水晶の上に胡坐あぐらをかいて腕うで組ぐみする大賢者は、愛まな弟で子しの視線を受け止めて、言った。

「いや……まさかここまでうまく気付かんとは思わんかった……」

「もぉおおぉ────────っ！　えっ、えウッソぉぉおぉおおおっ!?　さんびゃくぅ!?　三百ねぇん!?　なんでそんなに経たってんの!?」

「あんな、弟子弟子ー。ようやく言えるけど大変じゃったんじゃよ？　儂の組んだカリキュラム、あれどうやっても常人では精神が耐え切れんくてなー。幻げん術じゆつシミュレートしてみた結果、百回やって百回発はつ狂きよう！　こりゃ心にもイカサマせんと無理無理の無理っちゅうわけで、儂、弟子の寝ね床どこに頻ひん繁ぱんに忍しのび込こんで、丹たん念ねんに催さい眠みんと若返りの術かけとりましたっ！　恨うらむなら、そこまでせんとならんかった自分の素質の無さを恨め！」

「ありえねえありえねえありえねえ！　もしかしてと思ってたけどようやく確信したわ、遠くの魔王より近くの人間のほうがずっと恐ろしいのな！」

　明かされた事実の凄すさまじさからすわ血を見るバトル開幕かと思われるも、パットは深い深い溜息で「しゃあねえ」と切きり替かえた。

「クソジジイにはいつか目にもの見せるとして、ともあれ俺は仕上がった！　積もりに積もった三百年分のウサ、丸ごと魔王に八つ当たりしてやんよ！」

「──それは無理だ」

　拳こぶしを掌てのひらに打ち付けるパットにしかし、マリーは確信に満ちた否定をした。

「ほお、疑ってんのか女騎士。音に聞こえた大賢者様と違って、何ど処この出でとも知れねえ弟子は不安かい？　いいぜ、表に出てくれや。さっきは手加減して使用量を抑おさえたが、今度はその上等な魔ま法ほう鎧よろい、きっちり砕くだいてわかりやすくしてやっから」

「違う。単純に──魔王を傷付けることは、今の世では重罪であるからだ」

「はあ？　なんだそりゃ。人類の敵、プロミステラの脅きよう威いに抗あらがうのが、罪？　そりゃ要するに──俺が修行してる間、世界はそこまで深刻に魔王軍の支配下に置かれたわけだ！　上等だよ、俺が出るからには、そんな息苦しいデタラメな常識ごと」

「だから、違うんだ！」

　姫騎士は、痛ましく叫さけんで明かす。事態は、彼の予想を遙はるかに超こえていることを！

「討伐などとんでもない！　魔王は現在、世界中で愛される保護指定の絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆなのだ！　頼たのむから少年、知らぬとはいえ悲しいことを言ってくれるな！」

　マリーが机を叩きながら叫び、ベラは俯うつむきローブの裾を握にぎる。

　そしてパットは、己おのれが導き出せる限り最もそれっぽい結論を口に出した。

「なるほど。ドッキリか」
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　──ざざーん、ざざーん、ざざーん、ざざーん。

　夜風吹く海岸で、寄せては返す波の音を聞きながら、一人砂に遊んでいる。

　打ち寄せる波に絵を描えがいては消されを繰り返すうちに、パットは持っていた木の枝と四し肢しを砂地へと投げ出した。

　見上げる夜空には、瞬またたく星の無数の煌きらめき。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくて笑えるのは、それがいつでもいつまでも、同じように美しいこと。

　あんまり徹てつ底ていされすぎて、三百年が経っていることにも勘かん付づけなかった。

「ちょっと出ないうちに地上こつちのほうは、えらいことになってたってのによお……」

　元・勇者志望の少年パットは、決して届かぬ彼方かなたに向けて手を伸ばし。

　そして、自分が何を摑つかみ損そこねたのか──昼間の話を、もう一度、思い返した。
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「……えっと。つまり……世界はもう、とっくの昔に救われちゃったってコト？」

「少なくとも、君が戦おうとしていた危機からはな。パット」

　遡さかのぼること三百年前──月光暦一四一四年。

　プロミステラに導かれし救世主は、世界移動を経ることで驚きよう異い的てき能力を備えた一万の魔王を上回る超反則的能力ウルトラチートを有し、魔王軍を蹴け散ちらし蹴散らしまた蹴散らす快かい進しん撃げきを行った。その活かつ躍やくに世界中が見み惚ほれ、憧あこがれたのは言うまでもない。

　問題は、ここからだ。

『それならば』とばかりに、各地、各国、各組織が、自分たちの地域を一刻も早く魔王から解き放とうと、また、《勇者を呼んだ救世の功労者》の栄えい誉よ欲しさに──




　──異世界勇者召しよう喚かん儀ぎ式しきを乱発したのである。




「はい」と手を挙げるパット。

「話を聞く限り、その儀式、精霊女王サマが独自開発した秘術じゃなかったっけ」

「……パットよ。我が先祖エリザベートは、人一倍正義感の強い、高貴な方だった」

「つまり？」

「王家に伝わる史書に曰いわく。──『エリザベート・アン・イ・クッコロイヤル。高潔なる愛を以もつて、助けを求む国くに々ぐにへ惜おしみなく秘ひ儀ぎを伝授す』」

　こうしてプロミステラは、世界中が垣かき根ねを越こえて結けつ託たくし、瞬く間に一万の魔王を退しりぞけた。だが、その代だい償しようはすぐそこにまで迫っていた。

「世に言う《魔王大討伐》から、三百年。……今となっては無責任と呼ぶしかない軽けい率そつさで召喚された異世界人たちは、プロミステラ中に溢れかえり──各地で深刻な問題を引き起こしている」

　チートスキルの共通能力によって不老である彼らは一向に個体数を減らさず、魔王討伐という目標を失った後、各おの々おのが好き勝手に行動を始めてしまったのだ。

「召喚目的を果たした後、勇者には同意のもとにお帰り頂く、というのがエリザベートの考えだった。しかし召喚された勇者は誰一人として元の世界に帰りたがらなかった。あの、世界初めての召喚勇者ワタルでさえ『もう深夜のコンビニバイトはコリゴリなんだよぉぅっ！』と帰き還かんを頑かたくなに拒こばんだと言われている。一体何だというんだ、大魔王を倒した勇者さえ恐れる、シン・ヤノコンビ=ニバイトとは……」

　穏おん便びんに事をすませたかったプロミステラの人間も、次第に勇者の氾はん濫らんと暴走に難色を強め、対処しようと試みた。

　だが無理だった。

　勇者と対面したとたん、強く出られず、戦っては負け、最後には逆に不思議と彼らを認めるようになってしまうという原因不明の現象が多発したのだ。

　その原因が、近年の研究で明らかとなった。

　勇者たちは、その身体から極めて検出が困難な特とく殊しゆなオーラを放出していたのである。

　相手を強制的に勇者の持ち上げ役・引き立て役に変える、不ふ可か思し議ぎにして理り不ふ尽じんなる謎なぞパワー──その名も《チーレムオーラ》。

　三百年間世代を継つぐあいだ、これを大量に浴びてしまった現代のプロミステラ住民は、事実上、勇者に抗えないカラダになっていたのだ。

「このままではプロミステラは──魔王よりも恐ろしい異世界の存在、召喚勇者に完全に乗っ取られてしまう。……その未来を防ぐ為に、私たちは動いたのだ」

　立ち上がり、剣を抜き──伝統ある王国騎士の礼を行うマリー。

「今一度言おう。我が名は、マリー・ラフラ・クッコロイヤル。かつて栄えい華がを極きわめ──今やこの世界より消え去った、誇ほこり高たかき王家の末まつ裔えい。そして」

「────わたしは、…………っ、」

「ベラ！」

　姫騎士の檄げきを受け、ローブの女は顔をあげて、己もまた立ちあがる。

「わたしは！　否いな、妾わらわはッ！」

　その身を覆う、野暮ったいローブを、一息に脱いだ。

　その下から現れたのは、緩ゆるいウェーブのかかった桃もも色いろの髪、宵よい闇やみのような藍あい色いろの瞳だった。

　幼くも気品ある顔立ち、だが気弱さが染みついてしまっていた表情を精せい一いつ杯ぱいの勇気で奮い立たせ、小さな紅あかい唇くちびるが吠える。

「頭が高い！　控ひかえおろう！　妾こそ、魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世！　混こん沌とんと闇やみの魔力を身に秘めた、未いまだ純血の魔王なるぞ！」

　決め決めのポーズで宣言する──ローブの下に胸元のパックリ開いた、淫いん魔ま御ご用よう達たしみたいな大だい胆たんきわまるドレスを着ていた、全裸のほうが余程エロくない痴ち女じよ、否、痴ち魔ま王おう。

「妾たちは、忌いま々いましき勇者チーレムに未だ侵おかされざる聖域へ、仲間の勧かん誘ゆうをしに参った！　救済の大望を持つならば、なんと話の早きこと！　この誤りに誤った世界を修正すべく、再征服の旅に出ようではないか、勇者ならぬものにょ！」

　口上の締めくくりを嚙んだ痴魔王の差し出す手を見つめ、いまだその隣となりでポーズを崩くずさない姫騎士を見つめ、パットは、縋すがるように師を見る。

　珍めずらしい。人を食った態度が常な、実体つかめぬ幻想賢者が本気トーンの溜息で、

「本当の話じゃろうし、本物の魔王じゃよ。おぬしがこの三百年間、ずっと倒したがっとった念願の相手。……ったく、あの迂う闊かつ姫ひめめが。だぁからあれほど異世界召喚のもたらす変化、外来種流入の影えい響きようは予測がつかんと警告したのに……」

　大賢者の示す先、魔王を名乗る痴女の頭──二つのリボンをよく見てみれば、その下に隠されるようにして、恐ろしいより可愛らしい二本の角がちょこんと生えていた。





　　　　[image: ]






「自業自得じゃねえか────────────────！」

　かー、かー、かー……夜の砂浜から放たれ、黒い海に渾こん身しんの叫びが吸い込まれる。

「世話ねえよ！　自分たちで呼んだ連中に世界乗っ取られてたらさあ！」

　収まりのつかないパットは海へと走り、波に足を浸ひたしながらなおも吠える。

「俺の！　目標マオウを！　返して────────────ッ！」

　吐き出すだけ吐き出した後、やるせない気持ちだけが湧わいて、砂浜にへたり込む。

「なんだったんだよ、俺の三百年……これじゃ、何の為に修行したんだか……」

　混乱極まって飛び出し、修行けいけんちかせぎという名の現げん実じつ逃とう避ひをしている間に日が暮れた。

　必要なのは、結界で三百年隔かく絶ぜつされた場所にいた凄すご腕うでの護衛だと言っていた。

《世界の修正》に連れていくのは、当初の予定通りファイハンタでもかまわない。明日にはあの二人は賢者と共にこの島を出て、自分もめでたく解放されるのだろうか。

　では、その後は？

　めでたしめでたしの後、目標を無くして、使うあてのない力だけが残って──

「──はは。なんだそりゃ、まるで」

　それこそ──話に聞く勇者のようだ、と。パットがひとりごちた、その時だった。

「……、────んん？」

　夜の水面に、変化を見た。海かい藻そうか何かが流れてきたかと思い……違った。

　それは、髪であった。もっというなら、頭だった。

　肩かたが出て、身体が出て、そうして、こちらに気付いて手を振った。

「やあ。キミ、この島に住んでる人？」

　そんなふうに気さくに、海中から歩いて出てきた。背の高い栗くり色いろの髪の男がやたら親し気に寄ってくる。

「あのさ。さっき、魔王がどうとかって叫んでなかった？」

「……いや、まあ。叫んだと思うけど、え、どちらさん？」

「僕ぼく？　勇者。知らない──ワケないよね！　あははっ！」

「……勇者？　あんたが？」

「そ。世界の平和を取りもどすため、異世界から召喚に応じて参上いたしました、召喚勇者クズモと申します、ってね。こっちでは長いこと、海の秩ちつ序じよを守ってる」

　よろしくよろしく、と微笑ほほえむ男は一いつ般ぱん人じんにしか見えない。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした戦士というわけでも、魔法使いに特有の得体の知れなさだってない。

　──だがそもそも、一般人は夜の海から歩いて出てこないし、身体が濡ぬれていないのもおかしい。そして、もいだばかりみたいな魔ま物ものの一部を持っていたりしない。

「ああ、これ？　さっきさ、海の中で出くわしてさ。知ってる、カッターシャーク？　聞いたことあるかな、《海洋封ふう鎖さの切きり裂さき魔ま》って」

「そいつ、なんかしたの。襲いかかってきたりとか」

「？　いや、何言ってるの、キミ」

　おかしなことをいうやつだなあ、とクズモは笑った。

「魔物がいたら倒すでしょ？　育ったら厄やつ介かいだし、入手素材はウマいしさ！　それにしても見つけた時はびっくりしたよ、まだ生き残りがいたなんて。あらかじめ潰つぶせといてよかった、これでまた、評判ポイントがあがっちゃうなあ！」

「……ポイント？」

「さっきから何、世間知らずキャラなの？　常識じゃん、勇者が功績をランク付けして競ってることぐらい！　これが上がると、なんと仲間内でイバれるんだぜ！」

「へえ、そりゃすごい」

「だろ？　ファンタジー世界のものなんて好き勝手にできるのがあたりまえだし、張り合いがないんだよなあ。今のトレンドはやっぱ、めざせランキング上位！　人生が楽勝すぎてつまらないなら、自分で楽しみ方を探さないと！　──だから、さ」

　クズモは、カッターシャークの鋭えい利りな刃やいばをパットの鼻先に突つき付つける。

「魔王、どこ？　この島にいるよね、あの、メチャウマ高ポイントがさ」

　へらへらと、果物の木の場所でも尋たずねるように問いかけた。

「勇者は元々魔王を倒す為に呼ばれたから、その存在を感知するスキルがついてる。でもそれは完かん璧ぺきじゃないし、〝近くにいる〟ってことぐらいが精せい々ぜいだ。昼間ぴぴんって感じたもんで探してたんだけど、そしたらさっきの叫び声と、昨日まではなかったはずの島じゃん？　まさか見み逃のがすわけにも逃にげるわけにもいかないよね、勇者として」

　勇者クズモが手を掲かかげる。

　するとたちまち──何の詠唱も、魔ま術じゆつ的てき反応も見せないままに、海が、うねった。

「改めて自己紹しよう介かいしよう。僕はクズモ。勇者として〝海を操る〟能力を持っている。三百年前は、大陸から大陸へ移動しようとする連中を散さん々ざん倒してきた。レベルは１００を超えたあたりで数えるのも上げるのもやめちゃった。良し悪しだよね、こっちのシステムも。いちいちピカピカ光ったり、頭の中で音が流れてウザいのなんの」

　静かに、徐じよ々じよに、だが確実に、その現象は賢者の島を取り囲んで浸しん食しよくしていく。

　勇者クズモの上陸と同時に──海面が上がり、島が沈しずみ始はじめていた。

「キミはどうやらただの人間みたいだけど、どうにも怪しい。意図的にしろ偶ぐう然ぜんにしろ、魔王と関わってしまったことが不幸であり、罪であると思ってくれ」

　荒あれる海から伸びた海水が、縄なわのようにパットの全身を何重にも巻く。それが口にも及およぶ寸前で止まった。

「勇者が命じてあげるよ、ファンタジーの一般人モブ。──魔王はどこだい？　キミの知っていること、全部、隠さずに話してくれ」

　チーレムオーラ。勇者たちが散布していた、異世界を隷れい属ぞくさせる力。

　その特権を行使されたパットが、ゆっくりと、口を開く。

「──あいつは、おとなしいやつでさ」

「うんうん。その調子その調子」

「俺、もうホントしんどいって時はいっつもここに逃げてきて、一人で愚ぐ痴ち吐いてたんだけど、そんな時、遠くの海で跳ねてるのを見たんだよ」

「……うん？」

「親も仲間もいねえ、たった一匹ぴきで、それでも生きてるあいつを見てたら、なんかな。勝手で恥ずかしい話だが、ああ、戦ってるのは俺だけじゃないんだ、って思った」

「あれ、ちょっとストップ」

「クソジジイのクソ忌々しい結界のせいで、すぐそこに見えてんのに、泳いで近づくことも出来ねえから、そうだ、おれは、いつか──外に出られる日が来たら、あいつに礼を言いたいな、って思ってた。はは、相手は言葉も通じっこない、魔物なのにな」

「キミ、何の話をしてる？　……いや、いやいや、そんなことよりも」

「何の話って、そりゃあ」

「なんで──止まれと言ったのに、まだ喋しやべれてる？」

「おまえが持ってるそれの話だ、勇者様」

　破は裂れつする音がした。チートスキルで出来た海水の縄が、内から弾けた音だった。

　空気が震ふるえ、海が揺ゆれる。

「ば、な、え、えぇ……!?　な、な、なんだこれ、なんだこれ、なんだこれ!?」

「魔王を探してるんだったな、クズ」

「ッ!?」

「俺の知ってるパターンじゃ、魔王の前には、中ボスが待ってるのが決まりだぜ」

　踏み込んでいくパットの一歩に反応し、勇者が腕うでを振り上げる。

「な、な、生意気言いやがってぇッ！　いいか、ぼぼ、僕は勇者だぞ、召喚されたチート持ちだぞッ！　おまえら全員、こんな世界、僕らの踏み台の癖くせにぃぃぃぃッ！」

　島を包む全ての海水が、一いつ瞬しゆんで掌しよう握あくされ、打ち上げられ、そして──

　──全てを潰し、底へと呑のみ込こむ滝たきと化して、降ってくる。

「くらえ、魔王の一味め！　アジトの島ごと、全部まとめて潰れちゃええぇぇぇッ！」

「悪いがよ」

　その時、勇者は見た。

　目の前の、才能の片へん鱗りんも見えなかった一般人が──突とつ如じよ纏まとった、七色の光。それは先程《海の縄》を破る直前から生じていたが、更さらに高まり、濃のう密みつになっていく。

　勇者の表情に浮かぶのは既き知ちと未知──〝それは知っている〟と、〝こんなのありえない〟という、相反した二つの感情。

　数多あまたの魔王を蹴散らした勇者クズモの必殺技チートスキル──《天てん海かい》が、思い切り突き上げられた、ただの拳で、吹っ飛ばされた。

「────あ、」

　それは次に、今度は水平に構えられる。ぐ、ぐ、ぐ、と力を溜ためる。

「脇わき目めもふれねえ修行漬づけだったもんで。誰が新しくて偉えらいとか、こうしなきゃいけないとか、俺ってさ、そういうブームにうとくって」

「──ば、」

「勇者だなんだ、関係あるか。おまえはただの──ムカつく奴だよ、ドクズ野や郎ろう」

「バグってんだろぉおお!?　なんだその滅め茶ちや苦く茶ちやなレベルアッぷあぁあぁっ！」

　悲鳴が尾おを引きながら遠ざかる。突如として現れた勇者は賢者の島からその一撃で追い出され、海と空の交わる際までブッ飛んで消え、そして、もう二度と帰ってくることはない。島にも、こちらの世界にも。

　すなわち──誰も知らないこれこそが、プロミステラで初めての、勇者が減った驚きよう天てん動どう地ち。

　その偉い業ぎようを成した本人は、遅れて空から降ってきた海水を浴びつつ呟つぶやく。

「──なぁんだ。結局、やるこたァ変わんねえじゃんか」

　パットは全身を濡らして笑い、雨の降る星空に、すっきりと答えを出した。
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「よう」

　朝、魔力船の停泊する岸辺に現れた相手に、姫と魔王が驚いた。

「ついていくわ、あんたらの旅。文句ねえな、クソジジイ？」

　大水晶に乗り、らしくもなく普ふ通つうの魔法使いの服を着て杖に荷物をぶら下げていたファイハンタが、包みを「ほい」と投げて寄越す。中を確認したパットは顔をしかめる。

　入っていたのは、ファイハンタのものでなく、パットが旅立つための一式だった。

「ひひ。言ったじゃろ、お師匠様は、およそなんでもお見通しじゃって」

「──は。出で逢あった時から三百年間、一日欠かさず食えねえやつ。……けどまあ」

「んむ？」

　生意気な少年が、ゆっくり、深ふか々ぶかと、頭を下げる。

「……ありがとう、ございました。あの日、助ける理由もねえガキを拾ってくれて」

「ふ。そういうのは、本ほん懐かいを達せてから言わんかい。ええか、仕事を終えて一人前になるまでは、おぬしにかけた座標感知と監かん視しの術式、解いちゃあやらん。悪さなんぞせんようきびしいお師匠が見張っておるから、くれぐれもお二人に迷惑かけるでないぞ？」

「っち。あーあー了りよう解かい、とっとと世界でも救って、早いトコ自由になんねーとな」

　舌打ちして頭をかき、木こ陰かげで着替えをすませて出てくる。

　先日は、怪しい漂ひよう流りゆう者しやの如き風ふう体ていだった。

　今は、自分なりの使命に心を滾たぎらせた、旅立ちに相応ふさわしい姿がそこにある。

　師と弟子、二人の閉じられた世界で鍛えるだけでなく、いくつの道を行き、人と交わり、町を歩くための旅立ちの服を着た少年。

　これから世界を救いそうな、立派で前向きで、精せい悍かんな面構え。

　紐ひもで括くくった長い髪が、吹き付けた爽さわやかな風に靡たなびいた。

「一応、念の為に聞いとくけどよ。俺の仕事は、護衛ってことでいいんだな？」

「あ、ああ。私たちの目的は、プロミステラの勇者を残らず送り返し、元通りの世界を取り返すこと。その為に私は、かつてエリザベートが最初の勇者召喚を執とり行おこない、その後、全ての儀式の元になった中心、聖地神しん殿でんナシャユミヤを目指している」

「そこは以前、おじいちゃん──大魔王ヴェラヴィアディスドルファが封印をしてしまい、以降、人間では、勇者であっても近づくことが出来なかったんですけれど……直系の孫であるわたしの魔力なら、それを解除出来るんです」

「中に入りさえすれば、クッコロイヤルの血筋に連なる私が《勇者召喚契けい約やく満まん了りよう》の儀式を行える。全ての勇者を強制的に元の世界へ送り返す、大逆転の一手をな！」

「へえ。なるほど、そういう手て筈はずなわけか。確かにそっちのほうが、いちいち探し出して一人一人ブン殴るよか楽だもんな」

「はは。確かにかつては勇者被ひ害がいへそのように対策する案もあったらしいが、そもそもチート持ちの勇者を〝こんな世界にいたくない〟と心の底から思わせるほどこらしめるなんて芸当は誰にもできなかった。チーレムオーラの影響が発表されて以降は完璧に不可能だと結論されて──む？　この話、すでに君にしていただろうか？」

「いいじゃんいいじゃん、細かいことは！　何しろこれから、大冒険だろ？」

　ぶん、と。何気ないふうに、パットが包みを放り投げると、山なりの軌き跡せきを描き、離れた場所に停泊してあった魔力船の甲かん板ぱんへ落ちた。

「よっと」

　本人もそれを追う。走り、水上を二度ほど跳ね、一足早く魔力船に乗り込んだ。

「大船に乗ったつもりで任せなって！　相手がどんなチートだろうが、チョーシに乗ったムカつく奴は、片かたっ端ぱしから殴り飛ばしてやっからさ！　なっはははははっ！」

「がんばっとくれ、おふたりさん」

　唖あ然ぜんとする姫と魔王へ、大賢者が笑う。

「あれを鍛える上での、儂の目もく論ろ見みは二つ。ひとつは、三百年後、結界の外の世界が大魔王に支配されとった場合のカウンター。そいから、もうひとつが《異世界勇者召喚》で世界がひとまず救われた後、よけいにねじくれてしもうた場合の修正役よ。いやーほんと、ちょうどいいのがちょうどいいタイミングで名乗り出てくれて助かった」

　ひひひ、と。パットが訴うつたえていた通りの、ひとでなしクソジジイの笑い方をした。

「これで、世のバランスを取る賢者の役目は果たしたということで。儂も久々に解放されたし、勇者氾濫時代が終わる前に観光しとこっかの。あの弟子がどういう仕組みで強いのかは本人から聞くとええが、くれぐれも活躍したがりを暴走させて、世界を助けるつもりで自分たちが新しい脅威にならんようになー」

　言うだけ言って小屋に戻もどっていくファイハンタ。マリーとベラは顔を見合わせる。

「……これまた、どうやらとんだ連れ合いが出来てしまったな」

「……大だい丈じよう夫ぶです。わたしたちなら、道を誤ったりしませんとも」

　覚かく悟ごを決めたように頷き合い、魔力船へ戻るボートに乗り込めば、待ち兼ねていたパットが意い気き揚よう々ようと彼方を指さす。

「いざ、出発しんこーう！　懐なつかしき三百年振ぶりの、やりがい溢れるシャバへ！　うははは、ただいま、プロミステラ────！」

　無む根こん拠きよな勢いさえ推進力に、魔力船が海をゆく。

　空は快晴、波は穏おだやか──そして、通り過ぎたその後に、一匹の小さな、翼を持った子供の鮫が水面を跳ねた。
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「……あ、そういやあところでさ」

　魔力供給さえすれば自動操縦の船上、ふと思ったパットが尋ねる。

「あんたらって、どうして世界を救うなんてしんどいことやろうと思ったわけ？」

「ははは。何を言うかと思えば、パット」

「うふふ。決まってるじゃないですか、パットくん」

　姫騎士は鷹おう揚ように、そして大魔王の孫はあたりまえのように、

「そんなものは、今一度精霊女王の時代以上にクッコロイヤルの名を民衆に讃たたえさせ、世界中に愛されて尊敬される女王の座に君臨したいからに決まっているではないか！」

「大魔王の直系と産まれたからには、一生に一度は夢見る世界の支配者ですし！　勇者を一いつ掃そうした暁あかつきには軍を再編、今度こそ愚おろかなる人類を統すべてやりたいと思ってます！」

　ヤー、とハイタッチする、高貴ヤバげな血筋の女じよ性せい陣じん。

「今は手を組んでいるが、その時は負けないぞう、ベラ！　大魔王の孫の首、クッコロイヤル家が再び民に認められる求心力としてありがたく利用してやるからなあ！」

「そっちこそ覚悟していてくださいよ、マリー！　再さい侵しん攻こうの折にはクッコロイヤル家が魔ま族ぞくに協力していたって噂うわさを流して、疑ぎ心しん暗あん鬼きの処しよ刑けい台だいに送ってやるんだから！」

　キャッキャウフフ、とたわむれあう、立場も何も飛び越えた二人──現在の世界問題を引き起こした元げん凶きようの末裔と、そもそもそれが行われる理由となった侵しん略りやく者しやの孫。

　そんな様子を見ながら、パットは「うん」と頷く。

「俺、もしかして、選ぶ仲間を間ま違ちがえたんではなかろうか」

　空は快晴、波は穏やか──甲板に疑問があろうと、後こう悔かいしようと航海は続く。

　この二人がヤバいことをしでかさぬよう見張ろう、と少年は固く誓ちかった。





[image: ]

「はい、お待たせ。ナクル鳥の香こう草そう焼やきにクリケピリット・オムレット、トマーニュのサラダと〝栄光の翼つばさ亭てい〟特製シチューだ、めしあがれ」

　ちょび髭ひげのマスターが手際よく皿を並べ、あっという間にテーブルの上が埋うまった。

　豪ごう快かいな鳥の丸焼きから漂ただよう香こうばしいにおいに、揃そろって思わず唾つばを飲む。

「うし、俺おれは丸焼き切り分けるから、サラダとオムレットのほう頼たのむわ」

「ドレッシングをまーぜまぜー……絶望とー、堕だ落らくをー、くっつけるみたいにー……」

「三等分平等に、か……ふふ、騎き士しの血が滾たぎるというもの……！」

　孤こ島とう出発から一ヶ月、一行がやってきたのは山やま間あいの小さな町トッカラケだった。新しい場所についたらそう、旅の楽しみ、ご当地ゴハンの時間である。

「ふぉっ……す、すごいです、このサラダ……！　お野菜がとってもしゃきしゃきで、味が濃のう厚こうで、嚙かめば嚙むほど甘あまくって！」

「私はこれまで、硬かたきことこそ強さの証あかしと信じてきた……だがそれも、改めねばならぬやもしれぬ……こんな、とろふわホカホカしあわせな魅み力りよくを知ってしまっては……」

「くあ、なんだよこのパリパリの皮、溢あふれ出でる肉にく汁じゆう！　やっぱ、食って力つけるだけが目的の食事と味わうことを追求した料理は天と地の差だよなあ！」

　ナイフとフォークが止められず、団だん欒らんも盛りあがる。美び味みの元に笑顔は生まれ場が和なごみ、来てよかったねガイドブック様さま々さまだねと会話も弾はずむ──が、しかし。

「これでいいの？」

　少年が問い、女じよ性せい陣じんが鳥を頰ほお張ばりつつ首を傾かしげた。

「あのさ、何日も前から、言おうか言うまいかどうしようか悩なやんでたんだけど」

「どうしたんですパットくん」

「実質三百歳さい超こえて思春期か」

　そうじゃなくてね、と手ぶりで示す。

「これ、本当に世界を救う大だい冒ぼう険けんか？」

　さもありなん。壮そう大だいな決意と共に海を渡わたり、陸路へ移ってここまでの道程ときたら、名所に寄って土産みやげ購こう入にゆう、道中うまいもの巡めぐりなどばかりであった。

「想像してたわけ。襲おそい来くる危険を千ち切ぎっては投げ乗のり越こえて進むアドベンチャーを。だけどさ、もしかしてなんだけど俺たち、観光旅行してない？」

　禁きん忌きに触ふれる覚かく悟ごの問いに、二人は揃って〝やれやれ青い〟みたいな仕草を取る。

「あのね、パットくん。世の中平和が一番なんですよ？」

「苦労は、しないですめばすむほどいいと思わないか？」

「正論なんだけどあんたらに言われると裏しか疑えねえ」

　あくまで懐かい疑ぎ的てきな眼まな差ざしを向けるパットに「しかたないなあパットくんは」とベラがローブの内側から、若干体温の移った地図を取り出す。

「今こそ見せてあげちゃいましょう。これはですね、わたしとマリーが練りに練った、プロミステラ救世ロードマップなのです」

　そこに記しるされているのは、旅の目的地・聖地神しん殿でんナシャユミヤまでの地図と、どこを通るのかを示したルートの描かき込こみだった。それを示しながらマリーが言う。

「今回の旅における最大の懸け念ねんは〝連中といかに出くわさないようにするか〟だった。私たちの目的を知られてはいけないし、何をしでかすかわからない。君の修行の成果を信じていないわけではないが、やはり接せつ触しよく自体を避さける方が無ぶ難なんでな」

　賢けん者じやの隠かくれ島じまを目指す道すがら吟ぎん味みを重ね、到とう着ちやく前日に完成させたのだという。

　最大限リスクを減らしてバクチを避けた、プロミステラ救済チャートを！

「わーすっげーかっしこーい」

　パットの生返事にも無理はない。何な故ぜなら二人がドヤ顔で見せびらかす描き込みは大半が観光情報で、たとえばトッカラケには〝知る人ぞ知る絶品鳥料理、栄光の翼亭の丸焼きは神が死んでも要チェック〟との筆が躍おどり、浮うかれ気分が隠せていない。

「まあまあ、もどかしさもわかりますけれど、でもですね。パットくんの戦いかたはとってもすごい代わりに何度もできるものではないですし、温存しておいたほうがいいんです。それに、いいじゃないですか。楽しいだけの旅っていうのも！」

　不純ではあるが、善意からの本音である。パットもなんとなく、魔ま王おうの魔王らしからぬ笑顔に丸め込まれ「……そういうもんかね」と、切り分けた肉を口に運ぶ。

　そのジューシーさを味わおうとした瞬しゆん間かん、突とつ如じよ、乱打される鐘かねの音ねが鳴なり響ひびいた。

「んぐっ!?　ふっ、げふげふげふげふっ!?　な、なんだぁ!?」

　パットがむせている間に立ち上がったのは、冒ぼう険けん者しやではないこの町の住人たちだった。その誰だれもが、青ざめた顔をしている。

「緊きん急きゆう避ひ難なん────！　急いで隠れて、まだ残っている人はそっちへ！　早く！」

　店主の叫さけびと同時に、支し払はらいもすませぬまま外へ走り出す者がおり、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの演奏舞ぶ台たいの床ゆか下したが開き大勢が雪な崩だれ込こんだ。そちらが満まん杯ぱいになったと見るや、カウンターの裏に、戸と棚だなの中や室内隅すみに並んでいる壺つぼの中に飛び込んでいく。

「……どうなってんだ、こりゃ」

　鐘の音がぴたりと止やみ、店主が「もう、そこまで来てる」と観念したように呟つぶやいた。

「──すみません、旅の方かた々がた。私たちが油断していた。久ひさ々びさの客を普ふ通つうにもてなしたくて、事前に伝えなかったせいで」

　やってくる周期はまだ開いていたはずなのに、と店主は頭を抱かかえた。

「今から逃にげたら、そこを見られようものなら──逆に、興味を持たれかねない。息をひそめ、じっとしていてください。真夜中の墓場のように」

「え？　あの、おじいちゃんから聞いた話ですと、リビングデッドやスケルトンの皆みんなはむしろそっちのほうがオンタイムで、生きている間のしがらみから解き放たれてるから毎晩大おお騒さわぎしてるらしいんですけ、んにゃっ!?」

　魔王ならではの文化の違ちがいを姫ひめ騎き士しが押おさえ、テーブルに突つっ伏ぷさせる。

　直後酒場の戸が開き、住民から一いつ斉せいに血の気を引かせた相手が、姿を現す──

「こんにちはー」

　──何の変へん哲てつもない、いたって普通の穏おだやかな表情をした若者だった。

　亜あ麻ま色いろの髪かみ、中肉中背の背格好、土つち汚よごれがある作業着を着た姿は、町の住人たちがあそこまで恐おそれる相手と思えないが……その認識は、マスターの返答で覆くつがえる。

「どうも。おひさしぶりですね──勇者タケト様」

「ひさしぶり。前から言ってるんですけど、そんなに改まらないでくださいよ」

「そういうわけにも参りませんよ、この世界をまるごと救ってくだすった方々に」

「はは。まあ、そうではあるんだけど。それでさ」

「貴方あなたがウチに来たってことは、道具・雑貨・食料なんかがご入り用でしょう？」

「あたり。ちょっとリスト見せてもらっていいですか？」

　手書きの冊子を開き、品しな揃ぞろえを吟味する。

「これとこれとこれ。あと、それからこれもあるだけちょうだい」

「……探してまいります。少しよう々しようお待ちください」

　店主が首筋に汗あせをかきながら小走りに裏へ引っ込む。

「あなた、旅の人ですか？」

　そうなれば必然、目が合った相手に興味が移る。勇者タケトと呼ばれていた若者が、顔をあげたままだったパットのほうへ歩いてきた。

「ああ。ここのメシは絶品だって聞いて、それでちょいと寄ったんだ。いいもんだな、危険な魔ま物ものも出やしない、魔王に脅おびやかされてもいない、平和な世の中は」

「ですよね。本当にいい、穏やかな時代だ。……ところで」

　その二人はお連れですか？　と声を潜ひそめて視線をやる。

　ベラとマリーは、淑しゆく女じよの域いきを越えかけたような寝ね息いきを立てている。

「内ない緒しよだぜ？　実はこの二人、さるやんごとなき血筋の友人同士で、ここへは旅行で来たんだが、この通り、普ふ段だん厳げん粛しゆくな規律に縛しばられてる反動で、ハメ外はずして酔よいつぶれちまった。御ご主しゆ人じんに報告したら、御お目め付つけ役やくが何してんだって俺が叱しかられんのかねえ」

　ふうん、と勇者タケトはやりすぎな泥でい酔すいの演技を続ける二人の後頭部を見下ろし、それからもう一度、パットのほうを見て……突とつ然ぜんに、ハグしてきた。

「気の強い、個性的な女性二人に、立場が下の男性一人。とくれば、色いろ々いろ苦労があるでしょう。わかります。僕ぼくもわかります。その大変さは」

「は、はあ」

「何だか、他人とは思えないなあ、その境きよう遇ぐう。ね、お名前聞いてもよろしいですか？」

「……パット。性はなくて、ただのパットだ」

「パットさん。僕はタケトです。勇者タケト。静かなところで生活したくって、最近この辺りに越してきた者なんですが、よろしければお帰りの前に是ぜ非ひお立ち寄りください。偏かたよった男女比の切なさについて。男同士語り合いましょう！」

　身を離はなした後も一方的に手を握にぎられ、どうするべきかと考えあぐねていたところでマスターが帰ってきた。

　巨きよ大だいな袋ふくろに詰つめられた荷物を受け取り、代金も支払わずに帰る。その際、勇者タケトは最後にもう一度パットを見て「きっとですよ！」念を押して去っていった。……店の外に待たせていたらしい同行者の「あ、終わったー？　それじゃいこっかタケトー！」という、女性のものらしい甘ったるい声を引き連れて。

「……何なんだ、あいつ。あれも──あんなのも、勇者だって？」

　パットの独り言に、心労からかちょび髭もしおれたマスターが頷うなずいて溜ため息いきを吐つく。

「勇者だよ。だから皆、どうしたものかと困ってる」

「ああ、困るだろうなあ、そりゃ。万事あんな調子で、むかーしむかしに世界を救った功績を振ふり回まわしていつまでもタカられたんじゃあ商売あがったりで」

「ンそれぇどころじゃねぇんだよォゥッ！」

　奇き妙みようにくぐもった、悲しみにまみれた野太い叫びが飛んできた。

「一ひと月つき前、奴やつが近くに巣ぅ作った時から、トッカラケは滅めつ亡ぼうが始まったも同然だ！」

　声に導かれてパットが向けた視線の先には、無数の壺が並んでいる。

「見ろォい、旅の方ッ！　このオラっちの姿こそ──勇者タケトがやりくさってやがる、真の傍ぼう若じやく無ぶ人じんの証明だァ────ッ！」

　そこから一斉に飛び出した。

　とびきりフリフリのピンクい衣装を身に包み、豊ほう満まんな上半身を見せつける、

　マッシヴ・ポーズを決めた、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男衆が。

「「「「「ウゥ────ッハッッッッ！」」」」」

「お客様」

　目を離せない、というか体が固まったまま、マスターの呟きだけが耳に届く。

「現在、予期せぬ事態からサービスを停止しておりますが──当店の目玉は、ナクル鳥を用いた料理と並び、プロミステラ各地からスカウトした自じ慢まんの〝天てん使し巫み女こ〟による、《キューティミラクル旅のラッキーお祈いのりタイム》でございます」

「「「「「セイヤ！　セイヤ！　セイヤ！　セイヤ！　いけいけはばたけトッカラケ！　あなたのミライにハッピーテイク！　キボウのツバサでどこまでもッ！」」」」」

「紹しよう介かいしましょう。彼かれらこそ、ショーを楽しみに訪れたお客様に何も見せず帰すわけにはいかぬと、自ら戦う意志を決めた──天使巫女のプロデューサーズです」

「「「「「[image: ][image: ]────[image: ]っっっっ！　盛ぉり上がってるぅ──────────ッ!?」」」」」（野太く擦かすれた濁だみ声ごえ）

　ムキムキに隆も起りあがった大胸筋をこれでもかと主張しながらのコール。振り付けも歌詞も完かん璧ぺきで、客を楽しませるのだという熱意溢れるプロ根性だった。

　微び動どうだにせず一曲を聴きき終おえたパットは拍はく手しゆを送り、ありのままの感想を言う。

「どういう種類の地じ獄ごくだこれ」
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　勘かん付づいていた違い和わ感かんが、情報と結びついていく。

　それは男女比の偏りだ。トッカラケに辿たどり着つき、栄光の翼亭に入るまで──入ってからも、この町には異様なまでに、女性の姿が見えなかった。

「成程。つまり勇者タケト、《ハーレム目もく》か」

「あの態度、《気弱科》ですね」

「何がこわいって、《やるときはやる属》だぜ、あいつは」

　合が点てんがいったと頷くマリー、手帳へ書きこむベラ、そして事態を知る現地人として輪に加わる、先程センターで踊おどり狂くるっていた禿とく頭とうのプロデューサー。

「待って俺のわかる言葉でしゃべって？」

　そんな彼らの会話から、パットは完全に取り残されていた。

「なにその、モクとか、カとか、ゾクとかって」

「……おいおい。お嬢じようちゃんたち、このあんちゃん正気か？　マジに言ってんのか？」

「許してやってくれ。彼は最後の楽園から先日出てきたばかりのルーキーなんだ」

「スーパー世間知らずなのです。喋しやべれる珍ちん獣じゆうと思って一いつ緒しよに愛めでてくれませんか」

「ぶっとばすぞダブル元げん凶きよう」

　──プロミステラの広大な大地、そこら中に勇者あり。

　彼らの行う好き勝手、悪気はないけど迷めい惑わくすぎる活動から身を守るべく、人ひと々びとは、その生態を研究・記録・分類したのだと、マリー＆ベラが語る。

「戦いだろうと生活だろうと、相手の性質を知ることの重要性は語るまでもない。私たちも三百年、勇者の被ひ害がいに遭あいながらしてやられていただけと思うなかれさ」

「先程の勇者タケトは──《ハーレム目》《気弱科》《やるときはやる属》。《外来種勇者大事典》によりますと、周囲の異性を独どく占せんしてしまうタイプの勇ゆう害がいなのです」

　懐ふところから取り出した眼鏡を装着しつつ、同じく取り出した分厚い本を開きながら解説するベラ。そろそろそのローブの内側は一体どうなっているのか、どうやってそんな明らかに入らないものがしまってあるのかツッコみたくなる頃ころ合あいではある。

「……あれは、一月前のことさ。奴はふらりと現れて、近くの窪くぼ地ちにある廃はい屋おくに住み着いた。勇者だらけの世間に疲つかれ、世を捨てた手合いと誰もが思った。それを不ふ憫びんに思い、困った時は来てくれと言いに行った、町でも有名な世話焼きの女の子がいて──」

「……それが、最初の被ひ害がい者しやだった、ということだな」

　マリーの問いに、力なく禿頭のＰが頷く。

「〝面めん倒どう見みのいい世話焼きタイプ〟──元もと々もと《ハーレム目》と相性抜ばつ群ぐんな傾けい向こうの上に、《気弱科》と接してしまったとなれば……初対面から、もう危ない」

「誰が止めても聞かねえで、こんなふうに言った。『見るからにヒョロっちいし、話し方もイラつくんだけど、ほっとけないのよねアイツ』って……」

　その日の内に荷物をまとめ、初対面同然の男が住む小屋へ引っ越す──このおよそありえない現象を受け、ようやく住民たちは大事典を開き青年の正体を知る。

「トッカラケは、これまでずっと、運よく勇者被害を免まぬがれてきた平和な土地でよ……俺たちは誰も、本当の意味で知らなかったんだ、勇者の怖こわさってやつを……」

　どれだけ注意しても対策しても防ぎ切れず、次つぎ々つぎと虜とりこにされ、取り込まれていく。

　軽度のうちは、日常で上の空になる回数が増加する。

　中度では、何かと理由をつけては過か剰じような奉ほう仕し・傍はたから見ていて異常な愛着を示す。

　重度に至ると、姿を消す。

「際限も見境もねえ。年の差も、すでに相手がいようと無む駄だなんだ。相談があるのはいいほうで、ひどい時は書置き一枚残して、家中の金目のもんまで持って出ていく。勇者タケトの住む、前は誰も住めないくらいボロっちかったはずの廃屋へ！」

「そうか。Ｐ殿どのよ、勇者タケトは──あの厄やつ介かいな習性を持っていたのだな」

「お察しの通りだ、女騎士さん。勇者タケトはアレをやりはじめた──そう」

　禿頭のＰは水を呷あおり、テーブルに叩たたきつけながら、吠ほえた。

「〝のんびりのどかなスローライフ〟を！」

「────ヘイ。そこのいかにも解説ポジなローブメガネ、解説プリーズ」

「ンモー。しかたないなあパットくんはー」

　お教えしましょう、とわざとらしい咳せき払ばらいをし、嬉うれしそうにベラが語りだす。

「〝スローライフ〟というのは、召しよう喚かん勇者たちの中でも特に《気弱科》なんかに見られる習性なんだけど……一いつ般ぱんに《大きな街や多くの人がいる土地から離れ、ほどよい自然に囲まれてしがらみに縛られず生きていくこと》を言うのです！」

「はあ。っていうと、ウチのジジイとか、エルフ、ドルイド連中みたいなもん？」

「世せ俗ぞくとの関わりを断つ、という点で似ていますね。興味深いのが、時折《気弱科》以外の召喚勇者でも、主にセ・ビーロと言われる衣ころもを纏まとう種類がこれを行おうとする傾向を多く見せたところなんですよ。その際『アバ・ヨクソ・ジョーシ』『ツブ・レロヤブ・ラック』『ニドトザン・ギョシナイ』といった詠えい唱しようをきまって行ったとか」

「……なんか無性に泣けるっつーか、同情しそうになるんだけどなんだこれ……ああ、いや、それはともかく。隠いん遁とん生活の賢者とは違う、もう半分ってのは？」

「〝広げる〟のです、彼らは」

　正確には〝何故だか拡大してしまう〟のだと、ベラは言った。

「そこがどんな僻へき地ちであろうと、スローライフを始めた勇者は、必ず、自分の住処すみかを、大きくします。今回のように、山やま奥おくの廃はい小ご屋やから始まったケースでも──」

「……笑える、いや、笑えない話なのだがな、パットよ。その生活の果てに──王国までも築いてしまったスローライフ勇者というのが、この世には、実在したのだ」

「これです」とベラがめくった事典のページには《スローライフ勇者の代表的な被害》として……巨大な城と、その周囲の町の絵が載のっていた。

「実に、大陸の一地方がまるまる〝巣〟とされた勇者スズチの事例です。……これを行った勇者は『なんでこうなんの!?　俺はただ、目立たず静かにひっそり暮らしたかっただけなのにーっ!?』と言い残して失しつ踪そう、王無き王都となったこの地は、規律が崩ほう壊かいし、多くの悪徳をなされるがままに許し、瞬またたく間まに滅ほろびました」

　遅おそまきながら、パットにもようやく、事態の深刻さが摑つかめてくる。

「〝ただ穏やかに暮らしたいスローライフ〟──平へい凡ぼんな願いかもしれん。だが、それをチーレムオーラという異常な性質と、チートスキルという傍はた迷めい惑わくなシロモノを持ち合わせる勇者がやろうとしたとき、プロミステラのほうが無事ではすまない。私たちに出来るのは、奴らが〝巣〟を作り始めた時、遠くへ逃げることしかないのだ……」

「……俺たちも、そうしたかった。あいつがスローライフを始めたのが、トッカラケの近くってだけならな。名物料理も、ショーも、別の場所でやり直せる」

　しかし、現実は残ざん酷こくで最悪だった。

「なんでこうなるんだ！　《気弱科》のスローライフ習性に──《ハーレム目》の合わせ技なんて！　こんなの──世界一凶きよう悪あくな組み合わせだろがぃっ！」

〝土地〟を脅おびやかす〝スローライフ〟。

〝人間〟をさらう〝モテモテ性質〟。

　この二つが組み合わさることで生まれたのは、まさしく、悪あく魔ま的てき勇者であった。

「見捨てて逃げろってのか、誑たぶらかされた女たちを！　他でもない、このオレっちがッ！　世界一の星にしてやるって大口叩いて連れてきちまった天使巫女も！」

　取り返しなどつかないもの。代わりなどありえないもの。

　それを人質に取られた形となって、トッカラケ住人は土地へ縛り付けられた。

　攫さらわれていく女性が増える度、タケトの態度も横おう柄へいになっていった。『町の人が使う為ためなんだから』と堂どう々どうと物を奪うばっていく勇者に、笑顔で応こたえさせられる。

「《気弱科》《やるときはやる属》ってのは、〝追い詰められたら豹ひよう変へんする〟勇者ってことだ。下手に反はん抗こうすれば、トッカラケだけじゃない、女たちだってどうなるか……」

　いつのまにやら、人だかりまでできていた。よそ者であるパットたちに無念を伝えようと集まったのは、年ねん齢れいも様々な〝欠けてしまった〟男たちだ。

　長い時間や大切な経験を共にした〝隣となりの相手〟、かけがえのない相方を──ハーレム勇者にしてスローライフ勇者タケトは、笑いながら持ち去った。

　絆きずなも思い出も知ったことかと飛び越える、冒ぼう瀆とくじみた反則チートスキルで。

「俺たちが生まれる前、異世界からの勇者ってのは、世界だって救ったんだろうよ！　でもな、こんなのそれ以下だ！　闘たたかえもしねえ。文句も言えねえ、頭下げてわかりましたとしか言えねえなんて──そんなの、伝説上の大魔王よりタチが悪わりィっ！」

　禿頭のＰを中心とし、そこかしこから溢れ出始める男泣き。

　山やま彦びこにすらならんかというほどの慟どう哭こくを一斉に止めたのは、不意に店内を揺ゆらした──パットが、テーブルに手をついて立ち上がった衝しよう撃げきだった。

「悪い。実は、さっきからずっと腹痛いの我が慢まんしててさ。もう限界。トイレどこ？」

　場の空気をまったく読まない発言と共に、少年は腹を押さえてへらりと笑った。
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　似た手口で、パットは何度師し匠しようの無む茶ちや振ぶりをサボったかわからない。

「────あっち、だっけな」

　本来の順路、曲がりくねって延のびる踏ふみ締しめられた道を無視する。藪やぶも木の枝も構わず、獣けものでさえ避けそうな深い自然の森を真っ直ぐに突とつ破ぱしていく。

　もう、ベラやマリーが、抜ぬけ駆がけに気付いたところで追い付けない。

「どうせ、『道中の勇者にも事件にも関わるな。最終的に一いつ掃そうするんだから今だけ耐たえてもらえ。情報が流れたら面めん倒どうなことになる』──とかほざくんだろうが」

　だとしても。それが正論だろうと、正解だろうと、大義の為のやむなしだろうと。

「しょうがねえよな。見過ごせないものを、見ちまったんだから」

　ぼやきながらも速度は落ちず、普通なら考えられない短時間で、彼はトッカラケから森林を隔へだてたそこへ着き──

　──なるほどなぁ、と見えたものに苦笑した。

「こいつは確かに、トンデモねえ」

　森を抜けた先、広がっていた窪地には、ひとつの村ができあがりつつある。

「結構な規模じゃん。俺の生まれたトコよりか、全然立派で全然デケえ」

　話によれば、この窪地回りは魔王の侵しん攻こうをきっかけに一度寂さびれ、近くにトッカラケが出来てからは寄り付く者もいない、開かい墾こんが必要なほどの土地だったはずだ。

　にわかには信じがたい。こんなシロモノが、一月かそこらで形成されたなど。

「しかも、おーおー……皆みな様さま、随ずい分ぶんと、おシアワセそうで」

　それぞれの仕事へ従事する女性たちは活いき活いきとしていて、不本意や苦痛の中にある様子など微み塵じんもない。どころか、満ち足りた幸福感がありありと伝わってくる。

　そして、一番大きな家から出てきたのは、先程パットが話した勇者タケトだ。彼が手を振り声をかけたら、全員がそこへ集まる。どうも休きゆう憩けいの時間らしく、村の中央にある大きな木の下で、彼を中心とした団欒が始まった。

　……なんとつけいりやすい、緩ゆるみ切きったムードだろうか。

「えーっと……あ、あったあった」

　近くに落ちていた程よい枝を加工して、木製投なげ槍やりのできあがり。

　目星をつけたのは本人ではなく、皆が集まる憩いこいの木だ。

　音と動きで意識を誘ゆう導どうしたところを、電光石火に近づいて拳こぶしをブチ込む。

「楽しそうなところ恐きよう縮しゆくだが、悪く思うなよ勇者様。おまえが作って、与あたえてるらしい充じゆう実じつは──それ、本当は他ヒ人トのもんだぜ」

　パットの全身が、陽ひの下でも明らかな淡あわい光を帯びる。そして右手を振ふり被かぶる。

「──でぇいッ！」

　勇者駆く除じよの槍が放たれた、その瞬間に──ふたつ、音が聴こえた。

　ひとつは、パットの手を離れた槍が、眼前で砕くだけ割われる音。

　もうひとつは、少し遅おくれて、火の弾はじけるような音がした。

「っあぁぁっ!?」

　目と鼻の先で生じた想定外、砕けた木槍破片の飛散に、反射的に目を閉じる。

「な、い、今の、まさか」

　三百年も引ひき籠こもっていた間の出来事を、パットは道中マリーとベラから聞いている。

　異世界からの召喚勇者たちは、プロミステラに様々な知識をもたらすことで変化を招き、そのうちのひとつに、三百年前は存在していなかった武器があった。

「今の音──これが〝銃じゆう〟！　撃うってきたのは、銃手ガンナーかっ！」

「爺じじいのような台詞せりふを吐く」

　混乱から立ち直り、視界が回復した瞬間、左のこめかみに鉄の感かん触しよくが触れた。

「勇者がおらん昔話からでも来たのか、小こ僧ぞう」

　白い髪と、日に焼けた肌はだ。

　銃じゆう口こうを突き付けるのは、自身が構える得え物ものよりも小さく、そして幼い少女だった。

　ただし、その威い圧あつ感かんと、肌に感じる熟じゆく練れんの年季は、到とう底てい外見通りのものではない。

　投げ放たれた瞬間の槍を撃ち落とし、その後の決して長くはなかった隙すきに気配もなく接近してきたなど、いずれも並外れている。

「聞け。あるじからの命を伝える。『僕は平和主義者だから、一度だけ見み逃のがします。一員になりたいのなら大だい歓かん迎げいなので、その時はどうぞ、真正面からお越しくださいね』」

「────あいよ、リョーカイいたしました」

　すごすごと引き下がるのは、そうするしかないと悟さとったからだ。

　背を向けて森の中、トッカラケへと戻もどる前、それを見てしまった。

　村の中央、大きな木の下。前後左右に上下まで、〝命より大切なもの〟を守るように奇妙な団子状になった女性たちが、無表情で、じっとパットを睨にらみつけるのを。

「そういうことかよ、ちくしょう……」

　手を出せない、と言われた意味を、今こそパットは理解する。

　ハーレム勇者、タケト。

　あれを倒たおそうとしたならば確実に、固有チートの力で強化された──〝魅み了りようされた被害者自身〟が立たち塞ふさがる。
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　以前、弟子は師匠とこんな問答をしたことがある。




『時にパットよ。おぬし、勇者に最も必要なのは何であると考える？』

『あ？　ンなの、敵がどんな抵てい抗こうしても問答無用でとっちめられるパワーだろ！』

『はぁい馬ば鹿か弟子クソタワケー。よいか、勇者とは〝義によって悪を許さぬ〟という性質にのみあらず。怯ひるまず戦う勇ゆう猛もう果か敢かん、絶対勝利の腕うで前まえだけを示すにあらず』

『……じゃあ、なんだっつうんだよ？』

『勇者とは、守る者だ。矜きよう持じと美学、現実と理想を兼かね備そなえ、万人に憧どう憬けいを浮かばせる存在だ。ただ勝つだけ、強いだけを目指しておるようでは、なれるのは精せい々ぜい喧けん嘩か屋やだの用心棒だのならずもののリーダーだのよ』




「……あー、なんで今、そんなの思い出すかねえ……」

　まんまとしてやられた帰り道、トッカラケに近づくほどに足は重く、気が引けた。今いま頃ごろは、帰ってこないパットに住民たちが慌あわてる一方で、二人は気付いているだろう。

　あの〝なりそこね〟が、いいところを見せようと、黙だまって抜け駆けしたのだと。

「カッコわりぃ……しょうもねえ……どの面つら下さげりゃあいいんだか……」

　朗報と共に戻れば、叱しつ責せきなど上書きされると踏んでいたのだ。

『迷惑勇者は成敗したぜ』の不意打ち一発、〝めでたしめでたし〟をもたらして旅路へ戻る。そんなパットの描いたプランは、見るも無残に夢想と消えた。

「そっか、思い出すわけだよな、ちくしょう……」

　蓋ふたを開けてみれば、まさしく師匠の箴しん言げん通りであった。

　誰も知らないパットの初戦、海を意のままに操るチートの勇者クズモは、確かに強大な力を持っていた。しかし、いくらレベルが高かろうと、あれは単体として完結した〝強いだけの強さ〟であった。

　パットはまだ、〝勇者の本当のおそろしさ〟を味わってなどいなかったのだ。

「社会に、世界に、侵しん食しよくして、変質させる、外来種……」

　人をさらい巣を広げる、《ハーレム目》の〝スローライフ〟。ただ相手を殴なぐりつけるだけでは解決できない状じよう況きように、握にぎり拳こぶしを引っ込めざるを得なかった。

　考えて、ぞっとする。魔王を倒すことしか考えてこなかった、そっちの経験ばかりを積み、肝かん心じんなことを学まなび損そこねていた自分が、この先再び殴るだけでは倒せない勇者に出くわしてしまったとき、正しいほうを選べるだろうか。

「……………………ん？」

　戻ってきたトッカラケが、何やら騒がしい。心に浮かんだ取り留めのない不安を誤ご魔ま化かすように、騒ぎの中心らしき栄光の翼亭に辿り着いて目もく撃げきしたのは──

「わーっははははははははっ！　さあ、もう一度、皆の衆！　呼べ！　叫べ！　此こ処こに讃たたえよ！　妾わらわの名は────っ!?」

「「「「「魔王・ヴェラヴィアディスドルファ、Ⅲ世さま────っ！」」」」」

「So-Cuteほめてつかわす！　この身は艶つやめく麗うるわしの────っ!?」

「「「「「誇ほこりも高き純血統────────ッ！」」」」」

「So-Coolクソ最高なイカれ共!!!!」

　それは〝じゃあく〟な〝さばと〟であった。

　歓かん喜きの興奮に沸わき立たつ町民が、手を振り上げ、吠え叫び飛とび跳はねる。

　舞台で仁王立ちしているのは、かつて世界を絶望の淵ふちに叩き落とした大魔王──ヴェラヴィアディスドルファ、の、お孫さんであった。

「矮わい小しようにして卑ひ小しようなる哀あわれな人間共よ！　魔王軍に、入りたいか────っ！」

「「「「「ベラ様────っ！　四天王にして────っ！」」」」」

　テンション最高、今この場には涙なみだもなければ憂うれいもない。

　パットはこの様子を暫しばし虚きよ無むの表情で眺ながめた後で、うん、と頷き結論する。

「大変だ……かつて世界を滅ぼした魔王軍が再結成されようとしてる……」

「そんな物ぶつ騒そうな話が出来るのなら、あの気弱も勇気を振ふり絞しぼらずにすんだのだがな」

　声をかけてきたのは、金きん髪ぱつの姫騎士だった。手にはドリンクを二つ持っていて、その片方、牛の乳とナクル鳥の玉子を混ぜ合わせたミルクセーキを渡される。

「前にも話したかな。大魔王の敗北で次元を越える門も消え、多くの魔王は異い邦ほうの地に投げ出された。元の世界へ帰らなかった勇者がそこらじゅうに存在し、悪逆非道など働こうものならすぐさま群がられる状況では、害悪でいられるわけもない」

「……すると、え、この流れで来ると……」

　耳に届く声せい援えんこそが、パットの疑問に回答している。

　この光景には、ハーレム村にあったような、薄うすっぺらい不自然さがない。

「現代の魔王とは、良き隣りん人じんであり縁えん起ぎ物ものだ。目に出来たならツイている。いいことがある。そう感じられる、貴重な心の支えなのだ。──何しろなあ」

　人の世に馴な染じもうとした魔王でさえ勇者は狩かり出だしたから、と、マリーが呟いた。

「…………は？」

「私が知る限り、現代まで残った純血統の魔王はベラだけだ。召喚勇者には、どうやら彼らだけのルールのようなものがあって、〝血の濃こい魔王〟を討とう伐ばつするというのは、随分格好がつくらしい。仲間内で、威い張ばれると」

「……今、その魔王が、あんなふうに、受け入れられてても？」

「曰いわく。『魔王を倒す為に呼ばれた勇者が、魔王を倒していけないか？』らしい」

　勇者との遭そう遇ぐうを、できるだけ避けていこうと試みていた、彼かの女じよの地図。

　刻まれた、夥おびただしい書き込みの──そこにあった、本当の意味。

　楽しい旅をしたいという言葉は、彼女の、おちおち旅も出来なかった大魔王の孫の、噓うそ偽いつわりのない願いだった。

「おかしいだろ、ベラのやつ。〝わらわ〟とか言っちゃって。あいつ、本当は全然あんな性格ではない。いつも怯おびえていて、自信を持てないビビり癖ぐせ──野や暮ぼったいローブを纏い、フードをかぶって隠れている、そっちのほうが本物だ」

　今は、それを脱ぬいでいる。

　白昼堂々、服と言うのもはばかられるキワドい胸元露ろ出しゆつドレスを衆目に晒さらし、若い女性がさらわれにさらわれたトッカラケの男たちを潤うるおしている。

「魔王というより淫いん魔まだが、あれは祖父の一番の側近だった四天王のサキュバスに、大きくなったら着てくださいと渡された装備なのだと。だから、要するにプロミステラに帰属した魔王としてもセンスが古くて──でも、それだからいいんだ、って。この旅に出ようと誘さそった時、あいつはあれを、衣装にすると決めていた」

「……お強い四天王にもらったもんで、その分性能も良かったから？」

「それもなくはないんだろう。ただ、二の次だな。あの恥はずかしがり屋で引っ込み思案が、自分の趣しゆ味みと正反対な勝負服を選んだ理由は簡単だよ」

　大魔王の側近に貰もらった衣装、それはまだ、人間と魔王が争っていた頃ころの代しろ物ものだ。

「前時代的、だからこそ。こんな服を着ている魔王は──プロミステラが外来勇者に脅かされていなかった頃を連想させる。『自分には、純血統の魔王として〝象しよう徴ちよう〟をこなすギムがある』って、恥ずかしさに震ふるえつつ、胸を張って言ったんだよ、ベラは」

　最初は、〝ただの痴ち女じよか〟としか思えなかった。

　けれど、今は、彼女の振ふる舞まいの真意を知った。

　エロだけど、エロだけじゃなかった。

「プロデューサー殿が勇者タケトを評して〝大魔王よりタチが悪い〟と口を滑すべらせただろう？　ベラにとってその手の台詞せりふは何より禁句なのさ。案の定、ローブを脱ぎ散らかして『頭が高い！　控ひかえおろう！』と例の口上を決めた。無茶をするものだ。あのローブは──勇者が持つ基本スキル《魔王感知》を遮しや断だんする特注品であるのにな！」

「ぶほっ!?」

　ミルクセーキを思い切り吹ふき出だす。何をやってんだあの痴女は、と能天気に腕うでを組みがははと笑っている馬鹿を見上げるが、マリーが「ああ大だい丈じよう夫ぶだ」と補足する。

「安心しろ。テーブルに足をかけたあたりで、私の隠いん蔽ぺい魔ま法ほうが間に合った」

「──こりゃ意外だ。あんた、そのナリからしてジョブは騎士ナイト系列に見えるんだが、そんな小器用な真似やれんのか？」

「ふっ、私を誰だと思っている。精せい霊れい女王の血を引く末まつ裔えいの、特とく殊しゆな魔ま力りよくを用いる《魔法創造》はクッコロイヤルに伝わる無二の力さ」

「そりゃ羨うらやましいね、大賢者から〝才能ナシ〟の太たい鼓こ判ばんを貰った凡ぼん人じんとしては」

「そうでもないさ。三百年で血は薄くなり、生み出せるのはひとつきり。しかも、この隠蔽魔法は〝冒険中に魔物に遭わなくする〟魔法を雛ひな型がたにしたものだが、〝魔王クラスの存在を隠す〟というのは流石さすがに難なん儀ぎで、一度使っただけで魔力が底をつく！　更さらには魔法取得リソースまで全消費し、これ以外どんな魔法も使えなくなった！」

「なにしてんの!?」

「当然、きちんと名付けている。魔ま術じゆつ師しギルドにも届け出を出し、正式に登録した。その名も、《いないいない魔王》だ」

「それでいいの!?」

　二重の意味のツッコミが出た。スペシャルな力をもったいなく消費しながらまるで気にしたふうもなくほくそ笑むマリーに、パットはぽつりと質問する。

「それ、島の時は使わなかった気がするんだが」

「だって不要じゃないか。島の周囲は海だし、チーレムオーラの反応もなかったし。見たかこのかしこさ。姫騎士はな、そんじょそこらの騎士とはわけが違うのだ」

　ご満まん悦えつな姫騎士は、パットの苦い顔に気付かない。何しろそのかしこさ判断の結果、実は一匹ぴきの勇者が上陸寸前だったのだ。ははあさては剣けん技ぎにステ振り過ぎて気の毒なことになったんだな、という自然な侮あなどりが、しかし、次の瞬間に突かれる。

「パット」

「あ？」

「おまえ。私たちが、トッカラケをただ見過ごすのだと思ったな」

「…………あ。……その」

「君、隠し事が下手だな。すぐ行動に出たことといい、実直にも程がある」

　視線をそらしたパットに、近づいてきたマリーがむ、と鼻を寄せる。

「一体何をしてきたんだか。妙みような匂においまでするぞ。蜜みつか果実のような──よほど果樹の多い森でも抜けたのか。勇者タケトの〝巣〟に向かうのに」

「…………悪い」

「違う。謝るのは、君に不信感を抱いだかせ、独断専行を招いてしまった私たちだ」

　自分のコップを傾かたむけ、マリーは、舞台で騒ぐベラを見つめる。

「君の推測も間ま違ちがいじゃない。道中、勇者とは極力遭わないつもりでいたし、遭ったとしても通り過ぎると約束していた──の、だがな。やはり、彼女も我慢できなかった」

　即そく席せきの舞台上で、桃もも色いろ髪がみが叫ぶ。あのような勇者なんぞに心まで負けるな、と尊大に大おお仰ぎように言い放つ。

「あれがああしてローブを脱いで、ろくに実感もない〝魔王〟をやり始める時は、決まって〝それが誰かに必要な時〟だ」

　羞しゆう恥ちも不安もあるだろうに、少女でも魔王でもある彼女は、精せい一いつ杯ぱいに叫び、飛び跳ね、全力で見る者を鼓こ舞ぶしている。

「我らの使命はおいそれと明かせるものでもない。しかし明日の出発前、皆に希望を伝えよう。今日、彼女がありったけの勇気を振り絞ってもたらした火種が絶たえないように。今少しを耐たえ忍しのびさえすれば、恐きよう怖ふと屈くつ辱じよくの日ひ々びは終わるのだと」

　戦いというのは、腹の立つ張本人を、脇わき目めも振らずにブン殴ることだと思っていた。

　悲しみへ立ち向かうのに、こんな〝やりかた〟があることなど知らなかった。

　いつしかパットは、自分では取り戻すことのできなかった笑顔を、自分ではやりようもなかった方法で実現した、魔王の孫を見ていた。

「しばらくぶりの人里だ。宴うたげで英気を養い、明日また出発しようではないか。聖地神殿ナシャユミヤまでの道程は、あと半分と少し。すなわち世界平和も目前さ」

　腰こしに携たずさえた剣に手を当て、パットには計り知れぬ感かん慨がいでマリーが目を細める。

「世に生を享うけてより、世界を救うべく磨みがいてきたこの剣が、我等の旅路に栄光という名の道を切り開く。護衛として雇やとっておいてなんだが──君にばかり見せ場はゆずらんぞ、少年」

「……いや」

　首を振り、それからパットは、どこか清すが々すがしさを纏いながら苦笑した。

「とっくに、情けなくやられちまったところだ。二重の意味で」

「そうか。安心しろ」

　肩かたを組みながら身を寄せて、上品な微び笑しようと共に、マリーが耳元で囁ささやく。

「弱音くらい吐けばいい。君とて守ろう、勇者志望。何故なら私は、姫騎士だからな」

　気品と自信の漲みなぎったそんな声と表情に、なるほどこれが高貴な〝たらし〟の素質だと、女性と接した経験の少ない少年は内心でどぎまぎしながら目を逸そらした。
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　悲ひ嘆たん続きのトッカラケは、この日、純正魔王の来訪で久方の歓喜をすごした。

　一時であれど栄光の翼亭にはかつての活気が取り戻されたかのようで、店先の看板も喜ぶように揺れ、終しまいには誰もが酔よい潰つぶれそこらじゅうで雑ざ魚こ寝ねをしていた。

　──そんな中。力を使い果たし、誰もが寝ね静しずまった、深い夜。

　のそり、とひとつの影かげが起き上がる。それは酒場の隅で丸くなって寝ねているパットに近づき、後ろからそのうなじへ、ぴったりと鼻を寄せ、深呼吸を繰くり返かえす。

　何度も何度も、胸いっぱいに吸いこむ。そのにおい、彼の襟えり首くびからほのかに香かおる──甘い、心の芯しんまで蕩とろけるような、陶とう酔すいの残のこり香がを。

「……はぁ…………ッ、」

　だらしのない、気品とは程遠い、恍こう惚こつとしきった表情で口の端はしから涎よだれが垂れる。

「いいよぉ、これぇ、もっとぉ、ほしいぃぃ…………」

　ふらり、ふらり、虚うつろな足取りで、誰にも気付かれず酒場を出ていく。

　森へ歩いていくマリー・ラフラ・クッコロイヤルを、月だけが見下ろしていた。
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「姫隠しです」

　朝。姿の見えないマリーのことを尋たずねたパットとベラに、栄光の翼亭のマスターは、悲痛な表情でそう答えた。

「間違いありません。姫隠しです。彼女は──行ってしまった。昨日、すぐ出発してもらうべきだった！　半日なら大丈夫だろうなんて、なんて楽観だったんだあッ！」

「すんません、深刻ムードに申し訳ないんですが専門用語から解説してもらっても？」

「──姫隠し。それは……」

「うおっちょぉ急にやめてぇ？　後ろから急に来るとビクッてするから、ナレーション風語り挟はさむなら一言断ってからにしようベラ？」

　色んな酔いが醒さめたのか、頰ほおを染めつつフードで顔を隠した魔王が語る。

《姫隠し》。それは、忽こつ然ぜんと女性が姿を消し、勇者ハーレムに加わる現象を言うと。

「強力なハーレム勇者が傍そばにいる環かん境きようで発生する勇ゆう害がいです。原因不明予測不可能、昨日まで『心配しなくてもあんたを置いて別の男のとこにいったりしないよ』と言っていた恋こい人びとが即そくオチすることさえ珍めずらしくない……それが、姫隠し！」

　昨晩、村の男性に口く説どかれるも『私は使命を遂とげるまで、余分なことにうつつを抜かすなど断じてありえん！』とスルーした駄だ姫ひめ様さまは、サクッともっていかれたらしい。

「し、しかし、それにしてもおかしかねえか……そりゃ、女騎士ってのが誘ゆう惑わく系・羞恥系トラブルを招き寄せる、幸運にマイナス補正を食らう覚悟を持つ選ばれた者にしかなれない職業ジヨブだってのは周知の事実だけどよ」

「初耳」

　禿頭Ｐの言葉に小声で驚おどろきを示すパット。

「だとしても、こんなの早すぎる！　チョロすぎる！　直接顔を見たわけでも言葉を交わしたわけでもねえってのに、進行速度がヤベえだろ!?」

　説得力ある言葉に頷く周囲に、ベラがついにこの時が来たかと唇くちびるを嚙み、

「皆さんに、黙っていたことがあります。彼女の本名は、マリー・ラフラ……クッコロイヤル！　あの、精霊女王の血を継つぐ者なのです！」

「ンなぁあぁぁああにいいいぃいいいっ!?」

　ざわめきが瞬く内に伝でん播ぱし酒場を包んだ。

「そうか、だからか、チクショウ……っ！」

「精霊女王の末裔……通りで腰が抜けそうにイイ女だと……」

「そりゃあさらわれるよ……クッコロイヤルだもん……」

「え、え、なにこの納得感と一体感」

　急速に周囲に広まる理解に取り残されて戸と惑まどうパットへ、ベラが補足する。

「すみませんパットくん、黙っていて。マリーは知っての通り、最初にして正当な異世界勇者召喚を行い、その際、膨ぼう大だいなチーレムオーラを浴びた者の子孫です」

「はあ」

「そのせいで、一族は世にも気の毒な体質に変化したのです。勇者の特質に、常人よりも遙はるかに過か敏びんに反応してしまい、しかも、何故だかやたら〝格好良くキメた直後に、数倍辱はずかしめられる星の巡り〟に生まれつく！」

　微び妙みような表情になるパット。何かの聞き間違いとか「なんちゃって！　信じましたパットくん!?　プークスクス、純情ボーイをからかうのは楽しいです！」という流れを期待したのだが、ベラは真しん剣けんに痛ましさをこらえている顔で続ける。

「創造した世界に異物を紛まぎれ込こませたことによる創造神ファンタズの怒いかりであるとも、彼女が招いた勇者に討たれた数多あまたの魔王の無念によるものとも言われ──人は、彼女たちに降りかかる忌いまわしき運命を《クッコロの呪のろい》と呼んでいるのですッ！」

　おそるべしクッコロ、気の毒なクッコロ。なんと不憫なその宿命。

　聞けば聞くほど、世界を救う旅の仲間といえども隠したかったのも頷けるし、勇者との接触を避けなければならないわけだ。高ポイントだと喜び勇んで狙ねらわれる魔王と、ホイホイチートの餌え食じきになる姫騎士の取り合わせなど。

「よ、よし。あの姫さんの正体が、実はチョロすぎ要被ひ保ほ護ご者しやだったのは理解した。で、まんまと自分から勇者ハーレムの仲間になりに行っちまったと。そんなら」

「────駄だ目めだ。それはいけない、お兄さん」

　パットの言おうとしたことを察し、肩を摑んだのはマスターだ。

「相手は《ハーレム目》で《気弱科》で、その上《やるときはやる属》だ。こういう組み合わせの種類は、温厚に見えるかもしれないが、自分の〝巣〟が攻こう撃げきされるとたちどころに逆上し、何をしでかすかわからない。……私の祖父がされたように」

　言いながら、マスターは胸のポケットから一枚の写真──魔法で瞬間の風景を保存し媒ばい体たいに焼き付けたもの──を取り出した。

　写っているのは、見事な白髪しらがを蓄たくわえた、眼光鋭するどく逞たくましい老人だった。

　自分で仕留めたらしい巨大な熊くまの前で、物もの々ものしい猟りよう銃じゆうを担かついでいる。

「祖父は寡か黙もくな銃手で、トッカラケいちの猟師ハンターで──両親を事故で亡くした私を引き取り、男手ひとつで育ててくれた、大切な家族でした」

　ベラが震える声で呟いた「まさか」に、マスターは苦にが々にがしく頷く。

「刻一刻と増える勇者タケトの被害者に耐えきれなくなった祖父は、無む謀ぼうを承知で〝巣〟がこれ以上大きくなる前にと、奴が住み着いた小屋へと向かい──」

　その次に来る言葉、悲劇の予感に、パットは思わず唾を飲み「こうなりました」とマスターが出したもう一枚の写真を見た。

　──勇者タケトと肩を組み、ほんのちょっと照れくさそうな、〝馴なれ馴なれしくて鬱うつ陶とうしいが心の奥おくでは満まん更ざらでもないとも感じている〟というような顔をしている。

　そんな、背の低い、幼さには不ふ釣つり合あいなクールな表情の、白い髪の、日に焼けた肌をした、ごつい銃を担いだ少女であった。

「『ハーレムを崩くずさんとするもの、またハーレムの一員とならん』──古く、眉まゆ唾つばな警句だとばかり思っていました。あの日までは。……まさか、自分の敬愛していた祖父が、勇者ハーレムを除去しに行って、その一員になって帰ってくるなんて……！」

「こんなのってある？」

　あるのだ。見返してみれば、やたら強い眼力、ムスッと結んだ口、頰の十字傷、携けい帯たいしている猟銃──性別や年齢を別とすれば、あまりに特とく徴ちようがかぶっている。

「ハーレムの五番目の餌食になっていたのが、町と奴の巣の間の森に棲すんでいた魔女でした。彼女は不老不死を目指す一いつ環かんで、若返りや性せい転てん換かんの術を学んでいて」

「あ、わかりました、イヤってほど。うん、おじいちゃんが美少女になっちゃうとかってよく考えたら不思議じゃないわ残念なことに！」

『儂わし一般性せい癖へきじゃよー』と脳裏に浮かぶ大賢者を、かぶりを振って追い出すパット。

「だから、強きよう硬こう手段に出られなかった。勇者タケトが〝巣〟を離れている隙に、女性たちを救い出し……自分が不在の間にハーレムのメンバーが連れ去られたと知れたら、奴は町の男衆すらハーレムに加えかねないのですから！」

「「「「「そんなことになったら、トッカラケは本当におしまいだぁぁっ！」」」」」

　恐怖の叫びをあげつつポーズを決める、筋肉モリモリ、天使巫女プロデューサーズ。『あんたらに限ってはいっそ美少女にしてもらったほうが丸く収まるんじゃないか』という言葉をパットは飲み込む。

「お二人の心中、同じ勇者の被害者としてお察しします。ですが……無理を承知で、こう言わなければならない。こらえてください。クッコロイヤル様を取り戻しに行けば、貴方たちまで、勇者ハーレムに入れられてしまう。夢をなくし、己おのれを忘れ、毎日のんびり時とき々どき刺し激げき的てきなスローライフを送らされてしまいます……！」

　勇者の行いとは、自然の摂せつ理り、人の手が及およばぬ現象。

　そう認めねば、とても生きてはいかれぬのだと、集まった者たちが口くち々ぐちに嘆なげく。

「……楽しかった。昨日は本当に、思ってもみなかった一日でした。そのお返しがこの有様など、どうお詫わびをしていいか。ですがせめて、これ以上被害を出させるわけにはいかない。必要なものは用意いたしますので、お二人だけでも急ぎトッカラケを」

「やだ」

　それは、道理などものともしない、涙目の拒きよ絶ぜつだった。

「だめ。むり。ぜったい、やだ」

「ま、魔王さ」

「やだ────────────っ!!!!」

　昨日。まがりなりにも、宴の中でも〝魔王〟の役をこなし続けていた、彼女が。

　大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世が──床ゆかに倒れて、駄だ々だをこねだす。

「やだやだやだやだ、マリーを、置いていくなんて、だめ────っ！」

　この場では唯ゆい一いつ、パットだけが事情を知っている。

　自分たちがしているのはただの冒険ではなく、プロミステラを救う勇者送そう還かんの旅なのだ。その完かん遂すいには聖地神殿ナシャユミヤに施ほどこされた大魔王の封ふう印いんを解けるベラと、そこで儀ぎ式しきを行える王家の血を引くマリーのどちらが欠けてもいけない。

　かどわかされた姫騎士を諦あきらめればそこでゲームオーバーで、何が何でもどうにかしなければならない──なんてことでは、断じてなかった。

「ま、ま、マリーは、わたしの──ライバル、なの！　おじいちゃんが討伐されて、魔ま界かいに帰ることもできなくて、勇者ばっかりのプロミステラを逃げ回りながら、ずっと怖くて隠れて泣いてたわたしに、勇気と……目標だって、くれた子なんだッ！」

　厚いローブとフードで身を覆おおっても隠し切れない震えは、嚙みつこうとしている相手から刻まれた、覆くつがえしがたき上下関係の怖おそれに他なるまい。

　それでも。大おお粒つぶの涙をこぼし、歯を食いしばり、ベラは続ける。

「約束したんだもん！　マリーは、もう一度、御先祖様みたいに、世界で誰より愛されてちやほやされるお姫様を目指してッ！　わたしはっ！　意地が悪くて好き放題で大だいっ嫌きらいな勇者なんかみんなみんなやっつけて──わ、わ、わたしが胸を張って、堂々と過ごしてもいいようになるために、セカイをセーフクするんだってッ！」

　その口からは、〝世界を救う為に〟とか〝彼女の力が必要だ〟なんて、ひとかけらも出てこない。

　大魔王の孫は、世界の命運よりも譲ゆずれないわがままを、ひたすらに叫んでいる。

「わたしの、生まれてはじめての、大好きなともだちをッ！　あんなやつにとられて、たまるもんかぁぁぁぁぁぁあああっっっっ！」

　幼き怒ど号ごうと共に、魔力が膨ふくれあがる。ローブにより気配は遮断されようと、かつて世界を追い詰めた大魔王の直系の力は、何も封ふうじられてなどいない。

　現代、魔王は保護指定の絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆとなった。

　しかし、それはか弱く無害な愛あい玩がん動物という意味ではないのだ。

「う──う、う、うわぁぁあぁぁああああぁんッ！」

　魔王を縁起物と呼ばれるのは、魔王が決して暴れられない環境になったからである。不用意なことをしようものなら、どんなに強大な個体であろうと世界中の勇者に狙われてひとたまりもない。即そく座ざに事件は鎮ちん圧あつされ、めでたしめでたし、となるだろう。

　だが、だとしても、〝起こる最初〟は防げない。

　魔王の膨大な力が、感情のままに暴走・癇かん癪しやくと共に爆ばく発はつすればどうなるか。

　後に残るのは、それこそ勇者だけだ。かどわかされた被害者たちも、伝統と挑ちよう戦せんが喪そう失しつする危機に嘆いていた町も、訪れた甲か斐いがあったと三人で笑った鳥料理の絶品レシピも消し飛んで──一人残った大魔王の孫は、一体何を考えながら、群がる勇者に討たれるのか。

「お、お、落ち着いてください、魔王さんッ！」

「ぉぶっ!?　な、なんだこの壁かべッ!?」

　感情の高ぶりで無意識に発生させたらしい力場に阻はばまれ、誰も近づけず訴うつたえる声も届かない。ハーレム勇者が来た時とは比ひ較かくにならない絶望が伝播し、床下に逃げても便所に隠れても無意味な破は壊かいの魔力が高まって──

「……はあ。あのなあ、おいベラ」

　──空気を読まない、呆あきれた声が割って入った。

「気持ちはわかるがちょい落ち着け。その、大事な姫さんまで巻き込む気かよ」

　皆が触れただけで弾かれた魔力の力場の中へ、彼は平然と進んでいった。

　辛つらいことを拒絶するように、フードを深く被り、身体からだを丸めて泣いていた魔王へ、顔を寄せて、目を合わせた。

「つうかさ、そういう態度取られると、一応傷つくんだぜ、こっちも」

　呆あつ気けに取られたベラの表情。パットはそれより呆れたように、自身の胸を叩く。

「姫さんも、おまえも。こういう、どうにもならないことをどうにかさせるために──知らないうちに目的をなくしてた大おお間ま抜ぬけのポンコツを引っ張り出したんだろうが」

「……パッ、ト、くん」

「さ、もう一度言ってみろ。俺の仕事は何だ？」

「────勇者を、思いっきりブン殴ること！」

「その通り。おまえの分まで、やってきてやる」

　ん、とパットが示した握り拳に──ベラが、こつん、と拳をぶつける。

　すると、ふっと力が抜けた。……暴走しかけた反動か、安心のせいか、ベラは意識を失い、すぅすぅと眠ねむり始はじめてしまった。

「やれやれ。俺の仲間ときたら──どいつもこいつも危なっかしくて手のかかる」

「き、き、君は、一体、何者だね……？」

「あれ、言いませんでしたっけ。パットです。昔は、もうおとぎ話になっちまったホンモノの勇者なんかに憧あこがれてたころも恥ずかしながらあったんですが──今は精々、腕うでっ節ぷしだけが売り物な、時じ代だい遅おくれの用心棒ってな具合でして」

　ベラを抱えあげ「こいつ、出る前に休ませときたいんですが、寝しん室しつとかってありますかね？」と聞く。マスターは二階の部屋を呆ぼう然ぜんと指し、それから我に返って尋ねる。

「で、出る前にって、もしかして」

「はい。ちょっくら、行ってこようかと」

　ギャラリーにどよめきが走り、何食わぬ平然とした顔で、吹き抜けで繋つながる二階への階段を使わず、手すりを越えてジャンプした彼に視線が集まる。

　──誰もが身に染みて、諦めと共に飲み込んでいた。

　勇者には、敵かなわない。逆らえない。前から来れば道を譲り、同意を求められれば頷き、欲しがられたならすべて差し出す。それが、当たり前な世界の常識だ。

　だというのに、時代遅れの用心棒を自じ称しようする少年はとことん異質だった。そのわけのわからなさが、魔王来訪ともまた違う昂こう揚ようで男たちを沸き立たせる。

「……おい、あんちゃんッ！」

　二階に向けて、禿頭のプロデューサーが叫んでいた。

「勝算は、どの程度だ」

「そうだな。一番でっかい問題は、どうやって傷付けないかってことだ」

「…………は？」

「いやな。勇者自体にはそりゃあもう別に問題なく勝てるんだが、あいつが操ってる被害者、女の人たちは別だろ。それが一番心配で、さっきから腹が痛い。間違って姫さんに怪け我がでもさせたら、こいつ、めっちゃヘコみそうだしなあ」

「……ばはははははははははははははッ！」

　禿頭Ｐが、爽そう快かいな笑いと共に自らの頭をペチペチ叩く。

「おい、あんちゃん！　魔王さんを寝かしたら、出る前にちっとウチへ寄れ！」

「え？　なに、もしかして、スカウト？」

「それも悪くねえが、あいにく俺は天使巫女専門でよ！　スカウトには負けるが、イイ話がある！　全国を巡ってきたプロデューサー兼けんスカウトの俺が、道中、嫌いやでも耳にした──外来種勇者大事典にも載ってねえ《ハーレム目》情報のプレゼントだ！」

「…………へえ。そりゃあ確かに、耳寄りで」

「普通は何があっても絶対やるなって伝わるヤツだ。それをしたらタダじゃすまないってタイプの警句だ。だがどうやら、あんたにゃそれが、何より必要なんだろう？」

　星の弾けるようなウィンクに、パットは勢いよく頷いて返す。

　──それから、三十分後。

　出発を見送られていたパットは、〝勇者の所業は諦めて受け入れるものだ〟とうなだれていた三百年後の世界の人間たちから戦う理由を問われ、こんなふうに返答した。

「そりゃ戦うさ。相手が魔王だろうと勇者だろうと、気に食わなきゃあ挑戦するのが人間だし。第一、舐なめられたまま舐められっぱなしじゃあ癪しやくに障さわるだろ！」
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　成り立ちはともあれ、実情はどうあれ、傍はた目めからは平和に見えていた場所。

　面倒なしがらみや不本意な重圧から解き放たれた、一種の楽園。

　そんなものはもう見当たらない。

「来ると思っていましたよ、パットさん」

　窪地を降りた村の正面入口では、外敵に構える陣じんが組まれている。女性たちは農具の代わりに武具を持ち、張り巡らされた魔法陣が半はん透とう明めいの防ぼう壁へきを形成していた。

　その列の中央に、平凡な、モテる理由のわからない男が、これ見よがしにいる。

「この人を、取り返しに来たんですよね？」

　百の臣下＝百の奴ど隷れい＝百の愛人を統べる勇者タケトが背後から抱だきしめるのは、わざわざ野外に持ち出した立派な椅い子すに座らされた、意識のないマリーだった。

「本当は、本人に追い返させるのが一番なんですが。家まで来た後、刺激を強く受け過ぎたのか、すっごい悲鳴をあげて気絶してからぜんぜん起きてくれなくって」

　パットが一歩動いた瞬間、女性たちが勇者タケトとの間に割って入る。

　その位置も陣じん形けいも、あからさまに攻撃を受けるため。相手が手を出してきた時、わざと深刻な被害を出すために違いなかった。

「ひとつ、謝りたいことがありまして。昨日会った時、本当はわかってたんですよ、この子がクッコロイヤルの血を引く姫だって。ほら、僕って勇者ですから。彼女の祖先が創つくった儀式で呼ばれたせいで、あそこまで近づけばぴんときちゃうんです！」

　勇者タケトは、マリーの顎あごに指を這はわせ、唇を無ぶ遠えん慮りよに揉もむ。

「滾りましたよ。クッコロイヤルの末裔は、この世界を結果的に滅め茶ちや苦く茶ちやにした異世界勇者召喚の責任を追つい及きゆうされ没ぼつ落らくして以降、消息が摑めなくなっていましたから。それがまさか、こうして無事に生き延びてくれていたなんて！」

　そんな希少品レアもの、ハーレムに加えない手はないですよ、とタケトは笑う。

「そういうことで、パットさんを中ちゆう継けい点てんに仕立てて釣つらせてもらいました。近ちか々ぢか〝英えい雄ゆうポイント〟を申告し合う集会に出るんですが、おかげさまで注目の的になれそうです。いい自慢が出来るなあ、あのクッコロイヤルの末裔を手に入れたなんて！」

　無む邪じや気きな喜びに感じ入る勇者タケトを見ながら、ふいにパットが口を開いた。

「なあ。おまえってさ。その子らのこと、どう思ってるわけ」

「は？」

「ポイントがどうとか、自慢になるとか。挙あげ句く、後ろに隠れて盾たてにして──チートの力だったとしても、自分に惚ほれてる相手を、どうしてそんなふうに利用できるんだ？」

　勇者タケトは満面の笑みを浮かべ、そして言う。

「勿もち論ろん、それが彼女らにとっての幸福だから。おかしいかい？　好きな人が喜んでくれるのって、とてもうれしいことじゃあないかなあ？　──ねえ、みんな？」

「「「「「うん、そうだよ、タケトくんっ！」」」」」

　無表情の女たちから重なる愛の合唱を聞いて、パットは眉まゆをひそめる。

「──もし。万が一、おまえがちゃんと姫さんに惚れてて。誠実に、正しい恋こいを始めようってんなら、話くらいはしようと思ってたんだがな」

「うん？　君、もしかして──今、僕に対して、恋れん愛あいの説教しようとしてない？」

「説教？　いや、もっと初歩的で、当たり前な確認じゃん、これ」

「ウケる。なあ、おい。君、見たところ確実に童どう貞ていっぽいけど、ああ、だから知らないんだね！　モテない奴の僻ひがみほど、みっともなくて醜みにくいものはないってコト！」

　これまでで一番あからさまな挑ちよう発はつ、頭に血を昇のぼらせて判断力を奪おうとしているのは明白で、だから、逆に読めた。

　万ばん端たんだった迎げい撃げき準備、他者を手玉に取ることを快感とする男が、何を考えるか。

　パットは、哄こう笑しようと共に指さされた瞬間、右みぎ斜ななめ後方へ振り返って駆かけ出だした。

「なっ!?」

　勇者タケトにとって、予想外は二つだったに違いない。

　ひとつは、狙いの看かん破ぱ。並べた手て駒ごまの威圧感に隠した伏ふく兵へいを読まれたこと。もうひとつは、パットの身体が光を纏った瞬間、身体能力が不自然に向上したこと。

　方ほう向こう転てん換かんの旋せん回かいと同時、一発の銃じゆう弾だんがこめかみの真横を通り抜ける。耳の上の髪が千切れて舞うも、その足は止まらない。

「よっ、寄らせるな、狙い撃てッ！　いいか、そこから撃ち続けろ！」

「──は。愛の言葉は達者でも、戦術の命令は最悪だな、ハーレム・チート」

　パットは見下げ果てる。撃ち込まれた方向、目にした閃せん光こう、はっきりと位置の割れた狙そ撃げき手しゆに継けい続ぞくを指示など愚ぐ策さく極まる。それは『先に当てられる』といった技術への信しん頼らいですらなく、『戦力の浪ろう費ひなどどうでもいい』と思っているだけなのが救えない。

「勇者失格だろう。パーティ組んだ仲間の状態、気にもしないような奴はよ」

　先日はまんまとやられたが、今日は、気の毒なほど条件が偏っている。相手の場所を互たがいに捕ほ捉そくしており、何より、この場面に臨む心構えが完かん了りようしている。

「一方的な長ちよう距きよ離り狙そ撃げき──なんてのは！　こちとら長年イメトレしてんだよッ！」

　パットが受けた大賢者によるガチ無理育成トレーニングメニューの中に燦さん然ぜんと輝かがやいていた対遠距離戦せん闘とう──それは、大魔王四天王が一、《千せん里り弓きゆうロクトス》の射る〝大陸横断狙撃〟を打ち破ることを目標とした修行であった。

「空の果てから飛んで来る矢に比べたらッ！　こんなん、ヌルすぎだっつぅのぉっ！」

　予期せぬ不意打ちでなく覚悟を終えた想定内なら、いくらでもやりようがある。

　射手にとって忌まわしき、照準を逸らす稲妻ジグザグの軌き道どうで駆けていく。連射の利かない狙撃銃から弾だん丸がんが放たれる間かん隔かくを把は握あくし、互いの呼吸を合わせるように回かい避ひを続ける。草地を通過し、窪地の斜しや面めんを駆け上がり、そして、ついに、再び対面した。

　木の上に潜んでいた、迷めい彩さい化け粧しようの幼女と。

「よっ。先日はども、トッカラケいちの猟師さん。すげえな、殺気の消しっぷり」

　パットの軽口に対する返答は、頭に突き付ける銃口と、相打ちであろうとここで獲え物ものを仕留めるという、小さい身体にアンバランスな、熟練猟師の鋭い眼光だった。

「…………、ぁ」

　それが思わず声を漏もらしたのは、彼女の腹が大きく鳴ったからだ。

「なに、腹減ってんの。昨日とか、あそこの村で楽しく皆でメシ食ってたのに」

「──俺は、元々外敵だ。償つぐないを終わらせん限り、村で寝ね泊とまりも食事もできん。ずっとこの森の中で警備を言いつけられている。別に不自由も不満もない。元々、一人で狩るのが仕事だった。俺は、あるじ──タケトに喜んでもらえばそれだけで」

「いいわけねえだろ」

　少年は断言する。己の真実で、真正面から、狙撃手を撃ち抜く。

「冗じよう談だんじゃねえ。そんな、辛そうな顔で何言ってんだ。あんたにだけ苦しいところ押し付けて、平気な顔で笑ってられるような奴のパーティなんて、抜けちまえ」

「────ッ！」

　銃じゆう声せいが響く。引ひき鉄がねが引かれたのは、彼の言葉をこれ以上聞き続けるのは危険だと彼女こそが感じ取ったからだろう。植え付けられた愛情が、領地を守る為の反射を促うながした。

「─────────」

　地面に落ちたのは、眉み間けんを狙われた少年ではなく、少女の手から離れた狙撃銃だった。しかし、どちらもそれを取りに追いはしない。

　彼女は──愛を捧ささげる勇者にもされたことのなかった熱い口づけを、少年と交わしていた。

「……ッ、……………ッ!?」

　見開かれた眼めが徐じよ々じよに閉じ、腕が相手を引ひき剝はがそうとするのを止めた。

　重なっていた唇が離れ、とろけた瞳ひとみをした彼女に、パットが尋ねる。

「シェータ。勇者タケトを、どう思う？」

「…………百度、頭を撃ち抜いたとて足りん。小僧──気付かせてくれて、助かった」

　そう言い残し気を失った彼女を抱え、先日村を見下ろしていた場所に立つ。

　ほどなく絶ぜつ叫きようが聴こえ、その反応に満足しながら、パットは悠ゆう然ぜんと村へ戻る。

　再び対たい峙じした勇者タケトからは余よ裕ゆうが失せ、わなわなと身体を震わせている。

「き、き、君、まさか、まさか、まさかまさかまさかまさかまさかおまえっ！」

　攻こう守しゆは逆転した。パットは完全に血が昇った相手に、渾こん身しんの下げ卑びた笑顔とピースを放つ。

「はははははははは、ごちそうさんッ！　おまえがあんまりもたもたぐだぐだしてるもんだからよ、こっちで頂いちゃいました、てへッ！」

「っあぁあぁああぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁあぁぁあっ！」

　頭を掻かき毟むしり、表情を憤ふん怒どに歪ゆがめ、地じ団だん太だを踏むハーレム勇者。

「ふっ、ざ、け、る、なぁぁぁあッ！　僕を、僕だけを愛したままなら、やられたってどうなったって構わない、散り際だって美しい！　けどさぁッ！　心変わりしちゃ、そんなのは、それだけは──ハーレムに、略りやく奪だつは御ご法はつ度とだろうがぁぁああッッッッ！」

　これこそが、禿頭Ｐに託たくされた情報──《ＮＴＲネトラレＮＧ》！

　連中は決まって、自分のハーレムのメンバー一人一人を愛しきらないくせに、それが他人のものになることを絶対許さず、そして、意地でも取り戻そうとする！

「返せ返せ返せぇッ！　そいつは、僕が手に入れたヒロインだぞぉぉぉぉおッ！」

　盤ばん石じやくの防ぼう御ぎよ、女性たちの囲いから前に出て、半はん狂きよう乱らんになりながら懐に手を突っ込んだ勇者タケトが取り出したのは、桃色の液体が詰まった小さな瓶びんだった。

「戻ってこいッ！　おまえは僕のなんだから、こっちにいなくちゃ駄目だろうッ！」

　その瓶を、地面に叩きつけようと腕を振り上げ……手から離れた小瓶が地面に当たる寸前、電光石火で跳とび込こんだパットがかっさらう。

「狙い通り。こうすりゃおまえらは出すんだよな、《ハーレム目》のチートの元を！」

《ハーレム目》が行う魅了のタネ、その正体が、このちっぽけな瓶の中にある。
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　入っている液体は甘い果実の匂いがする香こう水すいだった。使用者から見て異性にあたる者は、これを魅了耐たい性せい値ちを越えて取り込むと、強力な誘惑の効果を受けてしまうのだ！

「つまり──こうしたら、どうだぁっ!?」

　一度摑んだ香水の瓶を、今度はパットが、己を使用者として叩きつける。

　瓶は砕け散り、周囲に桃色の霧きりがもうもうと広がる。

　目を付けた一人二人に使うならば、ほんの一いつ滴てき──耐性が極めて弱いものには、ハグの際うなじに密かにつけられていた程度の分量、森の中に散布していた空気中の香水が付着したものだけで十分な誘惑のチート・アイテムが、勇者タケトの創り上げたハーレムの女性たちを包んでいく。

　霧が晴れた先、起こるのはそう、魅了を再使用された女性たちの一斉掌てのひら返がえし──

「──あはははははははははッ！　や、や、やりやがった、この馬鹿がッ！」

　だというのに、勇者タケトは激げつ昂こうを強めるどころか、腹を抱えて大笑いした。

「都合のいい安直な考えだ！　思わなかったのかなあ、天下無敵の勇者チートに、そんなわかりやすい穴があるわけないって！」

　過ぎたる魅了は、呪いに同じ。《ハーレム目》が生み出すアイテムも魔法業界の原則にならい、不正使用の対策セキユリテイが備わっているのだと勇者タケトは吠える。

「この香水、《愛あい染ぜんの秘薬》が他人に使われた時！　それを使用した人物は異性でなかろうとも、本来の所有者に惚れ込む効果が小瓶のほうにかかっているのさ！」

　まさに悪あく辣らつ。報復と効率が一体となった、意い趣しゆ返がえしの逆転を嘲あざ笑わらう皮肉の呪じゆ詛そ。

「残念だねぇ、いいとこまでいったのに！　せっかくほんのちょっぴり、ファンタジー世界のモブ風情がチート勇者を驚かせられたのに、自分のドジで御ご破は算さんだ！」

　目の前にいるものの、濃い霧に阻まれて見えない相手を勇者タケトは笑いのめす。

「じゃあパットくん、最初のお願いだ！　この霧が晴れて見やすくなったら、女の子たちが全員しっかり軽けい蔑べつ出来るくらい、みっともなく僕の靴くつを舐めてくれ！」

「オッケー」

「はへ？」

　鼻先にまで来てようやく見えた、霧の中からの靴くつ底ぞこを勇者タケトは避けられず無防備な鼻へと食らった。「ぶっ、ほ、へばぁっ!?」とみっともなく地面を転がる。

「はっはぁーナァーイスリアクションッ。成程成程そうやんのね、笑える靴の舐めかたって。おかげでわかったわ、ンなこと死んでもやりたくねえって！」

「な、な、何をしてるんだおまえぇええっ!?　い、いやそれ以前に」

「どうして僕に惚れてない──なんて、愉ゆ快かいな台詞は吐いてくれるなよ、勇者様」

　霧が晴れ、甘い残り香が漂うその中に、彼はいる。

「自分でわかんねえ？　本当は理解してんじゃない？　おまえ、チートがなかったら、まるでぜんぜん、ちっともモテねえ性格キヤラだってことくらいよ！」

　ずんずんと大おお股またで、拳を鳴らしながら歩いてくる、間違っても魅了なんかされていない凶悪な笑みの外敵に、勇者タケトは鼻血を流して困こん惑わくする。

「そっちも、ちったぁ考えなかった？　狙撃手が、どうして洗脳を解かれたのか」

　遅きに失する理解が勇者タケトの顔に浮かんだ。口から「あ」と漏れ出した。

「重要なのは効果時間。強く嗅かがせれば暫しばらく体内に留まり効果を及ぼすが、完全に薄れる前に改めて嗅がせなきゃいけない。つまり、それを除去することが出来れば《ハーレム目》の影えい響きようから逃のがれられる。たとえば……肺の中の気体を、口から直接吸引したり」

「あ、ああ、あ」

「俺、効かねえんだわ、そういうの。おまえらお得意のチートも、特に──〝呪い〟や〝毒〟の類たぐいには、三百年ほど濃い～のに付き合わされたもんで、扱あつかい方かたもわかってる」

「────────だ」

「最後にひとつ、聞かせてくれよ。……何人も何人も何人も何人も、俺からしたら照れすぎて眩暈めまいがしそうなくらい集めてたけど。結局おまえ、誰が本命だったわけ？」

「誰でもいい！　愛してやるから僕を守れ、僕のことが好きなんだろぉぉおッ!?」

　縋すがりつく視線、パットの後ろに立つ女性たちへ、ハーレム勇者が叫んだ懇こん願がんは、

「「「「「「「「「地獄に落ちろ、浮うわ気き者もの♪」」」」」」」」」

　全員からの、親指を真下に向けるジェスチャーで却きやつ下かされた。

「いやはや残念。つうわけで」

「こ、こんなの違う、ミスっただけだ、一個前の選せん択たく肢しからやり直させろおぉぉっ！」

「抱える女を増やしたいなら！　その前に、自分の器を広げやがれっ！」

　地面に這いつくばりながらやり直しを叫んだ勇者タケトは、地を舐める軌き跡せきのアッパーカットをくらい、天高く宙を舞った。
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　山間の町、トッカラケ。ほんの二日前、悲嘆に暮れ、苦く渋じゆうの選せん択たくを迫せまられた人々の顔に、今日浮かぶものは、喜色満面の笑顔だった。

「蔵開けろ蔵！　逃げる為に集めた食料も、そんなもの必要なくなったッ！」

「こんな日に騒がないで、なァにが〝浮うき世よを発たてるもてなしの町〟だ！」

　誰も彼かれもが忙せわしなく駆け回る。二日連続の大だい宴えん会かいは、目の前の問題を浮かれて忘れるものではない、もっと底そこ抜ぬけに前向きな、未来への祝福に満ちていた。

「よう、あんちゃん」

　町中そこかしこにあふれる酒席と沸き立つ人たちの座から離れ、端はしからその様を眺めていたパットに声をかけてきたのは、目を真っ赤にした禿頭のＰだった。

「一いつ杯ぱい注がせてくれや」

　差し出した木のカップに、琥こ珀はく色いろの液体がなみなみこんもりと泡あわを作る。

「「乾かん杯ぱい」」

　一気に飲み干し、一緒に持ってこられた皿の串くし焼やき鳥へ食いつく。

「本当によ、あんたらには、トッカラケ一同、どう礼を言ったらいいか……」

「んははははっ。いやいやそんなの、言葉以上にもらっちまってんだけども」

　目を瞬しばたたかせるスキンヘッドＰをよそに、パットは二本目の串くしへ手を伸ばす。

「本当なら一いち見げんにゃ出さない、とっときの熟成肉が食い放題だぜ？　なあ、また絶対寄りに来るから、こんな美う味まい文化、間違っても絶やさないでいてくれよな！」

　禿頭のＰは、目め端はしに浮かんだ涙を拭ぬぐい、いつにない真顔を浮かべた。

「────勇者」

「ぁん？」

「三百年前。異世界から召喚よばれた奴らが、プロミステラを救ってから……すっかり連中のモノみてえになっちまったが。それよりも前から伝わってた──求められてた〝本当の勇者〟ってのは、あんたみたいな奴、だったんじゃねえかな」

「……けっけっけ、よしてくれよ。言った通りに、俺は結局〝志望〟で終わった半はん端ぱ者ものだし、そんな御大層な〝本物の勇者〟がよ────」

　否定の言葉を遮さえぎるように──または補助をするように、中央広場で歓かん声せいが爆発した。そこにあるのは、大工衆が怒ど濤とうの勢いで組み上げた一日限りの舞台だ。

『みんな、ただいま────っ！　わたしたち、戻ってきたよ────────っ！』

　今度こそ、野太い声なんかじゃない。そのスネに、剛ごう毛もうなんて生えてない。

　トッカラケ名物──純白・清せい楚そ・天てん真しん爛らん漫まん、フリフリの衣装が抜ばつ群ぐんに似合う天使巫女たちが青空の下へ降臨した。

「「「「「おおおおォオァ────ッ！　エ────ンジェルッ！」」」」」

　盛り上がりは最高潮、観光客だけでなく町内にもファンを幾いく人にんも抱える天使巫女の復活ステージは、万ばん雷らいの拍手と涙さえ混じる歓声に迎むかえられていた。

『さっそくこれから復帰ステージを始めちゃうんだけどっ！　な・な・ななんと今回は、特別スペシャルサプライズゲストを呼んじゃってるのッ！』

　期待感の高まりを、リーダーでありＭＣも務めるセンターのツインテール少女が受け止める。

『では──ベラちゃん、マリーちゃん、にっこり天使の笑顔でどうぞ────っ！』

　熱ねつ狂きようが更に加熱する。舞台の床が開き、飛び出して、打ち上がって降りてくる。

　天使巫女装備《尊とうとみの羽は衣ごろも》の効果で、羽ばたきながら、ふわふわと。

『いえ────いっ！　くはははは、盛り上がっておるな愚ぐ民みんどもっ！　妾であるぞ！　頭が高い！　しかし今日は許すとしよう！　このめでたき日、魔王が天使を演じる一生一度の奇き跡せき、余すことなく味わっていくがよいわっ！　ねーっ、マリ───ッ!?』

『ぅ、ぅは～い……その節は、勇者にさらわれ、ご迷惑をおかけ、い、いたし、ましたので……なのでぇっ！　今日は、私も、クッコロイヤル家に伝わる門外不出の《精霊の舞い》、三百年振りに日の目を見させて頂きますぅ……！』

　片や友達が戻った喜びで、浮かれまくりハイテンションな魔王と、片や未体験レベルの羞恥で目を伏ふせ、しきりにスカートの丈たけを気にする誇り高き姫騎士。

「ぎゃっはっはっはっはっはっはっはっ！」

　そんな仲間を遠巻きに眺め、実に傑けつ作さくだと手を叩く功労者の少年。

「いいじゃん二人とも！　今回、実際の解決は俺一人でやったようなもんだし、こういう風に帳ちよう尻じり合わせてくれるんならば何の文句もありませんっ！　──おぉーい、あんまりもじもじしてっと逆にダッセぇぞー姫さんっ！　〝お詫びになんでもする〟って言ったんだからよ、観客の皆さんをちゃーんと満足させてさしあげないとっ！」

　普段とは差がありすぎる露出をしたマリーが、野次を飛ばしたパットを睨みつける。そんなふうに恥ずかしがる友人の愛おしさと可愛かわいさを誰より間近でベラは堪たん能のうする。

「とまあ、こんな具合にね。〝本物の勇者〟がさ、こんなゲッスい顔で、エッグいお願いしないでしょ？」

　極上の悪戯いたずらが最上の成果を見せた満足感に、笑いながら禿頭のＰに向き直る。

「おい」

　たまげすぎて、パットは椅子からすっ転ぶところだった。

　大歓声があったとはいえ、接近の気配を感じなかったし、足音も聞こえなかった。

　それも当然。その人物は、獲物に気付かれぬ行動を常とする、凄すご腕うでの猟師である。

「え、えっと、あ、ああ、シェータ、さん、ですよね？」

「うむ。改めて、礼をな。トッカラケ一同、おまえたちに救われた。感謝している」

「う、うっす。……その、ところで、無礼なことを聞くかもしれないんですが」

「なんだ」

「どうして、まだそっちなんですか」

　栄光の翼亭マスターの祖父、シェータ・マグドニカ。

　寡黙な銃手で、トッカラケいちの猟師とされる人物は、未だ幼女の姿であった。

「俺をこうした魔法使いに聞いたのだが、勇者に使わされた未完成の転生術式は特別難儀な代物らしく、施した当人であっても効果が切れるまで解かい呪じゆが出来んらしい」

「そ、そりゃあまた、なんというかお気の毒な。いつくらいには元に戻れるんです？」

「完成の暁あかつきには、長ちよう寿じゆのエルフ連中に売りつけるはずだったらしくてな。はっきりとした期間は不明だが、少なく見積もっても百年だと」

「おファッ」

　淡たん々たんと語られたとんでもない事実に、鳩尾みずおちへいいのを食らった時の声を出すパット。しかし当の本人のほうがそんなことなどどこ吹く風だ。

「気にはしてない。あの馬ま糞ぐそから解放されて、トッカラケに戻れただけで十分すぎる」

「は、はあ……そうであれば、まあ、よかった……」

「戸惑いより、得たもののほうが大きい。お迎えも近い歳としまで生きていた俺だが、これでまだまだ、銃の腕も猟師の生き方も追求できる。筋力も体格も落ちて、赤あかん坊ぼうの頃から育てた孫が年上になったのはそれなりに堪こたえたが」

　二の腕を差し出し「揉んでみろ」と言ってくる褐かつ色しよく幼女。話を合わせねばなるまい、とパットはそれをふにふにとやり「成程」と頷く。元の性別が男で、かつ、老人であったなんて、事前に聞いていなかったらわからない、瑞みず々みずしさと柔やわらかさがあった。

「どうだ」

「うっす、女の子っすね、シェータさん」

「だろう。……ところで」

「はい」

「これ、どう思う？」

　シェータは一歩二歩と下がり、潜せん伏ぷくで汚れていた服から着き替がえた──トッカラケでは定番の、天使巫女の衣装を模した女児服を示して尋ねる。

「…………？　えっと」

　ちょっとだけ、逡しゆん巡じゆんする。

　パットは〝これから少女として、乙女おとめとしての人生を始めねばならない自分は、きちんとやれているか気になっているんだな〟と判断し、迂う闊かつなことを言った。

「よくお似合いです。とても、すごく──可愛いですよ、シェータちゃん。将来はあの舞台の、センターだって務つとめられますね」

「────こりゃ、まいった」

「え？」

「今度はこっちから、撃ち落としてやるつもりだったのに。二度までも撃ち抜かれた」

　何を言っているのだろう、という困惑に、明確な返答が来る。

　幼き子供の潤うるんだ瞳は、ほんの一いつ瞬しゆん悩んでから、言葉にすることこそが自分に力を与えてくれると信じるように、勇気をふるって、宣言した。

「なあ、若いの。……いや。パット、おにいちゃん。俺は、さっそく──新しい人生の、目標ができちゃったぜ」

　照れくさそうに、誇らしそうに。そんなふうに笑った少女は、天使のように愛らしく。

　パットが呆気に取られているうちに、間合いを詰め、跳び込んできた彼女から──不意打ちで、額に一瞬触れるだけの、ささやかな口づけをされた。

「ばぁん」

　最後、心臓を狙い撃つジェスチャーを決めた幼シェータは、とてとてと走り去る。

　残された少年は、言葉が出ない。

　すぐそこで盛り上がる舞台、人の町へ降りた天使たちはこう歌う。

『愛を諦めないで　恋にまっすぐに　そっけない運命を撃ち抜きにいこう』

「『真の勇者の素質持つもの、なんか知らないうちにハーレムを築かん』」

　禿頭のＰが怪あやしい格言を囁きながら、パットの肩へ手を置く。

「この先、頑がん張ばれよあんちゃん。援えん護ご射しや撃げきってわけじゃねえんだけどよ、シェータさん、料理が巧うまいんだ。栄光の翼亭のマスターに仕し込こんだ師匠も、あの人だぞ」

　晴れ渡る空を見上げ、少年はふと笑みを零こぼし、それから──自分と同じくして旅に出ているであろう恩人のことを、現実逃とう避ひ気味に思った。
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　魔ま法ほうが一体どこから来るのか、考えたことはあるだろうか。

　正式名めい称しようは《世せ界かい樹じゆ大森林》、しかし通りのいい名は《エルフの森》。

　強い魔ま力りよくと長い寿じゆ命みようを持ち、清せい浄じような自然の中に築いた独自の文明に暮らす種族の住まうその地こそ、プロミステラに満ちる神秘の力の中心地たる、緑の聖域と謳うたわれる。

「私たちの目的は、その奥おくの奥──《星ほし満みちの泉》にて身を浄きよめることだ」

〝勇者の巣〟の撤てつ去きよ作業も手伝って山間の町トッカラケを出発してから十日が経った。

　順路上の中ちゆう継けい点てんではなく、明確に立ち寄るべき目的地のひとつとして、マリー・ラフラ・クッコロイヤルが、ついに見えたその場所を指さす。

「かつて精せい霊れい女王も訪れたように、大規模魔法儀ぎ式しきの前にはこの工程が不可欠なのだ。何しろな、世界樹の根が吸い上げた星の力が溶とけこむ聖なる水は、日ひ々び自然とついてしまう不ふ浄じようを洗い流し、お肌はだはスベスベ、食欲増進、安あん眠みん健康、騎き士し職しよくの皆みな様さまにはお馴な染じみの鎧よろいを脱ぬいでも残ったままのイヤ～な肩かたの重みもスッキリなのだぞ！」

　トッカラケを経由した時以上にプンプンしている私情のにおいだが、困ったことにこの女、今回はきちんと使命を抱だき合あわせている。

「…………あのさあ」

　けれど今回、そっちにツッコんでいる余よ裕ゆうが彼にはない。

「俺おれ、学もろくにないド田舎いなかの出身だけど、一応、エルフの森は知ってたよ。世界的に有名だったし、旅のエルフから、故郷の話だって聞いたこともあった」

　だから今回、内心わくわくしていたところもあった。観光旅行じゃない、と言いながら、パットだって気になっていた場所に立ち寄れるのが楽しみだった──の、だが。

「ここ、どこ？」

　パットが心の底からの疑問で絞しぼり出だした声の先に、その光景が見えている。




　森は森でも、灰色の森だ。

　無数の四角い、千年を生きた古木より聳そびえ立たつ建物らしき何かの中に、申し訳程度の世界樹が一本だけぽつんと生えた、想像していたのと違ちがう大森林が見えていた。




「俺の知ってるエルフの森はさ、神秘に包まれて、自然の恵めぐみがあふれる具合で……」

「パットよ。近くの大きい街とかからは、結構、シャトルバスとか出てる」

「しゃと、ば、え、なに？　俺の知らないモンスター？」

「シャトルバス。それは、観光やイベントなどが行われる目的地まで利用客を運ぶ為ための短い間かん隔かくで運行されるバスのことで」

「いや待って？　シャトルバスの説明じゃなくて、観光？　今、観光つった、世界樹大森林に？　長い間、他種族の立ち入りを拒こばんできた、エルフたちの聖域に？」

「パットくん。ほらあれ」

　ベラのさす、世界樹の繁しげる雄ゆう大だいな葉のほうへとパットが目をやる。そこには、なんでようやく気付いたのか、あるいは無意識に頭が理解を拒んでいたのか。

　現在の世界樹大森林を端たん的てきに示す文言が、ぴかぴかきらめく大看板に載のっていた。




《ようこそワールドツリー学園都市　他種族歓かん迎げい　入学願書常時受付中》




「世界樹大森林、エルフの森──そう呼ばれていたのは、三百年前まで。今のあそこは、召しよう喚かん勇者ヒロキがもたらした幸福概がい念ねん〝セーシューン〟を謳おう歌かせんとする異世界的新職業《ココーセ》が支配する、プロミステラで最も別世界な場所なんだよ！」

　パットがへたりこんだところに、奇き妙みような音を響ひびかせる乗り物が通りかかった。

「どこからかの帰りのバスか。ちょうどいい、そこの停留所から乗ろう。道中予期せぬことを避さける為にここまでは使用を避けていたが、この距きよ離りならばもう構うまい」

「了りよう解かいっ。それじゃはいこれ、パットくん」

　ローブの中から取り出した──何か、魔法使いたちが用もちいるのにも似た、しかしそれとは決定的にデザインや材質が異なる気がするカードを、手の中に握にぎらされる。

「それ、あらかじめいくらかデンシ・マネーをチャージしてあるやつね。先にやるから、わたしたちと同じようにして。真ん中のドアが開いてステップを上がったら右手側のあるやつにスィーカをタッチ、ピッて鳴ったらオッケーです！」

　何一つパットには意味がわからない。渦うず巻まく混乱の中、操り人形のように二人の後に続くが、しかし、直前になって泣きそうな顔で騒さわぎ出だす。

「ななななんででっかい鉄のカタマリが馬に引かれても魔力を動力にしてもねえのに走ってるわけ!?　これ乗って大だい丈じよう夫ぶなやつなんだよな!?　急に爆ばく発はつとかしねえよな!?」

　車内の視線が集まる。くすくすと忍しのび笑わらい、「なにあれ」「ひょっとして、バスはじめてなんじゃない？」「どこのイナカものなんだろ」といった声が方ほう々ぼうから。

　乗っていたのはエルフの女たちで、その格好は皆みなが同じだ。パットの見たことのない、三百年前のプロミステラには存在しなかったデザインで、名は《セラフック》──すなわち《天使へ似るセラフイツク》を語源としているのが明らかな可か憐れんな衣装である。

　走り出して間もなく、パットは「……まあいいか」と落ち着きを取とり戻もどす。

「しかし──バス、ねえ」

　改めて車内を見み渡わたす。魔力船マナシツプや馬車ともまったく異ことなる内装、足元から聴きこえる妙みような音、御ぎよ者しやらしい者が握っている車輪みたいな輪、どれをとっても理解に苦しむ。

「世界樹大森林の有様も、この妙なのまで含ふくめて、勇者ヒロキの影えい響きようなんだよな？」

　後部座席に振り返って「うおっ」と声を上げる。マリーとベラが二人一いつ緒しよに、窓から外を見ていた。……景色を楽しんでいる、というには、切せつ迫ぱくしすぎた表情で。

「……案あん外がいな、どうにかなるんじゃないか、と、思っていたのだ。乗るのは、前回痛い目を見て以来だが、魔力船で海路も行ったし、鍛きたえられているに違いない、と」

「は、はあ」

「魔力でも動物の力でもないもので走るバスは、とっても速くてとっても便利、なんだけど……わたしも、マリーもね、やっぱり、魔ま王おうと姫ひめ騎き士しってことで、うへ、うへへ、勇者がもたらしたモノとは、ソリがね、合わねえんだぜ、まいっちゃうことに……」

　つまりハチャメチャに酔ようらしい。話すのも憚はばかられ、パットは向き直る。

「中に入る前に、今のエルフの森について聞いておきたかったんだけどな……」

　バスの窓から見える、アスファルトで舗ほ装そうされた道路を走る、並び立つビル、セラフック姿のココーセ・エルフがオープンテラスのカフェでシャレオツなカップ片手に談笑する姿──人もモノも風景も、何もかもがパットの知る〝厳しい掟おきてを遵じゆん守しゆし自然の中で慎つつましやかに日々を生きる〟エルフからかけ離はなれ、面おも影かげもない。

「これが……こんなことにまでなんのかよ、召喚勇者の、世界侵しん略りやく……」

　先日の、トッカラケの住人たちが襲おそわれていたハーレムとスローライフの合わせ技がかわいく見えるほどの変わりっぷりに、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく──その時だった。

「全員、動くなッ！」

「おとなしくしろオッラァーン！」

　談笑で賑にぎわっていた車内に、突とつ如じよ怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

　発されたのは最前列の、伝統的なエルフの衣服でありながら、世界樹大森林では昨今《マジデナウィ》と蔑べつ称しようされる、露ろ出しゆつの極めて少ない貞てい淑しゆく清せい楚そなオーガニック素材の服を纏まとった二人の女からだ。

　それぞれの手には、厳重な包帯巻きで正体を隠かくされていた長い杖つえがある。先せん端たんに魔力の輝かがやきが灯ともり、刃は物ものの切っ先に等しいそれが運転手の後頭部に突つき付つけられる。

「このバスは今より我等《世界樹解放同盟》がもらい受ける！　諸君への要求は実に簡単だ、今から五分後にこの鉄てつ塊かいを粛しゆく清せいの槌つちと化し侵しん略りやく者しやの根城へと叩たたきつけるが、それまでに種の誇ほこりを思い出して欲しい！」

「ホコリ被かぶったアタマをコツコツたたけーっ！」

　外部からの魔力干かん渉しようを受け、バスの速度が制せい御ぎよを外れて増していく。パットが押おしたボタンの『つぎ、とまります』の声に、珍ちん事じもたらせし元げん凶きようが、慇いん懃ぎんに吠ほえ散ちらかす。

「止まりはしないッ、止まらせはしないッ！　審しん判ぱんの日、今こそ来たれりッ！　嘆なげきも痛みも苦しみも、自分たちの愚おろかさへの罰ばつ、父祖への謝罪とするがいい！」

「悔くい改あらためやがれ、堕だルフどもー！」

　憤ふん怒どと憐れん憫びん、願望と陶とう酔すいに塗まみれつつ、その長い耳が、感情に応じてピコンと跳はねる。

　今、このバスの乗客たちを、自じ爆ばく特とつ攻こうに巻まき込こんだ二人の女も、自分たちが襲った相手と同じエルフであった。

　サイズの小さいほう、緑の髪かみをした慇懃口調が主導のようだ。「そもそもエルフとはどうあるべきか」の高説を茶色の瞳ひとみを見開いて大おお真ま面じ目めに垂れ、その後ろにいる葡ぶ萄どう色いろの髪をしたガラの悪い背高が、翠みどりの瞳を輝かせながら無限にうんうんと頷うなずいている。

「……この雰ふん囲い気き、『俺ら違うんで降りていっすか？』で許されなさそうじゃんね？」

　パットが後ろの席の二人に問いかけるも、どうやら二人ともそれどころではない。

「私の本来の高貴さが百として……仮に、もしそこに、ほんのちょっと、マイナスになりそうなことがあったとしても……ぉっぶ……百が九十九になったところで、私は依い然ぜん変わりなく、姫騎士のままなのではなかろうか……誤差だよ誤差……」

「あんな、妾わらわのローブな、装備した魔王の混こん沌とん魔力を利用した保管庫になっておって、それが魔マ王オーラを閉じ込めて隠す仕し掛かけなんじゃけど……ついでに、生き物以外ちょっとしたものならしまえるんだけれども……あとはわかるな……」

　二人共、乱暴な運転のせいで、更さらに見せられぬ顔色とダメな思考になっている。

「いいかおまえらー少しでもあやしい真似したらバッボンだぞバッボン！　くっしし、自じ慢まんすんだけど、ボクのレシアの炎ほのお魔法はそりゃーすっげーんだからな！」

「──静せい粛しゆくに。作戦行動中に、相棒をあまり照れさせてはなりません、ラフ。それに小生、貴君には負ける。この計画も、その魔力干渉魔法あってのものなので」

　小さい身体からだで大真面目なレシア＆大きな身体に子供の元気なラフと呼び合った二人のバスジャックエルフ、タイプは正反対に違えど気の合った相棒同士というか、何となく邪じや魔まするのが悪いほど二人とも楽しそうではある。

「……何がなんだかわけわかんねえけど、しかし」

　このまま黙だまって巻き込まれてやるわけにもいかない。

　素早く周囲を確認する。他の乗客エルフたちは、誰だれも二人のバスジャック犯のような〝杖〟を持ち合わせていない。《魔法使いは、本人の実力以上に、それを正しく発動させる為の道具を必要とする》というのは師し匠しようであるファイハンタの言葉だ。

『よいか脳筋弟子。魔法というのは難なん儀ぎな代しろ物ものでな、どこまで技量を極きわめようと、行使に向いとるどんな種族であっても、適した道具を解さねばうまく発動させられん。それがなくても平気なのは、魔王とかそこらの反則持ち連中くらいじゃろな』

　その証しよう拠ことして、世界一の賢けん者じやと言われる人物もまた大だい水すい晶しようや理り智ちの杖を手放さなかった。自分たちの絶対優位を確認する為にも、このバスジャック犯二人組は乗客たちをしっかりと観察していたのだろう。ああ見えて、中なか々なかどうして切れ者だ。

「──しゃあねえ。いざとなったら自分の身体ぁ盾たてにして、流ながれ弾だま防ぐってことで」

　ざっと頭の中で対近接魔法戦を反はん芻すうする。奴やつらの視線が外れた瞬しゆん間かん機を盗ぬすもうと集中力を研とぎ澄すます。

　……そんなふうに、パットはとてつもない勘かん違ちがいをしていた。得意満面で大騒ぎしているエルフコンビは、愚か者の振りをした切れ者なのではなく真正の阿あ呆ほうであり、さっきから乗客たちが妙に静まっているのは……マリーもベラも焦あせっていないというのは何な故ぜなのかを、気付きそこねていたのである。

「キャハハハハハハハッ！　テロリちゃん、目線ちょうだ────い！」

　なので、思い切り面食らった。今まさに命の危機に晒さらされていたココーセ・エルフたちが、揃そろってセラフックのポケットから取り出した……掌てのひらサイズの縦長で板状の何かが、パシャパシャと音を立てながら無数の光を放つ。

「あーしはじめてナマで見た！　めっずらし！　マジにいたんだ《復古派》なんて！」

「逆にパなくね!?　どこのショップに売ってんのあんなダサくてふっるい服！」

「もしもっしー？　あんねー、今チョーウケんの！　ウチね、バスジャックされてやんのバスジャック！　や、遅ち刻こくのホラじゃねーし今回はガチで！　すいまっせーんそこのおフタリー、もっかいさっきの爆ばく笑しようアイサツやってもらっていっすかー!?」

　顔面が引きつるバスジャック犯、パットも思わず青ざめる。

「ふ、ふふ、ふふふふふっ！　嘆なげかわしや、堕だ落らくもここまで極まれり！　同じ結末を迎むかえるにしても最期に高潔な精神を取り戻させることが手た向むけと思ったが、どうやら、貴様らにはその慈じ悲ひすら余計であったようだな！」

「よくわかんねーけど動いたってことは撃うたれたいってことだよな！　よっしゃー！　期待に応こたえるのが年長者の務めだぜ、BURNバーンとやっちまえ、レシア────っ！」

　向けられた杖の先に火球が現れる。収束する速度も魔力の質も熟じゆく練れんだと肌で感じる。プランは崩くずれたが動かないわけにはいかないと、パットが足を踏ふん張ばる。

「ほい」「えい」「それ」

　そのどちらよりも先に、乗客たちが、タテ持ちしていた小さな板を──寝ねかせるように先端を向け、起き伏ふくのない表面を、ボタンでも押すようにタッチした。

『アプリケーション、スタート。マジック・エミュレート・モード、起動します』

　まったく同一の声、同一の音程で、板が喋しやべった。

　差し向けられた先端部に、相手の杖と同じ……いや、テロリストが放たんとしていた火球より強力な魔力を固めた弾だん丸がんが現れ、射出される。

「へぶ──────────っ！」

「もあ──────────っ！」

　魔力弾は精密に誘ゆう導どうされ、二人組だけを雨あめ霰あられと打ちすえて吹ふっ飛とばし、そこに多くのココーセ・エルフが群がって取り押さえる。

「うっわー、初めて見ちゃったナマのマホー！　ほんっと、くっだんねー手品！」

「今のヘンなのやる為に、っぶふ、森の中とかに普ふ段だん住んでてシュギョーすんでしょ!?　ひえー、無理ぃーっ！　考えられねーんですけど！」

「そんだけがんばって、なのに最後はあんなふうに重くてかさばってカワイくもデコれもしないツエとか持ってなきゃいけないのとか悲ひ惨さんだしショボすぎじゃん？　これスナオなギモンなんだけど、そんなふうにしてまであんな不便にコダワるイミあるワケ？」

「ねー！」「それなー！」「そゆことだわ─！」

　手近な相手とハイタッチし、それからココーセ・エルフたちは無様なテロリストを嘲あざ笑わらうように、手に持った板を突き付けて──




「「「「「写真も動画もＳＮＳも、アプリも電話も魔法だって！　同じ道具使うんだったら、ぜーんぶスマホで足りてっし！」」」」」




「────────すま？　ほ？」

　大合唱に混じれず、さっきからただ呆然としていたパットが首をかしげる。

「あのちっこい板で、しゃ、写真、動画──え、えすえねーす？　あぷり？　でんわに、マホウ──って、そんな、無茶苦茶にいろんなコトができちまうのか？」

「違ちがぁうッッッッ！」

　魔力弾に打ちのめされ、杖も没ぼつ収しゆうされ、フシギな縄なわで簀す巻まきになったテロリスト──レシアが小こ柄がらな身体をびたんびたんと跳ねさせながら叫さけびをあげた。

「否いな、否、否っ！　そんなものは魔法ではない！　似たような現象が起こっているだけの、本当は根本から異ことなる別物ではないかぁっ！」

「ふーん。で、それの何がいけねーの？」

　その言葉は、今までエルフたちが口にしていたのと同じ、相手を不快にさせる為の煽あおりではなく、心からの本音だった。

「ベンリなのってダメっすか？　ニセモノベツモノって悪わりぃコトみてーに言いますけどぉ、ソックリな効果がコストも少なくやれんなら、別にそっちでよくなくない？」

　年下の子供にものを教えるようなココーセ・エルフ女子の言い聞かせと対照的に、レシアが興奮で顔を耳の先まで赤くする。

「ば、ば、馬ば鹿かを言うなぁ！　そのような安易な姿勢は我われ々われエルフ、森の賢けん人じんと謳われた種族の矜きよう持じを汚けがす堕落であり、決して絶対に許されざる──」

「っは。別にアンタに許されたいと思ってるやついねーんすけど。つか、モリノケンジンとかシュゾクノキョージとか、聞かされるほうがハズいんでやめてくれます？」

「な、ぁっ……!?」

　長い耳をしゅんとさせる、しおれた芽めのような様子に侮ぶ蔑べつの視線が畳たたみかける。

「そろそろわかんなよ。あんたらがやってんのは、時代の流れに取り残されたのに文句つけて、皆が楽しんでることに水差してる空気読めねーワガママなの。これまでよぉく、ムダなことばっかりがんばっちゃいまちたねー、お・ば・さん？　──つーわけで運転手ちゃん、テロリスト二名、エルフテロリスト収しゆう監かん施し設せつに送そう迎げい行っちゃおーっ！」

「了り解よ☆」

　横ピースで運転手が応答する。平和を脅おびやかすテロリストは無事捕ほ縛ばくされ、バスは再び法定速度に戻り、運転手のコントロール下で進んでいく。

「う、うん……よくわからんが、被ひ害がいも出てないし、一件落着……なのか、これ？」

　騒そう動どうは電でん撃げき的てきに収束した。気にかかることはいくつかあるが、それはバスを降りた後で改めて聞けばいい──と、そういうふうにパットは納得しようとして──

「本当にいいのか、これでっ！　あの勇者に、種族ごと屈くつ服ぷくさせられたままでっ！」

　──そんな納得を打ち破る問いを、レシアが叫んでいた。

「そりゃあさ、便利なほうがいいだろうさ！　小生だってそれを見てきた！　かつて大魔王たちの侵しん攻こうの折、どうしようもない強大な難題に抗あらがうため、より効率を、より簡易を、より万人が使えるものをと世界樹大森林中が研けん鑽さんするのを！」

　パットはいつしか、捕縛されながらも諦あきらめず叫ぶ、その顔を見つめている。

「この光景は、父祖が夢見、求め、願い、いつかこんな日がと望んだ理想の、ひとつの実現であるのだろう！　……だがなぁ！　もう一度言うぞ、何度だって言うぞ、何が悪いと言われたって、おまえは古いとそしられようと、それは違うと言い張るぞッ！」

　悔くやしさと無力さを言葉にして、レシアは大おお粒つぶの涙なみだを止とめ処どなくこぼしていた。

「これはエルフじゃないだろう！　このままでは近い将来、父祖が築き上げ継けい承しようを続けた、血も技術も信念も完全に滅ほろびてしまうではないかぁっ！」

「感動的な演説ですねー！　それもいっかい、反乱者簡易裁判の時にやってみれば？」

「イケるイケるー、きっと涙流して拍はく手しゆしてくれるよー。うーんとね、一人くらい！」

「きゃっはははは！　おめ、適当かよ！　確かに、こんな戯たわ言ごと聞くイミねーけどさ！」

　方々から飛ぶ、同族のエルフたちによる時じ代だい遅おくれの異い端たん児じを笑いのめす声に、パットは、表情を見られないよう俯うつむきながら息を吐はく。

「──姫さん。魔王様」

「なんだ、パット」「聞いてるよ、パットくん」

　囁ささやきに返答があった。運転が安定し、それなりに体調を回復してきたのだろう。

　そんな二人に、酷こくを言う。

「今からさ。このバス、もう一回デッカく揺ゆらしちまったら、怒おこる？」

「構わない」「やっちゃえ」

　振り向いた座席の隙すき間まから、二人揃って青い顔ながら、二つのサムズアップを見た。

　パットは、自分はもしかして、いいパーティを組めたのかもしれない、と苦笑した。
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　この日、ワールドツリー学園都市のワイドショーを一件のニュースが駆かけ巡めぐる。




『本日昼過ぎ、一台のシャトルバスがテロリストの一味によってジャック、一時は乗り合わせた乗客たちの協力によって捕縛されるも、更に潜せん伏ぷくしていた仲間に救出され逃とう走そうしました。一味は現在もワールドツリー学園都市内部に潜伏中と見られ、住民の皆様はどうぞ十分にご注意くださいますようお願いいたします──』




　映し出されたテロリスト一味の写真には《世界樹解放同盟》の一員として知られる小柄な緑髪＆背高な紫むらさき髪がみのエルフコンビと、組織に加わった新たな構成員として、フードを目深にかぶった桃もも色いろの髪の見るからに怪あやしい不ふ審しん者しや、高級品の軽けい甲かつ冑ちゆうを纏った金きん髪ぱつの女騎士、そして長い髪を後ろでくくった少年の後ろ姿が映し出されていた。
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　時代は三百年前に遡さかのぼる。

　世界樹大森林の制圧こそ勝利の決定打であると押し寄せた魔王の軍勢の指揮官は、〝あらゆる魔力を汚お染せんして掌しよう握あくする〟という能力を有していた。

　世界樹から供給される高純度の魔力に防衛の依よるところ大きかったエルフたちは、優位性を根本から覆くつがえされ、成なす術すべもなく壊かい滅めつする寸前であった。

『なんてことだ……魔法が失われたら、プロミステラは崩ほう壊かいしてしまう！』

　その窮きゆう地ちに颯さつ爽そうと現れ、魔王軍を返り討ちにしたのが、召喚勇者ヒロキである。

　彼のチートスキルこそ《バンノースマホ》……魔法と見み紛まがう数かず々かずの現象を《アプリ》と呼ばれる不可思議な力で自在に操る、魔力不要の神器を使いこなすことだった。

　対策が魔法方面に偏へん重ちようしていた世界樹侵しん攻こう軍ぐんは、想像だにしない反撃でブン殴なぐられてあっさり壊滅したのだが、エルフたちはその圧あつ倒とう的てきな勝利に、見せられたものに、喜びすぎた。

『これがバンノースマホ──え!?　これ、あなたのスキルの力で、条件さえ満たせば、同じものを増やせるんですか!?　私たちも、持つことができるって!?』

　元来知的好こう奇き心しんが旺おう盛せいな種族で、タイミングも悪かった。

　エルフが誇りとする高位魔術ハイ・マギアート──〝エルフこそプロミステラで最も優れた種族である〟矜持と癒ゆ着ちやくしていた優ゆう越えつ感かんが打うち砕くだかれた直後に、それより優れた、自分たちにも使える完全上位互ご換かん品ひんをエルフは知ってしまったのである。

『……あれ？　ひょっとして、スマホのほうが、魔法よりベンリじゃね？』

　そういう空気は最初、伝統や歴史に過度な気構えや偏へん見けんのない世代から始まり、次第次第に森全体を問わず包んでいく。結果、魔王の軍勢にほとんど焼かれてしまった世界樹大森林はまったく新しいかたちで生まれ変わることになった。

「吟ぎん遊ゆう詩し人じんはこう謳う。『エルフたちは、杖を捨て、スマホを取った』と。──それこそがつまりッ！　魔王災害をも越こえし危機、《若エルフの魔法離ばなれ》であるッ！」

「そしてボクたちこそが、プロミステラを包む勇者汚染の代表例に、日夜戦いを挑いどみ続つづけているスッゲーカッケーレジスタンス──世界樹解放同盟なのだーっ！」

　緑のちびとビッグ紫、ダブル・テロエルフが叫びも雄お々おしくポーズを決める。

　ここは、ワールドツリー学園都市の外れの外れ……魔王軍侵しん攻こうの際に焼け残っていた森のわずかな一部であり、現在は〝旧世界樹歴史保護区〟としてかろうじて三百年前の雰囲気を維い持じしている土地に建つ、大きな木の根本にあるログハウスだ。

　助けたついでに懇こん願がんされ、成り行きで演説を受ける三人の客──パット一行は出された茶をすすりながら、一人は「エルフっていうのは賢けん智ちの種族じゃなかったっけ」と疑問の眼まな差ざしを送り、もう一人は「敵の腹中での工作活動、さぞかしつらい戦いであったろう」と目め端はしを潤うるませ、そのまた一人は「ええと、《アイテム目》《配給科》《よかれと思って属》──うはあ、改めてこれ、文化汚染の見本みたいなえっぐい組み合わせだあ」と恒こう例れいの事典を引いて目を回していた。

「よーし、お茶、どうもありがとうございました。そちらも色いろ々いろ大変な日々をファイトしておられるようですが、俺たちには俺たちの物語がありますんでそろそろこれで」

「待ちなさい」

　はっし、と手を握られる。レシアは目を情熱で燃え立たせ、向けられるパットは猛もう烈れつな嫌いやな予感で背を震ふるわせる。

「わかっていますよ、君の心は」

「うん？」

「本当は自分たちも世界樹解放同盟に入りたい。しかし、エルフでもない者が世界を正す解放者の末席を汚けがすなど許されるべくもない、そう思っていますね？」

「はい？」

「安心なさい。小生のこの胸にはしかと刻まれておりますとも。貴方あなたが勇者の所業に怒りエルフの堕落を共に憂うれう、同志であった事実がね！　──ラフッ！」

「あいあいあーいっ！　ぴんぴろぴーん！」

　気の抜ぬけるようなヴォイス、コミカルなかけ声と裏腹な紫髪でかエルフの持つ杖がパットに向かって振るわれる。すると、〝ぽんっ〟と判の捺おされるような音が響き、パットたち三人の頰ほおに妙なマークが捺なつ印いんされた。

「うおっ!?」「ほやっ!?」「んんっ!?　な、何した今の感かん触しよく!?」

「あのね、今のはエルフの印章魔法！　君らのタマシイにシルシをつけてあげたのさ！　種族は違えど、確かにボクたち世界樹解放同盟の一員だ、ってね！」

　礼なんて水みず臭くさいぜ、とでも言わんばかりな表情を緑紫ツインテロリストは浮うかべる。

　一方パットは素早く幾いく度たびも頰を叩いてゴシゴシ擦こすりまくるとマークは表面上消えはした。だがでかちびエルフコンビは「うんうん、見えます見えます」「バッチリバッチリ、身体のマークは消えてもちゃーんと奥のほうについてるね。ふふ、ココロは素直だぜ」と頷いており、結んだ髪をぐるっと回しながら勢いよく向き直る。

「なにしてくれてんの!?　さっき一応、逃にげる際に抱かかえたあんたらが暴れるもんでしかたなく話したよね!?　俺たちやってるのは《勇者送そう還かんの旅》で、この森へは泉で身体を浄める為に立ち寄ったんであって、穏おん便びんに目立たず行動したいんだって！」

「ええ、しかと聞きました。種の矜持を取り戻す大望に命を捧ささげる小生ですら感服した大いなる使命、ですから、これは手助けせねばなるまいと思った次第です」

「くしししししっ、そのとーり！　さてさて、こちらをご覧になりやがれーっ！」

　ラフが再び杖を振ると、今度は幻像ビジヨンが宙に現れる。それ自体はポピュラーな、エルフが昔から使っている【あらかじめ定まっている術式を各おの々おので使用し、中空に映し出して同一内容を各所で確認、情報の共有を行う】という魔法──ココーセ・エルフの概念では〝ＱＲコードでページにアクセスしてサイトをチェック〟に近い──そうして投射されたものを見て、パットの口から「うげ」と嫌そうな声が出る。

　映し出された映像には、このような文面が躍おどっていたのだ。

《名所・星満ちの泉、公開停止　風紀の乱れに繋つながるとして、ワールドツリー中央学園生徒会執しつ行こう部ぶの管理下に》

《バスジャック犯逃走　復古派の雇やとった用心棒の影かげ　ワールドツリー風紀部、市民に逮たい捕ほ協力と賞金の呼びかけ》

「同志パット。申し訳ないが、星満ちの泉は現在、厳げん戒かいなる警備体制と強固なる結界に守られている」

「ふふふふふふふ、だがしかァッし！　ボクらにキミたちがいてくれたように、キミたちにもまたボクらがいると、つまりはそーゆースンポーだぜ！」

　言うが早いか何やら二人、ごそごそと部屋の隅すみのタンスを漁あさり出だす。

「……おぉっ、よしよしよし、あったあったありましたッ！」

「はいド────ン！」

　机の上に叩きつけられるのは、ワールドツリー学園都市共通規格の願書と、中央学園仕様のセラフック・三セットであった。

「手て筈はずは整えよう！　同志たちよ、いざ目的へ突っ走るのですッ！」

「ヒャッフーッ！　世界樹解放同盟のすごいけどあんまやらない、けど実はやっぱりすごい裏工作ちから、ここぞとばかりに見ぃせてやるぜぇ────いッ！」

　言わんとしていること、やらせようとしていることは、大体のところ理解出来た。

　……しかし一点、どうしても尋たずねなければならないことがある。

「なあ」

「大丈夫だ。危険な任務になるが、貴君の力は、助けられた小生がよく知っている」

「これ、三着とも全部、スカートに見えるんだけど、俺がなんかおかしいのかな？」

「大丈夫だ。危険な任務になるが、貴君の力は、助けられた小生がよく知っている」

「ぇっやめてぇ？　ここで急に有無を言わせないループモードに入るのやめてぇ？」

　救助を求め左右を見るパット。

　そんな彼に、ここまでの苦楽を共にした仲間たちがばっちり答える。

「パット。私は案外、君そういうのもいけると思う」

「パットくん。個人的にむっちゃ死ぬほど興味ある」

「ごめん味方じゃなくなるなら事前に教えといて？」

　二人に揃って肩を摑つかまれ、一人、青い顔をしながら──少年は、自分はもしかして、やばいパーティを組んだのかもしれない、と旅立ちから何度目かの葛かつ藤とうに包まれた。
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　世界樹の根本に座す、ワールドツリー中央学園。校舎の形や設備などは従来の学校施設に近いものの、理念と目的が大きく異なる。

《生徒たちは互たがいに協力しあい、セーシューンを行うこと》

　セーシューン──それは勇者ヒロキが伝つたえ説ときし、まったく新しい楽園概念。曰いわく、『胸がワクワクして、毎日が宝物のように輝きはじめる』という幸福の境地。

　種族特とく徴ちようとして長命、年月を経て思考も古木のように落ち着いていく傾けい向こうにあるエルフに、その概念は実に魅み力りよく的てきかつ新しい刺し激げきだった。

　かくて世界樹大森林は、ワールドツリー学園都市へと変へん貌ぼうを遂とげていく。三百年が経ち、魔王の軍勢に燃もやし尽つくされたエルフの森は、かたちはどうあれ復興した。

　しかし、三百年の歴史を持つココーセ・エルフの中で《セーシューンを経験出来た》と、それを唯ゆい一いつ正しく知る勇者ヒロキに認定された者は、未いまだ一人も存在しない。

「さぁ全員準備はいいかぁ！　四時限目の科目は、セーシューンだ！」

　教きよう壇だんに立つ、レディーススーツを着たセンセー・エルフが張り切って机を叩くと、席についているココーセ・エルフたちが揃ってどっと笑った。

「ちょっとセンセー、んなの別に知ってっし！」

「てか中央学園ワーチユーの授業って大体セーシューンじゃね？」

「それな。マジそれな」

「こらぁ！　そこ、授業中に無む駄だ口ぐち叩くなー！」

「はぁーいセンセーゴメンナサーイ。……ねねね、今のどう今のどう!?」

「バッチシー！　授業中に関係ないこと話して叱しかられるのって、セーシュンのイチページだって聞いたもん！　センパイのセンパイのトモダチに！」

　そんなふうに盛り上がる生徒たちに、授業にならないセンセー・エルフはわなわなと震え、息を大きく吸い込んで口を開いた。

「……ねぇーっ！　ちょ、そっちばっかずーるーいー！　いいでしょ、そろそろ交代してよ交代！　今度はこっちが生徒役で、そっちが叱る先生ねー！」

　このように、時間割の大半を埋うめるセーシューンの授業に型はなく、そも誰もわからないものを目指すのだから教師もいない。常に手探りの迷走である。

「あの」

　そんな中、教室の隅、窓際の奥、ゆるりと上がった手と声がある。

「ほん？　どしたー？」

「ちょっと、気分が悪くなってしまって……保健室に行ってもよろしいでしょうか」

「ＭＪＤマジで!?　行ってきな行ってきな！」

　いかにも儚はかなげな足取りで教室を出ていった彼かの女じよの背に、視線と話題が集まる。

「ふーん。やっぱキツかったかな、ウチは」

「あれだっけ。前いたの、ニシコーでしょ？　学園都市の、いっちゃん外に近いトコ」

「マナ酔いってやつだ。ワーチュー、世界樹のこーんな傍そばで濃こすぎるマナどっばどば、生活すんのキツいんだよねー。だからウチって生徒もほぼエルフだし」

「──にしても、なんか謎なぞめいたとこあるよね。こんな時期に、しかも昨日まで特に発表もなかった、ニンゲンの女の子の転校生なんて」

「……あのさ。ウチ、ドえらいことに気付いたんだけど」

「お!?　どした日直、言ってみ言ってみ!?」

「……この会話って！　すっげセーシューンっぽくね!?」

「「「「「あーるーわ────!!!!」」」」」

　盛り上がる室内を尻しり目めに、教室を出た女子生徒は、よろよろと歩いていく。

　向かうのは、予告通りの保健室ではなく、授業の緊きん張ちようと賑わいが混ざり合う教きよう室しつ棟とうから渡わたり廊ろう下かを挟はさんだ先にある用具倉庫だった。

　施せ錠じようされているはずの扉とびらは、抵てい抗こうなく開いて来客を迎え入れる。……その際に、女子生徒の頰に浮かび上がったのと同じマークが扉の中央に光っていた。

　公おおやけには三十年ほど放置されていたはずの室内は、十分な清せい掃そうと整せい頓とんが行き届いている。設しつらえられていたソファに、女子生徒は大おお股また開びらきで座り込み、それだけは本物だった深い気苦労を腹の底から吐き出した。

「[image: ]～～～～……」

　天てん井じようを仰あおぎ、自分で自分の肩を揉もみ、それから思い出したように……己おのれのたわわにぶら下がった形の良い乳を物もの憂うげに見下ろす。

「……まいった。普段から、こんなしんどいもんと生活してんのか、女ってのは……」

　女子生徒が教室での様子とかけ離れた口調でひとりごちてしばし、新たに二人の来客が訪れる。

「すまない、少しよう々しよう遅おくれてしまったな。言い訳になってしまうが、〝ダッジボー〟という球技、いや、あれは中々に楽し──こほん、興味深く、調査で時間を忘れてしまった」

　プロミステラの至宝と謳われた美を引ひき継つぐ末まつ裔えいでありながら、不ふ遇ぐうの中で己を鍛え剣つるぎとしての矜持を獲かく得とくした金の姫騎士──は体操着の中の汗あせをタオルで拭ふく。

「ご、ごめんね遅刻しちゃって……！　聞いてよ聞いてよぅ！　わたし調理実習の時間だったんだけど、オミソシールっていうのが、今まで食べたことない不思議な味で！」

　かつて世界を征せい服ふくせんとした大魔王の孫、その証あかしである螺ら旋せん角かくを持ちし魔まの姫ひめ君ぎみ──の桃色の髪には白い布が巻かれていて、セラフックの上からエプロンをつけている。

　マリー・ラフラ・クッコロイヤル、及および、ヴェラヴィアディスドルファⅢ世はそれぞれ、好奇心と感動に触ふれた者が見せる興奮を伝え聞かせるように語った。

　そんな二人に、唯一時間通りにやってきていた青髪の女子が率直な感想を述べる。

「満まん喫きつしてんじゃねえか！　もっとこう、緊きん張ちよう感かんっつーか、警けい戒かいとかさあ！」

「ははは。まあまあ」

「えへへ。どうどう」

　抗こう議ぎを行う彼女に対し、マリーとベラは左右から挟むかたちで身を寄せる。

「作戦の一いつ環かんだ。敵地潜せん入にゆうの際肝かん心じんなのは、場の空気に溶け込むことだからな」

「そっちはどうだった？　ちゃぁんと馴染めた？　エルフの女の子たちの中で」

　距きよ離り感かんに遠えん慮りよがない。姫騎士と大魔王の孫、二人の曲くせ者ものは普段責任や体てい裁さいなんかで隠しているアレな本性をここぞとばかりに剝むき出だしにする。

「…………ょ、」

「おぉっ、何だ？」

「言ってごらん？」

「……女子、ってのは。男が全然いない空間だと、あんなかんじに、その、…………マジ、めちゃくちゃに、あけっぴろげでむきだしなわけ……？」

　困こん惑わくと、照れと、ある種の幻げん想そうが打ち砕かれた衝しよう撃げきがかき混ぜられた表情で、うつむきながら、彼女──いや、彼は。

　現在、諸事情あって女の子であるパットは、神しん妙みように問うた。
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　さて、ここまでの成り行きである。

　昨日、三人分のセラフックを「マジか」という目で見つめたパットは、「マジです」という目でレシアに力強く頷かれた。

『というわけで。女子校であるワールドツリー中央学園への潜入の為に、同志パットには女の子になっていただきます』

　女装くらいだと思っていたのだ。

　しかし、レシアに案内されログハウスの地下室、ひみつの魔ま法ほう陣じんルームに案内された時にはもう既すでに、嫌な予感が少年のうなじをビンビンにざわつかせていた。

『ダイジョブだぞーヘイキだぞー、今回は即席インスタントなヤツだから解除もしっかり時限式だぞー！　安心するがいいのだパッくん、何を隠そう、これまで何人もの同志にこの術式を施ほどこして任務へと送り出してきた正体偽ぎ装そうの名手にして魔力介入存在操作のエキスパート──そう、別名《改かい竄ざんのラフ》たぁボクのことだぜーっ！』

　できるわけがない、とは言えない。どういうわけかそういう事例とはやたら縁えんがあって、ただまさか、それが自分の身に降りかかる日が来るとは、予想していなかった。

『性格は表情に出る。獰どう猛もうで粗そ雑ざつなきらいはあるが、顔立ち自体はよくよく見れば端たん正せいで、これは予想を裏切られたというか、想像以上というか……どう思う、ベラ？』

『おほほふぅぉ……わたしより、すごい…………御ご立りつ派ぱ……』

　儀式の手順として全ぜん裸らにひん剝むかれていたパットの変わった後の姿を、マリーはまじまじと観察し、ベラは外見上における最も如によ実じつで大きな変化のあったそこをじっと見つめて頷いていた。

　──と、そのような経けい緯いにより、彼は一時、限定的に彼女となった。この日はマリーとベラによる女子の心得指導・作法伝授に当て、実際の潜入は次の朝の登校に紛まぎれてと決まり、それに向けてラフ＆レシアも手筈を整え始める。

『では、今回のミッションの目的を、改めて確認しておきましょう』

　夜が明けて出しゆつ陣じんの直前、鞄かばんよし、セラフックよし、ワールドツリー中央学園生徒になりきった三人にレシアが聞かせる。

『貴君らはこれより、転校生として潜もぐり込こむのです。──ああ、心配は無用』

『あそこへ潜入している同志が、生徒記録を書かき換かえてくれているのだぜ！』

　そもそも、昨日彼女らがあのバスであれほど無茶な行動を起こしたのも、やむにやまれぬ事情があったからだという。

『一昨日おとといに、連れん絡らくが入ったのです。……中央学園で間かん諜ちようを務めている同志ケイジュが、学園を隠れミノに進行している、巨きよ大だいな陰いん謀ぼうの尻尾しつぽを摑んだと』

　ワールドツリー中央学園は、プロミステラでは初めて誕生した〝異世界の学校〟であり……そこで三百年間実権を握り続けている者こそ、召喚勇者ヒロキだった。

『ケイジュはこう言いました。〝スマホが危ない〟〝勇者ヒロキを止めなければ〟』

　念ねん話わはそこで途と切ぎれた。事態を重く見たラフとレシアは、一か八かバスジャックを行い、車内のエルフたちを改心させた後戦力として中央学園に突とつ入にゆう、仲間の救出へ向かおうとしていた、というのが事件の真実だったのだ。

『やー、惜おしくもその作戦は失敗しちゃったわけだけどー。でもねでもね、昨日の夜ね、なんと、繋がったんだよケーちゃんとの念話が！』

　無事を喜んだ後、二人は三人分の転校偽装の協力を要よう請せいした。問題は、勇者の膝ひざ下もとに潜入していたケイジュが摑んだ〝迫せまる危機〟について。

『すんでのところで念話を遮しや断だんし、首根っこを押さえられるのは免まぬがれたものの、キーワードを口にすればそれがきっかけとなって盗とう聴ちよう・魔術の接続先探知が行われる可能性がある、とケイジュは言いました。ですので』

　自分が摑んだ情報を直接会って話したい、と彼女は言ったという。

『四時限目の途と中ちゆう、昼休みの前──東校舎一階奥の、用具倉庫に行くのです。表向きには三十年使われていない場所ですが、そこはケイジュが学園内部で諜ちよう報ほう活動を行う為の拠きよ点てん。貴方たちに捺した同盟の印章があれば中に入れる。では、同志パット、ベラ、マリー。貴君らの無事と武運、作戦の成功を、心より祈いのっております』




「……んで。かれこれ四時間振ぶりの再会なわけだが」

「わたしハラハラしてました。パットくんがいつボロを出して騒ぎになるだろうって」

「ああほら、足を閉じなさい足を。背筋を伸のばして、胸をまっすぐ。自分が花であるとの自覚を持って振ふる舞まうべし、それが基本だと伝授したろう」

　近いし、気安い。今は一応、曲がりなりにも全員同性という状態であるからか、マリーとベラはスキンシップのレベルが何段階か上がっており、背と肩を押さえて姿勢を正されたり、太ふと腿ももを摑んで合わされたりする。

　慣れない類たぐいの接せつ触しよくに、パットも思わず「ひゃぁっ!?」と自分が出したのか今の、と驚おどろく声が出てしまった。慌あわてて口を閉じ、それから左右の金髪と桃色髪に拳げん骨こつを落として「本題！」と軌き道どうを修正する。

「……俺はよ。三百年分の世間知らずではあるにしても、一応ここまでの旅を通して、《外来勇者による世界の侵しん食しよく》……勇害を、見たり関わったりしてきた」

　たとえば、賢者の島の海洋勇者クズモ。強大な力を振りかざして、希少な生物を遊び半分に狩かっていた。

　たとえば、トッカラケのハーレム勇者タケト。周囲から手当たり次第異性を奪うばい、縄なわ張ばりを広げていた。

「大たい抵ていの……いや、少なくとも、ここまでの旅路じゃあ例外もなく、召喚勇者の行いってのは、嫌きらわれて嘆かれてるものだった」

　それがどうだ。世界樹大森林に住む被ひ害がい者しやのエルフたちは、今までと明確に違う。

「召喚勇者の横暴を、受け入れちまってる……どころか、大歓迎の状態じゃねえか」

「……うん。まさにその通りなんです、パットくん。召喚勇者ヒロキに代表される──《アイテム目》《配給科》《よかれと思って属》の恐こわさっていうのは」

　今のベラは例のローブを着ておらず取り出せないが、同じものが本ほん棚だなにあった。

　外来種勇者大事典──分厚い本がめくられる。

「昨日も少しベラが言っていたな。奴らの攻こう撃げきは、直接的な破は壊かいでも略りやく奪だつでもなく……〝過か剰じように与あたえる〟ことによる、文化への攻撃だ」

「……過剰に、与える？」

　これだよ、とベラが紙面を指し示す。開かれていたページには《アイテム目・配給チート一覧・危険度順》の見出しがある。そこには数々の、大賢者の魔法でも不可能であろう効果をもたらすアイテムがずらりと並んでいた。

　そのトップにあるのが、魔法に絶対の誇りを持っていたはずのエルフたちから杖を捨てさせた、件くだんのバンノースマホであった。

「分類から順を追おう。《アイテム目》とはすなわち、超ちよう常じようの道具を操ることが最大の特徴である者を指す。そして《配給科》は、そのアイテムを量産し、周囲に与える傾向を意味する。最後の《よかれと思って属》は──」

「──プロミステラの文化の見下し。彼らは自分の元いた場所とこの世界を比べ、劣おとっていると決めつけて、哀あわれに思い、良くしたいと言いながら、塗ぬり潰つぶします」

「……そっか、成程。それでこうなんのね」

　頭の中で状じよう況きようが繋がり、パットは事典に載ったスマホの写真を指で叩いて苦笑する。

　価値とは、在り方とは、ひとつではない。

　どのような場所にも歴史があり、形成された経緯がある。そこを尊重せずして、意味も価値も良し悪しも、外部から身勝手に押し付けられてはならないものだ。

「よそから来た知ったかに、的外れな哀れみを食らうほど腹立たしいこたァねぇわな」

　パットはソファの背もたれに思い切り体重を預けて天井に向かって息を吐いた。

　かつての世界樹大森林は、外部からの介入を断固として撥はね退のけた。

　だからこそ、現状は恐おそろしいのだ。

「人間からの干渉とは比ひ較かくにならない侵食、こんな大規模な勇害が──諸もろ手てを上げて受け入れられてる、って事実が、クソ重たくておっかない」

「過剰に与える──だね」

　先程のマリーの言葉が、今度はベラから反芻される。

「〝やれなかったことが出来るようになる〟っていうのは、とんでもない快楽で。一度味わってしまったら、ずぶずぶと、気付けば首まで浸つかってる」

　それは、積み重ねてきた矜持すら捻ねじ曲まげる。有無を言わさず比較させ、昨日まで鮮あざやかだった、疑いもしなかった価値さえ色いろ褪あせさせてしまう。

「バンノースマホを切っ先に、世界樹大森林に住むエルフたちは、大変革を捻じ込まれた。……ところでだがねパット、世論は今も、二分の拮きつ抗こうにあるんだよ」

「……召喚勇者はチートに守られてて、プロミステラ住民じゃ抗えない。積極的な侵食を行っている時、出来るのは諦めるか逃げるかだけ。となると、そうなるか」

　がしがしとパットは、苛立いらだたしげに頭をかく。

「要するにこうだろ。──〝本来のこの世界ではありえない、早すぎる飛ひ躍やくの変化を、歓迎するのか、拒きよ絶ぜつするのか〟」

　最も大きな問題が〝変化させられた本人たちが幸福になっている〟という事実だ。四時限ぽっちではあるが、中央学園のエルフと関わりパットたちも間近で触れた。

「バンノースマホはすっかり生活の一部で、〝自分たちを助けるもの〟だ。それこそ、今いま更さら外から誰かに間ま違ちがってるなんて言われても──『ンなこと知るかなんだテメエ』って中指立てるくらいには、な」

　ここにある選せん択たくとは〝守るのは《世界の在り方》か、《住人の幸せ》か〟だ。

　召喚勇者タケトが引き起こしたトッカラケの問題では、さらわれた女性たちを人質に取られたようなものだったが、今回はもっと深刻で、難題である。この〝魅み了りよう〟は誰に強制されたわけでなく、エルフたちが自分の意思で決めたもので……パットらがやろうとしていることを知ったのなら、おそらく誰もが、正気のまま敵になる。

「世界樹大森林のエルフたちの変化を、嘆かわしき堕落と断ずる古老もいれば、このエルフの様こそ、真に賢かしこき前進であるとする学者もいる。環かん境きようを支配する法則に馴染み、受け入れた者こそが生き延びる。生命の理ことわりは適者をこそ生存させるのだ、と」

「時代遅れが廃すたれるのは、娯ご楽らくも文化も同じってワケね。杖持って、森の素材で作った服来て、すげえ魔法を使うヤツを指してエルフだと思われなくなる日も近いってか」

「……いえ。どころか、世界中でエルフというものが、忘れられていくかもしれない」

「──は？」

　勇者事典、バンノースマホの項こう目もくにある一文が指し示される。

「バンノースマホは、勇者ヒロキが施した改造……世界樹のマナを動力源とし、彼の持つオリジナルに接続する中継点とすることで、機能を連動させています。学園都市の外では使用出来ず、あれの虜とりこになったものは──」

「──スマホが動かない場所になんて、出ていかなくなる……」

　強きよう烈れつな利便性は、故ゆえに、強烈な依い存ぞん性せいを生む。

　自制すら出来なくなるほどの有能は、賢智に溢あふれる種族すらもとろかしたようだ。

「三百年でエルフは、分布図を深刻に狭せばめています。楽園の噂うわさを聞き、同どう胞ほうを求め、世界樹大森林に戻ったエルフたちが、中に引き込まれて閉とじ籠こもる。結果エルフは──灰色の都市にだけ存在する希少種になりつつあるんです」

「これが、《アイテム目》《配給科》《よかれと思って属》の猛もう威いだ。連中は、人の手に余る力をばら撒まき、縛しばる。道も具のを使うのではなく、道も具のに使われる者へと変える。外部からの説得にも致ち命めい的てきに聞く耳を持たず、脱だつ出しゆつを拒んで使者すらも追い返すエルフ種は……半ば、この先三百年後の存続を諦められている状態なんだよ」

　ベラとマリーの表情、そこにある悲しみと、踏み込み切れない迷いこそが外部から見たエルフの状況を代弁している。

　今のエルフは、間違っているとも、間違っていないとも言い切れない。道具にも、力にも、それ自体に善悪などなく、変化とて、嫌うばかりでは閉へい塞そくするのだから。

　──しかし。

「……うん。だけど、やっぱり違うよな、これは」

　パットの目から、『どこまで関わるか』という迷いの色が消えていた。

「道具にも力にも、それ自体に善悪がなくたって。変化が、駄だ目めじゃあなかろうと。それでも、加減とか配はい慮りよは要るだろうよ。それを怠おこたってる時点で、俺はやっぱり──今のこの街を、エルフたちの状況を〝部外者だから〟って見過ごせない」

「──パット」

　名が呼ばれるのとほぼ同時、パットは両手で思い切り自分の頰をはたく。あまりの勢いに青髪の尾おが揺れ、驚く二人を尻目に深呼吸をした彼女の眼差しは、やることを見つけたまっすぐなものになっている。

「うし。恨うらまれる覚かく悟ごも、呪のろわれる納得も出来た。個人的に、エルフとはあんま物ぶつ騒そうに物事を構えたくもなかったんだが……ま、仕方ねえな、こればっかりは」

　かかか、とふてぶてしく、自分勝手を知りながら、はばからずに笑う。

「二人はこの後、潜入してるっつう人に会って、話を聞いたらまずは例の、身を浄める泉のほうに行くんだよな。ちょうどいい。その間、俺は手が空すいてるわけだし──」

　パットが話している途中、用具倉庫の扉が不意に開き、新たな人物が入室してくる。

　反射的に三人の目が向き、注目を浴びた人物もまた先客を一いち瞥べつする。

「……どうも。初めまして、ですね。皆様」

　クラスに一人はいる、輪に入らず目立たない生徒──そんな概念を形にしたようなエルフだった。三つ編みの若草色の髪、分厚い眼鏡、野暮ったい仕草、小さな声、肩を縮ちぢめるような姿勢……その全てが高度な演技であると、パットたちは知っている。

「この部屋に正規の手段で入っておられたということは、貴方がたで間違いないのでしょう。世界樹解放同盟、潜入捜査官のケイジュです」

　ぺこりと頭を下げられて、パットたちは慌てて、彼女にはわかるだろう印章が入っているはずの頰を見せる。それを確認したケイジュの顔がほっこりと和やわらぐ。

「もうしばらく会えていないのですが、お元気でしたか、あの二人は？」

「そりゃもう、こっちが疲つかれるくらいに。さっそくですけど聞かせてください、ケイジュさんが潜入捜そう査さで摑んだっていう情報を。特に〝スマホが危ない〟ってのは、虜にされてるエルフ以外ならみんなわかってることだと思うんですが、ありゃ一体」

「はい。それは勿もち論ろん────アブないものほどたまんねーっんだってこと、あのいつまでたってもダッセー二人にそろそろ伝えたくってさぁッ！　きゃっははははははっ！」

　三つ編みを振り乱し、ケイジュが変貌する。

　パットたちが驚きよう愕がくした隙すきに、彼女はポケットから──他のエルフが使っているのとは雰囲気の違う、黒と白の装そう飾しよくがなされたバンノースマホを取り出していた。

「メ────イク・ア────────ップッ！」

　掲かかげた指先がアプリをタッチし、流れる音声は、このように言った。

『アプリケーション、スタート。パニッシュメント・モード、起動します』

　用具倉庫を閃せん光こうと風圧が満たし、咄とつ嗟さに飛び退いた三人は、ゆっくりと確認する。

「つまりさー、こういうコトね！」

　解放感に浮うき足あし立だつ口調と、何より外見が、決定的にハジけていた。

　清楚、規律、真面目の体現かのように着崩しなどなかったセラフックから、彼女は今、ピチピチの黒いボンデージ・レザーに身を包み、右手は風を切る鞭むちを持ち、眼鏡に隠されていた眼差しは、嗜し虐ぎやくの悦よろこびに潤んでいる。

　そして、その肌の色は──清楚な白から、イケナイ褐かつ色しよくに染まっている！

「アタシね、イマ、ヒロキ会長の下で働いてんの。カレったらヤッバいんだよ！　ずっと隠れていけないことしてたアタシを許してくれただけじゃなくて、食わず嫌ってたスマホの使いかたとかツキっきり教えてくれてさ、しかもしかも──自分で自分を赦ゆるせないなら、オレの為に働いて罪を償つぐなうがいい、なんて言っちゃってくれたんだから！」

「こ、これは……おい、まさかっ！」

「ああ、その通りだ、パット……！」

　くそっ！　と叫び、金髪姫（体操服）騎士が歯を食いしばる。

「やっぱケイジュさんは念話の直後に捕つかまって、勇者の野や郎ろう、アプリだかで洗脳を」

「目覚めさせられてしまったんだ、ダークエルフの側面を！」

「うん？」

「ダークエルフ──それは基本的に優等生なエルフの中に眠ねむる、イケないことをしたくなっちゃうワルい子の部分！　光が強ければ影もまた濃く、よい子なエルフほどその内側に反動たる、攻こう撃げき力りよく高めなもう一人の自分を抱えるんですよパットくん！」

　説明から推測するに、どうやら彼女はアプリで倍加した勇者特有のチーレム効果で単純に操られているのでもないらしい。アプリの使用自体はあったのだろうが、今表に出ている変化は、あくまでも〝彼女の中に本来あった部分〟だ。

　今の態度はこれもまた彼女の本音であり、先日の幼銃手ガンナーのように毒素を除のぞけば正気に戻る類でもない。そう、いうなれば異世界文化にドハマりしてしまっている！

「くそ……そうなると、ブッ飛ばすっきゃねえのかよ……！」

「きゃっはっはーっ！　うっわこいつ、なんか勘違いしちゃってんすけど！」

　潜入調査員改め黒ダークエルフケイジュは、得物の鞭を長い舌でべろりと舐なめる。

「攻せめるのはコッチだから！　ただし、ブッ飛ぶんじゃなくて──墜オ落チろやぁぁっ！」

　叫び、振るわれた鞭が、パットたちではなく、壁かべを打った──その衝撃で、壁に文様が浮き上がり、仕し込こまれていた術が起動した。

　ケイジュの鞭の間合いから逃のがれんと後退した、まさにその位置の床ゆかが、消失した。

「なぁッ!?」「ふえ？」「なんとぉッ！」

　デタラメに深い穴に落ちていく。地面が見えてきたあたりで「ベラッ！」と姫騎士に名前を呼ばれ、パーティ唯一の魔法使いがわずかに落ち着きを取り戻す。

「あ、あわわわ──《惑わく乱らんせよ摂せつ理り、起こるべきを逆しまに、秩ちつ序じよを歪ゆがめ裏返せ》！」

　激げき突とつの直前、ベラが放った混沌魔法が間に合う。

　硬かたいはずの地面が一いつ瞬しゆんのみ柔やわらかく、千年を生きたエルダー・スライムが如ごとしモチモチ感を発揮して、三人をボョンと跳ねさせた。

「ふぁっは、ナ、ナイス混沌魔法トンデモ！　……しかし、これは……ッ」

　パットは周囲を見渡す。用具倉庫から落とされてきた先は、広い円形の空間だった。天井は高く、壁に配置されたランプが、内部を闇やみと光の混交に照らし上げている。

「難を逃れた気はしないどころか、嫌な予感だ。この間取り、これでは、まるで……」

「──きゃははははははっ！　やーだー、ダッセーもん聞いちゃったー！」

　頭上の穴から笑い声を響かせながら落ちてきたのは、ケイジュだ。彼女はパットたちと違い、地面に抱き留められなどしない。落下の衝撃はすべて周囲に受け流された。顔色一つ変えず傷ひとつついていない彼女が持つスマホから『コンディション、グリーン。アプリケーション・ディフェンシブシェル、正常に稼か働どう中です』と声がする。

「ちっともマッタクウケねーノレねーツマンねー！　魔法の《詠えい唱しよう》とかってさ、やっぱ時代遅れだわ、カワイソー！　だって、ヘタに助かちまったせいで──」

　──今からもっと可か哀わい想そうな目にあうのだ、と。振るわれた鞭が地面を打ち、円形の空間の、その向かい合う二点に存在していた大門の片方が開いていく。

「……やはり〝地下闘とう技ぎ場じよう〟か、ここはッ！」

「ピィン・ポォオオオオンッ！　出ておいで、アタシの子分たちッ！」

　鞭の音に導かれ、大門より〝奴ら〟が来る。

　色鮮やかな緑の肌、下した顎あごの口から伸びた二本の牙きば、成人男性より二回りはデカい、はち切れそうな服を纏った筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ軀く、獰猛な面構えが──四体も現れた。

「ほぉ、見るからに力ちから自じ慢まんが出てきやがったじゃねえの！　いいねえ、この旅を始めてから、ようやくとうとうそれっぽい！　どぉれ一丁、久ひさ々びさに真っ当なバトルを」

「馬鹿か君はッッッッ！」

「はッッッッあン!?」

　前に出ようとしたパットにマリーが縋すがりついて止めてくる。どもったのは、普段は軽甲冑を纏っているが故に意識していない、姫騎士の肌の柔らかさに触れたからだ。

「あ、あ、あ、あれは──あいつだけは駄目だ、ヤバい、なんということかッ！」

「ちょ、え、お、な、何なに々なになにっ!?」

「くそっ、なんでこんなところにいる!?　既にもう、プロミステラでは絶ぜつ滅めつしたはずじゃあないか──オークはッ！」

　オークとは本来プロミステラには存在しない、魔ま界かいより現れた屈くつ強きような生命体だ。

　熟達の戦士が数人がかりで及ぶかという上級種であり、その皮ひ膚ふは魔法にも物理にも厄やつ介かいな耐たい性せいを有する。更に、彼らが恐れられたのは、ある不可思議な特性が故だった。

「知っているだろうパット！　オークは……何故だか、〝女性〟に対して無類の優位性を発揮するのだ！」

《性別特とつ攻こう》だ。男性におけるサキュバスのように、ただでさえ厄介な強さを持つオークは女性に対して更に強い。その事実が〝いやまさかそんな阿呆なことが〟と信じられていなかった時代、どれほどの女騎士団がオークに壊滅させられてきたことか！

「だぁもう知ってるっつーの！　だからだろうがよ！　相手が勇者じゃない、アンタらだって対たい抗こう出来る魔ま物ものでも、相手がオークじゃあ分が悪いだろうから俺が」
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「君はッ！」

　パットの胴どうに回されていた手が、そのままズレて、上にあがり──揉む。

　たわわと実った、その乳を！

「今、自分がどういう状態なのか忘れたのかッ!?」

「んゃぁっ！　──そ、そそ、そうでしたぁっ!?」

　女の子では、どうしてかオークには勝てない！

　これは、プロミステラの常識である！

「ふふふふふ、きゃ────っはははははははははッ！」

　オークの四体を左右にはべらせるように展開してケイジュが哄こう笑しようする。

「今の話だとぉ、そっちのやたら女子力低そーなの、元男で性別変えて潜もぐりこんだっぽいけど！　アンタみたいなのツブしちゃう為にいるわけよ、この風紀オークは！」

　風紀オークとは、侵しん入にゆう者しや迎げい撃げき用ようにワールドツリー学園都市の地下で密かに育てられていた下げ僕ぼく系けい魔物である。

　独自の品種改良を繰くり返かえされ《女性特攻》の能力を異常に高められた彼らは、最早相手のレベルすら関係なしに勝利出来るほどの特性を有する。調教によって従順な手て駒ごまとしたのち、秘密兵器として風紀委員に使役されていたのだ。

　そう──ワールドツリー学園都市では、エルフがオークを支配している！

「どうよコレ！　外で暴れりゃみんながスマホで、内でハシャげばオークがパワーで、制圧するってワケなんだし！　きひひひゃひゃ、そんじゃー首突っ込まなくていいテロに加担したマヌケ三人、アタシの風紀オークに、気の毒な目に遭あわされちゃえーっ！」

「「「「ＵＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!!!」」」」

　四体のオークが雄お叫たけびをあげ、愚かなる侵入者に相応ふさわしき罰を与えんと走り出す。世界を救うと誓ちかった冒ぼう険けんは、ここで終わってしまうのか──

　──否。眼前に迫った運命を否定するように、一歩踏み出したものがいる。

「──はぁん？」

　ケイジュは小馬鹿にする笑みを、パットとマリーは驚愕をそれぞれに浮かべる。

「べ、ベラッ!?」「何してんだ、おいッ!?」

　仲間の二人はその腕うでを摑んで、知った。

　いつも気弱で、何かにつけて怯える、怖こわがりが身に染みついた彼女が……今、強く引いても動かないほど、摑まれたまま前に進むほど、激情を燃やしている。

　彼女の顔は、憤怒に滾たぎっていた。

　それは、大魔王の顔だった。




「　　　　止　ま　れ　　　　」




　その光景に、どちらの側もが目を瞠みはった。彼女が告げた一言で──暴走する馬車の如き勢いで猛もう進しんしていた四体のオークが、一いつ斉せいに、ベラの眼前で停止した。

「な、何やってるし、おまえらっ!?　さ、さっさとそいつら、叩き潰せって！」

　振るわれる鞭が地面を打ち、立ち止まったオークの背をも打つ。……しかし反応はしない。オークたちは一歩も進まないどころか、よろめいて下がっていく。

「恐れているか。ああ、そうだ。今、妾はとても怒っている。だがな、それは断じて、汝なんじらへのものではない。汝らを、そのように使役して……いいや、飼い慣らせたつもりでいる、不敬者共の侮あなどりへの憤怒である」

「こ、こいつ、何言ってるの……それに、なんか、雰囲気が……」

　ケイジュはたじろぐ。パットとマリーは気付く。

　学園への潜入中、彼女は魔王特有の気配を隠すローブを着られない。

　マリーが事前に遮断の魔法をかけていたものの、効力は昼には切れるので、合流した際かけ直すつもりでいた。しかし今、それができていない、ということは……！

「──く、は。は、はは、はははははははッ！　ありえぬありえぬ、断じて不可能ッ！　世代を重ねた品種改良!?　調教だと!?　そんなもので、失われるはずがあろうか！　奪われることがあるものか！　汝らの──オークの、頑がん強きようなる不ふ屈くつの魂たましいがッ！」

　断じ、大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世がセラフックを脱ぎ散らす。

「ばふっ!?」とケイジュが吹き出し、更に、真っ赤な顔で指さし叫んだ。

「痴ち女じよじゃん!?」

　初心者はそう思うだろう。今のベラが纏う、際どく背徳的でギリギリなマイクロサイズの下着こそ、彼女が敬愛した四天王より授かっていたもうひとつの装備──《[image: ]いん魔まの勝負服》なのだ。懐なつかしき魔界の気を持つ、闇の装具である。

「しかと見よ！　そして思い出せ！　自分が一体、何ど処こから来たのか！　そうだ、ここに、大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世が命じる！　己がそれを知らずとも、種族の魂に刻まれし真実──魔界者の精神、屈強な意志、何者にも縛られることなき高潔なオークの誇りを、取り戻せぇぇえぇええぇっっっっ！」

　その叫びと同時、ベラに施されていた隠いん蔽ぺいの術が、消失する。

　彼女の身体から──魔王の気配が、混沌の覇は気きが、溢れ出す。

「わぶっっっっ!?」

　異界の支配者が放ったオーラにたじろいだケイジュは飛び退いて様子を窺うかがう。

　……一秒経ち、二秒経ち、その口がにぃっと裂さける。正面から吠え声を浴びた風紀オークたちが、ベラたちのほうを向いたまま拳を振りあげていた。

「──きゃ、きゃはっ、きゃっはらはっ！　な、なにさサムいこと言っちゃって、コケおどしじゃんばーかばーか！　大体よ、は、何が魔王なわけ!?　そんなショッボいツノとエッロいカッコで魔王とか、アンタ本物の魔王見たことねーだろって感じで」

「「「「ＨＵＨＯッッッッ!!!!」」」」」

「はびゃ────────っ!?」

　ケイジュの絶ぜつ叫きようが地下に轟とどろく。

　品種改良と調教で風紀委員に絶対服従、警備員用セラフックで役割を着せ自我を縛り付けていたはずのオークたちが──各々別のポージングを決めた瞬間、セラフックが内側から破き散らされた！

　四体は恭うやうやしく歩むと、マイクロビキニの桃色痴女の足元に厳おごそかにかしずいていた。

「初めて御お目めにかかります。我等が父祖が忠誠を誓いし、真の主、魔界の大王……その血と信念、魂を受け継ぎし君」

「御おん身みより放たれし故郷の瘴しよう気きと、何より──隷れい属ぞくの無様から奮い立たせんとする一いつ喝かつが、長きにわたる身体と精神の戒いましめより、解き放ってくださいました」

「実に、実に、嗚あ呼あ、清すが々すがしき気分です。世界が、輝いて見えるようだ」

「触れてください。感じてください。喜びに躍やく動どうしております──忌いま々いましき拘こう束そくと訣けつ別べつした、オークの誇り、全身の筋肉が」

　紳しん士し的てきで、美男子そのものなイケボが、牙の生えた口の奥から奏でられる。

　ケイジュ及びパットとマリーもどこから驚くべきかさえわからず唖あ然ぜんとする中、ベラが感動のあまり涙を浮かべていた。

「うむ、うむ、うむ……！　なんと硬く、張りがある、緑色の宝石か……！　妾はな、嬉うれしいぞ。褒ほめてつかわすぞ。奴ど隷れい同然の身でありながら、それでも汝らが、プロミステラでは滅びたはずのオークが現代にまで生き残り、こうして出で逢あえたことが……！」

　感動的なシーンではある（魔界基準）。魔王の孫とオークの子孫が、身分も体格も時間も越えて、マイクロい下着姿と、キワッキワなブーメランパンツ一枚の漢ヲトコ前マエで、ひし、と抱き合った。

　ようやくこの辺りで茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直ったボンデージ風紀委員ダークエルフは、己の格好を棚たな上あげしてこう叫ぶ。

「ま、まままままままま、魔王と魔物とかって、種族全体で変態じゃんッッッッ!?　いーけないんだいけないんだ─────！」

　真っ赤な顔で責めるケイジュを『あなたも結構そういう素質あるよ』という顔でパットとマリーが見つめる。同時に、彼女の言葉を否定し切れない微び妙みような同意が浮かぶ。

　ともあれ──そんな心からの叫びは、ケイジュに更なる苦境をもたらしてしまう。

　オークの四対ついの目が、揃って彼女に向けられる。

「…………あ」

　久ひさ方かた振ぶりに獲得した自由を歓かん喜きするように、種の魂に刻印されていたポージングを一歩毎に切きり替かえながら──段だん違ちがいの女性特攻を持つオークたちが、緑色の玉の肌に美しき汗の粒つぶを弾はじけさせながら、ケイジュへと迫っていく。

「あ、ああ、あああああ」

「「「「風紀委員長様。今日まで大変お世話になりました」」」」

「あわ、わわあわわわわわ」

「「「「これは────ほんのお礼でございますッッッッ！」」」」」

「わぎゃ─────────────ッッッッ！」

　アプリを起動させ、落ちてきた頭上の穴から飛び去って逃げようとしたケイジュだが、間に合わない。

　足首に生やした羽を羽ばたかせ、地下闘技場を脱出しようとするも──むくつけきオークたちが組み上げた四連肩かた車ぐるまの肉体梯子はしご、その先頭が彼女の足首をぶっとい指でキャッチする。

「へ」

　足首をつかんだ先端のオークが、そのまま跳とんだ。

　上じよう昇しようから下降、地面到とう達たつまでの間で下にいた残り三体のオークは形態を変えている。

　膝ひざだけで姿勢を支え直角に身体を倒たおす。素晴らしきバランス感覚及び脚きやく力りよくで、円の配置となった彼らは手を繋ぐ。その有様は、艶えん美び極まる肉の花弁を思わせる。

「な」

　ケイジュは中空で背後から羽は交がい絞じめにされており、避けることも顔を覆おおうことも出来ず、緑の花弁の中心へと落ちていく。

「「「「ぃよいしょぉ────ッッッッ！」」」」

「やぁぁぁぁぁあぁぁあだあああぁぁぁぁぁああああっ！」

　それは、この世で最も肉感的な食虫花。

　三体のオークが土台を務め、一人のオークが蓋ふたをして、秘密の宴うたげが幕を開ける。

　落下の衝撃を受け止めると同時、土台役の三体もきゅっと寄って閉じたので、その内部がどうなっているのかは一切見えない。ただ、モリモリ筋肉の籠かごに囚とらわれたケイジュの声が、オークたちが奏でる必要以上に美声で優ゆう雅がな鼻歌の合奏を貫かん通つうして漏もれてくる。

「ぁぁあぁぁあぁっ！　ああぁぁあぁぁっ！　にゃあああぁぁぁっ！」


　　→「───あ、あ、あ、あ、あ……」




　　　　→「……あぁぁぁぁぁあ……あっ、ふぅん……っ」



　時間を追う毎にとろける声を聞きながら、不適切な姿のベラが仁王立ちで深く頷く。

「オーク合体秘技、シークレット・ヘブン。あれこそは、あらゆる疲れを癒いやし、擦すり減へった心すら優しく慰い撫ぶするマッサージ術……あやつらめ、自分を虐しいたげていた相手にも礼を欠かさぬとは、まったく見上げたおもてなしソウルよ……」

　これぞオーク！　と膝を打ち、セラフックに身を包む桃色魔王を見てパットが呟く。

「なあ、姫さん」

「なんだ、パット」

「魔界って、俺たちが考えてたより、ずっとやばい場所だったのかもしれん」

「同感」

　人間は、自分たちが相手にしていた連中に対し、三百年振りに冷や汗を拭ぬぐった。
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　ワールドツリー中央学園の昼下がりを、けたたましい警報の音が引き裂いた。

　慌てふためくエルフたちに、緊きん急きゆう放送が告げた瞬間、彼女らは阿あ鼻び叫きよう喚かんとなった。

『みみっ、みんな逃げてぇっ！　現在校内で、ムキムキオークが暴走中────っ！』

　ワールドツリー中央学園には騒動を自治する生徒組織が存在するし、そもそも大抵の問題は誰もが持つスマホによって「ウケる！」と笑いながら自じ浄じようされる。

　だが、オークは別だ。エルフだらけの女子校に現れた暴走オークなど、いけない予感しかしない！　宿命的に考えて！

　学園都市地下でオークが飼われていたことを知るものは各学園の幹部級だけであり、ここ中央学園の生徒たちもほぼ全員、白昼の珍事に驚きを隠せない。それでも一部が「ヤッバ！　ねねね、オークとか捕まえたら有名になっちゃわね!?」「動画撮とろ動画！　El-tubeえるつべにアップしよ！」などと、よせばいいのにそちらへ向かう。

「「「「ＵＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡッッッッ!!!!!!」」」」

　そういう手合いが、あんまりにも御無体な圧にあてられ、一瞬で後こう悔かいする。

　使われていないはずの用具倉庫から出てきたことが確認された四体のオークはパンイチで騎き馬ばを組み、人質らしきものを乗せていた。理解不能の絵面がエルフの思考を瞬しゆん時じにオーバーフローさせ、哀れにも進路上に立たち塞ふさがった者は構えたスマホごとはね飛ばされ、物もの陰かげから見ていたエルフが叫ぶ「ミっちゃ────ん！」の悲鳴が窓ガラスを突き破ってプールに落ちる友人を追っていく。

「お、お、オーク、パネぇ────────ッ！」

　スマホ普ふ及きゆうのＳＮＳ時代、エルフ間の噂は速い。興奮の中で尾ひれがついて伝でん播ぱしていく被害報告が好奇心を抑おさえ込こみ、エルフたちはパニック状態で校外へ避ひ難なんしていく。

　……そんな様子を、学園最上階廊下の窓から見届けた後。

　オークの騎馬に乗っていた者たちが背から降りた。

「オーク秘技のひとつ──筋肉戦車。乗り心地は最高だと自負しているが、どうだったかな。ともあれ、目的地まで無事に届けられてよかった。人ひと払ばらいも無事行えたようだ」

「ほ、本当にありがとうございます、オークさんたち……！　では、この後は」

　先程の魔王モードから一転、パットたちにとってはいつもの控ひかえめモードに戻ったベラ……様子の変わった主に、オークたちも先程までの勇ゆう猛もうさから一転、ただし変わらぬ敬意を籠こめて穏おだやかに頷く。

「はい。自分共は地下に戻り、捕とらえられている同胞を解放しにまいります」

「承知した。そちらも、気をつけろ。……わかっているとは思うが」

「ええ。長く捕らえられているうち、地上では時代も常識も──誰が敵で味方であったかも変わったようだ。プロミステラの方々と争わぬ、共存の道を探しましょう」

「……なんつうか、妙な気分だが。元気でな、あんたら」

「祈るのは、我等のほうだ。……Ⅲ世様、姫騎士の末裔、そして、魔物の天敵を目指していた少年よ。その困難な道に、あらん限りの輝きあれ」

　オークたちは牙を光らせて笑い、ポーズを決めると「とうッ！」と窓から飛び下りた。周囲で再び悲鳴が爆発している。これでエルフたちは、更に遠くへ逃げてくれるだろう。

「────さて、と」

　そんじゃあ行くか、とパットが言い、それに全員が頷いた後──彼は「よっ」と荒あら々あらしく不作法に、暴れるスカートの裾すそにも構わず、目の前の扉を蹴けり開あけた。

　中央学園最上階は、普段一いつ般ぱんの生徒の立ち入りを禁じている。とある学内組織、そこはこのワールドツリー学園都市そのものを手中に収める者の領域だ。だだっ広い一室で、そいつは警報にも騒動にもまるで動じず、自身の作業に没ぼつ頭とうしていた。

「邪魔ァするぜ、会長サン」

　鮮やかな黄色の髪で、フレームの無い眼鏡をかけた、濃のう紺こんの瞳の男だった。

　彼こそ、ワールドツリー中央学園に存在する唯一の男子生徒にして生徒会長であり《ガクラーン》と呼ばれる漆しつ黒こくの衣服に身を包んだ、秩序と規律の発生源だ。

　召喚勇者ヒロキは、薄うすいＬ字形の奇妙な道具から顔をあげて侵入者を一瞥し、そんな相手に向かってパットがいっそさわやかに暴言を投げつける。

「はじめまして、クソくらえ。ご覧の通りに俺たちは不良生徒で、今からテメエをぶちのめすわけだが。なんか、イカした遺ゆい言ごんでもあるか？」

　そのように言われても、表情は変わらない。勇者ヒロキは余裕ぶる以前に何とも思っていないような顔で、テーブルの上に置かれていたカップに手を伸ばす。

「あのなァ」

　その取っ手が、パットの弾はじいた生徒徽き章しようで砕け折れ、中身が机にぶちまけられる。

「そういうこともうしないでいいから、って言いに来たんだよ。もっと率直に教えてやろうか？　テメエの好き勝手も、この悪あく趣しゆ味みな学園も、今日限りで終わりだよ」

「ありがとう」

　予想だにしない言葉に鼻を打たれて、パットが踏み出していた足が止まった。

「…………あ？」

「君たちの働きは、この学園に入った時からすべて見ていた」

　椅い子すから立ち上がると、すらりと高い身長が強調される。ガクラーンの黒も相まって、スリムな体型もより際立って見える。

　左手で眼鏡を直しつつ、右手で勇者ヒロキは打だ鍵けんしていたＬ字形の板を侵入者側へと向ける。

　そこに映っているのは、学園の各所の、おそらくは、リアルタイムの映像だ。魔法使いの常識を知るベラが目を剝くのも当然で、こんなにも無数の場所を同時に監かん視しする幻げん視し投とう影えいの術など、大賢者に比ひ肩けんするほどの事象である。

「あ、ありえません、こんな、高度な……一体どんな魔法を……」

「使っちゃいないよ、そんなもの。別にそう驚くほどのことではないんだ、魔王。単に、都市や学園内に設置した監視カメラの映像を、パソコンで管理しているだけで」

「か、かめ……？　ぱそ……？」

「……まあ、そういう反応をするよな。この遅れた世界の蒙もう昧まい共は」

　冷れい淡たんであるのとも、軽けい蔑べつをしているのとも違う。それはひたすらに諦てい念ねんだ。期待してもしょうがない、と思い知り終えた姿勢を、勇者ヒロキは崩さない。その表情も、紡つむがれる言葉も声も、先程から徹てつ底ていしてしらけている。

「ありがとう、と言ったのはね。スカッとしたからだ。君たちがエルフ共を──借り物の力でふんぞり返る連中を、無様にさせたのを見られて、実に愉ゆ快かいだったんだよ」

「……何を、言ってやがるんだ、テメエ」

「オレが世界一、いや、このファンタジー世界で、ヘドが出るほど嫌いなのはな」

　椅子から立ち上がり、腰こしに手を当て、勇者ヒロキが溜ため息いきを吐つく。

「魔法とかいう、非合理で不条理なシロモノだ」

「…………なん、だと？」

「ああ、別にいい。ここで産まれ、物心つく前から毒されてた連中に、この気持ちを理解されようと思っちゃいない。『夢にまで見たファンタジー世界に来られたぜ』とか能天気なことをほざく召喚勇者の阿呆共にだって、仲間になってくれとは思わない」

　今更にパットは気付く。

　ワールドツリー中央学園最上階、生徒〝会〟と言いながら、このフロアには、たったひとりの温度と生活感しか存在しない。

　何なん人ぴとも近付けず、寄せ付けず、受け入れず──勇者ヒロキはこの場所から、清々しく澱よどんだその眼で見下ろす世界を、自らが仕組んだ通りに変貌していくエルフたちを、嘲笑い、呪っていたのだ。

「理解も納得も出来なくていい。オレがこの世界に召喚よばれて最初に思ったのは、そう、『怖い』だ。腹の底からの恐きよう怖ふだよ。魔法なんて、何が起こるかわからないものが──周りの誰も彼も、オレの知っている基準じゃありえない規模の現象を、理り不ふ尽じんに起こせてしまう世界のルールそのものが、怖くてたまらなかったんだ」

「──まさか。だから、貴様は」

「ああ、そうだよ、精霊女王の末裔──元凶の関係者」

　召喚勇者ヒロキは──今や勇者と呼べる存在ですらなくなった彼が、ぞっとするほど淡たん泊ぱくに笑った。

「オレの目的は、一年目、一日目から変わらない。プロミステラから魔法を根絶すること、魔法を得意とする種族、エルフを滅ぼすこと──無視を決め込んで地球に帰るには、ちょっと不愉快すぎたからな」

　ひぃ、と小さな悲鳴が上がる。パットたちの後ろには、先程ショック療りよう法ほうに近いやりかたでダークエルフ状態から復帰したケイジュがいた。

「やっぱり貴方は、本当に、そんなことを企たくらんでいたんですね……生徒会長……！」

　黄色の脅きよう威いの視線が動く。ほんの数日前、潜入捜そう査さ官かんを虜にした眼差しは、もう彼女の心に目を閉じたくなる安息どころか、身体を震わす恐れしかもたらさない。

「ああ、そうだとも風紀委員長。しかし君も不幸だな。せめて最後まで〝勇者ヒロキはエルフたちを想っている〟と誤解したままでいれば、もう少し苦しまなかったろうに」

　息を飲み、こんな相手に一時だろうと陶酔してしまった無念と恐怖で固まる三つ編みの元・風紀委員長をかばうように、前へと進んだのはパットだった。

「ちょっと待て。ヒロキ」

「ん？」

「最後ってのは、なんだ」

「ああ、それはさ」

　その指が、パソコンと呼んでいた板を操作する。

　直後、画面が真っ赤に染まり、何かの文字が次つぎ々つぎと表示されていく。

「決めていたんだ。オレのいる生徒会長執しつ務む室しつにまで、賊ぞくの侵しん入にゆうをエルフたちが許したら。その日を《罰》を与える記念日にしよう、とね」

　中央学園が、否、ワールドツリー学園都市全体が、凄すさまじい震しん動どうに包まれはじめた。

　何かはわからないが、絶対にやばい……ざわめく直感に押され、パットはあらゆる疑問を保留にしたまま勇者ヒロキへと突っ込む。

　しかし、パットの拳が届くことは、なかった。

「〝引ひき鉄がね役やく〟の御ご褒ほう美びだ。君たちは、逃がしてあげよう」

「な、ぁぁっ!?」「これは!?」「えええええっ!?」「生徒会長ッ！」

　床が斜ななめに傾かたむき、四人は教室から廊下へ、窓を割りながら外へ放り出される。困惑しながらも再びベラが着地に備えた詠唱を始める。

　その中で、彼女らは見た。

「────なんだ、そりゃ」

　崩壊する学園校舎と、街中から集まってくる、宙に浮き上がったビル群を。
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　三百年前、世界樹大森林は、最大の危機に見み舞まわれた。

　大魔王四天王《無む際さい現げんデボドラガ》の汚染侵しん蝕しよくにエルフたちは成す術なく、肥ひ沃よくの樹海が掌握を受ける前に、自ら火を放たねばならないまでに追おい詰つめられる。

　それが世に言う《森林大火》──最後の砦とりでであり、絶対に守らなければならなかった世界樹以外、種族の誇りを含む全てを失うこととなった、エルフ史上、最大最悪の事変。

　その最悪さの記録レコードが、更こう新しんされる時が来た。

「な、によ、なんなのよ、これぇぇぇえぇえっ!?」

　鳴動する地面、砕けて割れるアスファルト、三百年をかけて築き上げた、このかたちで再び繁はん栄えいしていくのだと考えて疑ってもいなかった、召喚勇者のもたらした〝新しき街並み〟が、目の前で失われていく。

「こんな、こんなのって、どうして……っ！」

　信号が消えた。バスが止まった。立ち並ぶビル群が移動を始めている。

　引き寄せられているのだ。

　本来プロミステラに存在しなかった、勇者ヒロキの息のかかったもの全てが、三百年前無様に喘あえぎ、苦く悩のうに涙し、それでもたったひとつ守り抜いた──世界樹のほうへ。

「あ、ああ、ああぁぁぁあぁぁぁっ!?」

　わけもわからず、何処へ逃げればいいのかわからないまま足あ掻がいていた一人のココーセ・エルフが、砕けながら引き寄せられるアスファルトに巻き込まれた。

「そ、そうだっ！　こんなときこそ…………え？」

　必死の思いで取り出したバンノースマホは、今まで一度も見たことのない、奇妙な表示を映していた。

　沈ちん痛つうと軽けい薄はくを綯ない交まぜにしたような奇妙な音楽を奏で、スクロールする画面は都市に住むエルフの名前を流していて、一切の操作を受け付けない。

「やめてよやめてよ動いて動いて動いて動いてッッッッ！」

　彼女は淡たん々たんと流れる無数の名前の中に、己のものを見つけ出す。

「い、いや、いやいやいやいやいやいやいや」

　引ひき攣つった息が漏れた瞬間、スクロールは終わりに至った。

　最後に流れてきたのは、名前ではなく、通達だった。




《　本　日　の　犠ぎ　牲せい　者しや　は　以　上　で　す　。　さ　よ　う　な　ら　》




「いやぁぁぁあぁぁあああぁぁあぁあっ！」

「オーケー、聴こえた」

　最初に声、次に解放がもたらされた。それは空から降ってきて、彼女の身体に纏まとわりついていたアスファルトの破片を、手にした杖の一振りで取り除いた。

「────え」

　彼女の瞳に映ったのは、古びた格好をした二人の同族。

　片や葉の色片や果の色、小と大のコンビがぐるりと、崩れる街を見渡していた。

「ラフッ！　魔力制御を預けますッ！　いざ、存分におやりなさいッ！」

「Ｉアイ・愛アイ、レシアッ！　カッコいいとこ、みせたげるッ！」

　斜めの角度で交差するよう掲げた杖が触れ、接触を通し、接続される。

　──レシア・フラッティ。独自に組み上げた理論で燃費良く魔力を練る自分専用の方法を開発した秀しゆう才さいであるが、その精神性が極めて特とく殊しゆな異端児で、三百年前の事件以来忌いみ嫌きらわれる炎魔法の専せん攻こう者しや。

　──ラフ・ポーケポイ。エルフの歴史上でも群を抜いた《現象介入操作》魔法に特化した素質を持ちながら、先天的・肉体的な《魔力貯ちよ蔵ぞう欠けつ陥かん》のせいで、どうやっても己の全力を発揮できなかった娘むすめ。

　そんな、異世界文明の敵対者──世界樹解放同盟の二人が〝来たるべき日〟に備えて密かに組み上げていた術式があった。

　レシアの練り上げた優良魔力を用い、ラフが存分に術を振るう。

「とくと見さらせ、平へい凡ぼん無才ッ！　これこそが小生の、美しき理論であるッ！」

「キャァァァァフゥゥーッ！　疲れないのって、たーのしーいな────ッ！」

　ワールドツリー学園都市の一角、吹ふき荒あれていた猛威暴ぼう威いが、それよりはるかに身勝手で強制的な力によって叩たたき伏ふせられていく。

　勇者による支配が綻ほころび、崩壊と引き寄せの速度が緩ゆるむ。瓦が礫れきの動きが止まった隙に、被害者たちは都市内に潜伏していた復古派によって保護され、唯一被害を免れている一ひと握にぎりの緑の地、旧世界樹歴史保護区へ避難誘導されていく。

「急ぐように！　小生らも全力で努めますが、どれほど維持できるかはわからない！」

「むむむむむ、くやしいけどボクも、ぜーんぶを一度にカバー出来ないし！　ある程度で、移動もしなくちゃいけないからッ！」

「な、なんで──」

　助けられたばかりのエルフのココーセが、泣きそうな顔で二人を見上げる。

　彼女は他でもない、先日のバスジャックに居合わせ、二人を笑い者にした一人だった。

「どうして、助けるの……？　アンタたちは復古派で、アタシらみたいな、新しいのに染まりきったエルフなんか、心の底から軽蔑してたんじゃあ」

「馬ば鹿か者もの」

　しようがないな、というふうに。けれどその言葉と表情に、明らかな親愛を籠めて。

「嘆かわしい、勿もつ体たいない、といくらだって思おうと。一体誰が、三百年前の事変以来減る一方の同族を、憎にくみも恨みも出来ますか。助けずよい、と思うでしょうか」

「…………ッ！」

「さあ、行って。そして誰かの手を取って。大丈夫。小生らは、あんなどん底からだって芽め吹ぶけたのです。今回のこれすらも、もう三百年後では、笑い話の種ですとも」

　ココーセ・エルフは涙を拭い、頷いて、示した方向へ一目散に走り出す。

　その背を見送った後、えへへ、とラフが笑う。

「さっすがぁ。いつだっていつも通り、サイコーにカッコイーぜ、ボクのレシア」

「ふふ。わかりきったことを口にするものではないですよ、ラフ。……とはいえ」

　あとどれほど、この空元気を通せるか。

　──ぜえぜえ、とレシアは息を吐く。術式を絶え間なく紡ぐラフ以上に、常じよう軌きを逸いつした演算に動力と思考領域を貸し続ける彼女の負担こそ大きい。漏れ出した鼻血を、相方に知られぬよううつむきながら乱暴にぬぐう。

「突とつ然ぜんで、大規模すぎる。余程のことがあったと見るべきでしょう。どうやら小生が希望を託たくした若者たちは、愉快な真似をしでかしてくれたようですが──」

　一体、何がどうなれば、このような事態を招くのか。

　三百年をかけて、他でもない召喚勇者本人が築き上げてきたはずの歪いびつな世界は、今、自身の手によって崩壊している……そう、この現象が、ある種の執しゆう念ねんを核かくとして行われていることを、レシアは理解する。ただ、その意図を測はかり兼かね、無数の仮定と想像を異い端たん学者は脳内に書き出していた。

「レシアさ────ん！　ラフちゃ────────ん！」

　そんな出口のない想像が、その答えを知る者の声を聞いて止まった。

　手を振って走ってくるのはどういうわけかセラフックの上にエプロンを着た桃色女生徒、着き替がえる間もなかったのか体操着を着た金髪と、この数日安否を案じていた三つ編み姿──！

「Ⅲ世、姫騎士……ケイジュ捜査官ッ！」

　依然緊張の続く状況でありながら、念願の再会に思わず安あん堵どする。

　しかし、その時だ。

　彼女らが今逃げてきた場所、世界樹に食い込むように建設された、ワールドツリー中央学園──野放図に拡大した異世界文明が収束する中心地から凄まじい音と衝撃が生まれ、膨ぼう大だいな煙けむりが舞い上がった。

「────まさか、」

　三人は戻ってきた。ここに居ない〝四人目〟がいる。

　身を乗り出し目を凝こらした、レシアの瞳がとらえたものは──
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　レベル、という概念がある。

　それは、創造神ファンタズが司つかさどるプロミステラの摂理──《生き物を、同じ形のまま、同じ機能を持つままで、性能だけを引き上げる進化》の現象を指す。

　普ふ通つうには確認をする術がないが、統治者の資格を持つ王やファンタズを祀まつる高位の神官・賢者などはこれを自分と相手の間で可視化させることが可能で、認定証の発行は教会の行う主な職務のひとつともなっている。

　この《何処まで成長を許されているのか》は、個こ々こに異なる。どのように、何が関わって差が生まれるのか、幾いく人にんもの研究者がその深しん淵えんを解き明かそうとした。結果、現在もっとも有力な説は《創造神に愛されたか》──すなわち〝何一つ明確な条件はわかっていない〟という結論のまま、神秘は真実への扉を閉ざしていた。

　──さて。それでは、彼はどうか。

　大賢者をして《素質なし》、《鍛えてどうなる見み込こみなし》と言われた少年は。

「───────────づぉぉおぉおおおおっりゃあッ！」

　巨大なビルが、拳で砕けた。

　目もく撃げき者しやなどいない。学園の生徒も、近きん隣りんの住民も、皆背を向けて逃げ出した。

　けれど、もしも目もく撃げきした者あらば、目を剝いていただろう。一体どれだけ鍛えれば、レベルが上がれば、これだけのことをやってのけられるのか──さぞかし恵まれた素質を宿して産まれたのだろう、と羨せん望ぼうの眼差しさえも向けていただろう。

　……そして。その中にファンタズ教の神官がいたならば、悲鳴を上げていただろう。

「はぁッッッッッッッッ！」

　無数の瓦礫を、殴り蹴り砕き壊こわす。身体性能に基き礎そ修正値が加わる武ぶ闘とう家かのマスタークラスすら上回る、威い力りよく、素早さ、身のこなしをパットは見せる。

　誰も信じないだろう。

　彼が現在就いているジョブが、あらゆる修正値を得られない《無所属ナチユラル》であると言ったとしても。

　そして、人ではないと疑うだろう。

　彼のレベルを確かめた時、そこに出現する表示が、




《LV:◆×#》という、判別不能なものであったと知ったなら。




『ああ、これぁまあ、言っちまえば凡ぼん人じんの工夫っつーか、まあ、一種の反則だな』

　賢者の島から離れ、旅立ちの船上。精霊女王の血を引くマリーにレベルを確認され、ありえない表示に驚いた彼女に、パットはこのように語っていた。




『ジジイも言ってたろ。俺は元もと々もと、素質も才能もろくにないんだ。けど、だからって諦めらんねえし、どうにでもしていいから、大魔王に勝たしてくれっつったわけ』

『その結果が、これだ』

『異次元の路みちを渡ってくる連中は、その過程で身に着けるんだよな。本来、プロミステラには存在しない法則性の使用法──総そう称しようして、チートスキルってのを』

『俺がやってんのは、そういうのに、ちょっと近い』

『ジジイは俺の身体を、イジッて改造しまくって──徹底的にブッ壊した』

『俺には、《レベル》が存在しない。どれだけ鍛えても進化出来ず、その成長に作用するはずの《経験値》が、ずっと未使用のままで、行き場もなく堆たい積せきしていく』

『それこそが、鍵かぎなんだよ』

『俺の〝強さ〟は、恒こう常じようじゃない。何にもならず溜ため込こまれている《経験値》を必要に応じて《燃焼》させて、それで到達出来る分のレベルの力を引ひき摺ずり出す』

『当然、戻りやしないな。火が消えた後、焚たき火びの薪まきがなくなるみてえに《経験値》は消失する。ジジイにしごかれて、三百年死ぬ思いして溜め込んだ貯蔵が尽きたら、俺はそんじょそこらのレベル１以下だ。見習い騎士にも軽くノされる』

『ははは。どうだ、タネが割れちまえば、ゾッとするほど不安定だろ。俺もそう思う』

『でもまあ、これしかなかったんだ』

『ほら。相手が、普通じゃ到とう底ていかないっこない《改造チート》で来るんなら』

『そういう奴らをぶちのめすには、相手の強みをマトモに機能させてやらないくらいの、本来だったらありえない──《不具合バグ》で詰ませるっきゃねえだろう』




　それが、パット・ナッカノ・ファイハンタ──夢を叶かなえた旅路の果てで、その後に残るものは何もないと宣告されながら、それでもと頷いた少年だった。

　三百年の修行で積み上げた《経験値》を燃やし、前ぜん人じん未み到とうの領域に踏み込んでいく。

　世界樹に纏わりつこうとする学園都市の文明を、引ひき剝はがし、砕き散らしていく。けれどそれらはどれだけ潰しても吹っ飛ばしても、破片になろうと集まってくる。

「く……っそ、ジリ貧にも、程がある……ッ！」

　中央学園から追い出された直後、集まってくるビルと、それが纏わりついた後の動きを見た時点で、パットたちは敵の狙ねらいを半ば看破した。だからこそ彼はここに残った。

　だがそれは、海水を一いつ杯ぱいのコップで枯からそうとする行こう為いに等しい。パットがどれだけ箍たがの外れた強さを纏おうと、世界樹は大きく、文明の産物は多くキリもない。

「────チッ！」

　樹の幹を垂直に駆け上がる。地上で迎撃している間に、砕かれ粒になった瓦礫が世界樹の上部に夥おびただしく集まっていた。

　パットとてわかっている。あれをどうにかしたところで、自分がやっていることは、時間稼かせぎ以上の何にもならず、何一つ根本的な解決を見ない。

「理解が出来ない」

　不意に、背後から声が聴こえた。

　一瞬の隙を突かれ、パットは幹の中腹から真っ逆さまに地面へと叩き落とされた。
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「なん、で。どうして彼は、そこまでして──」

　遠く、その光景を眺ながめながら、震える声でレシアが呻うめいた。

　傷を負い、限りある対価を燃やしながら闘たたかう少年……誰もが逃げ出す惨さん状じように、本来、この森に縁えんなき外来者が、たった一人で抗っている。

「昔。彼の住んでいた村が、魔王軍の広めた疫えき病びよう呪じゆ詛そに襲われた時。エルフに救われたことがあるんだって、パットくんは、言いました」

　旅路の途と上じよう、パットは賢者の弟子になった経緯を語ってくれたのだと、ベラが言う。

「偶ぐう然ぜん通りすがっただけだったはずのそのエルフの学者さんは、当時、他種族で軋あつ轢れきのあった人間を、親身になって助けてくれた。一年もの間、村に滞たい在ざいしてまで」

　レシアは聞き入る。ベラの説明を、マリーが引き継ぐ。

「パット曰く、おかげで村は救われて、けれど……研究の過程で、そのエルフは呪詛に感染した。人間用に調整されていた呪いは変異し、清浄のマナが循じゆん環かんすることで守られている肉体ではなく、精神を脅おびやかすように《レベルが常に下がり続け、ゼロに達した時、消しよう滅めつする》という、今後、あらゆる努力が無にされる身体になったらしい」

　レシアは呆然と口を開け、ベラとマリーは、本人がいる前では決して浮かべられなかった表情をしている。

　本人が既に向き合い終えた過去であると殊こと更さらに示すよう、努めて淡々と語っていた事実──三百年前に年とし端はもいかぬ少年が襲われた、そして、間違いなく今でも癒いえてなどいない悲しみを、共に痛む顔を。

「三百年経った今でも、彼は苦にが々にがしく語っていたよ。『センセーは九十九人助けたんだから、最後の一人くらい、天てん涯がい孤こ独どくで嫌われ者なクソガキ一匹ぴき見捨てても、誰にも責められやしなかっただろうに』と」

　解かい呪じゆの度に、呪いに触れる。パットがいた村に訪れたエルフの学者は、最後に彼を助けたことでエルフが耐たえ切きれる呪詛の濃のう度どを越え、その身に代価を負わされた。

　恩人は去り、後悔が残って、その無念が彼を突き動かした。

「つまりそれが規き範はんなんです。彼の動機であり、行動の核であり──自分で自分にかけてしまった呪詛、なんて、そんなふうにも言えるでしょうか」

　パットはその後、村に訪れた旅人が語る《隠いん[image: ]とんの大賢者》の噂を真に受け、当時はまだ世界中に跋ばつ扈こしていた魔物たちに襲われながらも賢者を見つけた。賢者は分不相応な野望を抱えたパットの《これをせずには生きられない》という燃え盛る執念へ、不可能を覆す為の試練を与えた。

　無関係な面めん倒どう事ごとに飛び込む？

　当然だ。それで、己が救われた。万人がそれを愚かと笑おうと、あの清々しい笑顔を、胸に感じた確かな歓喜を、断じて塗り潰せなどしない。

　削けずらないでもいい身を削る？

　否定だ。一体誰がそれを決める。自らを役立たずと罵ののしった時だけ、彼女は本気で怒ってくれた。君には、自分が代わりになった価値があると。

「やってもらって、嬉しかったから、昔の恩を返すだけ──それが、彼の戦う理由。パット・ナッカノ・ファイハンタは──いつか、結局名前を教えてもらえなかった〝センセー〟さんに、自分が大きくなったことを知ってもらいたいって、それだけは、ちょっと照れくさそうに言いました。エルフは長命で、あの人のことだから、今もこの無茶苦茶な世界のどこかを、飄ひよう々ひようと旅しているかもしれないし、って」

「────────────────ナッカノ。ナッカノ村の、パット…………」

　レシア・フラッティが、ありえない星に目を細めるような表情で、今も戦う彼を見る。

　唖然はしかし、すぐに笑みの形に変わった。

「──そうだ。では、小生たちも若者にばかり、いい格好をさせてはいられまい」

　獰猛で、楽し気で、何よりも負けん気に満ちた、若草が芽吹いたような笑いを浮かべ、レシアは世界樹を舞ぶ台たいに戦う二人を睨にらみつけた。
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　世界樹の周囲、地上より離れた中空にて戦う。

　召喚勇者ヒロキは万能の道具を用い、変へん幻げん自じ在ざいに相手を攻める。

「《便利倉庫即急便メンバープライム》」

　空間の穴から妙な箱が現れたかと思えば、中から無数の武器が飛び出してくる。

「《安全到着道案内セーフガイド》」

　先読みや説明のつかない精度で、未来でも予測しているかのように回かい避ひされる。

「ぐっ────！」

　翼つばさも魔力反応も伴ともなわず、アプリ《大空快適楽々旅エリアフリー》で飛ひ翔しようする勇者ヒロキに様さま々ざま方法で妨ぼう害がいされながらも、パットは依然、世界樹に纏わりつく異界文明の除去を試みていた。

　もしも、勇者ヒロキが決着をつけようとすれば、それはできるのかもしれない。

　だが、先程から仕掛けられるのは、徹てつ頭とう徹てつ尾び嫌がらせだ。パットを邪魔する目的に専念し、すぐに決着をつけようとは決してしない。

「お察しの通り、オレの目的は世界樹──この邪魔な樹の排はい除じよだよ」

　その軌き跡せきは、黄色の稲いな妻ずまめいている。勇者ヒロキは急加速で落下し、相手に痛つう烈れつな踵かかと落としを見舞う。凄まじい衝撃に飛ばされたパットは、宙に浮かぶビルを利用し、足場にすることで墜落を防ぐ。

　こちらは文明の瓦礫の上を高速で飛び移りながら、あちらは宙を駆けながら、戦いは空で繰り広げられていた。

「本当は三百年前、どさくさに紛れてやっておきたかったんだが。この樹は相当に深いところまで──物質的な意味だけでなく、神秘的に根付いてしまっていてな」

　だから、準備を整えたと勇者ヒロキは言う。

　異世界の文明で周囲を固め、世界樹に捧げられる願いも祈りも減少させた。勇者たちが好きに遊びまわることで、《あんな連中をどうにもできない魔法なんかに期待は出来ない》という失望が世を腐くさらせ、根が緩む日を待っていた。

「実に傑けつ作さくだった。他でもないエルフたち自身に、自分たちが積み上げたものを否定させる。最もそれに長たけていた種族が粗そ末まつに扱あつかうことで、無価値の認識も伝播する」

「…………ッ！」

「備え無き真冬のように後悔しろ。自らを滅ぼすのは、安易な低きへ笑って流れた、己自身の怠りだ。この落陽は、一切の同情に値しない」

　最初の背を押したのは、誘ゆう惑わくを提示した勇者ヒロキだったろう。

　しかし、快楽に溺おぼれ、それまでの価値を捨て、踏みつけたのはエルフ自身だ。

　この街を、緑の森から灰色の森に変えたのは、バンノースマホを用いた彼女たちだ。

　そうやって創りだされたものが世界樹に纏わりつき、三百年分増ぞう殖しよくした質量によって引き抜こうとしている。

「気が進まなかったが、勉強したよ。世界樹はこのファンタジー世界の《魔法の源》で、これが完全に切り離された時、プロミステラから一切の魔法が消滅する」

「その為に、テメエはッ！」

「ああ。これがオレの、ずっと、ずぅっとやりたかったことだ。この世界に召喚されて、能力が目覚めてすぐにわかった、魔王退治なんてつまらないことより大事な義務だ」

　勇者ヒロキの表情が恍こう惚こつと嗜虐と念願に彩いろどられ、眼鏡の奥の瞳も潤み、声は愉ゆ悦えつを帯びていく。

「魔法が消滅すれば、あんな不安定な不確定に縋る必要もなくなる。そして空いた穴を、バンノースマホが世界中で埋めるんだ。そうすればこの世界は、誰も彼もが《才能の差》とか《種族の壁》に悩なやまずに、オレの管理の下、平等に生きられるだろう？」

　念願叶う瀬せ戸と際ぎわであるここに至り、三百年間誰にも隠されていた、勇者ヒロキの醜しゆう悪あくな本音が溢れ出す。

「だからさ。そろそろわかれよ、英えい雄ゆう気取り」

　敵は、わかった上で行動している。

　常に安全を確保しつつ中間距離で立ち回る相手に対し、全力で必殺の間合いに踏み込もうとすれば、攻め落とすより先に世界樹が引き抜かれる。そのせいでジリ貧に追い込まれざるを得ないパットに、勇者ヒロキは、更なる選択を強いる。

「君はずっと、よけいなことしかやってない」

　スマホが発生させた炎と氷が、無数の方向から襲いかかってくる。

　避ければ世界樹が喰くらう軌道であり、一方へ対処すれば反対側を無防備に喰らう。

　手はひとつ、炎と氷が交差する一点に割り込んで、パットは全身で氷ひよう炎えんを受け止めた。

「─────ッ！」

　これまでの攻撃のように、瞬間的な経験値の投入で防ぼう御ぎよはできた。だが、足りない。

「だから、こういうことになる」

　戦いの中で、パットは手を晒しすぎた。そしてそれは、バンノースマホの高度な演算能力により、完かん璧ぺきに解かい析せきされていた。

　ダメージを凌しのいだ直後、経験値が注がれて役割を果たした直後、パットの状態──〝可変レベル〟は元へ戻る。そこにほんの僅わずかな、しかし確かな隙がある。

　先度地面に叩き落とされたのは、あれは本命に備えた試しだったのだ。

「────が」

　鮮せん烈れつな痛みと共に横腹へ捩ねじり込こまれたのは、美しい剣だった。それは接近していた勇者ヒロキが握った、柄つかに装飾が施された、神聖な気配を纏う剣。
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「学習し、多様化して、改善する。そう、バンノースマホならね」

「──ぁ」

「効いてるか？　それ、大昔に失われた〝勇者の剣つるぎ〟の３Ｄプリントなんだが。オレは、ファンタジー世界の攻撃力数値とか、反へ吐どが出るほど信しん頼らいしていなくてな」

　勇者の口上も聴こえていない。パットは、刺ささった剣ごと地上へ落ちていく──今度は、先程と違い身じろぎもしない。

　呆あつ気けなくも想定通りな勝利を、勇者ヒロキは確認して平静に頷く。

「やれやれ。魔物でもない人間の女を、自分の手で処しよ罰ばつするのは、後味が悪く感じないこともない──が、仕方ないし、自業自得だ。さようなら、パットとかいう小こ娘むすめ。礎いしずえと呼ぶにもおこがましい、幸福への邪じや魔ま者ものよ」

　防ぼう波は堤ていを失い、都市の瓦礫が凄まじい速度で世界樹を覆いだす。寄り集まったそれが、灰色の、世界一巨大な腕を形作る。その指が世界樹の幹を摑み、周囲に波は及きゆうしていた震動もより大きく、致命的な段階へ膨ふくらんでいく。

　勇者ヒロキが、世界樹を切り落とそうとか破壊しようとかでなく、持ち上げようとしていたのはこのためである。地じ盤ばんから強引に引き抜かれた世界最大の植物は、その《根》で最悪の災害を歪な世界に発生させる。……魔法を捨て、道具が止まり、成す術なく翻ほん弄ろうされるだけのエルフたちを巻き込んで。

「ふふ。そうだ、復古派──今日まで見み逃のがしてきてやったのは、おまえらが潰す必要もない雑ざ魚こだからとか、大多数の結束を強めさせる生いけ贄にえとか、それだけじゃない」

　すべては、この瞬間のための布石だった。いつか報われる日が来ると信じ続けてきたモノが、何一つどうにもできなかった失望が、安あん寧ねいを拒んだ時代遅れを襲うのだ。

「魔法の価値を、間近で凋ちよう落らくを見届けながらも守ろうとしてきた精神の落らく胆たんこそが、世界樹を抜く為の、決定的なトドメになる！　さあ、適者のなりそこない共──今こそ、数百年すがりついていた過去の時代を、自分の手で終わらせろ！」

　勇者ヒロキの叫びに呼応するように、震動は大きく、大きく、地平の果て、山向こうにまですら届き────────唐突に、収まり始めた。

「…………あ？」

　勘違いではない。文明が生んだ巨大な腕で引き抜かれようとしていた世界樹から、指が、手が、腕が徐じよ々じよに引き剝がされ、それどころか、分解し始めている。

　結合が解ける巨きよ腕わんの隙間、世界樹との間から──魔力の光が、漏れ出していた。

「なん、だとぉぉおぉおおおおッ!?」

　勇者ヒロキが困惑する。バンノースマホによって生み出された異世界文明は、それ自体がチーレムオーラを内包し、対プロミステラの属性を持っている。どんな強力な魔法だろうと優れた術者だろうと抵抗できない。だからこそ多くのエルフが失望して杖を捨てた。そう、杖だ。強力な魔法を行使する道具すらもこの都市にはないはずだ。他でもない彼が厳しく取とり締しまっていたからで、この計画がこの段までに来たならば、最早誰にも止めることなど不可能のはずで──

「─────────は？」

　惑乱の中で、状況を俯ふ瞰かんするべく高所へ、世界樹幹から枝葉の部分まで飛とび昇のぼった勇者ヒロキは、この現象の原因を確認した。

　それは確かに、きらめいていた。
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　そのきらめきの根に、彼女たちはいた。

「うっ……ぐ、ぅ、ぅぅぅうううッ…………！」

　旧世界樹歴史保護区。崩壊する文明都市から命からがら避難したエルフたちは、潜入捜査官ケイジュより告げられた真実、自分たちがあの男に騙だまされていたという事実を突き付けられ、身を寄せ合い、悲ひ嘆たんに暮れて、うつむいて──

「は、あ、あ、あ………ぁぁああああッ！」

　──顔を上げ、手を伸ばした。

「いいぞ、美しい！　魔力同調・術式安定・効果抜ばつ群ぐん！　我等、抵抗に成功せりッ！」

　世界樹解放同盟レシア・フラッティが音頭を取る。

　彼女が立っている場所は、同盟アジトのログハウスが寄りかかっている大樹──三百年前の魔王軍侵攻の後、灰の下から顔を出した芽から育った木の上だ。

「ははははははははははッ！　愚かなり、節穴なり、ざまあみろなり勇者ヒロキッ！　とうとう気付けませんでしたね、出し抜いてやりましたよ、小生の大研究がッ！」

　保護区の特例で監視の眼を欺あざむきながら、レシアはそれを密かに仕立て続けていた。

　世界中を回り、大森林に閉じ籠っていたのでは知り得ない知ち恵えと技術を集めて、この偉い業ぎようを成し遂げた。

　かつて、一万の魔王軍に対抗するべく志こころざされていた研究が。本来の意味をとうに失った、形けい骸がいの中から蘇よみがえる。

「これぞ、大たい樹じゆ[image: ]じようアルヴェイロンッ！　プロミステラ救済を指し示す導しるべであるッ！」

　災害に屈くつさず芽吹いた巨きよ木ぼくを、レシアは丸ごと〝根を張り生きる杖〟とした。通常のそれとは桁けた違ちがいに術式の形成と発動を補助する、世界で最も魔術の行使と知識に長たけたエルフの常識さえ突とつ破ぱする、規格外の大発明だった。

「個々の魔力も魔法も打ち消そうとも！　これだけの量に一度に干渉されては防ぎ切れないようですね、チート・プレイヤー！」

　学園都市中から集まったエルフたちが、大樹[image: ]アルヴェイロンを媒ばい介かいに、総力を結集する。反魔力・チーレムオーラから隔かく離りして育てられた木を元にすればこそ、それをブースターとしての魔術は、勇者の、異世界文明に抵抗し得る。

　幾いく星せい霜そう振りの魔法使用、錆さび付ついた炉ろに火を灯す魔力生成にエルフたちが苦痛に喘ぐ。立っていられなくなる者や倒れ込む者も続出する。

　……けれど。その表情は、誰もがそう、堪こらえようもなく、愉ゆ快かいげだった。

「は、はは、あははははっ！　そうだ、そうだろう、そうですよね、諸君ッ！　結局こういうものです、我々はッ！　どれだけ離れたところで、そっぽを向き、砂も泥どろもかけたって！　久し振りにやったら楽しいでしょう、魔法を使うっていうのは！」

「……ゼーンゼンッ！　サイアクじゃん、こんなのッ！」

「そうそうそうッ！　マジノレない、マジムカつく、ジブンのことがッ！　こんなダッサいの、恥はずかしくってありえんし！」

「何百年かやんなかっただけで、魔力生成も術式構築もンなヘタってるって思わないっての！　あーもーこんなの──明日から、修行とかやんないわけにはいかなくね!?」

「とりま──こんなレンタルじゃなくって、マイ杖、探すところからっしょ！」

　わあわあ騒ぐココーセ・エルフたちに気付かれず、ひそかにレシアが浮かべた表情を、一人だけが見つけていた。

「ねえ、レシア」

　その手をずっと握っている。同胞から提供される魔力と演算能力を統とう括かつし、灰色の巨腕を引き剝がす術式を組むラフは、孤独な学者のいつ芽を出すともしれぬ孤独な奮ふん闘とうを誰より傍かたわらで支えてきた葡萄色の相方は、短く言った。

「よかったね」

「なんの」

　涙を感かん慨がいごと拭う。今はまだ、そんなものに浸ひたっている場合ではない。

「この程度では足りない。何故ならば──これから、ここから、どんどんまだまだッ！　世の中は良くなっていくのですからね、ラフッ！　は────っはははははッ！」

　念願叶えた殊しゆ勝しようさが、潑はつ溂らつとした気力にすり替わる。レシアは歯を剝きだして、その小さな身体に収まりきらない感情を、言葉に乗せて共に放出する。

「聴こえていますか、勇者ッ！　いいや、聴いていまいと、知ったことか！　これは、小生らが、自らにこそ宣言する過去との決別、逆ぎやく襲しゆうの産うぶ声ごえだッ！」

　三百年間行き場のなかった鬱うつ憤ぷんが、ついに、辿たどり着つくべき出口を見つける。

　ぎらりと射い貫ぬく視線、大樹[image: ]アルヴェイロンでの同調によりすべてのエルフへ伝わったレシアの意志が、無数の口から、ひとつの呪じゆ文もんとなって重なった。




「「「「「エルフナメんな、シャーオラぁぁぁぁあぁァアッッッッ！」」」」」
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　スマホのスピーカーから流れた宣言を、勇者ヒロキは世界樹の頂いただきで聴いた。

　エルフたちのバンノースマホは停止したが、彼の持つ親機──マスタースマホに今も情報を送り続けている。そこらじゅうにあるマイクを通し、その奮闘は筒つつ抜ぬけだった。

「────────────ハ」

　実に健気でちっぽけな強がりに、彼は慈悲さえ湛たたえた笑みを浮かべる。

「オレのいた世界だと、エルフってのは思し慮りよ深ぶかいと相場が決まっていたし、こちらでも森の賢人だのと持ち上げられているから、そういう設定は共通だと思っていたんだが」

　頷きながら、その手がスマホを操作する。世界樹にたかる羽虫を撃ち落とす為に用いていた、今は不要なアプリをシャットダウンする。次に使うものが、最大の性能を発揮するために。

「プロミステラというのは、よほどデザインの下手な、三流が創った世界らしい」

　画面に表示されているのは、先刻、勇者の剣を複製した情報記録・再現アプリケーション《創造新ネクストステツプ》だ。

　大気を赤黒く穢けがしながら炎えん上じようする汚お泥でいの杭くい──かつて勇者ヒロキ自身が討った、四天王デボドラガの侵蝕汚染溶解自滅呪詛臓器《無際現アースレス》、エルフという種族が成す術なき絶望を味わわされた悪夢が再現プリントされる。

「愚か極まる。怒らせてはいけない相手を、わざわざ怒らせようなんて」

　押すタツプ、押すタツプ、押すタツプ、押すタツプ。穏やかな表情の裏に激情を秘め、スクリーンを割れんばかりに連打する。

　三百年前、わずか七本の杭で広大な大森林を攻め落とした四天王のスキルが、夥しく、空の色さえ歪めるほど天空を埋め尽くした。

「悪いのは貴様等だ。永えい劫ごう拭えない悪名を語り継がれろ、腐れ耳長。エルフという種族が犯した愚ぐ行こうのせいで、この土地は、万年住めない沼ぬまになる」

　思い上がった弱者への逃れられぬ粛清は、彼が液えき晶しように表示された《実行》の文字に触れるだけで解き放たれ、エルフには後悔をする暇ひますらもないだろう。

「…………ああ、そうだ、」

　それが、あまりにも容易たやすくて、起こるしかない未来だから。

　勇者ヒロキは、今のうちに見ておこうと思った。

　自分たちの未来が今から暗黒に塗り潰されると悟さとったエルフ共が、どんな表情をしているか。傑作な命いのち乞ごいでもはじめていやしないか、と期待して。

　そうして彼は、カメラアプリの望遠ズームを使用する。

「────────────え」

　そこにいたのは、勇者がそうすることを予見していたとでもいうように、世界樹の方角を見上げ──中指を立てている体操着の金髪と、頭の布を取り去って角をむき出しにしたエプロン姿の桃色髪であり。

　戦意にみなぎった表情の、その口が、こういうふうに動いた。




〝こっちを見たぞ〟

〝ブチ落とせ〟




「────────────ッ！」

　予感が全身を駆け巡った時には、もう取り返しがつかない。

　勇者ヒロキを睨みつけながら、魔王の孫が何かの術式を発動させていた。

「だぁぁぁぁぁあぁらぁぁぁぁぁぁぁッッッッ！」

　遙はるか地表から飛び上がってきたそいつが、プロミステラのどんな武具や魔術でも傷つかない頑がん丈じよう性せいを持つ、勇者ヒロキのチート・アイテム──バンノースマホを、そこから生み出された同質の力、〝３Ｄプリント勇者の剣〟を用いて、切り裂いた。

「────────────────────は？」

　スマホは手から離れ、地面に落ちる最中に消えた。同時に、待機状態にあった《無際現》も世界樹に纏わりついていた巨腕の維持力も失われていく。

「な、んで」

　遙か下、幾いく千せんの瓦礫が雨霰と降る音がする。三百年、魔法の源たる森を支配し、築き上げてきた栄えい華がの崩れ去る音がする。

「わかんねえ？　これくらいのことが？　何だよオイ、案外バカじゃん、生徒会長」

　役目を終えた勇者の剣が投げ捨てられる。

　そいつが、待ちかねたとでも言わんばかりに拳を鳴らす。

「遠距離通話ってのは、あんたがたお得意の〝デンワ〟とかいうやつだけじゃねえの。俺たちには昔っから魔法念話ってのがあって、そんで──俺は機を窺ってたわけだ。どこからのどんな攻撃でも回避しちまうアプリを、テメエが閉じる瞬間までな」

　種も仕掛けも目もく論ろ見みも、あきれるほどに単純だ。死んだふりからの、陽動と連れん携けい──これこそが、最初から彼らの狙いだった。

「勇者ヒロキの手からスマホを奪う為に、罠わなァ張ったってわけ。……ひひひ。便利な道具も結構だが、それにばっかり頼たよれねえ状況なら、自分で頭ァ使わねえとな」

　つまり、まんまと、勇者は策に嵌はめられた。

『ごめんなさいね』と悪びれもせず、パットは〝してやったり〟の喜びと〝ざまあみろ〟の嗜虐が混ざった、ニヤついた表情を浮かべている。

「俺ァな、ちょいとした事情で呪詛ってやつがそりゃもう大ッッッッ嫌いでよ。対策ならもう、三百年前から考えてたんだ。触れも近づけも、撃ち落とせもしないとびっきり濃い呪い──そんなもんに、だァれが正面から付き合ってやるか、阿呆らしいッ！　そういうことやる陰いん湿しつ本体を、全力で狙うに限るッ！」

　今や勇者は徒と手しゆ空くう拳けん、頼るチートを持たず、神聖なる世界樹の繁る葉を踏みつけ、礼れい儀ぎの欠片も持ち合わせない不良が迫るは殴り合い──

　──そんなことなど、二の次だった。

「お、おお、おまえ、おまえ、は……」

　勇者ヒロキは、この状況で何よりも信じられない要点、そいつの股こ間かんを指差し叫ぶ。

「おおおおおおおお男じゃあないかッッッッ!?」

　叩きつけられた言葉に引き摺られるようにして、パットがかろうじて纏っていた、ワールドツリー中央学園セラフックの切れ端はしが、風に流れて何処いずこへ消える。

　激戦による衣服の完全喪そう失しつ、及びインスタントな性せい転てん換かん魔法の効果が切れたその結果、愉快げに獰猛に乱暴に笑む、どこに出しても問題しかない校則違い反はんが、奇くしくも、大樹[image: ]の上でそれをやっていたレシアと同じ仁王立ちで吠えた。

「そうですけど何かッッッッ！」

「まさか、まさかまさかまさかそんなッ、おまえがもしかして──勇者タケトを送り返した、ありえないファンタジー世界住民!?」

「そのまさかッ！　どうも、名乗ってなかったっけな生徒会長、パット・ナッカノ・ファイハンタだどうぞよろしくさようならッ！」

　挨あい拶さつも手短に、飛びかかり拳を振りあげる。

「ふざけるな！　それが分かっていたらくそ、オレだってもっと万全に対策を、聞いてない聞いてない反則だ噓うそだノーカンだろうこんなもの！」

「大事なことに、気付くの大たい概がい遅おッせえんだよ！　ニュースサイトで情報チェックも結構だがな、もうちっと、自分の目でモノぉ見やがれッ！」

　そして、勇者ヒロキがこの世界で最後に口にしたのは──実に常識的で、ある種正当な、抗議であった。

「気付けるか馬鹿！　なんで男がそうホイホイ女とかになってるんだよ不条理すぎる！　ああ、これだから、魔法ってのは、ぶほぉぉ────ッ！」

　ブッ飛ばされた勇者ヒロキはキリモミ回転を行いながら落下し、その途中で、光の粒りゆう子しに包まれてプロミステラから消え去った。

「────ふう」

　パットが、仰あお向むけに倒れ込む。《経験値使用による一時的レベル上昇》に伴う治ち癒ゆ効果で強引に癒やした腹の傷だが、痛みまでは消しきれず思わず顔を歪める。

「……はは」

　そんなことも、一瞬で忘れて笑った。

　だって、それくらいに清々しい。

　遮さえぎるもの、覆うものなど何一つない、どこまでも広がる、遠く、高く、青い空。
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　空が、遮るものなく、どこまでも青く、清々しい。

「……………………ふぁ、あ」

　背を反らし、縁ふちに肘ひじをつき、腹の底から息を吐く。

　ちゃぷんと水みな面もが音を立て、もうもうと上がる蒸気が風に揺らめく。

「想像してたのと違ったな。身を浄める泉とかっていうから、俺はさぞかし──」

　修行で使われる滝たき壺つぼめいた、聖地的な場所だとパットは思い込んでいた。

　そういうお堅かたいものではないさ、と訂てい正せいを入れるのは、すぐ右みぎ隣どなりの金色……縁に両肘を当て、空に向かって首を反らしているマリーだった。

「星満ちの泉とは、そも、精霊女王エリザベートが世界樹大森林を視察中、すっ転んで魔法が暴発した際、ブチ抜いてしまった穴から偶然湧わき出だした温泉だよ」

「ふへぇ、そーうだったんですねぇ」と間延びした返事をするのが今度は左隣、首まで湯に浸かりながら、時折口元まで潜りぶくぶくぶくとやっている桃色大魔王だ。

「はふぅ……。わかりますこれ、湯の中に溶け込む、奇き跡せき的てきなバランスで配合されたマナの効果で、お肌が芯しんから喜んでるぅ……。エルフたちの長ちよう寿じゆと何歳いくつになってもスベスベピチピチお肌のヒミツは、これにあったんですねぇ……」

　その施設は世界樹の根に、つまりワールドツリー中央学園内に存在していた。

　元々湧いたのが地下であったのだが、中央学園崩壊に伴い降り注いだ瓦礫に埋まってしまい、それを住民総出で発はつ掘くつ・整形、一応の使用が可能な状態に修復出来たのは、あれから五日も経ったつい先ほどのことである。

　以前は異世界文明の影響を濃く受けた内装であったろうが、今はまるで、地元民しか知らない秘密の場所のような具合だ。周囲は崩ほう落らくを防ぐために積み上げられた岩、壁へき面めんには地上へ戻るための梯子──吹き抜けの、隠れ家的風情のある露ろ天てん風ぶ呂ろに、見えるものは空と岩の自然だけ。

「夢が叶った気分だよ……。ずっと憧あこがれだったんだ、エリザベートが何かにつけて『あそこで身体を浄めないと全力が出せないから』と通い詰めた秘湯の、心地よさは……」

「五日間、魔法使いっぱなしで疲れた体に、きゅーっと癒やしが染みわたるねえ……。大魔王的に考えると、確かにこれはやばいよう……。こんなのでリフレッシュされちゃったらあ、とてもじゃないけど落とせないよお、プロミステラ……」

「なあー」「ねえー」と湯気の中で笑い合う、姫騎士と大魔王の孫。そんな二人から思いっきり目を逸らしっぱなしで、『どうにかいないものとして扱えないか』と努力を続けていた少年は、ついに〝自分が動かねば状況が変わらない〟と覚悟を決める。

「ねえ」

「うん？　なんだ、パットよ」

「どうして来た？」

「えぇー？　だってぇ、パットくぅん」

　心地よさに女じよ性せい陣じんがとろけた声をあげる。

「そりゃあ、確かに──今回の、一番の功労者である君に、『誉ほまれある一番風呂を進しん呈ていする』とは言ったけれど」

「言ったよね。なら」

「でもさあ。──一番風呂を浴びた後に、一人でほっとくとは言ってないよねえ」

「言ってないけどね。でもそこは」

「それに、ほら。上」

　くい、とマリーが言いながら指し、パットは釣つられて首をあげ、口を引きつらせた

「君ももう、トッカラケで知っての通り。とんでもない危機から救われた人ひと々びとというのは、嬉しくて嬉しくて──種族を問わず、もてなさずにはいられないものなのさ」

　彼が見たのは、地上への吹き抜け、天井の縁に、ひょこ、ひょこ、ひょこひょこひょこひょこ──現れ覗のぞく無数の顔と長い耳で、その口が開かれ、明るい笑顔に声が揃う。

「「「「パットきゅ────ん！　お礼にお背中流させて────ッ！」」」」

「いぃや────────ッ！　喰たーべーらーれーりゅぅうううううううっ！」

　青空より降る無数の全裸ココーセ・エルフに、いたいけな少年が悲鳴をあげた。
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　そこに星空があって、あれ、死んだのかな、と素すで思う。

「────はっ」

　そんなことはない。パットが意識を失ったのはごく普通な湯当たりによるもので、いや、状況はエルフの女性たちにかわるがわる背を流され湯の中でくっつかれ『どこ住み？』『念話やってる？』『お肌モチモチだよね』『すっごい筋肉かったーい！』『魔力の高いおねーさんとかってぇ、興味ある……？』と退路を閉ざされたが故の特殊な消しよう耗もうだったのだが、それはともかく。

「おはよう、同志」

　星空と、自分の間に顔がある。緑の髪の穏やかな顔に見下ろされながら、パットは頭の下に、柔らかな感触があるのに気付く。

「……ども。えっと、これは、どういう？」

「あのお二方は、出発の準備をしています。マリー殿どのは『どうしても見つけておきたいものがある』と仰おつしやり、ベラ殿もそちらに付つき添そわれましたので、小生がこの役を」

「相方ちゃんは？」

「ベッドの中です。ラフは小生の魔力を通しすぎると、熱を出してしまうので。今日は泉の修復のため一層張り切りましたからね、本人は不満そうでしたが早めに寝かしつけました」

　そういえば、とパットは思い出す。この間もたしか、ラフの葡萄色の髪が薄い水色のようになっていて、口調もなんだか『ぜんぜんヘイキでございますなのです』とか明らかに無事ではないものになっていた。

　他人の魔力を身体に通すというのは本来危険な行為であるのだとレシアは眉まゆ根ねを寄せて語り、「まったく、これだから天然の天才というやつは。何でもできることに夢中になって何をしてはいけないのか、まるで加減がわかっていないのですから。これからもちゃんと面倒を見て、いろいろと教えないと」と仕方なさそうに言っている。

「はは。なんか、姉ちゃんっつーか、母ちゃんみてえ」

「む。いえ、確かに小生、彼女よりは齢よわいが上──というより、世界樹大森林では、今や長老に近い齢ではあります。諸事情あって、魔王軍に襲しゆう来らいを受けた当時、居合わせず難を逃れておりましたので」

「へえ、そうなんだ。道理で何かと口うるさいわけだ」

「……ええ、そうですとも。齢を取ってしまうと、何かと、まだ芽でしかないくせに軽挙がすぎる若い世代が気になってたまらなくなるのです。元凶がいなくなっても、性格までいきなり元通り、とはいかないようだ。ココーセをやっていた者たちは、慎ましさが足りずにいけない」

　彼女──レシアは、パットの身体の火ほ照てりを、扇おうぎで冷ましてくれていた。

「本当、こちらこそ頭が痛い。そうした影響──〝勇者の落としもの〟と向き合い、乗り越えていくことが、これからのエルフの課題になりますね」

　二人がいるのは、パットが勇者ヒロキと決着をつけた場所、世界樹の頂上だ。

　喧けん騒そうから遠く、星は近く──見下ろす地上が、よくわかる。

　エルフたちが灯す魔法の明かりが照らし出しているのは、勇者ヒロキがもたらし、散った、膨大な異世界文明の残ざん骸がい瓦礫だ。

　トッカラケの件で明らかになったのだが、たとえ本人が消えようと、召喚勇者が生み出したものまでも一緒に消えるわけではないのだった。

「三百年分の歪みが解消され、再びこの地が世界樹大森林と呼ばれる場所に戻るのに、どれだけの太陽と月と星の廻めぐりを必要とするのか。……少なくとも、同じ三百年で足りるはずもなく、到底容易な道程でもないでしょう」

　エルフが負うことになった未来への荷物を思うレシアの表情は硬く、そこにパットが何事かを言おうとする前に、ふっとそれが和らいだ。柔じゆう軟なんに、だからこそ壊れない、内の強さを示すように。

「けれど。諦める、なんてわけにはいきませんよね」

「……ああ。世界樹解放同盟──あんたらが掲げた目標が、ようやく叶ったんだもんな。そりゃつまり、ゴールじゃなくて、ここからがスタートってことだからだろ？」

「いいえ。皆にとってはそうなのでしょうが、小生は違います」

　パットの目を見ながら、彼女は、自分の中の炎の意味を語った。

「百年程度の寿命しか持たない人間が──もう二度と逢あえないと思っていた子供が、自分の夢を追い、その手に摑もうとするくらい、成長した。そんなカッコイイものを見せつけられてしまったら、こっちが先に諦めるわけにはいかないではないですか」

「……………………ん？」

「もう一度逢えるなんて、びっくりしました。おっきくなりましたね、生徒一号」

　その呼びかたに、自分が修行していたのが三年ではなく三百年間だと知らされた時、倒そうとしていた魔王が保護指定されていると知った時よりも、パットは愕がく然ぜんとした。

「────────────────センセー？」

「……フフフフハハハハハハハッ！　勘違いするではないぞ愚かで下げ賤せんでミニマム魔力な人間共！　私は別におまえたちを助けたいわけではなくて、いい実験台になると思ったから研究対象にしてやっているだけなのだからなっ！」

「うわぁあぁぁあぁぁぁあぁぁぁあセンセーだぁあぁぁあぁぁぁあぁっ!?」

　パットは膝の上から全力で飛び退く。三百年前、散さん々ざんに故郷ナッカノ村で聞いたフレーズが一言一句違たがわず飛び出し、確信と共に絶叫する。

「え、は、ど、なぁっ、どういうこと!?　センセー、姿、変わってない!?」

「説明しましょう、そこのあたり」

《永続レベル減少》と《消滅ペナルティ》を負わされた、パットの村を助けた旅の学者エルフ〝センセー〟──大樹[image: ]開発研究の為に世界を周っていたレシア・フラッティは、上げられなくなったレベルをきっぱり諦め、最も効率よく現げん状じよう維い持じが行えるところを己の基本と定め、旅で学んだ秘術を以て自身を作りかえた。

　肉体は、背がぐんと伸びスタイルも良くなった百十七歳よりちょっと前に、レベルは12と定めた。ここにイカサマがあり、彼女は《不便な自分とあえて向き合うようレベルを低くする》行為そのものが経験値として扱われるよう術を施し、その状況に耐えているだけで存在が消滅しない、という反則めいた方法で呪詛を克こく服ふくしていたのだった。

「当時は何しろ闇の時代、一万の魔王が世界全土を陥かん落らくさせる直前だったので、〝二度は効果があるかわからない術が切れて消滅〟という事態を避ける為に〝命ある限り切れない呪詛〟を自分で自分にかけ直したようなものだったのですが……」

　彼女が誤算を知ったのは、幼い自分に慣れはじめたわずか一ひと月つき後ごだった。

「予想出来るわけないじゃないですか！　異世界からチートな勇者がぽんぽん現れて、疫病呪詛を広めた魔王があっさり倒され、そっちの呪いだけ解けちゃうなんてッ！」

　かくして、永遠に成長出来ない生しよう涯がいレベル12のちびっこエルフＸＸＸ歳が誕生した。もっとも彼女はそれについてはまったくめげず、『総量が少ないなら燃費の優れた魔力を独自理論で練りあげればいいのです』『炎魔法しか使えないなら誰かを相方にするまでですとも』と、自分の問題を次々合理的に蹴け飛とばしていったわけだが。

「──こほん。どうしても解決出来ない問題があった時、それを諦めるのではなく。その前提を覆す為に、多面的に観察する──それこそが学問なのです、生徒一号」

「……はは。ンだよ、懐かしいじゃん、その口上」

　少年は、思い出す。国ごと疫病呪詛の侵蝕に襲われ、手が回らないと見捨てられた小さな村に現れた旅のエルフは、村人たちをそう元気づけ、幾度も失敗しながら──最後には全員、助け出した。

　そう。あの日、あの場所で、生せいの節ふし目めを体験した。

　救われる喜びと、不可能が可能になった興奮と──そして、生まれて初めて好きになった相手を助けられなかった慟どう哭こくを、少年は味わった。

「変わらないな、あんた。どんな姿になっても、俺の憧れだよ、センセー」

　その地点から始まった挑ちよう戦せんがここへと続いた。三百年が過ぎた今では、少年のほうが背が高い。

「君は、とても変わりましたね」

　かつて悲しみと共に別れた生徒の頭を、レシアが、背と手とを伸ばしてなでる。

「無力を嘆き、何もできなかったと悔い、受け止めきれない悲しみを抱え──けれど、それに、折れず。屈さず、負けず、諦めず。立ち上がって、走り出した」

　──誇りなんて、とても持てる動機ではなかった。最初の一歩は、何もできなかったという事実から、逃げ出すためのものだった。それこそ、少年が、自分にさえ隠していた本音だった。

「そうして。今度は小生──いえ」

[image: ]

　──報われる日など来ないと、一時も忘れたことはなかった。魔王を倒して、それでなんだ。世界を救って、それがどうした。それを言いたい相手に、もう二度と、何の言葉も届かない。

「私、だけじゃあなくって。私が助けたかったものまで、全部一緒に、助けてくれた」

　──ただ、好きになった相手が、やるべきだと語っていたことをやるのだと、そんな引き継ぎの夢だった。最後には何も残らないと、叶えた時何の感慨もないと、確信していた夢だった。

　そんな決めつけのすべてが間違いだったと、パット・ナッカノ・ファイハンタは、思い知る。

「今、世界で一番誇らしい。君は私の、最高に素敵な、本物の勇者ですよ。生徒一号」

　遠き昔、始まりの動機でありながら、決して叶わぬものだと諦め果てていた誓い、置き去りにされていた願いが、星空の下、果たされた。

　花マルです、と満面の笑みを浮かべる先生の前で、少年はぼろぼろと泣いた。
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「キィ・リィ・スゥ・テェ──ゴ・メェェェエェェェエンッッッッ！」

　吹ふき荒すさぶ風、舞まう砂すな埃ぼこり、神しん速そくの踏ふみ込こみ、音よりも速き抜ばつ刀とう──向かい立つパットは臆おくさず、肩かた口ぐちより爆ばく発はつした閃せん光こうを纏まとう腕うでが、砲ほう撃げきが如ごとく撃うち放はなたれて、刃やいばより早くその身を捉とらえた。

　青あお髪がみの尾おが勢いに揺ゆれ、それからぱさりと背を叩たたく。

「ま、まさか拙せつ者しやが、このイセカイ・サムライがぁぁああああぁあっっ！」

　夕焼け空にぶっ飛び消えるのは、荒こう野やを長年徘はい徊かいし、避さけて通るべき危険域にしていた元げん凶きよう──召しよう喚かん勇者ツルキだ。出で逢あった者に片かたっ端ぱしから試合をふっかけ物品を巻き上げていた、《ヨロイ具ぐ足そく》という変わった武具を身に着けるタチの悪いツジギリは打ち負かされた。すると、空間にぽんっと現れた宝箱が、溜ために溜め込んでいた戦利品ざいほうを大量にバラまく。

「はわ、はわわわわわわっ!?　え、え、ええっと、こ、これ、どうしましょう!?」

「……ふむ。確か、この近くを商人ギルドの隊商キヤラバンが通過する予定があったはずだ。ベラ、今から言う波長で、広域念話通信を試みて欲しい。先方と繋つながったら、リーダーのカラヴ氏にいい話があるとかけ合ってくれ。以降の交こう渉しようは私が引ひき継つぐ」

　近くの岩いわ陰かげに行き、大量のドロップ品を見張れる位置でマリーが野営の準備を始めた。その様子をパットがまじまじと見ていると、姫ひめ騎き士しがふいに振ふり向むき目が合った。

「すまないなパット。君が倒たおした勇者なのに、話を勝手に進めてしまって」

「あー、そっちは問題なし。流石さすがにいつもの反則ローブにも収まりきんねえ量だし、かといってこんだけのもん放置してくにゃもったいねえし──第一、俺おれたちゃパーティなんだから、こういうのの権利は、全員で分けるもんだろう。礼しかねえよ、姫さんの判断には。かはは、さっきの勇者のイアイギリってのより切れ味いいぜ」

「勿もち論ろんだ。だって、自分の栄光に関わることなのだからな」

「うん？」

「持ち主が特定出来るものは返へん却きやくし、そうでないものについては勇ゆう害がい遭そう遇ぐう者への寄付に当てるが、その際にほら、いくらか謝礼を貰もらわねば」

　一いつ瞬しゆん、パットの頭が混乱して言葉に詰つまる。どこからどう見ても高貴な金きん髪ぱつ姫騎士は、その高貴さのまま発言する。

「富と名声の同時獲かく得とくというわけだ。取り分こそ減るが、評判や信用は金を積んでも買えぬ宝であり、名のある隊商ならそれを実感している。まったくなんと幸運なのだ、王国再建の材料と有名隊商とのコネを同時に摑つかめるとは！」

　あはははは、と曇くもりなき眼まなこ、澄すみ渡わたる欲望で笑うマリーの評価を求め「あれどうなんですか」とパットはベラを見ると、彼かの女じよもまた「うん」と頷うなずく。

「さすがマリー！　その飽あくなき未来への欲望、それでこそわたしの好敵手！」

「よーしそっか！　ほんっとこういうとこブレねえなアンタらって！」

　ぴょんぴょん跳はねる桃もも色いろ大だい魔ま王おうとは裏腹に、唯ゆい一いつの真っ当な苦労人かつ常識人は『こういう青さもいい加減捨てたほうがいいんだろうか』と疑問に思いつつ吠ほえた。
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　きらめく月と星の夜空に、焚たき火びの煙けむりが昇のぼっていく。教えられた秘伝レシピで作った、栄光の翼つばさ亭てい・特製シチューをカップで啜すすり、三人して笑顔になる。

「この感じ、なっつかしいなあ。もう一ひと月つきは前だっけか、トッカラケに寄ったのは」

「賢けん者じやの島で出逢ってからだと、二ヶ月くらいの間なのに。なんだか、もうずっと長いこと、いっしょに旅をしているような気もします」

「私も同じ気分だよ。何せ、そんじょそこらの六十日ではなく──プロミステラの始まり以来、誰だれも体験したことのない、前代未聞の旅路だからな」

　三人はそれぞれ、別べつ々べつのことを思い出しているのだろう、違ちがった表情を浮うかべる。パットは激戦を思い出しているのか闘とう志しを浮かべ、ベラはグルメ中心なのがまるわかりでよだれを垂らし、マリーは各地での活かつ躍やくを、クールな微び笑しようで反はん芻すうしているようだった。

「すぐ思い浮かぶのは、トッカラケのハーレムとか、エルフの森のスマホとか──」

「物ぶつ騒そうですねー、パットくんは。原則、出くわさず・関わらない方針の勇者とかち合ってしまった事件は確かに印象は強いですけど。でも、それだとまるで、トラブル続きだったみたいじゃあないですか」

「うむ。勇者側の予期せぬ行動・予定外の状じよう況きようで遭遇する以外では、事前に決定していたルートがきちんと役に立ってくれた。基本的に、勇者は勇者同士での争いを避ける傾けい向こうにあり、他勇者の支配圏ナワバリを荒あらすことはしないからな」

　驚おどろくべきことに、らくらくプロミステラ救済チャートは有能であった。

　人ひと々びとが収集していたデータをもとに勇者の位置・行動・進路を予測、危険の間かん隙げきを縫ぬうように進み、一行はそれこそ、今のプロミステラにあって難しい平和な旅行を満まん喫きつするかたちになっていた。

「とはいえ、定住していない野良勇者や、昼間のような広域無む秩ちつ序じよ放ほう浪ろう系けい、伝説や噂うわさ話ばなしの存在とされて情報が極きよく端たんに少ない類たぐいのものまでは避けられないのだが！」

「その節はーどうもーありがとうございますパットくんー」

　ははー、とわざとらしく頭を下げる二人に「あのなあ」とパットは釘くぎを刺さす。

「言っときますけどね、俺、一応は連中のチーレム影えい響きよう受けねえし、デタラメにレベルアップすりゃあチートスキルとも渡り合いようはあるんだけど、ずっとサイキョーなわけでもぜったいムテキなわけでもねえんだよ？　そういうふうに見えてたってんなら、ひひ、ペテン師ジジイに叩きこまれた騙だましの技術が生きたってことなんだけどさ」

　パットが悪い顔で笑う。大賢者に改造されたことで可能になった、バグめいたインチキ──《一時的レベル超ちよう増ぞう大だい》は、万能という言葉とは程遠いピーキー調整だ。

　元もと々もと〝才能の欠片かけらもない少年が、ムリヤリ一時的にでも大魔王に勝てるほどの状態になる〟ことを目指した代しろ物ものであり、安定性だのは端はなから度外視されている。一対一の短期決戦、ステータス変へん貌ぼうからの奇き襲しゆうが想定された勝ち筋で、そのパターンからはみ出しかけた世界樹大森林戦いでは、危うく敗北の憂うき目めに遭いかけた。

「うまいこと嵌はまりゃあ効果はデカいが、制限しばりは多いし隙すきもある。手放しに信用されても困るぜ。あんたらも自分で自分を守るんだっつう注意を怠おこたってくれるなよ」

　辛しん辣らつに、道中何かと緊きん張ちよう感かんに欠ける同行者へ皮肉げな表情を向けるパット。なのだが、そんな彼かれに対し二人は真逆の、微笑ほほえましいものを見る表情を浮かべていた。

「変わったねえ」「変わったなあ」

「……あ？」

　眉まゆ根ねを寄せる青い少年に、桃色髪の大魔王はからかうように、金髪の姫騎士はしみじみと語る。

「旅立つ時は、大船に乗ったつもりで任せろとかって言ってたのに。ねえマリー」

「確かに聞いた、言っていた。私たちの気楽さなど、及およびもつかない能天気でな」

「……おい。何が言いたいんだよ、おまえら」

「そりゃあもう。『自分だけがんばっても助けきれないことがあるぞ、だからあんまり油断するなよ』って注意してくれるのは、それって、わたしたちがいなくなったらイヤだって思ってくれてるからだもんね、パットくん？」

　指し摘てきされた言葉、自分の中にある感情、それらをどう扱あつかっていいのかを摑みあぐねて、少年が百面相する。

「…………そりゃそうだ。あんたらがいないと、例の儀ぎ式しきもできないんだから」

　視線を逸そらしながら言っている時点で、白状しているようなものだ。

　六十日間の、短いようで長い、そして、濃のう密みつだった旅である。

　知ったことも、思ったことも、変わるものも当然にあるのだ。

「それも、あとちょっとだろ」

　ばつの悪い空気を誤ご魔ま化かすように、パットが言う。

「目的地まで、もう、目と鼻の先だ。そこまで行けば、俺の仕事もようやく終わる」

「ああ。──そこで、君に護衛を頼たのんだ最大の理由と、出くわすことになるだろう」

　ぴく、と一瞬、ベラの身体からだと表情が強こわ張ばったのを、二人は見る。

「…………その。お願い、ね。パットくん」

「任せろ。トッカラケの時みたいにもう一回、おまえの分までやってやる」

　胸を叩いて言うと、ベラは安心したように「うん」と笑った。

　勇者送そう還かんの達成は、あと一歩で届いて叶かなう寸前の状況にある。

　しかし当然、そこはゴール以上に、一個の区切りでしかない。

「そういう時代をまるっと飛ばした俺と違って、あんたらにとっては、それこそ念願の節目ってことになんのかね。勇者に脅おびやかされてないプロミステラってのは」

「そうだな。本当に長い試練の、そして雌し伏ふくの時代だった。その苦難を越こえた先に求むチャンスがある。勇者一いつ斉せい消失が巻き起こす世界の激動に備え、私は数かず々かずの用意を旅の以前から整えていてな。他の誰より早く適切に滑すべり込こもうではないか、時代の穴に！　そうして復活を遂とげるのだ、一度は地に落ちた王家の栄光がッ！　このマリー・ラフラ・クッコロイヤル、必ずや世界中から愛される女王の座へ返かえり咲ざこうッ！」

　こうした態度も、ここまで一いつ緒しよに旅をしてきた二人には慣れたものだ。

　高貴なだけのマリーなどマリーではない。一皮剝むけばその下には飽くなき黄金の欲望が、普ふ通つうの人が聞いたならまず間ま違ちがいなく「どうかと思う」と言うだろう、とめどなき野心が秘められている。

　しかし、少なくともパットとベラは、むしろ応おう援えんする立場にいようと決めている。

　知っているからだ。彼女の根、中心のところは──やはり、輝かがやくような女王の資質であるのだと。

「実現するかね。姫さんの理想」

「させる」

〝する〟でも〝したい〟でもなく、彼女はそのように断言する。

「勇者がこの世界にはびこり始めて三百年、対し、魔ま族ぞくや魔ま物ものがプロミステラを襲おそっていたのは、せいぜい十四年ぽっちだぞ？　それを比べれば、この世界に帰属しようとしてくれていた彼らを迎むかえ入いれる国を築き上げるのも、ありえない話ではないさ」

　他種族混血、二つの種の橋はし渡わたしとなった精霊女王の末まつ裔えいが抱いだく望みとは、勇者が去った後のプロミステラに魔物や魔族が安あん穏のんと住める国を築くことだった。

「そしていずれは──創造神ファンタズが遠い昔に分断した《魔ま界かい》とも、友好を結びたい。アプローチさえ間違わねば、今度はきっとうまくいく。何しろ、連中にも気のいい手合いがいて、話せばわかるということがわかっているのだからな」

　マリーがベラを流し見る。そこに籠こめられた思いをきちんと受け止めきれているのかいないのか、見られた本人はきょとんとした表情をする。

「ああ、無論、その際には是ぜ非ひ大使を務めて頂きたいね、ベラ。君らは、魔界でも崇すう敬けいされる一族だったのだろう、大魔王様？」

　普ふ段だん呼ばれ慣れない言い方をあえてするマリーに、照れくさそうなくすぐったそうな表情で、「も、もう、やめてよマリーっ」と拗すねたようにベラが頰ほおを膨ふくらませる。

「マリーのお願いなら、わたしが断るわけもないけど、でも、わかんないよ？　……わたし、魔界から、無理矢理来ちゃった時は、まだちっちゃかったし」

「……は？　無理矢理、来ちゃった？」

「うん。プロミステラって、どんなところか気になって、その……魔王の人が起動させた転移の魔ま法ほう陣じんに、勝手に飛び込んだの。しかもそれが、ちょうど、次元転移の魔法陣が使える最後の時で──」

「……そりゃあ、また」

「ばかだった、よね。自分でも。あの時は、わたし、おじいちゃんたちが何をしに行ってるのか知らなくて……まさか、別の世界の人たちと、戦争をしてたなんて」

　軽い気分の冒ぼう険けんだったのだと、ベラは語る。──それが、三百年間にも及ぶ、放浪と逃とう走そうの始まりになるとは、ちっとも思っていなかった、と。

「ふふ。考えてみれば、なんだかちょっと、パットくんみたいだよね。元は魔界の生まれだけど、三百年も帰ってなくって。向こうでは、色んなことが起こってるに違いなくって。考えてみれば、あっちより、こっちで過ごした時間のほうがずっと長いわけだし。なんだか、緊きん張ちようしちゃうんじゃないかなあ」

　そわそわと落ち着きなく、ちゃんと出来るかなあ、大魔王の孫が慌あわてる。

「でも、うん。逃にげたりしないで、きちんとやるよ。だってわたしは、他でもない、大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世で──プロミステラのことをちゃんと知ってて、向こうで生まれた純血統の魔王だもんね」

「──ベラ」

「……でも、ね。もし、えへへ、ちょっとだけわがままを、許してもらえるなら」

　一拍ぱくの間の後「わたし、もう少しだけ、旅をしてみたい」と、彼女にとっては異世界の星空を見ながら、大魔王は言った。

「あのねあのね、プロミステラって、おもしろいよね！　六十日、色んなものを、見てきたけどちっとも味わい足りないくらい！　だからねわたし、勇者送還が終わったら、もう、どこに行くにも怯おびえなくてよくなったら！　近づけなくて憧あこがれてたもの、色いろ々いろ調べて回りたい！　欲しいと思ったもの、諦あきらめないで手に入れたい！　そ、そういうのがわたしなりの──せ、セカイセーフク、なのだーっ！」

　ちらりとパットが視線をやれば、マリーが浮かべている表情は、驚きと、喜びと、かすかに滲にじんだ涙なみだで、十分に理解する。

　ベラがこういう発言をしたのは、これが初めてであったのだ。六十日の、いや、本人だけでいうならば三百年前から続いていた放浪が終点に辿たどり着つく間際に来て、ようやく彼女は、自分の心からの望みを口に出来る安あん堵どを得られたのだ。

「なはは、いいんじゃねえの、それ。行っちまえ行っちまえ。建国からの異世界間和平協定とか、ウン十年単位でかかりそうな大事だし、その間にのびのび見識を広めておく、親善大使としての経験値稼かせぎ、大いに結構ってもんだろう。ただ──くくく、大魔王サマにしちゃあ、実にこぢんまりとした、慎つつましやかさだとは思うけどな！」

「あーっ！　ぜ、前半だけなら嬉うれしかったのに、よけいなこと言っちゃいましたねパットくん！　じゃ、じゃあそういう君は、どうするんですか、この旅が終わった後！」

　さて、藪やぶを突つついて蛇へびが出たとパットは思う。彼にとって、それは実のところ結構な難題である。

「……ま、確かに、えらそうにケチつけられる側じゃねえか」

　元々、生きることに対し、目的らしい目的を持っていなかった。

　ナッカノ村のパットは、出自不明の捨て子だった。飯と寝ね床どこの代わりに労働力として使われながら、いつまでたっても誰にも心を開かずに、何かにつけては問題を起こす天てん涯がい孤こ独どくのつま弾はじき者ものが、勇者なんて似合いもしないものになろうとしたのは──当時世界を旅しながら魔王軍に立ち向かう方法を研究していた学者エルフ、レシア・フラッティに絡からむ無念を晴らすためだった。

　その目的も、この上ないかたちで果たされた。めでたしめでたし、で落着した。

　──では、その先は？

　課した使命を果たし、世界が救われ、平和になった時代における〝勇者〟の意義。

〝めでたしめでたし〟の、物語の先にあるものは──

「──ま、とりあえず、ひとつだけ確かなことが決まってるわな」

「ほう」「なんですなんです？」

　興味深そうに顔を寄せる二人に対し、パットはにかっと笑いを浮かべる。

「元気持て余したからっつって！　召喚勇者連中みてーな、チート無む双そうで好き放題な厄やつ介かいモノにだけはならないようにしねーとな！」

　瞬またたく星の下、今はまだどこにもない夢を、好き勝手に語り合う。他の誰もいない荒野の只ただ中なか、世界を捕つかまえたような一夜に、三人の笑い声はいつまでも響ひびいていた。
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　最初は船で海を渡った。

　陸路になってからは馬車に乗り、山を越え、谷を抜ぬけ、木立をかきわけ、地平線まで続く平原を歩き、空を見上げ、雲を眺ながめ、同じ風に吹かれてきた。

　姫騎士マリー・ラフラ・クッコロイヤルと。

　大魔王の孫ヴェラヴィアディスドルファⅢ世と。

　勇者を目指した少年パット・ナッカノ・ファイハンタが。

　三人組が目指した目的地は、広い平原の中にそびえる台地、魔物や不届き者を拒こばむ高く険しい切り立った崖がけの上にある。

　パットの手とベラの魔法を用いて登れたものの、その建物はまだ見えない。

　三百年前、多くの信徒が参拝に訪れた聖なる台地は、中心部に向かって大きく、黒く暗い漆しつ黒こくの闇やみで蓋ふたがされているからだ。

「──あの。言っておきますけれど、触さわっちゃだめですよ、パットくん？」

　注意され、すんでのところで真昼の闇に触ふれようとしていた指がひゅっと引かれる。

「下手をすると飲まれるというか、何が起こるかわからなくて、これ自体が不確定と変貌がかたちになった壁かべであり罠わな、盾たてであり矛ほこ、みたいな……？」

　現代でこそ勇者の影かげに隠かくれたが、そもそもそうしたデタラメなチカラは魔王たちの専売特許だった。

　異次元から来訪した者が備える不条理に強力な能力、チートスキル。一行の目の前にあるのはその名残なごりだ。数多あまたの魔王の中で最も強力で、どんな勇者さえも手出しが出来なかった、死後なお残り続けている《絶対命令》がここにある。

「と、とにかく、触らぬ魔王に祟たたりなし、です。これがおじいちゃんの──プロミステラの理ことわりを、魔界の法則に塗ぬり替かえるチートスキル《大魔王権シフト・デイメンジヨン》なんですから」

　三百年前、大魔王ヴェラヴィアディスドルファは、プロミステラからのありえない大だい反はん撃げきを受け、元凶たる設備に迅じん速そくな襲しゆう撃げきと封ふう印いんを行った。

　それがこの、持てる力の四割を費やした〝漆黒の蓋〟で、以来何なん人ぴとも踏み込めぬ、触れてはならない禁足地に指定されたのだった。

「皮肉な話ではあるな。その焦あせりの見えた行動こそが、プロミステラに《勇者召喚》の有用性を確信させ、世界中に儀式が広まるきっかけになったとは」

　マリーの言葉は、それを広めた子孫である分だけ重い。大魔王の誤算は、召喚には特段優れた霊れい地ちでなくとも魔王を破れる者が呼ばれてしまうことで、そのすべてをいちいち後手に回って封ふう鎖さしに行く余よ裕ゆうなどもう魔王軍にはなくなっていた。

　ここは唯ゆい一いつ大魔王に封印された勇者召喚の地であり、異世界の勇者もプロミステラのどんな種族も立ち入れぬ、時代に取り残された場所だった──そう、今日までは。

「その、では、始めようと、思うんです、けど──」

　おどおどと窺うかがう彼女の肩かたを、左右から、マリーとパットが、ぽんぽんと叩く。

「覚かく悟ごも信しん頼らいも出来ているよ。何せここまで、とても楽しい旅だったからな」

「パッとすまして肩の荷下ろして、その後、思いっきり打ち上げしようや」

「……はいっ！　わたし、パーティ、たのしみですっ！」

　自身を鼓こ舞ぶする叫さけびと共に、ベラの手が漆黒の壁へき面めんへと触れた。

　途と端たん、巨きよ大だいな蓋の全体がデタラメな色しき彩さいへ変貌する。外部からの接せつ触しよくに劇的な反応を示し、『誰一人この中へ進ませるな』という、三百年前の命令コマンドを全うすべく、計り知れず予測出来ない何事かを起こそうとする。

「おつかれさま」

　その挙動が別の、より上位の優先権を持つ命令に割り込まれた。

「ずっと、プロミステラがめちゃくちゃにならないようにしていてくれて、ありがとう。ここから先は、わたしがちゃんと──責任果たすよ、おじいちゃん」

　黒い蓋の全体が、身み震ぶるいをするように波打った。

　本体が去ってからも残り続けていた、大魔王の意思と力の塊かたまりが……触れた手の繋がりから、直系の少女の中へ、びゅるんと吸い込まれていった。

　ベラの唇くちびるから、長く細い吐と息いきがこぼれる。三百年振ぶりの陽ひを浴びる高き台地の中心部、長きにわたる封印より解放された聖地神しん殿でんナシャユミヤ、創造神を祀まつるプロミステラで最大の神域が、三人の視線の先に見えていた。

「……あは。ほんとうだ、本で見たのと同じ、立派で、綺き麗れいで、素敵な建物……」

　揺らめき、倒れかけた肩をパットが受け止め、そのまま「よっ」ともう片方の手を膝ひざへ回し、抱かかえる格好で持ち上げる。

「ご苦労さん。お次はこっちの仕事だ。姫さんも、しっかり摑まっててくれよ！」

「うむ！　せめて、バスよりも優しい乗り心地を期待する！」

　返答は肩かた越ごしに、パットへおぶさっているマリーが頷く。夜なべをして作った運うん搬ぱん用ベルトでがっちり固定されていて、これならば振り落とされることもない。

「はっはっはっ、残念だが、そっちの期待には添そいかねますんでご了りよう承しようあれ！　──そんじゃ、行っくぜええぇえぇぇぇっ！」

　パットの足から光が溢あふれ駆かけ出だしていく。その挙動は水みな面もを切る石に近い。そうそう味わうことのない体感に、本人に抱えられることで彼の世界に同調しているベラが「ひょゃあああああああ!?」と悲鳴を上げた。

「パパパットくんって、いいいっつもこんなふうに動いてたんですねぇッ!?」

「何度吐はいてブッ倒れたかわかんねーよ、自分で自分の動きに慣れるまでッ！　そりゃあしんどかったぜ、たとえばいきなりレベル１００とかになったって、普段はずっとレベル１なんだもんな！」

　この点が、レベルアップ・バグ使いであるパットの特とく徴ちようでもある。蓄ちく積せきされていた経験値を燃焼させて瞬しゆん間かん的てきに行われる超ちよう絶ぜつ強化の把は握あくと習熟、変動への適応と制せい御ぎよ、己の力を己の思う通りに動かすこと。

　言葉にすれば単純だが、実際は困難極まる。年とし端はもいかない子供が突とつ如じよ大人になった時、自分自身の力の加減をすぐに摑めるのか、更さらにはその逆があった時、自分の本来の力を間違えないか。パットの能力はそれを極端にしたようなものだ。

　ガラスの拭ふき掃そう除じをしようとして粉こな々ごなに割ってしまった話、ゴーレムの一いち撃げきを受けてその場に踏み留まる課題で力を抜きすぎてぶっ飛ばされてしまった話、そうしたエピソードの引き出しは三百年分もある。

「ぎゃははははは、何度思い返してもひっでーのなんの！　こんなもん絶対オススメなんてできねえわ、ってところで到とうッ着ちやくぅッ！　ちょえや────────ッ！」

　封印の外側から中心まであっという間に移動し、神殿を取り囲む堀ほりを跳ね橋を下ろす間を惜おしんで飛び越え、勢いのままに正面大門を蹴けり開あける。

　かつてない荒あら々あらしさで、聖地神殿ナシャユミヤに、三百年振りの来客が突とつ入にゆうした。

「ほおぉ、これがあの有名な神殿の中か！　そういう学とか素養もねーんだけど、うん、いいトコだってのは何となくわかるな！　よっしゃ、それじゃこのまま奥おくまで」

「ストップ」

　そのまま走り出そうとしたところで、有無を言わさぬ待ったがかかった。

「ありがとう。だがここまでだ、パット。これ以上世話になっては姫騎士の矜きよう持じが廃すたるというか、率直に言って君の背中に星ほし屑くずが散る」

　悲鳴を上げられる分だけ、ベラのほうが軽けい症しようであったということである。背中から降りたマリーは深呼吸し、自分の足で地面に立っている喜びを嚙かみ締しめる。

「さあ、ゆこう！　目的の場所はすぐそこだぁぅぉっぷ！」

　無論、電光石火には理由がある。ここまで迅速に行動しなければならなかったのは、聖地神殿の封印が除かれたという変化が、誤ご魔ま化かしようもなく大きいからだ。

　先頭を走るのはマリー、次にベラ、パットと続く。殿しんがりを務める用心棒は、経験値を燃やしながら、いつ〝それ〟が来てもいいよう備えている。

「……冷や冷やするぜ、まったく」

　絶対に邪じや魔まが入る、というのが、三人共通の見解だった。

　今、その存在がどこにいるのかを、プロミステラの誰も補足できていない。現在何をしているのか、情報はまったく集められなかった。

　それは、勇者送還の旅における最大の不安要素であり、立たち塞ふさがらないことはないだろうと奇き妙みような確信を全員が抱いた、宿命の相手だ。

「ここに来るまで出逢わなかった。なら、仕し掛かけてくるのはこのタイミングしかありえないし……彼にとっても因いん縁ねんの場所であるナシャユミヤの変化を、まさか、見み逃のがすわけがない、ですよね」

　だからこそ、遭遇までに可能な限り歩を進め、現れたならパットが抑おさえる。

　戦って勝利出来なくとも、今回ばかりは構わない。時間を稼いでいる間に、マリーが儀式を完かん了りようさせられればその時点で目的は達成だ。

「共に旅をした姫の末裔である私にも、わからない──奴やつが、どれだけチートなのか」

「はっ。ンなら、こっちもお行ぎよう儀ぎ良く正せい々せい堂どう々どうとかいってられねえな。相手がどう出てこようが関係ねえ、先手必勝でそのツラに一発叩き込んでやろうじゃねえか──俺の目指してたもんの、役割奪うばわれたやつあたりコミで！」

　荘そう厳ごんな、かつては多くのファンタズ教信徒で賑にぎわっていた神殿の、静まり返った廊ろう下かを、神経を張り詰めさせながら走り抜ける。

　そうしてついに三人は、儀式の間へと到とう着ちやくした。




「おー、来た来た！　よう、遅おそかったなあ！」




　創造神ファンタズの像の前、当時、刻まれたままに保存されていた、魔法陣の中心に、そいつはいた。

　奇妙な模様の碗わんを抱えて座り込み、細く黄色い麺めんをスープにつけて食っていて、息を切らして訪れたパットたちを見るなり、友人を迎えるように手を振ってきた。

　黒髪で黒目の、取り立てて特徴のない平へい凡ぼんな、一いつ般ぱん的てきな田舎いなか村むらにありがちな服を着ている男だった。

「こんな状態で失礼！　それがさ、今、ご覧の通りメシ食ってる最中だったんだけど、ほら、神殿の封印解かれたじゃん？　前にここでセーブしといたからそれがわかったもんで、別の大陸から慌てて跳躍とんできた！　今いま更さら、わざわざ面めん倒どうな解かい呪じゆしてまでナシャユミヤに入る用事なんて、ひとつっきりしかないもんな！」

　食事の手を休めないまま、胡坐あぐらをかいて座る姿勢で、三人を右から左へと眺める。

「うわー、あるよ面おも影かげ！　そっちのお堅かたそうなのがエリザベートの子孫で、ローブ被かぶってるほうが、大魔王の一族だよな！　一発でわかったぜ！　で、そっちのは……ま、多分、荷物持ちで雇やとったどっかの村人Ａとかか？　力も大したことないっぽいし！」

　事前に、打ち合わせていた通りに動く。

　最さい後こう尾びにいたパットは、一気に経験値を燃焼させ、儀式の間の天てん井じよう近くまで一気に跳とび上あがり、そのまま中空を殴なぐりつけ、凄すさまじい風圧を推進力として、戦せん闘とう用ようの装備も身に着けず、強大な魔ま力りよくを纏ってもいない、平凡な男に襲いかかる。

　レベルにして５８９に相当する規格外で枠わくを外れた力、この世界の誰も見たことのない問答無用の一撃が──

「ん」

　──炸さく裂れつ、しなかった。

　彼は、手にしていた、二本の短い棒で、自分に襲いかかってきたパットをろくに見もせず摑み、そして、雑に──投げる。

　次の瞬間、壁がぶち抜かれていた。

　多た重じゆう防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんと創造神の加護に守られた聖地神殿ナシャユミヤの建築が、子供の積み木遊びのように呆あつ気けなく崩くずれ、轟ごう音おんと震しん動どうが辺りを満たす。

　投げ飛ばされたパットが、どこまで吹っ飛んだかも、生きているかもわからない。

「ぅあっちゃあ!?　しまった、ケンカなんか久ひさ々びさなもんで、ちょっと加減利かなかった！　生きてるかな、威い勢せいよく飛びかかってきた割に、まさかここまで弱いとは！」

　一いつ滴てきも零こぼさなかったスープを飲み干して器を置くと、彼は笑いながら言う。

「あのさ。いきなりで悪いんだけど、君らがしようとしてたこと、やめてくんない？」

　彼の名は、ワタル。

　プロミステラ最初の召喚勇者にして、大魔王を倒し、世界を救った救世主。
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　勇者ワタルの冒険、姫騎士と魔法使い、神官の三人の仲間を伴ともなう世界救済の旅路は、華はな々ばなしき勝利と称しよう賛さんで語られた。

　──では、その後は？

〝めでたしめでたし〟の先で、彼は、何をしていたのか。

「慎ましやかなもんですよ、他の連中に比べたら。フツーに日ひ々びを満喫してただけ」

　本人の口からあっけらかんと、終わった物語の先が明かされる。

「他の奴らはなんつーか、わかってねえよね。せっかくのファンタジー世界に来たってのに、ありえねえじゃん、わざわざ地球の文明持ってきてマウント取るとか、好き勝手にハーレム作ってこっち側の人の生活壊こわすとか。郷ごうに入いれば郷に従え、そこでいちばん楽しいことを作法を守って味わってこその異世界召喚だと思うんだよね、おれ！」

「──つまり、勇者ワタル。あなたは、プロミステラ住人に紛まぎれていたということか」

　──仲間の安否など、気になるに決まっている。

　だとしても、何ができる。緊きん迫ぱくを隠しながら、マリーが勇者に相あい槌づちを打つ。

　相手の思おも惑わくを探りながら──懐なつかしきパーティメンバーの子孫と、世間話をしにきたわけではないと、それだけは確信しながら。

「理解早くて助かるよ、えーっと、クッコロちゃん！　おれってほら、礼れい儀ぎ弁わきまえてるし空気も読めるほうだから！　なるべく騒さわぎは起こしたくないし、力ってのは隠してる時が一番イカしてると思うんだよね！」

「《力がバレたら面倒だな属》……だったん、ですね……。あまりにもデータが少なすぎて、世界で一番有名な召喚勇者なのに、分類も何もわかっていなかった……」

「あはは！　そうそう、最初読んだ時ね、正直吹いたわ外来種勇者大事典！　おれが期待以上にカンペキかっけー勇者だったのはわかるんだけどさ、欲張りにもホドがあるっしょ！　今考えりゃあ自業自得とはいえ相当お気の毒だよな、大だい魔まジュニア！　あんな連中に総反撃受けちゃうなんて誰が思いますかって！」

　彼の普通さと気安さは、先程から一切敵意も悪意も感じさせない。

　奇妙なのは、自分たちの目の前にいる相手が直前に何をしでかしたのかを理解しているというのに、ベラもマリーも気を抜けば《取り立てて意識するほどでもないか》と印象が限りなく薄うすれていることだった。

「……何が、力は隠すのが、だ。既すでに、当たり前に使っているではないか」

「えー？　そんな目で見ないでくれってクッコロちゃん。おれのこれ、盗とう賊ぞくの気け配はい隠いん蔽ぺいハイエンド──名付けて《陰いんキャも極めりゃアビリティ！》は配はい慮りよだよ。現状、この世界で勇者がどういう目で見られてんのかも理解してるからさ」

　そういう目で見られるようになったのは、一体どこの誰の仕業だ……そんな感情を、マリーは必死で内心に留める。

「まいるよなあ。おれはフツーに楽しみたいのに、他のイキり勇者が暴れるせいでひと絡からげだ。おかげで《普通に過ごしてても気に留められない、分ぶん析せきされない》状態にでもなってないことには、マトモにメシ屋にもいけねえんだもん。知ってる？　トッカラケってド田舎の町があって、そこの鳥料理が絶品でさ。最後に寄ったのは結構前だが、まだちゃんとあるかなあ。他の礼儀知らずがヘンなことしてないといいんだけど」

　勇者ワタルは、まるで元もと締じめのようなことをほざく。マリーは、言うだけ無む駄だだとわかっていながら、それでも、考える前に言葉が口をついている。

「…………そんなふうに、思うなら」

「他の勇者とケンカしろって？　はっはぁ、さーすが大魔王だ、おっかないこと考える！　やーだよそんなの、あいつら、なんかギルドみたいなの作ってるし。《勇者連盟》だっけ？　おれさ、何が嫌きらいって、人に嫌われるのが嫌いやなんだわ。和気あいあいしてるとこに水差して冷めた目で見られるのって、うう、トラウマが掘ほり起おこされるっつーか……」

　本気なのかふざけているのかすら摑めない。勇者ワタルに対して確かなのは、結局口でどんなことを言おうと、彼もまた〝あちら側〟に立つ存在だということだ。

　プロミステラを好いてはいても味方ではないという、ここまでの横行を放置していたことからもその事実は歴然だった。

「──ああ。確かに、そうだ」

「うん？」

「勇者の起こす問題解決を勇者に頼むなど、虫がいいにも程がある。これは我われ々われ、プロミステラの者たちが向き合わねばならぬ問題だ。……そう」

　三百年前に犯した間違いを、もう一度繰くり返かえしてはならない、と。クッコロイヤルの末裔が、厳おごそかに言った。

「召喚勇者ワタル。いえ、異世界チキュウに生まれた異い邦ほう人じん、垣かき根ね渡わたる殿どの。私は、エリザベートの子孫として、謝らねばならない」

「へえ。何を？」

「決まっている。……本来何の縁えんもなき、関わりなき世界で平和に生きていたはずのチキュウ人を呼び寄せて──自分たちの手て駒ごまとして戦えと、一方的に縋すがったことだ」

　──世に知られざる、罪がある。異世界勇者召喚に於おける非人道的行こう為い、プロミステラ存亡の危機に瀕ひんしていたとはいえ、許されざる身勝手が。

「表向きに召喚勇者は、プロミステラの善良なる人々を守るため、正義が故ゆえに戦ったと、されている。……なんともまあ、恥はじ知しらずな喧けん伝でんで、隠蔽か。召喚式そのものに、呼び出された異世界人が御ぎよしやすくなるよう、恐おそれ知らずに戦わせるため《精神操作》の効力を付ふ与よしておいて！」

　その効力こそが、正体で、原因だった。

　異世界からの召喚者勇者たち、その誰もがプロミステラを変革させることに軽かる々がるしかった理由がこれだ。召喚によりプロミステラに訪れた時点で、彼らは険しい戦いに言われるがまま挑いどませられるよう恐きよう怖ふ心しんを抑えられており、また、世界を救う愉ゆ悦えつを求める功名心の肥大と共に、他者を傷つける心理的抵てい抗こう・ある種の良心を消し去られていたからだった。

「悪かったというなら、それは召喚された君たちでも、侵しん攻こうしてきた魔王軍でもない。すべては目の前の問題を解決すべく、危険性・悪影響の想像を怠おこたった、プロミステラ人の安易な判断だッ！」

　代だい々だい伝えられてきた秘中の秘、精霊女王エリザベート・アン・イ・クッコロイヤルが、とうとう告白できぬまま世を去った罪を、その末裔が打ち明ける。

「そうとも、ああ、そうとも。君が言った通り、何もかもがまさに自業自得であることに言い訳などしようもない。……しかし」

　それを承知で頼むと、マリーが深く頭を下げた。

「どうか──元の世界へ帰って欲しい、召喚勇者。この地はもう、あなたたちのチートを、タガの外れた欲望を受け止められる余裕がない。一度は救ってくれたプロミステラを、これ以上、その手で壊すのは、やめてくれ……！」

　マリーは地に這はいつくばり、勇者ワタルに真正面から訴うつたえる。

「安心してくれ。エリザベートの遺のこした研究によれば、あなたたちが再び元の通路を通ってチキュウへ戻もどる時、〝修正力〟が作用する。こちらの世界で手に入れてしまった、元の生活に戻るには邪魔なスキルや記き憶おくもなくなり、三百年の経過も元通り、召喚された直後の時間へ戻ることが」

「わかってねえなあ」

　勇者の声は柔やわらかく、下げた頭に触れられた手も何気ない。

「ほんっと、子孫だな。こういうぬけてるトコ、あの女王様にそっくりだわ」

　彼が何をしていても、圧がない。異常なほど、危機感を感じられない。

　マリーたちが突き付けられている事実に、警けい戒かいも、注意も出来ない。

「プロミステラを壊すも何も。アンタが言ってるセカイなんて、もうとっくにどこにもないし取り戻せない──つーか、三百年前おれが召喚よばれた瞬間に、自分たちの手で滅ほろぼしちまったも同然だろう」

　彼は、交渉をしに来たのでも、懇こん願がんを聴ききに来たのでもなかった。

　三百年前のように《自分にとっての悪》を倒しにきただけだった。

「笑えて笑えて仕方ないよな。剣けんも魔法もあるくせに、たったひとつ、決定的に勇気を欠いたこの世界の連中は、自分たちの中から勇者を出すのを諦めて責任と命運を丸投げした。その時点でプロミステラは、召喚勇者おれたちの、世界を救った褒ほう美びにもらえる永遠の遊び場になったんだよ」

　黒髪黒目の男が、願いを塗りつぶすように言う。

　ファンタジー世界の住人に、チート勇者の要望を拒む権利はないのだと。

「今更そんなムシがいいこと通らねえって。勇者が自分たちで奪ったセカイでどう楽しもうが勝手だし、そもそもさ。誰が好き好んで、たのしいチートを手放して、つまんないモブに戻りたがるってんだよ、なあ？」

　こうして、最初から成立するはずもなかった交渉が決けつ裂れつした。

　マリーの頭から手が離はなれ、見上げた彼女が見たものは、かつての勇者の、平凡であるからこそ何より恐ろしい笑顔だった。

「んじゃ始めるか。それじゃあどうぞお手柔らかに、世界を救う御ご一いつ行こう様。えっと、こういう時って、全員殺した後は戦利品として有り金半分もらってから、どっかの教会に置いてくればいいんだっけ？　なんせおれ、パーティ全ぜん滅めつの経験とかなくってさあ」

「──くっ！」

　ワタルはゆるりと立ち上がり、マリーは得体の知れない相手から、近すぎる距きよ離りを離すべく大きく飛び退いた。

　気付くべきだった。

　この場で、そうした冷静さを誰もが保てるわけではないと。

　プロミステラにとって救世主であると同時に──勇者ワタルが彼女にとって、どういう存在であるのかを。

「……あああああぁっっっっ！」

「ベラッ!?」

　叫びと共に、ベラが手を伸のばしていた。退しりぞいたマリーと対照的に、前へと踏み出していた。

「《像を蝕むしばめ臓ぞうを穿うがて、全ぜん霊れいにて我が憎ぞうを知れ》ッ！」

　術式が起動し、二人の足元、ベラとワタルの影が奇き怪かいに、引きあうように結び付く。

「勇者ワタル！　おじいちゃんの──カタキッッッッ！」

　彼女が発動させたのは、二者間の〝縁〟、蓄積された〝呪じゆ詛そ因いん果が〟を以もつて対象を汚お染せん、自じ壊かいを促うながす闇の術だ。大魔王の孫とそれを討った勇者には、十分な繋がりも理由もあって、それは即そく座ざに対象の全身を包む質であり量だった。

　本来ならば。

「いや、無理」

　三百年分溜め込まれた、大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世の負の感情は、勇者ワタルの靴くつ底ぞこすら登れなかった。

「無駄だって。わかってるだろ？　おれたちは、この世界の上客で、世界法則チーレムオーラの加護がある。どれだけ汗あせ水みず流しても、涙目で歯ぁ食いしばっても、そういう次元の低い事情で何とかなる差じゃないんだよ。もうちょっと分かりやすく言ったほうがいいかな。ファンタジー世界っぽく。あのな、要するに」

「だぁッ！」

　仲間を救わんと、全霊の踏み込みから放たれたマリーの一いつ閃せん──それは、勇者ワタルの服にすら傷一つつけられず、折れた刃が空を舞った。

「魔王ってのは、勇者を引き立てるやられ役で。おれのレベルは、１０００だ」

　精霊女王エリザベート・アン・イ・クッコロイヤルが行った、世界唯一の完かん璧ぺきな勇者召喚儀式によって、彼は三つのスキルを授かった。

　一つ目が、《成長限界突とつ破ぱ》。召喚勇者ワタルは、他の世界から来たものであろうともプロミステラに入った時点で自動的・強制的に設定される《どこまで強くなっても良いのか》の上限が取り除かれた。

　二つ目は、《経験値量超絶増加》。ワタルに経験値が加算する際、通常と比べ百倍のボーナスが付く。

　三つ目は、《何事も経験！》。彼が行うすべての〝経験〟、美女との談話、グルメの追つい求きゆう、遊びに昼ひる寝ね、呼吸や散歩や時間経過ですら、経験値を増加させる。

「他の連中と比べりゃ地味かもだが、どっこい、これがおれには最高でね。だってよ、毎日好きなことしてるだけで、何の苦労もしないで勝手に成長出来てるなんて、それこそ、人間の夢ってもんじゃねえの？」

　召喚勇者ワタルの別名は《遊ゆう楽らくのワタル》。

　この世で最も楽しみながら冒険し、遊びながら誰よりも強くなり、世界を救ったお気楽勇者のステータスは、三百年間血ち反へ吐どを吐く修行を重ねたある少年が持てる全ての経験値を注いだとしても追いつけず、そして、どれだけ時間が経過したとて、元に戻るなどということもない。

　長い長い間、これといった活動をせず、ぶらぶらと遊びほうけていただけの彼は──今、世界最強なのだった。

「なんだけど、さ。こうやって、自分がもう誰にも脅かされないってくらいになると、どうしても、気になることが出てくるんだ」

　微笑のまま告げられた一言で、ぎし、とベラの顔が強張る。

「おれ自身は、のびのび生きられりゃ、大たい抵ていの問題も、同類の好き勝手も別にいいんだけど。やっぱ、引っかかっちまうんだよな──威い張ばっちゃいけない奴らの、増長が」

「ぅ、ぁ、あああ、う、な、なに、これ……っ」

　目を凝こらさなければ見えないほどの細い糸が、瞬まばたきごとに増えていく。

　ベラから繋いだ黒い影が、勇者ワタルの側から白く染め直されていく。

「慎ましやかならいい。日々の脅きよう威いに苦く悩のうしながら、懸けん命めいに生きようとしているってなら、おれはわざわざ関わらないで見守るだけだ。……けど、さあ。一番大事で、大前提な──感謝を忘れちゃうのって、違うじゃん？」

「あっ、ああ、あぁぁあぁっ!?　わたしの中に、入って──混ざって、くるぅッ！」

「ベラッ！　こ、のぉっ！」

　半ばから折れた剣で、マリーが二人を結ぶ地面の影を切り上げる。

　だが、聖地神殿の防護結界が生きた床ゆかには傷をつけられず、勇者ワタル側からの白で塗り替えられていく影を消すことも叶わない。

「道理が合わない。召喚勇者に救われた世界なんだから、少なくとも、これまで世界が続いたのと同じだけの時間くらいは恩を返し続ける義務がある。月げつ光こう暦れきが今年で一七一五年──大魔王を倒したのが三百年前だから、差っ引いても、まだ千年以上は借りが残ってるじゃないか」

「何を、ふざけたことを言っているッ！　貴様一体、この子に何をやっている!?」

「何って、思い出させてるんだよ。そうして、思い出してもらうんだ。この、恩知らずの世界にさ」

　宣言と共に、影はついにベラの足元まで完全に白で塗りつぶされ、裏返るように彼女の全身を一瞬で包くるんだ。

「ッあああああああッ！　カキネ・ワタルぅううううぅッ!!!!」

「〝勇者〟が足りんぜ、没ぼつ落らく姫ひめ」

　普通に上がった両手が、普通に合わせられた。

　たったそれだけのことで、爆発みたいな風圧で、マリーの怒ど気きも、踏み込んだ身体もぶっ飛ばされた。

「っぐ、あッ！　ベ、ベラァァァァァァッ！」

　受け身も取れず転がされ、身体を無理矢理に起き上がらせながらマリーは叫ぶ。

「──────────ごめん、ね、マリー。わたし、やくそく、まもれ、ない」

　白き包みの向こうから、かすかな声が聞こえる。

　申し訳なさそうな、覚悟を決めたような声だった。

「つたえて。きみの、ずっと、やりたかったこと──していいよ、って」

　立ち上がり駆け寄ったマリーが、伸ばした手が触れようとする直前に、全身を包んでいた糸が解けた。




　その中から、魔王が出てきた。




「考えてみれば当然だ。ファンタジー世界の連中が、〝勇者なんてもういらない〟ってくらい残念につけあがったのも、それがいなくなったからだ」

　頼たよりない少女、人見知りなローブの魔法使いの面影など、どこにもない。

　全身を覆おおう混こん沌とんが瞬く間に膨れあがり、その血に記憶される戦せん慄りつの巨きよ軀くを模かたどる。頭には、禍まが々まがしき螺ら旋せんの双そう角かくが天を衝つく。

　形状は人型を基き盤ばんとしながら、肌はだはあふれ出た血がごとき真しん紅くに染まり、手には鋭するどい爪つめ、骨で造られた装そう飾しよくを身にまとい、見開かれた金の目が爛らん々らんと光る。

　女性ではなく男性の特徴を有する、人類ムシケラに戦慄を与あたえる、その再現された姿はまさに──

「──大魔王、ヴェラヴィアディスドルファ…………」

　マリーの呟つぶやきを掻かき消けして、咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　思考・精神を越え魂たましいを竦すくませる音は、これを発しているモノが《脅威の化身》である事実を、魂の奥おく底そこまで理解させる。

「おーおー、すっげえ声！　おれ、暇ひまにあかせて大抵のジョブはカンストしたんだけど、その中にほら、《魔物使い》ってのがあったじゃん？　それがさ、最終形態になった大魔王、ヴェラヴィアディスドルファ・アポカリプスってのを倒した実績で、隠し能力が解放されたのよ。なんつーの、二周目用のごほうび、みたいな？」

　なんと奇妙で皮肉な光景だろうか。

　大魔王の肥大化した身体、その足を勇者が平気で撫なでている。

「それがこのスキル、《魔種頂点君臨者スターモンスター》。魔物どころか、魔王にだって命令出来ちまうんだぜ？　チーレムオーラ由来の『なんとなく逆らえないお願い』程度じゃない、絶対服従の強制的なパワーでよ。しかも、当然魔物使いの基き礎そとして、自分じゃ引き出せない全力まで引き出させてやれるんだな、これが」

　マリーには、不思議と、それがわかった。

　今、そこにいる大魔王には、己の意思がない……怪かい物ぶつそのものの姿と成り果てながら、内心までも察せたのは、中身である相手との間に刻んできた時間と、紡つむいできた関係によるものだろう。

　自分の親友が、どれだけ呪のろわしく、忌いまわしく、絶対に許せない状態に置かれているのかが、はっきりと、摑めてしまった。

「ていうわけで、命じてやるよ大魔王。今から、おまえのじいちゃんがやれなかったことの続きだ。北東大陸でいちばんでかい首都に跳んで、ぐちゃぐちゃに暴れろ」

　あっさりと、彼は、そんなことを命令する。

「いいところで駆けつけて、きっちり成敗してやっからさ」

「やめろ、ベラ」

　ささやく声で訴える親友の制止に、大魔王は何の反応も示さなかった。

「やめるんだ。君はそんなこと、やりたくもないはずだろう。この世界が、プロミステラが、好きになってきたって、言ったじゃないか」

　巨きよ体たいから染みだした混沌の闇が、足元から周囲へと広がっていく。「はは」と勇者が愉ゆ快かいげに笑う。

「すっげェな、この《書かき換かえ》の速度と深度。そっか、魔界から来た純血統の魔王なら、当然持ってるよな。次元を越えて、チートスキルを」

「…………ッ！」

「直系の孫なら、似た力が発現してるかと思ったら、半分正解、半分ハズレか」

　懐かしむように目を細める。想起しているのはきっと、勇者の旅路の果て、世界を征せい服ふくせんとした、最後の敵との決戦だ。

「世界法則・侵しん蝕しよく占せん領りよう、《大魔王権シフト・デイメンジヨン》。系統こそ同じでも……っは、ははっ、はははははははっ！　じいさんよりゼンゼン強つえーじゃん、孫まご娘むすめッ！　おまえ、裏ボスの素質あるわッ！」

　大魔王が、自身で生み出した黒色の中に沈しずんでいく。行われているのは、混沌の魔力が形成する異次元を介かいしての空間跳躍である。普通の人間は副産物として撒まき散ちらされる瘴しよう気きの向こうへ近付くことすら出来ない。

「ベラァァアァァァぁぁぁぁッッッッ！」

　姫騎士はそれでも、面影すらない彼女のことをそう呼んだ。

　濃密な瘴気への拒きよ絶ぜつ、本能が訴える脅威、それら一切をねじ伏ふせながら手を伸ばす。この世ならぬ異界の理に指先から蝕まれる。

　ついにそれは届くことなく、本人には一いち瞥べつすらされず、声を張りあげてまで呼んだ友人は闇の中へ沈んでいく。

「ほんと、お互たがい様さまだな」

　そして、マリーが慟どう哭こくを叫ぶ寸前に、その声を聞いた。

「相棒のピンチになると、自分のことを考えやしねえ」

　それは、上から降ってきた。

　聖地神殿の天井をぶっ壊しながら現れ、大魔王が転移を終える寸前の、通常の生物には毒でしかない《混沌》の中へと──パット・ナッカノ・ファイハンタが飛び込んだ。

「悪いがよ、俺は勇者じゃないもんで、あっちもこっちも救い切れない。そっちはそっちで、自分のやることやってくれ。なんたってあんたは姫で、そのうえ騎士なんだからな、イカしたマリー」

　親指を立てた右手が沈んでいく。混沌で作られた転移の門が消失する。

「あー、ありゃ死んだな」

　微み塵じんの重みも真しん剣けんさも感じられない口調で言いながら、勇者ワタルが、どういう作法か手を合わせた。

「手は抜いてやってたとはいえ、さっきので生きてられたのには驚いたけど。その程度のフツーな強さでどうにかなる相手じゃないんだよな、大魔王ってのは。コレ、実際に戦ったおれだからわかるんだけど」

《一万魔王軍侵しん攻こう》の時代を体験し、時代を拓ひらいた開かい拓たく者しやが、彼にしか出せない説得力を伴って得意げに語る。

「なあ、クッコロちゃん。あいつって、結局なんだったわけ？　もしかしたら勇者同士のネットワークとかだと情報が共有されてんのかも知れないけど、おれ、そういうのうっとーしくて加入してないのよ。キョーミないんだよね、ランキングとかにも。どうせおれがいちばん強くてカッコいいわけだし！」

「…………彼、は」

「あー、やっぱいいや。王族とかが考えるのなんて決まりきってるし。どうせアレだろ、三百年前のエリザベートがやったみたいに、テイのいい労働力で、使い捨ての用心棒でしょ？　実際のキッツいとこは下しも々じもにやらせようとすんだよな──おれがいなきゃ世界も救えなかったくせに、最後には自分の手て柄がらにしようとしたアイツみたいにさ！」

　けらけらと勇者ワタルが笑う。世界を救い、世界を脅かし、クッコロイヤル家の没落を招いた功罪の象しよう徴ちよう、精霊女王エリザベート──彼女が、大魔王を討った冒険の後にどうなったのか知るのは、今や、その血族だけだ。

「クッコロちゃん。アンタ、女王になんないかい？」

　二人残された聖地神殿儀式の間で、勇者ワタルは唐とう突とつにそう言った。

　マリーの心を覗のぞきでもしたような、心の中へと押おし入いる問いだった。

「取引だよ。簡単な交こう換かんがしたいんだ、おれは。エリザベートが始めた儀式のシメ、やろうとしてたってことは、当然、持ってきてるよな、例のものをよ」

　勇者ワタルはマリーの胸を、その懐ふところを指す。

　元来召喚勇者は、チーレムオーラによりいくらでも人に〝お願い〟出来るし、力ずくで屈くつ服ぷくさせられる。ファンタジー世界の住人など何の脅威にもなりえない。

　けれど、そこには例外も存在した。

「《異世界召喚契けい約やく書しよ》──クッコロイヤル家の血族がそれを然しかるべき場所で使用した時、全ての召喚勇者を一いち網もう打だ尽じんにしちまえる。敵無しチートなおれたちが唯一、警戒しなきゃならなかったものだ。……その存在と効力を知ってんのも、勇者の中では唯一、正当な儀式で召喚されて、本人に聞かされたおれだけだ」

　もしも、公にこの事実が知られていたならば、クッコロイヤルの子孫が受けていた追つい跡せきと捜そう索さくは、残存魔王の比ではなかったろう。世界中の召喚勇者が血ち眼まなこで、その所在を探していたに違いない。

「厄介には厄介なシロモノだが、打つ手がないわけでもない。エリザベートが《世界》と交わした契約書は、召喚勇者には触れられず破は壊かい出来ないって法則ルールに守られていた。でもさ、そんなのは代わりにやってもらえばいいだけだし、ナシャユミヤの儀式の間以外だと、単なる紙っぺらでしかないからな」

　だから、ここを押さえておくだけでよかった。勇者ワタルのみが知る召喚勇者の致ち命めい的てきな危険は、反応があったら現場に急行すれば防げる程度の問題だったし、何より、彼はそこに、別の価値を見出していた。

「全勇者の泣きどころな、共通の弱点を。おれのために、掲かかげといて欲しいのさ」

「なん、だと……？」

「さっきも言ったが、今の時代、不作法で道理も知らねえ、ファンタジー世界の良さもわからん阿あ呆ほう共どもが多いだろ？　大魔王ラスボスも倒してねえくせに、自分が世界を救ったみたいなツラして、のさばってやがる紛まがい物ものがよ」

　何のことはない。要するに勇者ワタルも、世界を意のままにしようという、召喚勇者にとってありふれた野望を秘めていた。

「ああいう奴ら全員を、自重させる楔くさびにする。知っての通り、おれも含ふくめて──《元の世界に帰らせるぞ》って脅おどしは、召喚された勇者にとって、覿てき面めんに効きくからさあ！」

　それを、三百年前から狙ねらっていた。

　だから、召喚勇者に共通の恐きよう怖ふを、共有しようとしていなかったのだ。

「手ぇ組もうぜ、クッコロちゃん。おれのために、異世界召喚契約書と、その血筋を貸してくれ。もちろん礼もちゃんとする。あんたには、この世界をくれてやる」

　勇者ワタルは、ほがらかに笑った。

「今、北東大陸首都で暴れてる大魔王を倒す役──恩知らず共の目をガツンと覚まさせる痛快な見せ場を、半分、そっちに任せようじゃん」

　差し出すのは世界、報ほう酬しゆうは栄光、人々を救った女王にして英えい雄ゆうの座が、目の前に用意されている。

「阿呆共は勘かん違ちがいしてるけどな、大魔王ってのは楽らく々らくな雑ざ魚こじゃないんだよ。当時最大の王国の財と人材をオールベットした精霊女王が、正当な手順で召喚した勇者で、ギリギリ勝てたっつう戦いだった。手順だけ同じだからって、ロクでもない材料や二流三流がやった儀式に呼ばれた半はん端ぱ勇者が、太た刀ち打うちできるわけねえんだ」

　魔王を点数にしか見られない阿呆が大勢やられてくれるだろう、と勇者ワタルが笑む。

「どうしようもない存在だった召喚勇者を蹴け散ちらして暴れる大魔王、もう駄だ目めだって誰もが諦める絶望を、おれたちが二人で覆くつがえすんだ。こりゃあもう、三百年前の醜しゆう聞ぶんなんざ一気に消えてなくなるくらい、圧あつ倒とう的てきな再デビューだろ？」

　舞い戻った〝最初の勇者〟と、汚お名めいを濯そそいだ〝復活の姫〟を、誰もが讃たたえるに違いない。クッコロイヤルは文句なく、かつての繁はん栄えいを遙はるかに超こえる救世主の立場を得る。

「行き詰まったしリセットだ。狭せま苦くるしくなった世界を、もう一回、焼やけ跡あとにしてやり直そう。余分なものは捨てちまって、今度こそ何の汚お点てんもないようにさ」

『勇者と姫、二人で理想の世界を創つくろう』……密かに商人のクラススキル《無血勝利の口くち八はつ丁ちよう》を使用しながら、勇者ワタルはマリーの目を見つめて甘かん美びに囁ささやく。

「悪い話じゃないぜ。何せ、他の紛いものを牽けん制せいしたら、そいつらを少しずつ減らしていこうとも思ってるんだ。やっぱり勇者ってのは、何人もいるとややこしいし、誰を尊敬したらいいのか、馬ば鹿かにはわからなくなっちまうだろ？」

「わ、私、は……」

「乗ってくれよ、クッコロちゃん。悩なやむまでもない、互いに得する最高の話じゃないか。それに──ああ、こんなこと言いたかないが、悩んでる分だけ犠牲は増えるぜ」

　マリーの強張りを見逃さず、勇者ワタルは攻せめる。

「あんたが悩めば悩むほど、おれが助けに入るのも遅おくれるんだよ。返事を聞かなきゃ動けないからな」

　言わんとしていることを察する。マリーの顔色が蒼そう白はくになっていく。

「話しこんでる間に、もう何人死んだかな？　元クッコロイヤルの領地だった城下町は、幻げん影えいでの脅きよう迫はく以外、直接的な侵攻は最後まで免まぬがれてたが……三百年の時間差でやってきた、遅れてきた〝恐怖の大魔王〟相手に、どんな阿あ鼻び叫きよう喚かんが広がったかな。思い出してくれたかね？　やっぱり勇者より、魔王のほうが恐ろしいって！」

「ッ！　やめさせろ！　今すぐにッ！　勇者ワタル！」

「そいつは、あんた次第だ」

　歯が鳴る、表情が軋きしむ、その背に負わされた責任に、姫騎士の心が歪ゆがまされる。

　人の心につけ入る黒目が、金色の意志を侵おかしていく。

「言っておくが、おれは『はい』って言葉以外聞きたくないし、粘ねばり強いほうでね。あんたが納得して心から『お願いします』と頼むまで、説得しようと思ってる」

　認識が一瞬遅れ、思考が追い付いて、マリーは青ざめた。

　勇者ワタルは今、平気な顔で《おまえが屈服するまで、虐ぎやく殺さつは続く》と言ったのだ。

「────は」

「うん？　何？　一応腐くさっても姫だろ、演説はもっと大きな声で好かれるように！」

「おまえは──この世界の、チートに穢けがされない、ありのままの姿が好きだと言っていたくせに。そこに生きる人々が、どうなろうとも構わないのか」

「はぁ？　何言ってるんだよ、クッコロちゃん！　わけわかんねえ理り不ふ尽じんな異世界人のチートに好き勝手やられることに比べたらさ、大魔王が大暴れして蹂じゆう躙りんされるなんて、そういうの、すっげーファンタジー世界じゃん！」

　彼もまた、歪んでいる。その愛は、ねじれている。

　目の前にいる勇者にとって、一度世界を救った英雄にとって──プロミステラとは、自分が気持ち良くなるための、舞ぶ台たい装置でしかない。

「よぉし！　そんじゃあちょっと確認してみようか、クッコロちゃんが素直になれるよう、今の大魔王様の活躍っぷりでも！」

　中空に指で大きく描えがいた〝丸〟、そこが遠い空間を映し出す鏡面となった。魔法使いクラス、幻げん術じゆつ系高位呪文《透き通る遠見鏡ムーンサイド・ミラー》が発動する。本来、ひとつの職業の習熟まで半生は必要とすると言われるクラススキルを、いくつも大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。……三百年という時間以上に、彼の〝遊んでいるだけで経験値が増える〟チートが、こんな不条理を可能にしている。

「派手なことになってくれてるとありがたい！　クッコロちゃんが一発で心変わりしてくれちゃうくらいの被ひ害がいを頼むぜ、大魔王様！　……はは、そうだそうだ！　上空から全体を映す前に、まずは一発ツカミが欲しいな！　用心棒のモブ太た郎ろうが、どんな可か哀わい想そうな死に方をしたのかでも映してちょうだい、鏡よ鏡ッ！」

　楕だ円えんに囲われた空間が光を放つ。遠く離れた此方こなたと彼方かなたが覗き窓で繋がって、最初はぼやけ、徐じよ々じよにピントが合うように、映像は鮮せん明めいとなる。

「「────────は？」」

　二つの息が、同時に漏もれた。

　片方の、召喚勇者ワタルのそれは、想像だにしない、ありえないものを見た、飲み込み切れない驚きよう愕がくだ。

「……………………ああ、そうか。そうだったな、パット」

　もう片方のマリーの口から出たのは、静かな納得だった。

「他の者には、今の世界には、それはただの、伝説より来たる災さい厄やくだろうと。君にとって、君にだけは、この瞬間こそ、それこそが──」

　彼女は、少年の胸中を思う。

　今、世界を脅かさんとする大魔王と戦う、人間が浮かべている表情は──
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「…………え？」

　人々は、〝現れたもの〟が何なのか、理解が追いつかなかった。

　平和ボケと責めるのも無体だろう。何せ、この街はそれに脅かされたことがない。

　北東大陸最大の都市であるここは、かつては精霊女王の加護に守られ、その後は《あそこは最初の勇者の縄なわ張ばりだ》との噂うわさから他の召喚勇者さえも寄りつかず、チーレムオーラに包まれながらも奇き跡せき的てきなまでに三百年前と同じ生活を維い持じしていた土地なのだ。

　そこに突とつ然ぜん、忘れられた脅威であり、今では希少生物として縁えん起ぎ物ものと愛あい玩がんされるまでに成り果てた存在を目の前にぽんと置かれても、実感など追いつかなかった。

「うおおぉっ!?　その頭の螺旋角、ホンモノの魔王じゃん！　はははは、ボクってば、いつもの通り大ラッキィィイィッ！」

　そんな中、歓かん声せいを上げた彼こそは、不文律であるはずの《他勇者の縄張りに入らない》の決まりをそ知らぬ顔で侵していた一人の勇者だ。自身のチートに対する絶対的な信しん頼らい感かんと優ゆう越えつ感かんを持つまん丸体系の勇者が、無防備に怪物へのこのこ近づいていく。

「なぁんのつもりかしんないけどさあ、そのウカツさで今日まで生きてこられたのって、信じられないくらい幸運だったね！　けど残念、今この瞬間が運の尽つき！　召喚勇者の中でも最強最高のウルトラチート、《ツキまくりモテまくり！》を持つ人生の勝ち組なボク、勇者モチオの武勇伝に名を刻むことを喜んで」

　その能力は、確かに、強力極まるものではあった。自動的に発動し、所有者の精神には一切負荷をかけぬままに、今回もまた最善と最良の結果を手た繰ぐり寄せていく──

　──はずだった。

「────あ、……れ？」

　常であれば〝不思議なことに〟〝何らかの邪魔が入って〟決して届くはずのない攻こう撃げきが、勇者モチオへと、ごく普通に、当たった。

　螺旋角より放たれた光線で、身体に拳こぶし大だいの穴が開いた勇者モチオは、呆ぼう然ぜんと呟く。

「……………………ざけんな。こんなの、イカサマだろ」

　そうして彼は、三百年不敗の幸運が打ち破られた衝しよう撃げきでプロミステラから退去した。

　その様子を見ていた住民たちは、騒ぐことも出来ない。目の前で繰り広げられた事態はあまりに理解を越え、現実感を欠いていて、対応に窮きゆうする。

　突如、大魔王が現れた。

　そいつが、勇者をねじ伏せた。

　そんな、まるで三百年より前みたいなこと、この世界ではありえない。

　ありえなくとも、事態は進む。大魔王は、足元からのたうつ水面を広げ始め、螺旋角の近場にいた魔法使いが青ざめるほどの魔力を溜め始める。

　ここでようやく、休日の解放感に満ちていた噴ふん水すい広場が絶望で沸ふつ騰とうし、押し合いへし合いの逃とう亡ぼうが始まった。理性は恐怖に塗ぬり潰つぶされ、突き飛ばされ足を挫くじいた少女を助け起こす者もない。

　大魔王は誰も逃がさないし、逃げられない。ほんの少し距離を取った程度で、支配者の暴ぼう虐ぎやくから免れられるわけがない。

　大魔王がおよそ生物のそれとは思えぬ咆哮を上げ、臨界にまで高まった混沌の魔力の、一切の制御を放ほう棄きして暴走を引き起こし、瞬間、漆黒の閃光が──




「────そう、泣くなよ」




　何もかもを呑のみこむ前に、声が聞こえた。
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　彼は大空から降ってきて、呟いてから地面を蹴った。

　空よりも青い髪が、流れるように靡なびいた。

「だぁらッッッッシャアァツ!!」

　真下から顎あごを蹴り上げた一撃が顔面をはね上げる。螺旋角の先せん端たんは真上に向いて、街を焼き尽くすはずだった光線が雲を貫つらぬき空のみを穿つ。

「今の自分じゃどうにもならないことなんて、世の中いくらでもあるわけだが」

　蹴りに足しての追撃おまけの一発。相手の身体を土台にもう一跳ね、少女の傍かたわらに戻った少年は──パットは、少女の頭を撫でる。

「そんな時、助けてもらえることもある。まあ、単に、間がよかったってくらいなんだけどさ。せっかくだしその幸運しあわせ、育ててでっかくしていきな。他人がしてないその経験、いつか、なんかの役に立つかもだぜ」

　パットは少女を立ち上がらせ、背を押して走らせた。

　そうしている間にも既に、大魔王の次じ弾だんが装そう塡てんされている。

　先の一撃は奇襲、二度同じ手は通用しないとばかりに大魔王は障しよう壁へきを張はり巡めぐらせる。混沌の海が、逆さまの瀑ばく布ふのように立ち上がる。その様は、彼が最初に戦った勇者クズモの能力のようだ。だが、あの時とはワケも質もまるで違う。どれだけの力を籠めたところで、突き入れた拳は向こう側になど辿り着かず、亜あ空くう間かんへと呑まれるだろう。

　全方位に《混沌》を巡らせた相手は、異次元に隔かく絶ぜつされたに等しい。この状態は、所しよ詮せん《基礎ステータスを跳ね上げる》程度しか出来ない小こ僧ぞうにはどうあっても突破出来る状況でなく、収束が終了した後、都市全域を壊かい滅めつさせる光線が、どちらに向けて放たれるのかも読み切れない。

「……そうだ。ああ、まったく、中ちゆう途と半端だよ、俺ってヤツは。格好つけても格好悪く、一人じゃ何にも、どうにもならない」

　嚙み締める苦みは、トッカラケの時と似ている。過信からの独断、浅せん慮りよゆえの敗北、痛感したのは己の弱さで、それが今は、経験値へと変わっていた。

「どうにもならない、そんならばッ！　素直に言えばいいだけだ、どうかお助けくださいってよ！」

　それは信頼であり、確信を胸に、少年は握にぎった拳を解いて広げて口元に添え、空を見上げてその名を叫ぶ。

「聴こえてんだろ、手ぇ貸しやがれ！　わっかりやすい世界の危機で、かわいい弟子のはじめてのお願いだぜ、およそなんでもお見通しな、世界一の大賢者テイエ・スモチド・フアイハンタッ！」

『────────くは。大たわけ、そんな頼みかたがあるものかや』

　反応があったのは、パットの背後からだ。

　正確に言うのなら、その名前を呼んだのと同時に、彼が身に着けていた──師し匠しようが旅立ちの荷の中に入れていた餞せん別べつの道具のひとつ、髪を結ぶ紐ひもが淡あわい光を放ち、六十日振りのからかい声が聞こえてきた。

　別れ際、冗じよう談だんめかしながらも確かに言っていた。

　困難の予測される冒険を、それに挑む弟子を、それでも見張みまもっている、と。

『ほんにおまえはいつまでも、手のかかる馬鹿弟子よな！』

　しようがないなという響きと裏腹な喜びが、抑えようもなく声に混ざっている。

『今までいくらでも呼ぶ機会のあったピンチの中で、ようやく頼られたからって──ぜんぜん嬉しくなんてないし、やる気になってなんかないんじゃからねっ！』

　混沌瀑布の裏側から大魔王の光線が放たれる寸前、師と弟子との縁を結ぶ髪紐を通して大賢者の魔法が発動し、都市全体を〝波〟が包んだ。

　すると、世界が、端から置き換わる。

　人々も、建物も、一切が上から塗と料りようを塗られるように消え失せて──プロミステラのどこにもない城、物もの々ものしい玉座がある大広間に、少年と異形の魔王、ただ二人だけが立っていた。

『楽園結界、《理想幻想フアンタジアース》。今おぬしらがおるのは、双そう方ほうの認識を混ぜ合わせて作り上げた異界、《決戦の地》の幻まぼろしじゃ。邪魔も入らん、何を壊す心配もない、いざ存分に三百年の念願、叶えてみせるがええ』

「……ありがとよ、クソジジイ。ほんと、アンタ──最高のお師匠様だ」

　それきり声は途と絶だえ、足元から満ちていた混沌が持ち上がる。

　相手もまた察したのだろう。大賢者に施ほどこされた《理想幻想》は、内部に存在する者の認識が創り上げる共同異界であり、すなわち──目の前の相手を潰さねば、外へは出られないことを。

　これまで首都を、土地を、大勢の人々を脅かすべく広げられていた力が、一点の対象へと向けられる。大広間を埋うめ尽つくすほどにあふれ出した混沌が、ちっぽけな虫けらを挽ひき潰つぶす身も蓋もない暴力となって全方位より殺さつ到とうする。

「わかっちゃいたが、悲しいねえ」

　次の瞬間、見上げるほどの巨体が傾かしいでいた。

　起こった事実は単純で、その顔面を思い切り、何なん人ぴとだろうと触れれば呑まれる混沌の海の壁ごと、押し返されて殴られたのだ。

「ナメられてんよな、まったくさ。ああ、無理もねえことなんだろうが。こちとら、そっちにとっちゃあ結局最後まで痛い目になんざあわされなかった、助っ人がいなきゃ楽勝だったはずの獲え物もので、同じような通路を抜けてチートなスキルを得たわけでもない、基本ステータスくらいしか取とり柄えのない雑魚で──」

　漏れる笑いは、自じ嘲ちようではない。

　認めるべきをはっきり認め受け入れた、清すが々すがしいものだった。

「──だとしても、だ」

　そして、長らく焦こがれた相手と──ついに出逢えた、昂こう揚よう感かんが漲みなぎっていた。

「はじめまして。こちとら、勝手ながら一方的に、テメエを倒すことだけを三百年間考えて、無茶苦茶やったド阿呆だぜ」

　少年の全身を、薄い光の、輝きの幕が包んでいる。

　本来なら成す術無く一方的に呑まれる混沌、魔界法則の侵蝕に対し、こちらの世界のルール──《レベルアップ》を行い続けることで、拮きつ抗こう・反発のエネルギーを纏い、彼は対等なる接触を可能とした。

　これこそが、プロミステラでただひとり、パット・ナッカノ・ファイハンタだけが可能な、対大魔王の正せい攻こう法ほうだった。

「ありがた迷めい惑わくかも知れねえが、凡ぼん人じんの、凡ぼん庸ようの、どんだけ諦めようとしても捨てられなかった情熱ってのを、受け止めてくれや、大魔王様ッ！」

　パットの熱意に応えるような咆哮が轟き、歓かん喜きと共に、勝負は始まる。

　いつか、そういう場所で決戦するのだと思い描いた少年の理想、そして──かつて実際にそこにいながら、時の経過で朧おぼろと霞かすんだ幻想が入り混じった、本物の其そ処こでは決して無い、二人だけの《魔王城・玉座の間》にて。

　人間と大魔王の、純じゆん粋すいな闘志が衝しよう突とつした。
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「何を、してるんだ、こいつら」

　その光景を魔法で覗き見ながら、勇者ワタルが呟く。

「イカれてんのか。そいつはおまえが今まで旅してきた仲間で、おれが操ってるからそうなってるだけなのに、なのに、どうして──」

「そりゃあ笑うさ。大いにな」

　言って、マリーもまた苦笑する。

「だって、夢が叶ったんだぞ？　勇者が救い終えて、勇者が暴れて、魔王が守られる希少種になったこの時代で、《邪じや悪あくな大魔王との戦い》がやれているんだ。楽しくないわけ、ないだろう？」

　場所ではなく対象を指定した故に、遠とお見みの魔法は二人のいる異界をも映していた。

　鏡の向こうで繰り広げられているのは、世界の命運を左右する正義と悪の戦いなどでは断じてない。

　白熱する競技を見るようだ。大魔王のほうはそれこそ相手を仕留めるつもりで、受けて立つ少年もまた相手が自分より強大であるとわかっているから、全力で攻め手を捌さばいて凌しのいでいる。状況は奇跡的に拮抗し、見ているこちらに手に汗あせさえも握らせる。

　あの笑顔を見ればわかる。少年が挑んでいるのは、どう考えても世界まわりの事情など頭の片かた隅すみにすらない、極めて私的な大はしゃぎだった。

「────は」

　それが、空間を超えて仲間にも伝染する。

「は、はは、あはは、あはははははははははははははははッ！」

　腹の底から発する声、胸を埋め尽くしたものが、頭の霧きりを散らして晴らした。勇者ワタルに仕掛けられていた口八丁、《説得》のスキルは失敗し、マリーの瞳ひとみに明確な自意識が取り戻されていく。

「どうしようもなく、あるんだ。誰にだって、そういうことが」

　世界の事情、変わった状況、そんなこととは関係なしに、ゆずれない願いがある。

「そうだ。何百年経ったところで、一度途絶えた程度のことで、まだ叶えてもいない夢が消えたりなんてしないし、自分がやりたかったことは、自分でやらないと気がすまない。ふふ、私はどうやら本当に良い仲間を持ったようだ。三百年前の、精霊女王より上等のな」

　釣つり上あがった口端からこぼれ出たのは、目の前の男への侮ぶ辱じよくに値あたいする発言であり、勇者ワタルの眉がかすかに動く。

「連れてた連中が際きわ物ものなら、リーダーも紛いものか。世界のピンチに自分の欲を優先させてるガキと、仲間の足を引っ張ることしか出来なかった不ふ発はつ弾だんが、よりにもよって、実際に世界を救ったおれたちよりも上だって？」

「ああ、そうさ。冒険を共にする仲間というのはな、勇者ワタル。欠点がないから、強いから、そんなことで価値なんて決まりはしない。何が足りなかろうと、弱さや脆もろさを持とうとも──一緒に旅して良かったと、心から思えるかどうかだよ」

　晴れがましく言う表情に、一瞬、勇者ワタルが戸と惑まどうように目線を逸らしかけた。

「そう。おまえが、大魔王を倒し、世界を救った〝めでたし〟の後、エリザベートに与えられなかったもののことだ」

　伝説は語らない。けれど、彼女は知っている。

　三百年前から受け継ぐ荷を届けるように、金髪の姫騎士が黒髪の勇者を見つめる。

「ワタル・カキネ。おまえは彼女を……エリザベートを、愛していたか？　召喚され、旅で出逢った誰よりも、他のパーティメンバーの、自分で選んだ美女二人より。だから、そういう責任を受け入れ、承知の上で関係を持ったのだよな？」

　彼女の眼まな差ざし、エリザベートと同じ色の瞳が問い詰める。

　遠き三百年前に血の交まじわった、自分の先祖に。

「『この世界から戻りたくない、君と離れるのが嫌だから』。そう言って勇者送還の儀式を止めさせた後、どうしてエリザベートの元から、彼女の中に宿った、自分の子の元からも去ったのか。どうか、私に教えてくれないか」

「…………………………………………あのさあ」

　勇者ワタルの表情は、どんな言葉を紡ぐ前に、明確な〝否いな〟を理解させた。

「そういうつまんねーこと、わざわざ聞かないで欲しいんだけど。マジ萎なえる。そっちにはどんなふうに伝わってんのか知らねーけど、そもそもさ、向こうから誘さそってっから。情けが欲しいとかって、お願いされたの、こっちだから」

　溜ため息いきが、感傷など吹き飛ばす。乱暴に頭をかき、不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちし、苛立いらだたしげに勇者ワタルの爪つま先さきが床を打つ。

「大活躍で大人気な勇者サマに、ホレちまうのは仕方ない。独どく占せんとかムリだけど、そこはそれで利用させてもらったがね。旅の後半にはボチボチ〝世界が平和になった後〟の話も出てたし、帰されないための対策を文字通り仕込もうと思ってさ！　にしても、三百年も自分の子供にそんなスイーツな話吹き込んで継がせてたとか、あの女、精霊っつーか鬼おにだろ鬼！　フッといて正解だったわ、怖こえー怖えー！」

　真実など知れない。クッコロイヤル側の言い伝えも、勇者ワタル側の言い分も、所詮は何の検証も出来ないものだ。自分の非など彼は認めず、議論が平行線を辿るのは、問う前から決まりきっていた。

「だからね、クッコロちゃん！　さっきの発言だけど、それ、別にこっちにゃ何のダメージもねえトコだから！　どころか最高にハッピーだ！　あんな、常識知らずで何かとヌけてて挙句の果てにはクッソ重たい地じ雷らい女おんな、策も嵌ってまんまと離れられたのは、垣根渡、ともすりゃ大魔王をブッ倒した一撃より自分を褒ほめたいグッジョブで──」

「────────そうだな」

　彼女にとって、失望と落らく胆たんを確かめただけの問いに、三百年越しの価値があったとするならば。

　それはクッコロイヤル家が代々受け継いできた疑問へ、ついに答えを出せたことだ。

　召喚勇者、世界を救った救世主、精霊女王がたったひとり愛した男ワタル。

　そいつが、〝だとしても〟〝十二分〟──殴るに値する、クソ野や郎ろうだと確定した。

「今は、私も、ありがたい」

「あ？」

「おまえのおかげで、本当に大事な、傷つけたくない仲間がいないでくれるのが、だ」

「ぶほっ！」

　勇者ワタルが思い切り吹き出す。『逆だろうが、仲間もいないで何が出来るんだ所詮お飾かざりの姫騎士が』とその表情が侮ぶ蔑べつしている。それから、何か悪あく辣らつなことを思いついたらしく、にぃ、とその口がいやらしく笑った。

「なに？　なんかしたい？　やるつもり？　いいよいいよやってみな？　エリザベートにゃ借りがないわけでもないわけだし、一発、無防備に受けてやるから。っくく、三百年分の思いとか籠めて、ドーンと来ちゃえばいいんじゃないっ」

　悪い癖くせが顔を出した。

　勇者ワタルは三百年間正体を伏せながら世界を巡っていたわけだが、弊へい害がいとして彼にとっての〝一般人モブ〟に、〝身の程を弁えない真似〟をされることが幾いく度どもあった。彼はその度、例外なく〝名が出ないように〟自分を不愉快にした相手に報いを与えた。他の勇者の仕業と思われた迷宮入りの事件の多くが、この男のしわざだった。

《意志や矜持を砕くだくこと》。それが、あらゆる努力を嘲あざ笑わらう、遊んでいるだけで成長を遂げる召喚勇者ワタルの歪んだ趣しゆ味みである。

　誰より憎にくい相手なのに、自分ではどうしようもない──今はそれが、勇者ワタルがマリーに突きつけようとしてるもので、三百年前からの使命を踏みにじる喜びに、彼はひそかに、とてつもなく興奮していた。

　……正常な判断力が失われるほどに。

「その権利、ありがたく行使させていただこう。後から取り消しなど利かないぞ？」

「安心しろ、約束は守ってやるよ。一発くらいどうってことねえし。どっからでも」

「では、その前に失礼」

「ん？」

「少しよう々しよう準備が、あるのでね」

　笑いながら彼女は、自身の纏っていた軽けい甲かつ冑ちゆう、姫騎士の装備を外し始める。

　身を軽くして全力の一撃を見み舞まう気か、ならばその油断を裏切るようにカウンターを決めてやるのも悪くない──内心でほくそ笑んだ勇者ワタルが、半笑いで固まる。

　姫騎士の胴どうを覆っていた、胸部の装そう甲こうのところから、何かが転がり落ちた。

「…………おい。ちょっと、待て。それ」

「ああ、もしかしたら期待させてしまっていたかもしれないな。三百年前のエリザベートは、それは妖よう艶えんな肉体をしていたと聞くのだが、世代を重ね精霊の血も薄まった影響か、この通り、実は私は──胸が薄いのさ。まあ、姫騎士にとっては、身軽であるほうがありがたいがね！　強がりでなく！」

「じゃねえよ！　ンなコトより、お、おま、おまえっ……！」

　震ふるえる指が差すのは、湾わん曲きよくした装甲の、胸との間の部分に収納されていた袋ふくろの中から出てきた桃色の小瓶と、薄くて四角い金属の板である。

「それっっっっ！　勇者のチート・アイテムじゃねえか!?」

　六十日間の旅路、不本意に関わってしまった勇者問題、中でも解決にまで関わることになった二つの事件の残ざん滓しだ。

　トッカラケの勇者タケトが持っていた、異性を誘いざなうハーレムの秘薬。

　世界樹大森林の勇者ヒロキがばらまいた、万能を謳うたう不思議な道具。

　前者は残っていた《巣》の撤てつ去きよ中ちゆうに、後者は滅め茶ちや苦く茶ちやになった文明の瓦が礫れきを掻き分けて探し、マリーはマトモな状態のものを手に入れていた。

「これについては、収拾を手伝ってくれたベラと違い、パットは知らない。召喚勇者の遺物なんて、残しておけばどんな騒そう動どうを生むかわからないし、勇者送還をしようとしている人間がそんなものを所持しているなど、示しがつかないからな」

　だから、絶対に見つからない場所に隠しておいたのだと、マリーは言う。

「疑われても困るじゃないか。何しろ、実際にその通りなのだから」

「……あ？」

「うん、白状してしまうんだがな！　私は勇者を全員戻した後、王国再建のため、存分にチート・アイテムを使う腹はら積づもりだったとも！」

「あぁぁあぁぁぁあぁっ!?」

　恥ずかしげもない告白に、勇者ワタルでさえ叫びを上げていた。

「ベラには『研究の必要があるから集めている』などと言っていたが、あれも噓うそだ！　使えるものは何でも使って、手段を選ばず願いを叶えるつもりだったのだ！　そうでもしないことには、エリザベートほどの素質も武器も持たない私が、彼女を超える国など作れようもないからな！　は────っはははははははっ！」

「一言言うぞ、引くわ！　ありえねえ、やりかたはどうあれ世界平和を願ってたエリザベートとまったく違う、完ッ璧に俗ぞく物ぶつじゃねえかおまえ！」

　泡あわを食った勇者ワタルに指差されながら、しかし当の本人は、誉ほめ言葉とばかりに涼すずしげなドヤ顔を浮かべていた。

　先程マリーはこう言った。『この場に仲間がいないでありがたい』と。

　その通りの意味であった。こんな姿をもしも二人に、特にパットに見せていたなら、まず、勇者より彼女が先に成せい敗ばいされる。

　予期せぬトンデモで平静をかき乱されてしまった勇者ワタルだったが、その表情が、状況を理解して徐々に落ち着き、皮肉の笑いを浮かべるまでには回復した。

「…………っか、なはははははっ！　しかしよ、残念だなぁクッコロちゃん！　どうやらいっちょまえに野心なんか隠してたみたいだが、そうはいかねー！　モノ自体は残っていてもな、それだけじゃあ意味がねえんだ、召喚勇者のチートってのは！」

　そう。彼らの固有能力のうち特にアイテム、物品として現れる場合は〝使用権〟が極めて厳密であると外来勇者大事典もののほんにも書いてある。

「本来の所有者以外が使えば呪いがかかる小瓶もしかり！　そもそも大本の〝親機〟が制御を司つかさどってるスマホもしかり！　道具だけ集めてもしょうがねーんだっての！」

　勇者ワタルが指摘する通り、今、幾いく人にんの女性たちを虜とりこにした瓶の中の秘薬は灰はい褐かつ色しよくにくすみ、数多あまたの機能を発揮したスマホもまた、ロック状態で沈ちん黙もくを続けている。

　最初はちょっぴり驚きこそしたが、やはり趨すう勢せいは何も傾かたむいてはいないと確認した勇者ワタルは、先程よりもむしろ勢いを増して勝かち誇ほこる。腰こしに手を当て大笑いする。

「ぎゃははははは！　浅はかだったな、先祖と同じに！　ほんのちょびっとでも、自分にも勇者みたいな力が使えるって期待したかよ!?　ンなわきゃないでしょ、ファンタジー住民ッ！　そういうのは異世界からわざわざやってきてやったおれたちの特権なんであって、そっちはおとなしく、何にでも感心する引き立て役に」

「おかしいな」

「なってりゃい……は？」

「発言を撤てつ回かいするな、勇者ワタル。言ったのは、おまえだろう」

「……言った？　何を？」

「マリーわたしは、エリザベートと、違うと」

　優しく、美しく、幻想的で。背筋が凍こおりそうな、万人を惚ほれさせそうな笑みで──姫騎士は、囁く。

「《目覚めよ従じゆう僕ぼく、我が声を聞け》」

　まるでそれは、主あるじの呼び声に、背筋を正したようだった。

　機能を失っていた秘薬とスマホが、マリーの手の中で色彩を取り戻し、光が点ともった。

　この瞬間こそ、異世界に召喚されて三百年で、勇者ワタルが最も驚愕した瞬間だった。

「あり、えな」

「何も、不思議チートなことなどないよ」

　そういうのは、おまえらだけで十分だ、とこれ見よがしに掲げて見せる。

「起こることしか起こっていない。勇者の道具の使用権は、勇者が持ってこそ発揮される。だったら──私なら、当たり前じゃないか」

　それは、簡単な帰結だ。けれど、自分の行いから逃げていた勇者ワタルにだけは気付けなかった、自分で目を逸らしていた盲もう点てんだった。

「我が身には、〝勇者の血〟が流れている。最初で最高品質な、召喚勇者の属性がな」

　三百年間、雌伏した。エリザベートの子孫たちは、この切きり札ふだを隠していた。

「《最初の召喚勇者》と、《儀式統すべる女王》の血が、ひとつに交わった時。力は混ざり、《あらゆる召喚勇者のチート・アイテムを支配下に置く》スキルが誕生した。元々のプロミステラでは何の役にも立ちはしない、《魔法を創造し、扱う》リソースまでも圧あつ迫ぱくする、極めてよけいな授かりものさ！」

　変化は、外見にも生じ始めた。マリーの勇者としての能力の発現と共に、精霊女王の縁たる金の髪の一部が勇者ワタルと同じ黒色へ塗り替わり、瞳の色も、片方だけ黒く染まっていく。

「こんな力、知られれば勇者に狙われ、人々に忌み嫌われる。ただでさえ召喚儀式を広めたクッコロイヤル家の末裔として、肩かた身みも狭せまい身の上で……ふふ、あはははは、本当、生まれてこのかた、どれほど悩んできたことか。これを使えば出来るはずのことを、幾いく度たび、見過ごさざるを得ず、口を堅かたく閉ざすしかなかったか」

　外見と同時に、感情・思考にも変化が出ているようだった。

　その笑みは、およそ、旅の仲間、ベラやパットが見てきたものではない。

「でもさ、勇者ワタル。今はこんなにも清々しいんだ。感謝を言いたい。苦しみに耐たえた、三百年間の先祖に」

　高貴さや使命、義務感・悲願、そうした要素の下にあった、封ふうじられて隠されていた、彼女本来の心が露あらわになっている。

　はっちゃけている。

「あなたたちが、この力を隠し続けてくれたおかげで。ついに今、マリー・ラフラ・クッコロイヤルの代で、最大の好機に指が届いたのだと！」

「────ッ！　悪わりィなクッコロちゃん、さっきのやっぱ、ナシってことで──！」

　首筋を伝う怖おぞ気けを振ふり払はらうように、勇者ワタルは掌てのひらを返す。たかが二つのチート・アイテムが握られていようが、使う前に仕留めてしまえばいいだけだ。

　獰どう猛もうな笑いが顔面に満ち、先程パットを軽く吹っ飛ばした力を容よう赦しやなく、自ら防具を外した姫騎士に振るおうとする。

「────────あ、れ？」

　だが、気付いた時は、もう、手て遅おくれだった。

　腕も足も、全身が、空間に縛しばり付つけられでもしているように動かない。

「な、なんだ、これ……どうし、て……!?」

「それも心外だなあ。自分で言ったくせに」

「はぁ!?」

　疑問を吠えた直後、その答えは、すぅっと浮かび上がっていた。

　勇者ワタルは、今の今まで透とう明めいだった、中空に生じた縄なわで、いつのまにか雁がん字じ搦がらめに縛られている。

　その縄は、文字が連なった〝文章〟で出来ている。




『──一発、無防備に受けてやるから──』

『──後から取り消しなど利かないぞ──』

『──安心しろ、約束は守ってやるよ──』




「《虚言実行ヴオイドレコーダー》」

　マリーは、スカートのポケットから〝それ〟を取り出した。

「簡かん易い契けい約やく・強きよう制せい執しつ行こう。対象が使用者との間で約束を交わし、反ほ故ごの挙動を見せた時に発動する、拘こう束そく罰ばつ則そくのアプリだよ」

　胸元に隠していたのとはまた別のスマホを、彼女はこれ見よがしに振った。

「はぁぁぁぁあぁぁっ!?」

「やれやれ、知らなかったのか、世界中を遊んで回った自由の勇者よ。……ワールドツリー学園都市のココーセ・エルフの間ではぁ、機種で使えるのが違うアプリの為ための、スマホの二台持ちとかってぇ、フツーなことだったんだゾーッ？」

　半日体験入学の時、わずかな間のクラスメイトたちに教えられていたポーズをマリーは真似る。旅の仲間たちがいたならば絶対にやらない、見せたくはない仕草に、けれど勇者ワタルは『姫騎士無理するな』と野次を飛ばす余裕もない。

「ざ、ざけんな、だとしても、ンな操作しこみいつのまに」

「準備は、ここに来る以前。二人にも内ない緒しよで、今朝、密かに動かし、この一台だけはずっと起動状態にしておいたのさ。……ふう。貯蔵されていた動力が切れていなくて一安心だよ。冷や冷やした」

「う、うう、ううううううっ……！」

「私にとって最大の幸運は、君が相手であったことだ。流石は、プロミステラを救った、この世界の誰にも成し遂げられなかったことをやった自負を持つ救世勇者。その分だけ私たちを侮あなどり、いかにも主力な用心棒も、絶大な素質を眠ねむらせた大魔王の孫も片付けたことで、狙い通りに慢まん心しんした」

　絶句する黒髪勇者を見下ろし微笑する、金と黒、交じり合った色の姫騎士。

「おかげで、みっともない弱者に対し、決定的な願望を、弱みを曝さらけ出だしてくれた」

　勇者ワタルが、ぎくりとした表情を浮かべる。それに今度は、マリーのほうが嗜し虐ぎやく的てきな笑みを返す。

「君は異世界召喚契約書を欲した。下げの下げでしかないはずのプロミステラ住民を、相棒に勧かん誘ゆうし、欲と恐怖で利用しようとした。他の勇者の我が物顔に腹を立てながら、自分は直接、ぶつかろうとするのを避けた。それは、すなわち──」

　──無敵で最強な召喚勇者も。

　──同じ召喚勇者のチートに対しては、その限りではない。

　それはたとえば、世界樹大森林での決戦に於いて、パットが勇者ヒロキのスマホを、そのスマホのアプリで破壊したように。

「ありがとう。君たちの生態、長年の研究でも一番深い謎なぞに覆われていたランキングの存在理由、縄張り不ふ可か侵しんの取り決めにあった必然が解明された。縄張りは、戦えば互いにただでは済まない勇者同士の争いが勃ぼつ発ぱつするのを防ぐためで、ランキングとは、直接に傷つけあわないで優ゆう劣れつを、権けん威いと権利の格を決める、戦闘の代だい替たいであったのだな」

　マリーが《虚言実行》を立ち上げているのと別の、もう一台のスマホを操作する。

「さて。そろそろ、約束を果たさせてもらうとしようか、勇者ワタル」

　立ち上げたのは、物品再現アプリ《創造新ネクストステツプ》だ。中空より、かつて大魔王との最終決戦に於いて失われし、クッコロイヤル家に伝わる、魔と聖の、闇と光の力を併あわせ持もつ伝説の一振りが現れ出でる。

「しかと眼まなこに焼き付けよ。清せい濁だくを呑み、果たすべき理想のために邁まい進しんする、我等が王家の掲げた理念、不ふ撓とう不ふ屈くつの超具現──宝ほう剣けんクッシナイザーの輝きを！」

　勇者ワタルは、そこに渦うず巻まく力がかつて目にした実物を凌りよう駕がしていることを知る。

《創造新》の効力は、時に、単なる再現に留まらない。所有者の記憶と世界の記録を参照して発動するアプリは、そこに現実すらも捻ねじ曲まげる思い入れ、強い感情があった場合、その要素をも混ぜ合わせ、結果へと反映させるのだ。

　だが、そうした過度の感情移入が、常にプラスへ作用するとは限らない。

「…………ぐ、ぅ、ぅうううっ……！」

　刃の先にいる勇者ワタルではなく、剣を持つマリーが呻うめきを漏らす。

　彼女が知らず引き上げた宝剣の性能は、同時に、デメリットをも肥大化させてしまっていた。クッシナイザーはその強力さと引き換えに、使用には戦士ではとても賄まかなえない魔力の消しよう耗もうと、魔法使いでは扱えない筋力が必要となる。

　魔に秀ひいでた精霊女王であり、騎士としての職をも極めたエリザベートにのみ振るうことのできた剣は、姫としても騎士としても先祖に及ばぬマリーには荷が重く、剣の先端は倒すべき勇者から床に落ちた。苦く悶もんに歪んだ表情にはいくつもの大おお粒つぶの汗が浮かんで、振るうどころか持ち上げることさえできずにいた。そして、その無様さに勇者ワタルが吹き出す。

「ぶほはははははッ！　大口叩いてそれかよダッセぇ！　いいぜ、そのまま無理して倒れろ！　そうすりゃこのクソアプリも、契約無効でダウンすっからよ！　色々がんばったみたいだが、所詮世の中にはどうしようもない無理があるって知るべきで」

「ふんっっっっ！」

「ぁい？」

　素すっ頓とん狂きような声も出よう。必死に御ぎよそうとしていた宝剣をそっちのけに、マリーは突然、奇き行こうに走った。

　トッカラケのハーレム勇者タケトが用いていたモテモテ液、愛あい染ぜんの秘薬の蓋を取った……というより、上部を、強引に割り開けたのである。秘薬はたちまち気化し、周囲へと漂ただよい始はじめる。

　その行為を見た勇者ワタルは一拍遅れ、密かに〝しめた〟という顔を浮かべる。異性への魅み了りようは確かに強力だが、それこそクッコロイヤルの一族が陥おちいってしまったような過か敏びん体質でもない限り〝一瞬で即座に・骨の髄ずいまで〟とはいかない。

　姫騎士はお約束通りに失策した。身を縛る〝好きに一発〟の判定は、誘ゆう惑わくの香こうを嗅かがせられた瞬間に完了する。解放された後、虜にされるまでの間に、反撃に出ればいい。

「く、くそ、やめろ、そんな、まさか！　え、エリザベートを捨てたからって、今度は子孫のおまえに惚れさせるって、そういう意い趣しゆ返がえしをしやがるつもりか────っ！」

　迫はく真しんの演技が炸裂する。さあ役立たずの剣を捨てろ、長年の仇かたきがここまで嫌がってるんだぞ何を迷うことがある、そのように勇者ワタルは相手の背を押した。つもりだった。

「乾かん杯ぱい」

「は？」

　あろうことか、姫騎士マリーは……愛染の秘薬を、対象に嗅がせて虜にする、気化させて用いる香こう水すいを、思い切り飲み干していた。

「ばっっっっっっっっ!?」

　勇者ワタルが困こん惑わくの声を上げ、マリーの手から空からになった瓶が手から落ちて、石の床が音を立てる。それから、ふらり、ふらりと揺れていた身体がぴたりと止まる。

「…………………………………………る」

　呟きが、ちいさく、聴こえた。

「……………………できる、できる、できる、できる、わたしはできる、わたしはやれる、なんでもこなせる、ばっちりすまいる…………」

　ふと、勇者ワタルが思い出したのは、三百年の旅の中で見た、地平線の果てから砂埃を上げて荒野を走る野牛のような生物の群れだ。

　マリーの様子はその地じ響ひびきを、徐々に近づいてくる猛もう進しんの音を、なぜか想起させた。

「…………おい、おいおい」

「やれるやれるできるできるだって私はクッコロイヤル！　高貴で無敵で素敵に元気な、未来に輝く愛され女王！　あはっ、あはははははははははっ！　こんなコ他のどこにもいないよ世界で一番かわいいよ、もうなんだってやれちゃうよ─────ッ！」

「おぉおおおぉいいいいいいいいっ!?」

　俯うつむきから持ち上がったマリーの顔は、だらしなく、はしたなく、ゆるみにゆるんで蕩とろけきっていた。知性や理性の箍たがが外れ、判断力もガバガバで、一切合切抑えがない。

　それが、凄まじい力となって、表れている。

「……へ」

　マリーの口から声が漏れる。全身から目に見える、空間を歪めるほどの魔力が放出される。

　上がらぬ剣が、持ち上がる。

「へへへへ、ふ、へへへははははは」

　愛染の秘薬は、単なる惚れ薬ではない。

　勇者タケトがしていたように──それは、役に立つ手て駒ごまとするため、服用させた者を強化させるという側面も持っていた。
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　それをマリーは、自分で自分に使ったのだ。

「持ってくれよ私の身体ッ！　姫騎士感度、三千倍だぁあああああああッッッッ！」

　激しい自じ己こ陶とう酔すいによって、力が引き出される。それも《クッコロの呪い》──彼女ら一族の、〝勇者のチート影響を過か剰じように受ける〟体質が故の、限界の限界を更に超えた、超増強ドーピングが実現する。

　あれほどどうにもならなかった宝剣が、木の枝のように軽々しく、しかし、剣圧で聖地神殿の内装を破壊するほどの勢いで振り回された。その様は、怒いかり狂くるう一つ目巨人サイクロプスもかくやというほどの、凄まじき暴走であった。

「よぉおおぉお～～～～～っしぃ！　そんじゃあいくぞ、わるゆうしゃ～～～～ッ！　わらしのいちげき、うぅけてみりぇ～～～～っ！」

　自己陶酔が行き過ぎて泥でい酔すいの域に達し呂ろ律れつも怪あやしい姫騎士が、剣技も何もあったものではないデタラメかつ伸びやかなフォームで振りかぶる。

　勇者ワタルは「んん────っ！　んんんん────────ッ！」と思い切り抵抗するが拘束はまったく緩ゆるまず、そして三百年を通してまたも初めて『もっときちんと必死になってレベル上げしときゃよかった』と切実に願い、そんな今更の願いは当然何の意味もない。

　思わず、彼の口からは、必死の抗こう議ぎが飛び出していた。

「こんなひっでぇ決着あってたまるかぁぁぁぁぁっ！　スキルも魔法も出せてねえ、マトモに戦闘してもねえ！　ズルにもほどがあんだろおおおぉおおぉおぉっ!?」

「にひ」

　酔よいどれの顔に、年端もいかない少女めいた、純真な笑みが浮かぶ。

「ありがとう、褒め言葉だ！　その台詞、召喚勇者たちおまえらの口から、ずっとずっと聞きたかったッッッッ！」

　そうして。

　姫騎士の喉のどから爽そう快かいな歓喜が逬とばしり、三百年の鬱うつ憤ぷんを晴らす宝剣が振り抜かれた。




　最初にして最高の召喚勇者、ワタル・カキネ。

　彼の敗因は、至極明解、シンプルで──

　──特権チート無きが故に、形なり振ふり構わず泥どろ臭くさくより貪どん欲よくに知ち恵えを絞しぼり勝ちを狙う、弱者のズルさ。

　どんな不ふ遇ぐうにも負けない気持ち、幸せを目指す心を、侮ったこと。
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　──昔、むかし。

　どこにでもいるごく普通の少年に一歩目を踏み出させたのは、理不尽への怒りであり、我が慢まんならないことへの反発で、目を背けて生きてたまるかと魂を焼いた誓ちかいだった。

　その時には予測もしておらず、長き旅路の最中だって、彼は思ってもみなかった。

　自分がこんな気分で、決戦に臨むことになるなんて。

「お、お、お、お、おおおおおおおッ！」

　空想の魔王城、決戦の広間には、二人以外のモノがいる。

　大魔王が生み出せし、瘴気で編まれた四体の巨きよ獣じゆうが繰り出す攻撃を、少年はかいくぐり、時に攻撃をわざと食らうことすらしながら活路を開く。

　敵の勢いさえ利用して、四体の完璧なる連れん携けいに、付け入る隙を抉こじ開あける。

「ひとぉつッ！」

　吹き飛ばされた勢いで大だい怪かい鳥ちようの真下へ潜もぐり込こみ、爪を摑んで地面へと叩きつける。

「ふたぁつッ！」

　床をすり抜け奇襲してきた大おお蚯蚓みみずが顔を出した瞬間に、拳を打ちおろし迎げい撃げきする。

「みぃっつぅッ！」

　極小の羽虫が連なって形を成した蠅はえの王を、突き出した掌の圧で全部吹き飛ばす。

「そいで、もってぇっ！」

　三体目の決着の背後から襲う、影の狼おおかみが吹き出した瘴気の息を、這うほどの低さで食らいながら突とつ進しんした。

　パットから溢れる光は、極めて複雑に、瞬きの間にも光り方を変えている。

　彼の行う《経験値燃焼》によるステータス上じよう昇しようの精密な制御は、幾度失敗しても諦めなかった気の遠くなる反復の賜たま物ものだ。ただの凡人が飽くなき修練の果てに積み上げた学習によって、輝く偉い業ぎようを成し遂げる。

「よぉおぉおおおっつぅァッッツッ！」

　ブレスの直後、顎の下から蹴り上げた雷らい光こうの足刀が、天突く狼を両断した。一体が通常の魔王十体分に比する《四し瘴しよう獣じゆう》を、たった一人で蹴散らした。

　──だが、そもそも。命なき傀かい儡らいなど、最初から倒されるための布石でしかなかった。

　四体の強敵が葬ほうむられたその刹せつ那な、床ゆか一いち面めんに張り巡らせている混沌の海から闇で造られた無数の杭くいが浮かび上がり、彼の死角より音もなく射出された。

「ッだぁッ！」

　しかし、音どころか気配も攪かく乱らんされている状況下に於いて、その不意打ちは、標的を捉えることなく迎撃された。

　背に眼でもついているのか、未来でも視みえているのか。

　否。ただ彼は、知っていたのだ。

「北東大陸、宣戦布告前夜。騎士団長リノハッタの決けつ闘とうに応じ、返り討ちにした時の技だな、このコンボは。正々堂々の言葉を真に受けた団長はそれでやられたが、俺はまだ立っていて、そして」

　この後に、一瞬隙が出来ていた、と。

　断たれた狼が消えゆく、形なき瘴気へ戻っていく途と中ちゆうの影へと、飛び込んだ。

　相手にとっては、自らの手足を利用された目くらましだ。今度は、こちらが奇襲を仕掛ける番だ。影を突き抜けた先に立つ、次手の攻めを行おうとしている、別の攻め手を読み込んでいるそいつの腹に、跳び蹴りが見舞われた。

「生あい憎にくだがなぁっ、もう今ので全部だぜ、大魔王ヴェラヴィアディスドルファッ！」

　相手の狙いを反射的に察したのだろう、パットの身体に付着していた瘴気は突破の際に微び妙みように抵抗を持ち、速度と力を軽減させた。

　だが、それでも効果はあった。大魔王の真紅の巨軀が足で地を擦こするように吹っ飛び、全身を鎧よろう骨の鎧よろいへ、中心から幾いく筋すじもの亀き裂れつが広がった。

「おまえもお勉強してた、爺じい様の〝戦いかた〟は種切れだ。これ以上出し惜しみしてたらよ、やり切る前に、終わっちまうぞ。……そんなんで、いいわけねえよな」

　軽けい薄はくに、挑ちよう発はつ的てきに笑う。肩で息をし、凄まじい汗を浮かべていても、限界のギリギリに立ちながらも、尚なお、戦意と闘志は陰らない。

　そして、

「せっかくの、俺とおまえの念願だろ？　なあ、まさか、気付いてないとでも思ったか。そっちのほうも見くびってたか、俺のこと」

　大賢者ファイハンタに形成された専用の舞台、魔王城に満ちていた、大魔王から放たれていた瘴気と混沌が、動き出す。

　漫まん然ぜんと広がっていた闇が、本体へと戻っていく。

「六十日間一緒に旅すりゃ、実際はどういう奴かってのも見えてきた。おまえはンな、面倒くさくてややこしいことやらかしたがるタマでもねえって。……でもよ」

　思い出すのは、旅立ちの日、青き船上。

　笑って語った、冗談みたいなその動機。




『大魔王の直系と産まれたからには、一生に一度は夢見る世界の支配者ですし！　勇者を一いつ掃そうした暁あかつきには軍を再編、今度こそ愚おろかなる人類を統べてやりたいと思ってます！』




「そっちだって、本当だろう？」

　壁を叩く音がした。

　瘴気と混沌、大魔王の力で形成された《初代ヴェラヴィアディスドルファ》をかたどる外がい殻かくの、その内側からの衝撃だった。

「考えてみりゃ納得だ。ビビりかと思えば案外ワガママ、おしとやかに見えるのは上辺だけ、一ひと筋すじ縄なわじゃあとてもいかない際物で……そんなおまえがさ、まさか、散さん々ざんにやられたことを、さっぱり水に流せるだなんて、それこそありえねえっての」

　音と震動が更に増す。瘴気と混沌も、より激しく吸い込まれていく。

「心配しなくても、ここには俺とおまえ以外、他にだァれもいやしない。恩人で、絶対に嫌われたくない、大好きな姫様だって、な。だから──ほら。好きなだけ、思ってること、本当は感じてたこと、ぶつけてみろ」

　最後の音は一際強く、放出していた全てを吸い込み、そして、一拍の静せい寂じやくの後、殻からを破って産まれ出たのは、馴な染じみ深い、真紅ではなく桃色の、ドレス姿の少女だった。

　その眼は、怖こわいものに怯えるでもなく、楽しいことにはしゃぐでもなく──淡たん々たんと、茫ぼう洋ようと、目の前に立つ少年ではなく、この世界のすべてへと向けられた、はじめて見る眼差しだった。

「──わたしは。にんげん、なんて、ゆうしゃなんて、だいきらい、だ」
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「ああ」

「しはいしてやりたい。くるしめてやりたい。しいたげられたぶんだけ、しいたげてかえしたい」

「そっか」

「わたしは、わたしも、わたしだって──だいまおうとして、ありのまま、おおあばれしてみたかった」

「よし、やろう」

　いつもの姿の、しかし、深い負の感情……大魔王に相応ふさわしい意識に取とり憑つかれ、頭の螺旋角を禍々しく肥大化させたベラへ、パットは、歩みよっていく。

「方針の一いつ致ちだな。俺は全力の大魔王と戦いたい。おまえは嫌いな勇者相手に大暴れしたい。っかか、ようやく、同じほうが向けたっつーかんじ」

　足が止まる。手を伸ばしても届かないけれど踏み込んだなら届く距離。

　互いの願いを摑もうとするならば──自らで、進まねばならない距離。

「ただ、悪いね。おまえの相手をするのは、実績があって、誰もが認める本物じゃない。やりたいと決めたことにも間に合えなかった、志望止まりの半はん端ぱ者もので──」

「いや」

　半分は、冷たい、世界を呪う無表情で。

　半分は、確かな、少年を知る眼差しで。

　疑いようもない、間違いようもない確信を込めて、大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世は、どちらの自分でも断言した。

「きみは、わたしの出逢った中で、もっとも勇者な、いいひとだ。かっこうよくて、さいこうだ。パットくん──きみが敵をつとめてくれて、大魔王として、こんなにうれしいことはない」

　報われたのはどちらの側か。

　嬉しいなんて、お互い様だ。

「……ひひひ。そりゃあ、どうも──どういたしまして、だぜ。俺が、思い描いてたのとは、違いまくるギャップの塊、世界一ヘンテコな大魔王様。……いや」

　幻想の決戦場で、対岸に等しい位置から描いた夢の紆う余よ曲きよく折せつの結末に、少年と少女は立っている。

　時代が変わろうと、理由が変わろうと、諦めきれない願いを叶えるために不可欠な相手が、目の前で、同じ気持ちで、自分のことを見つめている。

「遊ぼうぜ、ベラ。相手するから、相手してくれ。一切合切出し惜しみなく、世界で一番贅ぜい沢たくに、必要なくなる心残り、きっちり全部吐き出す為にッ！」

　もう、誰の目からも明白だ。

　こんなのは、世界の命運を決める、勇者と魔王の最終決戦などではない。

　世界の都合なんてそっちのけにした、青くさい勇者志望と、赤くなりきれない大魔王の孫の、諦められなかった夢を清算し、その先へ踏み出すための通過点でしかない。

「おおおおおおおおおおおおおおぉぉぉおおおおッ！」

「あぁぁあぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁあぁッ！」

　三百年分の経験値に燃えて輝く拳と、三百年分の鬱憤を闇と纏った拳が、今、真正面からぶつかり合う。

　それは取り分け不格好に、それはまったく美しくもなく、それはちっとも技術と無む縁えんな、それはどうにも勇者と魔王の戦いになんて見えもしない──

　──心の底からただ楽しい、意地の張り合いなのだった。
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　びょうん、と空間に門が開く。

　そこから飛び出してきた二人が、聖地神殿ナシャユミヤ、儀式の間にどうと倒れた。

「も、もうむり、げんかい……今ので魔力、かんぜんに切れちゃいました……。ローブの中に蓄たくわえてたヘソクリまで、なくなってますぅ……。危うく北東大陸首都に取り残されて、騎士団さんに捕まるところだったじゃないですか、だれかさんのせいで……」

「んはぁーっ、ちょちょい、お礼が先じゃねえですかね、あらぬところに生成しやがった転移の門に、おまえを抱えて飛び込んだ俺の機転によ……。しかもそれで、こっちも、あらかた使い切っちまったよ……三百年分の経験値貯蔵、カラッカラ……」

　ボロボロな状態で帰き還かんした二人は悪態を吐つき合あいながら、天井に開いた穴から空を見上げている。

「おかえり、二人とも。無事に戻って何よりだ」

　労ねぎらいは、正気に戻り、軽甲冑を着直し、髪の色も金一色に戻っている姫騎士からだ。

　パットは「おうよ」と得意げに笑い、そしてマリーは、「また迷惑かけちゃったね、ごめん……ううん、ありがとう、マリー」と微笑ほほえむ。

「結構。私の方でも、ちょっとした悔くいと報いを果たした。なのでこちらも少々疲つかれていてね、本来の目的は、休きゆう憩けいしてから始めよう。……ああ、ところで」

　二人の傍らに腰を下ろしながら、マリーが何気なく、だが確実に含みを持って問う。

「心ゆくまでケンカをしてきたようだが。勇者と魔王、結局どっちが勝ったんだ？」

「当然俺だね！」「もちろんわたし！」

　二つの主張がガツンとぶつかり、首が回って視線がぶつかり、《最後の判定》について議論が始まるのを姫騎士は大いに笑い、そんな議論も、平行線で終わった。

「────ねえ、マリー、パットくん」

　三百年を逃にげ惑まどい、この世界の酸すいも甘あまいも味わった、人類の敵なのか味方なのか、曖あい昧まいな立場の彼女は──大魔王ヴェラヴィアディスドルファⅢ世は、嚙み締めるように、柔らかな笑みで言った。

「わたし、助けられて、やっつけられて、救われちゃった。人間って、わけわかんないくらい、滅ぼすなんて、もったいなくってできないくらい、すっごいねえ」
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「……しかし、あんなふうに焚きつけておいて何なんだが」

「ん？」

「勇者ワタル──このイカサマレベル野郎、どうやってぶちのめしたんだ、姫さん？」

「はっはっは、それは乙女おとめの秘密、もしくは姫騎士最終奥おう義ぎということにしておこう」

　よほどプロミステラへの執しゆう着ちやくが強いのか。勇者ワタルはマリーの一撃を受けながらも、これまでパットが倒した勇者のように送還されていなかった。気を失っているうちに縛り上げて転がされているが、いつ目を覚ますともわからない。

「今のうちに済ませるとしよう。私たちの、成り上がりの第一歩を！　……ベラ！」

「はーい！」とこちらも着直したベラのいつもの便利ローブから取り出されたのは、一枚の古びた紙だった。それを受け取ったマリーが「うむ！」と頷く。

　何を隠そう、いや、そのように隠されていたものこそが《異世界召喚契約書》だ。絶対になくしてはならない、安全に運ばなければならない品は、マリーが最も信頼するパートナーに預けられていたのである。

　勇者ワタルも持ちかけた交渉の無意味さに、早く気が付くべきだった。チーレムオーラやチートスキルに過度の影響を受ける《クッコロの呪い》に苛さいなまれる、ホイホイさらわれてしまいかねないマリーが、そんな貴重品を自分で持ち歩くわけがない。

　ベラを暴走させた時点で勇者ワタルの目論見は困難になっており、そして、暴走を命じた原因が倒され、大魔王化させられた本人もまたパットと戦い決着をつけることで支配から完全に解き放たれている。

「では二人とも、少し離れていなさい」

　石造りの祭さい壇だんの中心部、異世界勇者召喚の魔法陣に契約書が置かれる。その上から、契約者エリザベートの子孫たるクッコロイヤルの末裔マリーが、人差し指の先をナイフで切り、血の雫しずくをしたたらせる。

「開け、此方と彼方、異界と異界を繋げる、大いなる《門》！　我は此こ処こに、クッコロイヤルの名に於いて──勇者召喚の儀ぎ、願いの完了を宣言する！　この声を聞き届けたまえ、創造神ファンタズよ！」
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　その変化は、プロミステラの、いたる所で発生した。

「は？」「え？」「あ？」「うん……？」

　様さま々ざまな大陸で、様々な場所で、様々な勇者の額に、不可思議な印が捺おされる。

　ぽん、ぽん、ぽぽぽん、ぽぽぽぽぽん……その、旧き時代、神かみ々がみが用いていた言葉で《おつかれさまでした！》を意味するマークが浮かぶ。

　それと同時に、勇者たちは自分の頭上に現れた穴へと吸い込まれていくではないか！

「なぁっ!?」「うっそぉ!?」「ちょ待っ、」「なんでなんでなぁんでぇっ!?」

　消える、消える、消える──あるべき世界、そして、元いた時代へと、プロミステラへ訪れる前と同じ状態で、勇者たちが戻っていく。

　なぜそのようなことが起こり得るのか、それは召喚術式を編み上げたエリザベートさえも、狙って御し得たことではない。召喚契約書が作成された時に、彼女さえも与あずかり知しらぬ一文が足されていたという完全なる神秘──あるいはそれこそ、世界を創りながら、そこで起こる営みを関かん与よせずに見届けると言われる創造神ファンタズの、特級の例外に於ける配慮だったのかもしれない。

　ともあれ、不条理は、こうして日常に回帰する。

　異世界を救い、そして異世界を脅かしもした外来種の勇者たちは、三百年にわたる長い長い夢からようやく覚め、元通り、一般人に戻る時が来て──
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「──おれは、勇者だあああぁぁぁあぁぁぁっ！」

　勇者召喚任期満まん了りよう──閉幕の儀式が進む祭壇の間に、叫び声が轟いた。

「きゃあぁぁっ!?」

　一瞬のことだった。開いた《異世界の門》に吸い込まれはじめていた勇者ワタルが、すれ違いざまに拘束を引き千切り、ベラの腕を摑んだのだ。

「てっ、テメエ!?　寝ねたフリなんざ、勇者のやることじゃねーんじゃねーの!?」

「ははははははははっ、何とでも言えよモブッ！　俺ってば、今、どう見ても世界で一番勇者してるんだからッ！」

「な、っにを、ふざけたこと言ってやがんだ！」

　すんでのところで飛びついて、ベラの身体に腕を回し、足を踏ん張る。だが、異世界送還の強制力、吸い込みの力は凄まじく、徐々に引ひき摺ずられてしまう。

「その往生際の悪さ、みっともなさ、一体ドコが勇者だっての！」

「わぁかっちゃいないなぁ、これだから世界を救ったこともない偽にせ者ものは！」

「あぁッ!?」

「さっき、おまえだって戦ってただろうが！　それならわかってんだろうが！　勇者がこの世界からいなくなるんなら、もう、誰も倒せなくなる大魔王なんて──いたらみんなの迷惑だってッ！」

　その言葉は、欺ぎ瞞まんと我欲だらけの勇者ワタルの口から出た、しかし、誤魔化しようのない真実の一片だった。

「勇者がいなくなってしまえば、もう、同じチートを持ってる大魔王を止めることはできない！　それに、おれがさっき、そいつにしてやったのは！　あの暴走は、そいつの中にあった衝しよう動どうを促しただけでッ！　その力も、いつか獲得するものを、引き出してやっただけなんだよッッッッ！」

　噓や駆け引きであれば、抗あらがえもしただろう。

　だが──そう断じられたベラの表情が、自覚ある事実であると物語っている。

「ひ、ひ、ひひひひひっ！　感謝しろよそこらのモブッ！　本当ならもうどうなってもいい異世界のために、恨うらみも忘れて手伝ってやるんだから！　かぁーっ、やっぱりさ、こんなカッコイイ最後、勇者以外にゃできねーよな────っ！」

　勇者ワタルの哄こう笑しようは、手の施せない自己陶酔に塗まみれている。歪みながらも強い思いの分だけ、その指が摑んだ腕が、肉に食い込み、決して放しはしないとめり込んでいく。

「じゃあなおまえら！　精せい々ぜい語り継いでくれ、最初で最高の召喚勇者が、最後に果たすこの偉業！　うおおおおお、垣根渡、ファンタジー世界に、伝説を残────すッ！」

　限界が来る。激しくなる送還の吸引の前に、己の運命と、選ぶべき選せん択たく肢しを悟さとったベラが、そっと、自分の胴どう体たいに縋りつく少年の頭を撫でる。それから、恩人で親友である姫騎士のほうを見て、微笑む。

「──ありがとう。マリーに、パットくん。ふたりは、わたしの──」

「おっと。その先は、まだ早い」

「ああ。続きならば、後で聞く」

　止める間もなかった。

　まず、マリーが魔法陣の前から離れ、パットの腰へしがみ付く。それから、踏み止まっていたパットが、別れのタッチをするように、床を蹴る。

　勇者ワタル、ベラ、パット、マリー──四人が全員、開いた穴に吸い込まれていく。

「んなッ、何をやってるんだ、おまえらぁぁぁぁぁあっ!?」

「何って。勇者志望としちゃあ、倒しそこねた大魔王を放っとくわけにはいかねーだろ。こいつ、勝ったのは俺のほうだって認めやがらねーしな！」

「私が世界に君臨しようと思ったのは、愛されるためでもあるが……それ以上に、心から幸せにしたい親友の居場所を創りたかったからだ。それが少し、よりやりがいがある状況になるだけではないか。プロミステラで行おうとしていた理想は、なに、こんなこともあろうかと引き継ぎはしておいた、出来た義妹いもうとが叶えてくれることだろう」

　パットもマリーもきっぱり言い切る。勇者ワタルにとっては完全に予期していなかった事態の発生に、表情を歪めて叫ぶ。

「ふ、ふふふ、ふざけんなぁぁぁあっ！　おまえらが残らないと、誰がおれの雄ゆう姿しをこの世界に広めるんだよ!?」

「諦めろ」

「どうでもいい」

「っっっっ！　あ、ああ、あああああのなぁっ！　言っとくけど、地球とか、日本とか──剣も魔法もない世界とか、マジにつまんねえからな！」

　その渾こん身しんの訴えに、三つの声が「ありえないね！」と言葉を重ねる。

「は。おまえには、わからないかもしんねーけどな」

「旅の仲間というものは。どんな時でも一緒にいたいし、何をやっても楽しいのだよ」

「──うんっ！　行こう、二人とも！　マリーとパットくんが一緒なら、わたし──どんな世界だって、そこが自分の魔王城だよっ！」

「ち、ち、ちっくしょおおぉおおおおッ！」

　勇者ワタルの絶ぜつ叫きようを最後として、《送還の門》は消えた。

　聖地神殿ナシャユミヤ、儀式の間には昨日までと同じ静音が満ち、そしてプロミステラはこれより、チートの存在しない本来のありかたへの回帰に向けて、新しい一歩を歩み出す。……その使命を、世界ではなく己のために貫いた三人と引き換えに。

　彼らのその後の行方、世界を救った〝めでたし、めでたし〟の先でどうなったのかを、プロミステラの誰も知る由よしもない。

　だが、それでも。

　賑やかでちぐはぐで、何より、どんな時も楽しそうだった三人組が六十日の旅路で出逢った誰もが、この世界から消えた彼らに対して、同じ認識を持っている。

　たとえば。

　ある賢者は、こんなふうに語っていた。

『そんなもん決まっとろ。姫騎士と魔王の孫の嬢じようちゃん二人も、馬鹿弟子も──簡単に、気乗りせんことを受け入れるようなタマじゃないわい。元気でやっとるじゃろ、勝手に心配するなんぞおこがしましいくらい、ドコでだってな！』
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「────あン？」

　ドスの利いた、相手を威い圧あつする声が、繁はん華か街がいの路地裏の奥おくから放たれた。

「おまえさ、今、なんつった？」

　二度言う度胸はあるか、どこまで馬ば鹿かかと見定める行動と共に、その傍そばにいた同類共が動き出す。路地裏の入り口で見張っていた二人が退路を塞ふさぎ、気付いた時には袋ふくろ小路こうじが生まれている。その手際はよく慣れていて、こうした手口は彼かれらにとって馴な染じみの娯ご楽らくなのだろう。

「まったく、三流だね──と、言ったのさ。本当、つまらないったらありゃしない」

　心底から呆あきれた溜ため息いき、やれやれという仕草はこれ見よがしで、目深に被おおった帽ぼう子しの下で、瞳ひとみがいっそ哀あわれんでいる。

「やれやれだ。へんな瘴しよう気きを感じたからって来てみれば、こいつはとんだ粗そ悪あくだよ」

　乱入者は、声と、体格からして女だ。下はタイトなジーンズに、上着は半はん袖そでシャツにジャケットを羽織った──服装自体はボーイッシュでありながら、全体的に実に女性を強調する、異性の欲を駆かり立たてるようなシルエットをしている。

「わたしが大だいっ嫌きらいなものを教えてあげよう。それは、浪ろう漫まんも美学も持ち合わせない小悪党チンピラだ。なんというかな、こっちのほうが恥はずかしくなるからね」

　ここまでケンカを売られては、お望み通りにしてやらないほうが恥ずかしい。

「おまえ、何よ」

　主犯格であろう、右目の下に切り傷と、左耳のジャラジャラと節操のないピアスが特とく徴ちよう的てきな金きん髪ぱつの男が、つい先刻まで獲え物ものとしていた女子高生のほうに向けていたナイフを、乱入者に突つきつけながら問う。

「もしかして、正義の味方？」

　女は帽子を取りながら、笑みを浮うかべて首を振ふり、

「大だい魔ま王おう」

　人を食ったような、冗じよう談だんを言った。
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　その様子を、路地裏に攫さらわれてしまっていた女子高生は目もく撃げきした。

《勇者様》なんて、現実には存在しない。

　それでも、この日、少女は魔ま法ほうを見たと思う。

　路地裏を舞まう、優美な体たい捌さばき。狭せまさを制し、壁かべを足場に、薄うす暗ぐらき世界を支配する、どこまでも自由な、楽しそうな大だい活かつ躍やく。

　あっという間に一人が倒たおされ、二人がやられ──最後の傷きず跡あとピアスなんかは、怒いかりや戸と惑まどいを飛とび越こえた、憧どう憬けいにすら近い表情にさえなっていた。心からの土下座を決めた後でもう二度とハンパな悪ぶりはしないと誓ちかわされ、仲間を連れて逃にげていった。

「……はぁ」

　路地裏から出る。

　興奮は、冷めやらない。薄うす暗くらがりを抜ぬければそこは、いつもと同じ大通り。自分が知っている場所で、風に乗ってふわり、慣れ親しんだからあげ屋の匂においが鼻に香かおる。

　それでもまだ、胸がずっと、ドキドキしている。

「まるで……ほんとの、本当に……」

　違ちがう世界にでも行っていたみたいだと、そんな気持ちが湧わく。そして、




『──っと、いけないいけない。わたしも早く帰らないと』

『あ、ありがとうござい、ます。その──ま、まるで、ヒーローみたいでしたっ！』




　恩人との別れのやり取りで、思わず素すっ頓とん狂きような礼を告げてしまった際──自じ称しよう大魔王の女性が浮かべた、何とも複雑そうな表情を思い出し、少女はちいさく苦笑した。
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「──って、そんなことがあったんですよっ！」

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、居間に飛とび込こみ、開口一番の報告が飛んだ。

「そりゃあわたしもね、人がわたしに対してどういう感想を抱いだくかに注文を付けるほどヤボじゃないです。でもでも、さすがにヒーロー勇者はヤバくないですか!?　それってわたしが、一番呼ばれちゃいけない表現ですよね!?　だから、大いに反省しています今！　うぅぅん、一体どういうふうに割って入れば──助けられた人さえ恐おそれおののく、大魔王ロールが出来たのかなあ!?　ねぇねぇ、一いつ緒しよに考えてよパットくーんっ！」

　そこは、郊こう外がいにあるマンションの一室だ。

　３ＬＤＫでありながら敷しき金きん・礼金ゼロ家賃●万円という破格の値段設定は、さる不幸な事故とそこから続いていたトラブル、その道のエキスパートが青ざめて口にした『手には負えない。最悪の念が渦うず巻まいている』の断定──要するに様さま々ざまな〝いわく〟が由ゆ縁えんであったが、現在、ここに住んでいる者たちは、それらのジンクスを真っ向から打ち破り、一年の期間をすごしている。……というか。

「ああーっ！　え、今日、揚あげ物もの!?　ひゃぁっほーいやったぜーっ！　どれどれ、ここはひとつわたしが責任をもって、クオリティの監かん査さが必ひつ須すとみましたぜ！」

　台所に向けて伸のばした手から、黒い闇やみを更さらに伸ばし、黄こ金がね色いろにつやめくからあげを簒さん奪だつせんとする桃もも色いろ女こそが、この部屋を取り巻いていた曰いわくの数かず々かずを〝平らげてキレイにした〟本人だった。

「とい」

　その、この世界の一般人には感知も接せつ触しよくも出来ないはずのそれを、エプロン姿の少年は菜さい箸ばしの柄えの部分で弾はじいた。

「あのねえ。よりによって大魔王の大魔王らしい振る舞いとか、勇者志望おれに聞くかフツー？　おまえが何やらかしたのかはよく知んねーけど、聴きくがいいベラ。えらくてかっけー大魔王とかってのは、だらしないつまみ食いなんてしーまーせーんー」

「むむぅーっ!?　それは違うよ異議ありだよ勇者どの！　大魔王というのはだね、誰だれよりも欲を燃やし、時にハイトクに手を染めてでもカンビな快楽を追求するもので、つまみ食いこそは最高に理に適かなったもーのなーのでーすっ！」

　ひゅひゅひゅひゅひゅん、と伸ばされる闇の腕うでが、ぴぴぴぴん、と目にも止まらぬ菜箸の動きに迎げい撃げきされる。

「ただいまーっ」

　そんなこんなをしてるうち、玄関が開く音と共に声が聞こえてきた。からあげへの執しゆう着ちやくもどこへやら、ベラは机に手をついて身を起こし、即そく座ざに反転、駆け出していく。

「おかえりなさい、マリーッ！　疲つかれたでしょ、お風ふ呂ろ入ろお風呂！　マッサージやったげるっ！ ねねねね、今晩も一緒に、ゲームの続き、やろうね────っ！」

　走っていく足音を聞きながら、台所のパットがそちらへちらと視線を向ける。

　フォーマルな礼服に身を包んだ──姫ひめ騎き士し改め男装の似合うイケメン金髪女性が、じゃれついてくるベラに対応している。少年の眼まな差ざしに気付くと、性別問わず惚ほれ込こみそうな、堂に入ったウィンクを炸さく裂れつさせる。

「成程。ありゃ、どの世界でも〝たらし〟だわ」

　紅あかい日が、窓の向こうで暮れている。

　異世界・地球の夕暮れは、懐なつかしき故郷、プロミステラと同様に美しい。

「──ああ、そっか」

　こちらの世界で明るく楽しく生きている、どころか人助けにさえ精を出した大魔王の孫に対し、一言で言い表せない感かん慨がいを覚えた時、ふと、胸に落ちる思いがあった。

　昔、むかし。修行中、休きゆう憩けいの時間、物知りな年寄りと他愛もない話をした。

　ありふれた英えい雄ゆう譚たん、伝説の中に語られていた憧あこがれの存在は、世界を救った後、物語の向こう、皆みなの前から姿を消した後、どうなったのか。

「簡単じゃん。〝めでたしめでたし〟で終わった後は──また、次の〝めでたし〟を目指していくってことなんだよな、師し匠しよう」

　世界は、人生は、そういうふうに、続いていく。

　呼んだ名前には、あの日のように髪かみ紐ひもから応こたえる声もない。

　外からかすかなひぐらしの声が、どこからか風に乗って聞こえてきた。
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　パット、ベラ、マリーの三人が地球にやってきてから、はや一年がすぎた。

　頼たよりになる者もいない、常識も異なる異い邦ほうの地に投げ出され戸惑ったものの、結果的に言うならば《案外なるようになるものだ》といった具合である。

「パット。これ」

　スーツを脱ぎつつマリーが出した封ふう筒とうは、今回の報ほう酬しゆうである。揚げ物を終え、火を止めたパットがエプロンで手を拭ぬぐいつつリビングに移動し、中身を確認する。

「出張ごくろうさん、マリー。……ん。なんかこれ、ちょっと多くないか？」

「ああ。事前に話で聞いていたより、少しよう々しよう凶きよう悪あくだったものでな。先方が、謝りながら色をつけてくれたよ」

「は、そりゃありがたい。そういうとこスジ通ってるよな、頼ライ道ドウさん」

「こっちでは素性のしれないわたしたちに『コセキ』とか『びざ』っていうのを用意してくれたり、すっごく親切だよね！　ゴクドォ、っていうジョブのひとたち！」

「ジンギ、という考えかたは好ましい。依い頼らいの取りまとめに、仕事の斡あつ旋せん、報酬の支し払はらいの窓口……プロミステラでいう、冒ぼう険けん者しやギルドのような仕事なのかもしれないな」

　そのあたりの出で逢あいや、若干の認識のズレはともかくとして。こうしたことが、地球での三人の生活の、主な収入源であった。

「しっかし、どこぞの勇者サマは、自分たちの世界にゃ剣けんも魔法もねえみてえなことほざいてたが……ところがどっこい、似たようなことはあんじゃねえの」

「規模も認知度も低く、一いつ般ぱんには隠いん蔽ぺい、またはデタラメとして処理されているような話だったから、一般人であった勇者ワタルが知らなかったのも無理はないのだろう。そのおかげで、私たちのような隙すき間ま産業が成り立つわけだ」

　地球には、プロミステラとは違った形で、確かに〝神秘〟は存在していた。

　だが、それらは人ひと々びとに正確に理解されず、御ぎよせず律せず手に負えず、牙きばを剝むくそれらの害は《どうにもならない不幸》として諦あきらめられているのが現状だった。

「誰かの不幸を喜ぶなんて、魔王としても失格な三流だけど。でも、右も左もわからなかったこっちの世界で、わたしたちにも、ううん、わたしたちにならやれることがあったのは、互たがいにとって、幸運だったんじゃあないかな」

「世に潜ひそみ、真の姿を隠かくす。まるで《力がバレたら面めん倒どうだな属》のようではないか……なんてね」

　職務内容は、頼道の言葉を借りれば《大たい厄やく霊れい障しよう百ひやつ鬼き怪かい々かい萬よろずの始し末まつ》──要約するに〝人々の生活を脅おびやかすモノを人知れず片付ける正と義の沙さ汰た〟だ。

『手前共なんざ、所しよ詮せんは御お天てん道とう様に胸も張れねえ稼か業ぎようだが、誓って言う。この仕事シノギだけは、評判も御お代だいも普ふ段だんの物差しじゃあ割に合わねえ、即すなわち、こっちに背を向ける、堅かた気ぎな仕事に違いない。……どうだ。この誘さそい、乗ってくれるか、御三方』

　そう言われては、断る理由もあるはずはない。

『『『いいですよ！　そういうの、慣れてますんで！』』』

　何しろ、最後には人知れず、救った後の世界から離はなれた三人である。

　そうしてパットたちはギルド・ゴクドォ──窓口担当の頼道と契けい約やくを結び、彼の持ってくる案件を片付けて生計を成り立たせてきた。

　もっとも、不定期かつその報酬だけで暮らしていけるものではないので、それぞれアルバイトなんかもやっている。頼道からの依頼は手て隙すきの者が受けるのが共同生活のルールであり、今回の依頼は距きよ離りの問題から一泊ぱく二日ということもあって、丁度バイトが二日休みだったマリーが受けていたのだ。

　余談だが、ベラが女子高生のトラブル現場を瘴気で感知したのは、朝十時から夕方四時までの酒屋のバイトの帰りで、昨日はバイトはあったが今日は休みなパットが、家事を担当していた次第である。

「ともあれ今日も一日、愛すべき日常をおつかれさまってことで。風呂、沸わかしてあるから入ってきな。からあげにピッタリな、キンキンに冷えたビールも出しとくからよ」

「うむ。それはまた、敗北必至な組み合わせだ」

　一年をすごしてきた。それだけの日数が立てば、色いろ々いろな特別も普通に変わる。

　からあげを作る油を熱するのは火ではなく電気コンロで、麦の酒を最高の温度に冷やすのは氷ではなく気化冷れい媒ばいで、室内に風を循じゆん環かんさせる扇せん風ぷう機きは、魔法ではなく科学の力で回っているし、今いま頃ごろ風呂場では姫騎士と大魔王の孫が、魔法みたいに泡あわ立だつボディソープで互いを洗っている。

　慣れたものだし、楽しいものだ。

　どんなにありえないと思ったものでも、腰こしを据すえて受け止める気持ちさえあれば──違うものイセカイへの敬意を忘れなければ、あたりまえに一部になれる。

　それこそ、この世界にたった三人の外来種だろうとも。

「よし、そんじゃあ準備はいいなー」

　風呂上がりでパジャマ姿の女じよ性せい陣じんを加え、テーブルを丸く囲む。

　地球での作法に倣ならわんと練習した箸はしの使いかたは、まだ少し不器用なれど、いつかそれを自然と操れる日を目指して、今日もちいさな挑ちよう戦せんをする。

「では……いただきます！」

「「いただきますっ！」」

　白いごはんに大おお粒つぶからあげ、ポテトサラダにお味み噌そ汁しる、おまけの一品、ほうれん草の玉子焼き。平へい凡ぼんな日本の夕食を前に、ファンタジー世界出身の、勇者志望と姫騎士と、魔王の孫が、ゴクドォから教わった日本人の作法で手を合わせた。

　──《めでたし、めでたしハツピーエンド》の先にあった世界で、勇者志望と姫騎士と大魔王の孫は、今日もこうして暮らしている。

　どんな場所でだって、しあわせを目指すことはできると信じながら。





　　　　《０》






　そんな食しよく卓たくに、それは突とつ然ぜん、何の予告も前まえ振ぶれも無く訪れた。




〔────よ〕




　パットは、録画しておいたアニメでも見ようと、ベラがテレビをつけたのかと思った。




〔──よ。こ──え───〕




　きょとん、とした表情を全員が浮かべている。

　リビングのテレビは、その画面を黒くろ々ぐろと沈ちん黙もくさせている。




〔────勇者よ。この声が、聞こえますか────〕




「はい？」

　思わず、パットが、そう言ってしまった、その瞬しゆん間かん。




〔──繋つながった！　今、応えがありました！〕




　日本の、普通のマンションの、普通のリビングに、魔ま法ほう陣じんが浮かび上がった。
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　激しい閃せん光こう、そして、もくもくと突とつ如じよ湧き立った煙けむりが晴れる。

　果たして三人は、何ど処この文化遺産かと思うような、神しん殿でんっぽいところに座っていた。

「ようこそ、おいでくださいました。我が召しよう喚かんに応じた、選ばれし者たちよ」

　そこに、やたらちびっこいコスプレ童女がいた。

　一体何処の何キホーテで買ってきたのか──神官だか巫み女こみたいなコスプレとしか思えない格好の、日本ではあまりお目にかからないし街中にいればいやでも目立つような銀ぎん髪ぱつの女の子が、本気そのものの熱意を籠こめた目でこちらを見ている。

　──晩飯の最中、からあげをつまんだ寝ね間ま着き姿の三人を。

「妾わらわはリダフシ・デニドーマ・チョロイヤル。今や失われた古代の術を、現代へと復活させた召喚姫です」

　三人の箸の先から、からあげが落ちる。

　認めたくない事実が──そう、一年振りで懐かしすぎて、現代日本での便利な生活を満まん喫きつしすぎて忘れかけていた感覚が、今、急速に蘇よみがえる。

「突然のことに戸惑われておられるでしょう。ですが、聞いてください。今、この世界、プロミステラはかつてない危機に瀕ひんしています。我われ々われではどうしようもない、ありえない外来種への脅威に立ち向かえるのは──同じく異世界よりやってきた、あなたがたしかいないのです！」

　疑うべくもない。

　パットたちは、異世界に……故郷プロミステラに、勇者召喚された。

　それも、相手には申し訳ないほど、ピンポイントなミスマッチで！

「どうか、妾たちに、黄昏たそがれの在来種に力をお貸しください。不思議な力を秘めると伝えられる、異世界チキュウより訪れし、ニホン人の三勇者よッ！」

　ありえない奇き縁えんにより招かれてしまったパットは、マリーは、ベラは、しばし、せっかくのアツアツからあげが冷めることも気にできないくらい、気の毒な真実を告げようもない驚きよう愕がくと困こん惑わくに固まっていた。

　しかし、突如ハッとそれに気づき、三人は揃そろった動きで、ポケットから、机の上から、気付けば片時も手放せなくなっていた便利アイテム──

　──スマホを持ち、ホームボタンをタップする。

　そこに現れたものを見た、元ファンタジー世界の住人が、揃って大声で叫さけんだ。




「「「ああぁああぁあぁスマホのアンテナ立ってないッ!!」」」




「わたしの三百日目のログインボーナス！」（ベラ）

「この後九時から放送だったゲーム実じつ況きよう生！」（パット）

「明日から先行予約開始のライブチケット！」（マリー）

　口くち々ぐちにそれぞれの大だい打だ撃げきが叫ばれる。机の上に置かれていた封筒が落ち、一万円札が無情にもばらまかれ、姫騎士が「私がヌルヌル触しよく手しゆと戦った対価ぁぁぁあ！」と絶ぜつ叫きようし、何の役にも立たなくなった紙切れを号泣しながら握にぎり締しめる。

　その様はまぎれもなく──異世界人が求めたのに相応ふさわしい、地球人、現代人、日本人のリアクションであった。

　──こうして！

　何の因果か、現代日本に慣れすぎるほど慣れてしまった後、元のファンタジー世界へと召喚というか帰き還かんした三人は、再び数々の試練に立ち向かうのであった！

　強く生きろ、深夜に歩いてコンビニへ行ってホットスナックを買えない感覚に負けるな、一度は世界を救った勇者たち！

〝めでたし〟の後に始まる事件の先の、また次の〝めでたし〟を目指して！





【侵略性外来種『勇者』　了】








あとがき






　大抵の場合、物事は些さ細さいなところから出発します。

　たとえば今作は《異世界転移・転生モノがこんなに流は行やっているのだから、そこら中に勇者がいるなあ》という着想と《野の良らハーレム勇者が巣を作り、近隣の女性が奪われてしまう》という小ネタの思い付きから始まりました。

　ほんの小さな、まだ何でもない核に向かい合い、本気で全力のウソで育て上げた結果として生まれるのが物語だと思います。それがこうしてファミ通文庫様から賞まで頂き様々な方の手を借りて出版に至いたった今、そろそろ覚悟を決めるしかありませんね。今作は、僕の趣味と趣味と趣味を詰め込んだ作品です！　言い逃れられねえ!!

　言うべきことも告白しましたので、最後に御礼を。作者本人が気付けない無数の点をご指摘頂き、クオリティを整え出版に導いてくださってくださいました担当編集の儀ぎ部ぶ様。僕の頭の中にしかいなかったキャラクターに輪郭や色や身体、魅力を授けてくださった、イラストレーターの夕ゆう薙なぎ様。そして勿論、この本が読者の手に届くまでに尽力してくださったすべての方と、何より、お手に取ってくれた貴方あなた様へ、ひたすらに、感謝感激雨霰。彼・彼女らの物語が、一時でも楽しみとなれますように。

　殻から半なかひよこでございました。
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　　この作品は第20回エンターブレインえんため大賞ライトノベルファミ通文庫部門、優秀賞受賞作品『侵略性外来種【勇者】』を改稿・改題したものです。
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